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石川県水産総合センターの概要

(平成13年4月1日現在)

1 .設立 平成6年4月11日

2.所在地

水産総合センター

生産部能登島事業所

生産部志賀事業所

生産部美川事業所

内水面水産センター

3.組織・人員・業務内容

所長一一一一次長

干927-0435 鳳至郡能都町字宇出津新港3丁目 7番地
TEL 0768-62-1324(間 FAX0768-62-4324 

干926-0216 鹿島郡能登島町曲12部

TEL 0767-84-1151間 FAX0767-84-1153 

干925-0161 羽咋郡志賀町字赤住20
TEL 0767-32-3497(向 FAX0767-32-3498 

干929-0217 石川郡美川町字湊町チ188番地4
TEL 076-278-5888(閃 FAX076-278-4301 

〒922-0134 江沼郡山中町荒谷町ロー100番地
TEL 0761-78-3312(向 FAX0761-78-5756 

管理部一一総務部------------一一一一予算・決算・出納・財産管理

企画普及部

ヒ企画自 試験研究の企画調整

普及指導課--------一一 研究成果の普及指導

海洋資源部一一一一一----_ 一一------水産資源、の調査・研究・開発

ヒ白山丸日67t) 沖合漁場調査海洋観測

禄剛丸(43t)一一一一一一一一沿岸漁場調査・海洋観測

技術開発部一一一一一一一一一一一一増養殖・パイテク技術開発の研究

水産加工技術開発の研究

生産部ー一一ーー 種苗生産

ト一能登島事業所一一一一一一一マダイ・クロダイ・アカガイ・アユ等

ト一志賀事業所一一一一一一一一ヒラメ・サザエ・アワビ等

L一美川事業所一一一一一一一シロザケ等

内水面水産センタ一一一内水面の増養殖技術の研究

カジカ・ヤマメ・コイ等の種苗生産

海洋漁業科学館 一一一一企画展示と運営



4.職員氏名

所属部(課) 職 名 氏 名 所属部(課) 職 名 氏 名

所 長 田島迫夫 技術開発部 (7) 技術開発部長 永田房雄

次 長 又野康男 研究主幹 浜田幸栄

研究主幹 沢矢隆之
管理部 (6) 管理部長 星野清一 主任技師 戒田典久

課長(兼) 星野清一
技 師 高本修作

総務課 技 師 田中正隆
主任主事 橋田秀次 技 師 谷辺礼子
主任主事 赤阪裕子

主 事 新出寿美子 生産部白1) 生産部長 杉元和彦
業務主任 金木 清

非常勤嘱託 佐賀高志司 (能登島事業所) 所 長 町田洋一

企画普及部 (6) 企画普及部長(兼) 又野康男 水産研究専門員 勝山茂明

業務主任 角コ繁夫
企画調査課 課 長 津田茂美 技 師 石中健一

主 事 西森教子 技 師 吉田敏泰

普及指導課 課 長 大橋洋一 (志賀事業所) 所 長 野村 ヌじ

技 師 漬上欣也

技 師 達 克幸 企画管理専門員 高柳 実

主 査 谷内 茂

海洋資源部側 海洋資源部長 皆川哲夫 主任技師 橋本達夫

業務主任 時国英子
主任研究員 員方 勉 技 師 井尻康次
水産研究専門員 大慶則之 技 師 西尾康史
水産研究専門員 杉本 洋 非常勤嘱託 潰田守男
水産研究専門員 辻 俊宏 非常勤嘱託 前田謙二
主任技師 池森貴彦 非常勤嘱託 中町 豊
技 師 梅田 潤

主 事 辻口優喜子 (美川事業所) 所 長 柴田 敏

漁業調査指導船 船 長 白田光司 主任技師 増田康孝

白山丸 技 師 北川裕康

機関長 飯田直道 非常勤嘱託 米国順二

課主査 橋本洋一 非常勤嘱託 末正照八

課主査 島 敏明

主任技師 持平純一 内水面水産センター (8) 所 長 桶田浩司

主任技師 畑下雅浩

主任技師 小川清一 主任研究員 高門光太郎

主任技師 小谷内悦志 水産研究専門員 波田樹雄

技 師 向井手口彦 主任主事 木田裕子

技 師 山下健太郎 技 師 板屋圭作

技 師 平塚亮太 技 師 四登 I享
技 師 若狭博之 非常勤嘱託 木村信吉
技 師 坂下敏昭 非常勤嘱託 橋本金雄

漁業調査指導船 船 長 堀居政一 海洋漁業科学館 (2) 非常勤嘱託 野村健栄
職剛丸

機関長 大根谷文男
主事(併)

小路直美

主 査 田中広之 (本務能都町)

主任技師 佐藤 均

J支 師 梅津正美 職員数計 77名

-2 





我が国周辺漁業資源調査

池森貴彦・海田 潤・貞方勉・白田光司・堀居政一・辻口優喜子

I 目的
200海里漁業水域の設定に伴い，当水域内における

漁業資源を科学的根拠に基づいて評価し，漁獲可能量

等の推計に必要な資料を整備する。本調査は，独立行

政法人水産総合研究センターからの委託調査であり，

調査の詳細は平成13年度資源評価調査委託事業計画書

及び海洋観測・卵椎仔・スルメイカ漁場一一斉調査指針

による。

E 調査の方法
1 .漁場別漁獲状況調査

小型底びき網とべにずわいかご漁業の漁獲位置・

漁獲量を，漁獲成績報告書よりデータベース化する。

2.生物情報収集調査

(1)漁獲状況調査

県内主要10港における主要魚種別銘柄別漁獲量

を集計した。

(2)生物測定調査

マアジ・マイワシ・マサパ・スルメイカについ

ては，体長組成測定と精密測定(体長・体重・雌

雄別生殖腺重量)を，ブリ・マダイ・マダラ・ニ

ギス・アカガレイ・ウマヅラハギについては体長

組成測定を実施した。

3.標本船調査

能登島町鰻目地先に敷設する大型定置網lヶ統を

標本船として選定し，日別魚種別の漁獲量を記録した。

4.調査船調査

(1)沖合海洋観測調査

調査船白山丸(167t・1，300P S)により， 2001 

年6・9・11月と2002年3月に能登半島北西沖合海

域で定点観測を実施した。

(2)卵稚行調査

調査船白山丸と禄剛丸(43t，800 P S )により，
2001年4・5・6月と2002年3月に，能登半島北西沖

合から金沢・富来沖にかけて，ノルパックネット

の150m鉛直曳きにより卵稚仔を採集し，海洋観

測を併せて実施した。

(3) スルメイカ漁場一斉調査

能登半島北西沖合から大和堆周辺海域にかけ

て，スルメイカの漁場一斉調査を2001年6月から7

月に調査船白山丸により実施した。

(4)スルメイカ新規加入量調査

能登半島西方沖合において，2001年4月と2002年3

月に調査船白山丸により表層トロール調査を実施し

た。

(5)ズワイガニ漁場一斉調査

金沢・輪島・珠洲沖の水深250・300mで，調査

船禄剛丸により2001年7月から8月にカニ龍調査を

実施し，海洋観測を併せて実施した。

E 結果
1.漁場別漁獲状況調査

小型底びき網漁船40隻，延べ操業日数10，400日，

べにずわいかご漁船5隻 延べ操業日数1，080日の魚

種別漁獲量と操業位置を漁獲成績報告書により把握

した。

2.生物情報収集調査

(1)漁獲状況調査

加賀市・漁連・南浦・石川とぎ・輪島市・蛸

島・宝立町・内浦・能都町・七尾地区の10港にお

ける漁業種類別銘柄別月別漁獲量を集計した。

(2)生物測定調査

対象魚種について延べ131回の測定を実施した。

3.標本船調査

2001年4月から2002年3月にかけて，標本船の銘柄

別漁獲量を集計し表 lに示した。

4.調査船調査

(1)沿岸・沖合海洋観測調査

新漁業管理制度推進情報提供事業報告書(平成

14年3月)に記載した。

(2)卵稚仔調査

種類別卵稚仔採集個体数を定点別に示した(表

2 )。

(3)スルメイカ漁場一斉調査

本報告書の「スルメイカ漁業調査」に記載した。

(4) スルメイカ新規加入量調査

本報告書の「スルメイカ新規加入量調査」に記

載した。

(5)ズワイガニ漁場一斉調査

操業結果を表-3に示した。
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表 1 標本定置網の魚種別月別漁獲量

(単位:Kg)

2月 1 3月 l 合計
01 01 14.192 
剖 21 16.181 
2371 321 5.831 

01 01 2.368 
01 441 833 
01 41 2.984 

01 11 145 
201 1031 178 
O1 151 55 
01 01 25 

501 6761 3.795 
01 17.6401 23.670 
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能登半島近海産ズワイガニ資源の一斉調査の結果

勉・堀居政一tLH 

臼J5"31・
...，町「一一一一

..." 

I 目的
日本海のズワイガニ資源を評価するため，関係府県

と協力して龍網による一斉調査を2001年7-8月に実施

した。ここでは，本県分の結果を報告する。

""" Elll"J闘

だフイカ二軍居室点

館V31'

調査地点

E 結果
調査地点別のズワイガニ採捕個体数及びそのうちの

漁獲対象(雄で、は甲幅90mm以上，雌では成休)となる個

体数・割合を表-1と図-2，3に示した。

E 械ヰと方去
能登半島近海では金沢沖，猿山岬沖，及び椋剛埼沖

で，それぞれ海深250mと300mに調査地点を設けて合

計6回の龍網操業を調査船帳剛丸(総トン数43，0)でお

こなった(図1)。一連1，000 m当たり，龍綱(最大径

140cm，高さ75cm，網目33mm)10個を， 100m間隔で取

り付けた。餌には冷凍サパを用い，龍網の浸漬時聞は

丸一日を目処とした。なお龍網による一斉調査は1997

年から金沢沖で開始しており，その後， 1998年に猿山

岬沖， 2000年に椋剛埼沖の調査地点を追加して，継続

実施している。

ズワイガ二採捕個体数及び漁獲対象割合(籍網10個使用)

調査点 金沢沖-1 金沢沖-2 猿山岬j中-3 猿山岬沖4 線開IJ埼沖-5 緑剛埼沖-6
ーーーーー-- - - ーー一一ーーーーーーー ーーーーーーーーーー ーーーーーーー咽『ーーー ーー司ーーー--ーー司申 ーー'ーーー一ーー--ー ーーーー一一昨ーーーーー

海深 250m 300m 250m 300m 250m 300m 

雄ガニ 34 22 268 89 36 223 
ーーーーーーーー司 - -ー一ーーーーーーー ーーーーーーーー『ー ー--ーーーーーーーー』 ーーーーーー-ー一一一ー ーーーーーー唱ーーー』 ーーーーーーーーーーーーー

C¥¥'9伽mく 27 (79%) 20(91%) 59 (22%) 68 (76%) 9 (2ラ%) 171 (77%) 

雌ガニ 504 7 164 9 16 1，372 
『ーー--ーーー-一ーー一ーーーーーーー - -ーー-ーーーーー ーーーーー喧ー--ーーー 平由ー甲骨ーーーーーーー ーーーーーーーーーーー

成体 504 (100%) 1 (14%) 21 (13%) 1 (11 %) 3 (19%) L359 (98%) 

表-1
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採捕個体数は，金沢沖の海深250m，猿山岬沖の海

深250m，蔵剛埼沖の海深300mで、多かった。

雌雄別には，雌ガニが金沢沖の海深250mと鵡剛埼

沖の海深300mで，雄ガニが猿山岬沖の海深250mで多

e場

ズワイガニ(雄)
一一一一10fi体/篭

CW90..> I ~CW90.鋼〈

¥必径二一。

かった。ただし猿山岬沖の海深250mでは，甲幅90mm

以上の雄が22%，成体雌が13%と，漁獲対象となる個
体の割合が小さかった。

G雪

眠F・3l・

Nlo 

瑚体CI寸/篭
Nlo 

図 3 調査地点別の寵網1個当たりズワイガ二採捕個体数(左:雄司右:雌)

U 考察
これまでの調査結果を表一2に要約した。 ニ資源は減少の兆しがあった。

前年の調査結果との比較では，金沢沖の海深250m
で雌ガニが増加，猿山岬沖の海深250mで、雌雄とも未

成体ガニが増加，時剛埼沖の海深300mで、雌ガニが大

幅に増加した。一方，猿山岬沖の海深300mと椋剛埼
沖の海深250mで、雄ガニがやや減少した。

全体的に，雌ガニ資源は安定しているものの，雄ガ

更に，龍網では，漁具特性で小型個体の採捕が少な

いが，調査地点のなかでは猿山岬沖に漁獲対象前の個

体が比較的多く分布しており 能登半島近海では資源

の有力な加入海域となっていた。しかしながら，金沢

沖と帳剛埼沖の調査地点では これから漁獲対象とな

る加入個体の分布が少ないとみられた。

表 2 ズワイガニ採捕個体数の推移(寵網 1個当たり換算)

調査地点 金沢沖-1 金沢沖・2 猿山岬沖-3 猿山岬沖・4 緑剛埼沖-5 線剛埼沖-6
曲ー申伺・ー『ー『ー ーー・ーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー -・ー・・』ーーーーーーーー

海深 250m 300m 250m 300m 250m 300m 
ー『苧『ー四ーーー ーーーーーーーーーー ーーー・ーーー『・・ーーーーー ーーーーーーーーーーー・・

雄 雌 雄雌 雄離 雄雌 雄雌 雄雌

1997年 3.5 18.4 3.0 0.0 - . . . ー ー ー

1998年 1.0 20.7 0.1 0.3 5.4 0.7 6.0 0.8 . 

1999年 5.4 50.0 1.0 0.2 15.5 5.5 13.2 1.7 . ー ー

2000年 2.6 35.9 1.2 0.1 8.4 8.2 13.8 0.4 7.6 08 24.1 38.3 

2001年 3.4 50.4 2.2 0.7 26.8 16.4 8.9 0.9 3.6 1.6 22.3 137.2 

評価 ーー今 ーー今 -ーー参 -・→ ーー今

備考 雌増加 横這い 未成体多い 雄減少 雄減少 雌高密度



スルメイカ漁業調査

I 目的
木県沖合漁業の主}Jであるイカ釣り漁業の合開的操

業を確保するため，スルメイカ資源の動向を調査し，

操業船に漁況を報告した。

E 方法
1.漁場調査

2001年5月23日から10月19日の間に日本海で調査

船白山丸(総トン数:167t)によるG航海の漁場調査

を行った(表 1)。集魚灯には3凶のメタルハライド

ランプ78灯を用い，テグスに90crn間隔で、針20本を連

結した自動イカ釣り機14台(片舷7台X2)を使用し，

適宜水深を調節しながら操業した。

海田 潤・白田光司・大慶WIJ之・辻口{憂喜子

各調査点では， STDによる海洋観測，釣獲{同体の

計数，外套長測定(100尾)を行い，さらに50尾のスル

メイカを凍結して持ち帰り，精密測定を行った。調

査結果の概要は操業毎にまとめて「スルメイカ情報」

として県下の漁業協同組合および関係機関に情報提

供した。

2.標識放流

11操業点で漁獲した15.900尾の鰭部にアンカー型

タグを装着して放流し，その後の再捕報告から同遊

状況を推定した。

3.水揚量調査

県内主要港(金沢・南浦・輪島・蛸島・小木・能都

町)の生鮮および冷凍スルメイカの水揚量を調査し

た。

表-1 調査船白山丸イカ釣り試験操業結果(2001年)

航海 操業
す日「付百

操業時刻 操業開始位置 天 水温(OC) 操業 釣機 漁獲 平均 外套長 外套長 ♂ ♀ 交接率 ♂成熟 ♀成熟
次数 次数 気 Om 50 m 時間 台数 尾数 CPUE レンジ モード (%) (見) (%) 率(%) 率(%)

5 123 20:00-04:00 38-02N 136-35E 01 16.6 12.3 8.00 14 12537 111.9 15-19 17(35%) 46 54 。 。 。
2 5 124 19:30-04:30 38-00N 134-00E 01 17.3 13.6 ゴ::;114 4 3825 30.4 18-23 21(38%) 40 60 13 20 7 

3 5 125 1 9:30-04:30 38-00N 133-12E 01 15.7 8.7 5610 44.5 17-22 20(42%) 40 60 3 5 。
4 5 126 19:30-04:30 38-12N 132-44E C 1 15.7 8.1 9.00 14 5655 44.9 16-23 21(32%) 42 58 3 10 31 

5 5 127 19:30-04:30 38-39N 133-40E BC 15.0 7.6 9.00 14 6631 52.6 17-23 20(29%) 38 62 16 11 6 

6 5 128 19:30-04:30 39-03N 135-04E 81 18.1 13.5 9.00 14 4059 32.2 17-23 19(30弘) 58 42 10 31 5 

7 5 129 19:30-23:00 38-51 N 136-42E 81 17.6 11.6 3.50 14 3104 63.3 17守 22 20(36%) 34 66 9 。 。
2 6 129 21 :15-04・00 37-00N 136-20E ー 22.5 16.1 6.75 14 864 9.1 13-24 21(21%) 50 50 24 45 20 
2 2 6 130 1 9:30-04:00 38-00N 136-22E o 1 21.7 15.2 8.50 14 1017 8.6 15-25 19(25%) 62 38 26 52 32 
2 3 7 19:30-04:00 38-41 N 135-01 E BC 20.6 14.7 8.50 14 2652 22.3 18-26 21(29九) 48 52 15 22 8 

2 4 7 1 2 1 9:30-04:00 39-00N 133-40E F 1 20.1 

14:1 
8.50 14 1989 16.7 18-25 22(30%) 56 

434 8 
5 11 5 

2 5 7 1 3 19・30-04・00 39-40N 134-20E 01 19.6 8.50 14 3689 31.0 17-26 22(36%) 62 。 3 。
2 6 7 1 4 1 9:30-04:00 39-58N 134-59E 01 18.1 6.7 8.50 14 2246 18.9 15-26 23(22%) 

3 8 1 4 1 9:30-03:00 39-59N 135-51 E C 1 26.8 8.2 7.50 14 9567 91.1 18-28 22(23%) 46 54 41 48 4 

3 2 8 1 5 1 9:30-05:00 40-53N 136-38E BC 23.3 2.8 9.50 14 3254 24.5 17-27 22(24%) 46 54 。 13 。
3 3 8 1 6 21 :30-04:30 41-53N 137-52E BC 21.8 3.9 7.00 14 3438 35.0 17-28 22(28%) 62 38 26 42 。
3 4 8 1 7 19:00-04:30 42-06N 137-49E BC 21.2 5.3 9.50 14 2798 21.0 19-28 22(24%) 80 20 30 7 。
3 5 81 8 20:30-03:30 41-25N 137-22E 01 22.3 3.6 7.00 14 1445 14.7 20-27 22(28%) 

4 8 123 21:00-24:00 39-05N 136-54E BC 26.6 16.0 3.00 14 31 0.7 8-27 22(26%) 62 38 68 50 
417 2 

4 2 8124 19:00-01・00 39-48N 134-28E BC 25.2 9.5 4.75 9 1 7408 166.5 20-29 25，26(21 %) 48 52 42 96 
4 3 8 125 19:00-02:00 39-36N 134-10E C 1 26.3 7.7 5.50 14 6930 90.0 18-29 23(22%) 

4 4 
4 8 126 19:00-02:00 39-24N 134-30E BC 25.2 7.5 5.25 14 8064 109.7 20-31 25(25%) 58 42 38 83 19 

5 8 127 1 9:00-04:00 39-44N 135-07E -1 25.8 4.2 8.50 14 3295 27.7 20-30 26(18恥) 40 60 67 10 30 

5 9 117 19:30-22・30 37-59N 137-19E -1 23.9 16.3 3.00 14 493 11.7 14-27 22(21%) 58 42 5 86 86 

5 2 9118 18・30-00・30 39-07N 134-28E -1 21.2 5.8 3.25 14 6397 140.6 20-31 25(23%) 40 60 73 100 10 
5 3 9 119 18:30-01・30 39-27N 134-27E C 1 21.0 6.8 3.75 14 6429 122.5 22-30 26(22%) 
5 4 9120 18:30-01 :30 39-47N 134-46E 21.0 7.7 4.25 13 7531 138.8 21-32 26(23%) 44 56 64 82 21 

5 5 
5 9 121 18:30-01:15 39-39N 134-39E BC 20.6 6.9 3.25 14 6307 138.6 22-31 25(24九)

6 9 122 18:30-05:30 38司 41N 133-48E BC 23.0 17.9 11.00 14 5758 37.4 19-30 26(22%) 54 46 61 70 17 

5 7 9 123 18・30-22:30 38-42N 134-30E BC 20.7 7.4 3.50 14 6971 142.3 19-28 24(23九) 48 52 50 67 12 
5 8 9 124 18:30-02: 15 39-05N 135-21 E 21.4 9.8 7.75 14 5835 53.8 19-28 23(25%) 42 58 86 95 17 

6 10 12 18:00-22:00 37-59N 137-21 E R 1 20.6 18.2 4.00 14 248 4.4 19-33 23(22%) 62 
338 6 
100 100 100 

6 2 10 13 18・30-06・00 39-11 N 135-41 E 81 19.8 14.5 11.50 14 1770 11.0 18-25 20(32%) 64 44 41 23 

6 3 10 14 18:00-04: 15 39-50N 135-50E 81 18.9 7.4 9.25 14 7589 58.6 18-30 25(21%) 48 52 62 79 12 

6 4 10 15 18:00-02・15 39-55N 135-08E 01 18.3 7.0 6.25 14 8762 100.1 20-30 25(28出) 66 34 65 100 6 

6 5 10 16 18:00-00: 15 39-44N 135-15E C 1 18.4 5.9 5.25 14 5906 80.4 20-29 25(25%) 

6 6 10 17 18:00-22:00 38-48N 135-13E C 1 17.6 5.8 4.00 12 268 5.4 22-29 25(27%) 

6 7 10 18 18:0日目04:45 39-31 N 134-30E B 1 17.8 8.0 10.80 14 7677 51.0 21-29 25(30%) 48 52 46 100 7 

6 8 10 19 18:00-22:30 39-02N 134-25E 01 17.8 5.9 3.50 12 7338 179.0 目。十30 25(26%) 
CPUE:釣機1台1時間あたりの漁獲尾数 白山丸の年間平均CPUE:50.05

-12 -



E 結果および考察
1.漁場調査

第1次調査:5月 23 日 ~5月 30 日

能登半島北沖から日本海西部の海域で試験操業を

行った。能登半島北沖の調査点にはCPUEが111.9-

63.3と高い好漁場がみられた(図 3)。日本海西部海

域の調査点でもCPUEは30.4-52.6と高かった。全般

的には昨年同時期の結果よりも良い操業成績であっ

た。外套長モードは能登半島北沖の調査点で'17cmと小

さく，大和堆南西の調査点で、20-21cmと大きい傾向が

みられた。

第2次調査:6月 29 日 ~7月 5 日

第2次調査は日本海スルメイカ漁場一斉調査の→

環として行われた。スルメイカは全調査点で採集さ

れ，全点の平均CPUEは21.92であった(図1)。こ

の値は前年の平均値(23.01)よりやや低いものの過去

5年、ド均(17.29)の127%と高かった。この結果から本

年のスルメイカの資源量は高い水準を維持していると

考えられた。

各調査点のCPUEは武蔵堆付近で約150，積丹半

島から稚内西沖で50以上，佐渡北方から津軽海峡西沖

および大手11堆から沿海外|南部沖で30-50と高く，これ

らの海域にスルメイカが多く分布していた(図-3)。能
登半島以西の海域ではCPUEが10以下と分布量が少な

かった。

魚、体サイズについては，外套長20cmの個体が多数

25 l 
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8 
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図ー1漁場一斉調査での平均CPUEの推移
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図 2 漁場一斉調査でのCPUE重み付け外套長組成

を占めており(図 2)，近年と比較して外室長21cm以

上の個体が多くて外套長18cm以下の個体が少なく，

近年では魚体は大きpほうであった。

第3次調査:8 月 3 日 ~8月 9 日

大和堆北方から渡島半島西沖の海域で試験操業を

行った。大和堆北方の調査点にはCPUEが91.1と高

L、好漁場がみられた(図 3)。艦作崎西沖から渡島半

島西沖の調査点ではCPUEは14.7-35.0とやや低

かった。外套長モードは全調査点で、22cmで、前年より

も魚体はやや小型であった。

第4次調査:8 月 23 日 ~8月 28 日

能登半島北沖から大和推周辺海域で試験操業を

行った。大和堆周辺の調査点にはCPUEが27.7-

166.5と非常に高い好漁場がみられた(図 3)。能登

半島北沖の調査点ではCPUEは0.7と低かった。大

和堆周辺海域で釣獲された個体の外套長モードは23

-26cmで、前年よりも魚体はやや大型で、あった。

第5次調査:9 月 17 日 ~9月 25 日

能登半島北沖から大和堆周辺海域で試験操業を

行った。大和堆周辺の調査点にはCPUEが37.4-

142.3と高い好漁場がみられた(図 3)。能登半島北

沖の調査点ではCPUEは11.7と低かった。大和堆中

央部の調査点では外套長25cmD.-(、上の大型個体が高頻

度で漁獲されたが，大和堆南部の調査点では外套長

25cm以上の大型個体の漁獲頻度が低かった。大和堆

中央部の調査点で釣獲された個体の外套長モードは

25-26cmで、あり，前年(18-23cm)よりも大塑であった。

第6次調査:10月 12 日 ~10月 20 日

能登半島北沖から大和堆尉辺海域で試験操業を

行った。大和堆周辺の調査点にはCPUEが51.0-

179.0と非常に高い好漁場がみられた(図 3)。能登

半島北沖の調査点で、はCPUEは4.4と低かった。大

和堆中央部の調査点で、は外套長25cm以上の大型個体

が高頻度で漁獲されたが，大和堆出東部の調査点で

は外套長25cm以上の大型個体の漁獲頻度が低かっ

た。能登半島北沖の調査点では成熟が進んで、外套膜

肉が薄くなったいわゆる皮イカが多数漁獲された。

2.標識放流

標識スルメイカの再捕結果を図 4に示した。 11操業

点で合計15，900尾を放流して75件の再捕報告を受け

た。イカ釣り漁業の初漁期にあたる5月に能登半島北

西沖から大和堆周辺で標識放流した個体は， 0-30日

後には大和堆周辺と能登半島沿岸で再捕され， 31-60 

日後には大和堆周辺，新潟県沿岸および津軽海峡近海

で再捕され， 61日以上後には大和堆周辺，佐渡沿岸，

津軽海峡近海，礼文島沖および兵庫県沿岸で再捕され

た。イカ釣りの盛漁期にあたる8-10月に大和堆周辺

で放流した個体は，放流0-301::1後には大和堆から山

陰沖で再捕され，放流31日以上後には山陰沖から対馬

近海で再捕された。

叶
ペ
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図-3 スルメイカ漁場調査でのCPUE分布(2001年)
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以上の結果から5月に日本海沖合に分布するスル

メイカの中には，5月下旬から6月中旬に能登半島沿岸，

6月下旬から7月中旬に津軽海峡近海， 7月下旬から8月

下旬に津軽海峡近海と兵庫県沿岸に「接岸」する群が

存血していることが明らかである。従って，小型い

か釣漁船が北上期に漁獲対象としているスルメイカ

資源の一部は沖合から補給されていると判断でき

る。一方， 8月以降に日本海沖合に分布する群の多

くは出下群であると考えられる。
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3.水揚量調査

5月から12月までの県内主要港(金沢，南浦，輪島，

蛸島，小木，能都町)へのイカ釣りによる生スルメ

イカの水揚量は4，675tで I抱一年の108%，過去5年

平均の93%であった(図~5)o 5月から12円の小本港

への冷凍スルメイカの水揚量は23，719tで，前年の

109%，過去5年平均の91%であった。近年，スル

メイカの資源水準は高く漁獲量は高位安定状態に

あるが，魚価安が著しいため水揚金額が減少して

漁業経営を悪化させていることが大きな問題に

なっている。
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図~4 スルメイカ標識放流結果 (2001 年)
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スルメイカ新規加入量調査

潤・白田光日J.池森貴彦

て持ち帰り，陸上で各調査点あたり100尾(100個体未

満の場合は全数)の外套長と体重を測定した。

海同

E 結果
幼イカの分布状況は図-1に示したとおりである。
2001年及び2002年ともに採集尾数は3月に少なく， 4月

に多い傾向がみられた(表 1)。分布状況は2001年及び

2002年ともに類似しており，若狭湾付近と大和雄南方

海域(極前線付近)で、分布密度が高かった。

外套長組成は図 2に示したとおりである。各調査点

の外室長の測定結果から，沿岸に小型個体，沖合に大

型個体が分布すると思われたので，図-2には北緯37度

30分以南の定点を沿岸海域 以北の定点、を沖合海域と

して2001年4月及び2002年4月の結果について海域別に

外套長組成を示した。 20(H年の沿岸では外套長25mm付

近と60mm付近にモードを持つ個体が多数を占めたが，

125mrn付近にモードを持つ個体も少数採集され，発生

時期が異なる群が混在すると推定された。 2001年の沖

合で、は外套長100mrn付近にモードを持つ個体が多数漁

獲されたが， 45rnrn付近にモードを持つ個体も少数採集

された。 2002年の沿岸では外套長45rnrn付近にモードを

持つ個体が，沖合で、は60rnrn付近と100rnrn付近にモード

を持つ個体がそれぞれ多数採取された。

幼イカの外套長組成を海域別にみると，全般的には

沿岸に小型個体，沖合に大型個体が分布するが，それ

ぞれの海域内においても発生時期が異なる袴数の個体

群が存在していると判断できる。今後，本調査を継続

実施することで漁獲加入前に発牛宇時期別にスルメイカ

の資源本準を推定することが可能になると思われる。

I 目的
現在，スルメイカの資源量は初漁期の一斉調査結果

から推定されており，その推定資源量と秋季の稚仔分

布量から翌年の資源量が予測されている。しかし，ス

ルメイカの漁獲加入は海洋環境によって時に大きく変

動するため，加入前に資源水準を的確に把握するため

の調査手法の開発が求められている。本調査では加入前

の調査子法を開発するために表層トロールを実施した。

E 方法
2001年及び2002年の3月及び4月に能登半島から若狭

湾の沿岸から沖合の海域で表層トロールを行った。表

層トロールにはニチモウ(株)製の稚魚、・幼体定量採取用

サンプリングギアNRT-32-K1(ドラゴンカイト使用・

網口高×網幅=12X12m) を使用した。

各調査点では水深300mまでの水温と塩分をSTDを

用いて測定した。曳網速度3.0ノット，曳網時間30分，

ワープ長200mの条件で夜間に曳網して採集された幼

スルメイカの個体数を測定した。採集個体は凍結保存し

2001年3月・4月一
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表-1調査船白山丸表層トロール調査結果(2001年・2002年)

調査 日付 開始時刻 曳網開始位置 曳網 曳網 ワープ 水温(OC) スJレメイカ 外套長
定点 年 月 日 時間 速度 長 Om 10m 20m 50m 100m 採集尾数 平均::!:SD(mm)
2001 31 16 3:15 37-22N 136-31E 30 min 3.0ノット 200 m 10.40 10.52 10.54 10司54 10.46 。

2 2001 31 14 4:55 38-01N 136-31E 30 min 3.0ノット 200 m 9.40 9.46 9.46 9.47 8.53 20 42.8::!:8.79 

3 2001 31 13 23・40 38-00N 135-30E 30 min 3.0 Jット 200 m 10.20 10.27 10.27 10.27 10.29 。
4 2001 31 13 19:25 37-20N 135-30E 30 min 2.7 hト 200 m 10.20 10.30 10.27 10.18 10.85 。
5 2001 31 11 19:45 36-39N 135-04E 30 min 3.0 Jツト 200 m 10.60 10.54 10.49 10.46 10.47 2 

6 2001 31 12 4:55 36-05N 135-31 E 30 min 3.0 Jット 200 m 11.10 11.14 11.14 11.15 11.15 15 23.6::!:5.94 

2001 41 10 19:55 37-30N 136-29E 30 min 3.0ノット 200 m 12.10 11.10 10.65 10目55 10.68 9 25.4::!:3.33 
2 2001 41 11 3:55 36-50N 136-30E 30 min 3.0ノット 200 m 12.50 11.22 11.51 11.56 11.55 19 26.7::!:10.4 
3 2001 41 11 19:20 35-51 N 135-30E 30 min 3.0ノット 200 m 14.70 14.19 13.78 12.85 12.41 121 38.6::!:33.4 
4 2001 41 11 23:10 36-27N 135-29E 30 min 3.0 Jット 200 m 14.10 13.17 12.11 11.19 11.10 170 62.2::!:22.3 

5 2001 41 16 3:25 37-31N 135-31E 30 min 3.0 hト 200 m 12.10 12.06 12.07 11.69 11.11 25 35.2::!:30.5 

6 2001 41 16 19:30 38-31 N 135-30E 30 min 3.0 hト 200 m 11.30 10.72 10.48 10.42 5.93 605 88.8::!:16.6 

7 2001 41 17 19:30 39-31 N 135-30E 30 min 3.0ノット 200 m 7.30 6.83 6.52 4.16 2.53 2 45.8::!:3.89 

8 2001 41 17 3:05 38-31 N 134-30E 30 min 3.0 hト 200 m 10.90 10.38 10.18 9.91 9.38 2 99.3::!:21.6 

2002 31 13 22・05 37-21N 136-15E 30 min 3.0ノット 200 m 11.30 11.37 11.35 11.33 11.32 。
2 2002 31 12 19:35 37-55N 136-42E 30 min 3.0 hト 200 m 11.20 11.25 11.25 11.19 11.17 。
3 2002 31 13 4:30 38-00N 135-41E 30 min 3.0 hト 200 m 11.20 11.16 11.16 10.24 9.92 78 51.9::!: 18.0 

4 2002 31 13 19:00 37-21N 135-41E 30 min 3.0ノット 200 m 11.40 11.30 11.28 11.26 11.27 3 43.6士18.1

~~ 
2002 31 16 18:55 36-41 N 135-30E 30 min 3.0 Jット 200 m 11.30 11.49 11.40 11.39 11.37 37 55.3土50.2

2002 31 16 23:25 36-01 N 135-30E 30 min 3.0ノット 200 m 11.30 11.46 11.40 11.35 11.54 。
2002 4110 19:35 37-30N 136-31E 30 min 3.0 Jット 200 m 12.90 12.97 12.86 12.22 10.58 。

2 2002 4 1 13 4:05 36-51 N 136-30E 30 min 3.0 hト 200 m 12.40 12.34 11.76 11.57 37 29.1 ::!:9.16 

3 2002 4 1 15 19:00 35-51N 135-31E 30 min 3.0 Jット 200 m 15.00 14.49 14.29 14.34 14.11 260 48.1 ::!:16.4 

4 2002 4 1 15 23:10 36-30N 135-30E 30 min 3.0 Jット 200 m 12.30 12.09 12.59 12.53 11.28 3 43.9::!:5.85 

2002 4 1 12 19:40 37-30N 135-31 E 30 min 3.0ノット 200 m 12.90 12.52 12.70 12.54 11.76 11 29.5::!:6.36 

2002 41 11 4:10 38-30N 135-31 E 30 min 3.0 Jツト 200 m 11.20 11.06 11.05 10.50 8.27 60 96.3::!: 15.8 

7 2002 41 11 19:40 39-30N 135-31 E 30 min 3.0 Jット 200 m 10.10 10.05 10.05 8.68 5.05 386 60.6::!:7.13 

8 2002 4 1 12 4:05 38-30N 134-31E 30 min 3.0 J、yト 200 m 12.30 12.33 12.03 11.72 8.09 138 102.9土24.1

円
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白山瀬バイ貝資源調査

I 目的
日本海能賛半島北に位置する白山瀬においてパイ貝

資源を調査し，輪島地区の刺網漁業をパイ貝漁業へ転

換させる可能性を検討するのに必要な基礎資料を得

る。なお本調査は， 1999年から3ヶ年計画で実施し，

最終干Fに当たって3ヶ年分のとりまとめをおこなった。

E 材料と方法
1 .調査船白山丸(総トン数167)

2.調査期間 1999-2001年の各5月

3.調査海域 N38020-40' ， E1360 50' -13r 30' 

で岡まれた海域(図 1)

4.使用漁具・漁法

漁法:延縄式龍操業

漁具:パイ龍円錐台:最大任69crn，高さ45crn， 

網目 4.3crn(8節)，横2穴(径15crn)，1連25

龍 (100m間隔)

5.自耳 サパ，ホッケ

6.浸寵時間 19-95時間

7.調査回数

21回(1999年る回， 2000年:7回， 2001年:9回)

8.延べ調査地点数

21点(水深400-500m:1点，500-600m :13点

，600-700 m :3点，700-800m:l点，800-900 m :1点

，900-1000m: 1点，1000m-:1点) :図-2

39 

白山瀬位置

I 

38 4 

137 138 139 

図-1調査海域

海田 i問・貞方勉・臼田光司

Et37 ξ137"10・ E13T20・
N38'-40・ N4.8'40' 

白山瀬 (1999-2001'年)
篭調査点

199~拝。

2000寧凹

N3S' 20・ N3S'20' 

図-2調査地点、

E 結果および考察
1.採集結果

3カ年で延21連， 525龍の投・揚龍を行った。 採集

物は表 lのとおりであった。エゾパイ科は，エッチュ

ウパイ511個体，オオエッチュウパイ560個体，ツノf

イ105個体，チヂミエゾボラl個体，エゾボラモドキ9

個体，ニクイロツムパイ2個体であった。その他は，

甲殻類，魚類などで，なかでもベニズワイカ'699個体

と多かった。
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2圃資源の分布

エゾパイ科3種のI操業当たりの採集個体数を調査

地点別に図 3に示した。エッチュウパイは90個体以

上が3点， 10個体以下が16点，オオエッチュウパイ

は90個体以上が2点， 10個体以下が10点，ツパイは30

個体以上が無く， 10個体以ドが17点であった。エッ

チュウパイとオオエッチュウパイは調査地点、によっ

て採集個体数に大きな聞きが見られた。エッチュウ
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エッチユウノマイ

c，]: 
ラK

少嫁撫舗 (!) 

保纏無し 米

N3S' 30・ c， 
〉¥¥
/ '-

N3S' 20・ 1∞0， 
E137 E137" 10・

E137 E137" 10・ E137" 20・
N3S' 40' 

白山瀬 (1凶9-2001年)
オオエッチユウノマイ

1操喋(25篭)当たり

る玉
N3S' 30・

¥
¥
¥
「

J

入

¥

/

戸

、

《

/titil
ノ
¥

①
凡
市

トがい
¥
V

明

¥

¥

ト

ヘ

れ

抽

i
v

川
¥
¥
j
i
y
J
J

少鍬澱摘 。
探掃無し ※ 

N3S' 20・ 1∞伽
E137 E137' 10' 

N3S' 40・
E137 E137" 20・E137' 10" 

白 山瀬 (1999-200拝)
ツノてイ

1鍵換(25篭)当たり

伍
少銀源調暗 白。
線描無し ※ 

トI3S'30・ ¥毛
??\聴~ ¥ム 7¥¥¥

""-j 己主 ( ¥¥ 

事ヘj

N悶8'20・ 1∞o. 
E137" E137・10・

図-3エゾパイ科3種の分布

ノtイはその傾向が顕著で これは調査地点、が主な生

息水深よりも深かったためと考えられる。すなわち，

エッチュウパイが多く採集された調査地点は水深

400-500mで，今回の調査地点の中では浅いほうに

あった。

エゾパイ科3種の殻高組成を図-4に示した。エッ
チュウパイは1999，2000年の殻高モードがそれぞれ

62mm，60-66mmにあったが，2001年は88mmと大きかっ

た。オオエッチュウパイは1999，2000年の殻高モー

ドがそれぞれ116-126mm，116mmにあったが， 2001 

年は76-82mmと小さかった。ツパイは1999年には採

集されなかったが， 2000.2001年の殻高モードがい
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図-4工ゾパイ科3種の殻高組成

2000:年
n= 26 

2001隼
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N3S' 20・

ずれも40-11mmにあった。これら3種の成熟サイ

ズは，エッチュウパイで、殻高90mm以上，オオエッ

チュウパイで雄が殻高83mm以上，雌が殻高100mm

以上，ツパイで、雄が殻高33mm以上，雌が殻高43mm

以上とされている。 1)したがって，エッチュウパ

イは再生産可能な個体の割合が1999，2000年とも

少なかったが， 2001年は多かった。オオエッチュ

ウパイは再生産可能な個体の割合が1999，2000年

とも多かったが， 2001年は少なかった。ツパイは

再生産可能な個体の割合が2000，2001年とも多

かった。

次に，ツパイが網目から抜け落ちる可能性を検討
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した。ここで，殻幅が網日の半分以下の個体は網目

を抜け落ち易いと仮定する。今回使用した龍の網目

12.86mmと，ツパイの殻高と殻幅との関係式(殻幅

=3.9352+0.5563 X殻高)2)から，網目を抜け落ち易

L、個体の殻高は最大で31.45mmである。網目を抜け

落ちる個体数は，殻高が大きくなるほど，シグモイ

ド状のカーブを描いて少なくなると考えられる。ツ

パイの殻高組成をみると，殻高40mm未満のとごろで

急激に減少しており，網目の影響を受けたものと考

えられる。エッチュウパイとオオエッチュウパイの

殻高組成をみても，同様の傾向であった。ただ，エ

ゾパイ科3種のなかで、は殻高40mm未満で、ツパイの採

集個体数が最も多く，それぞれの分布密度を反映し

たと考えられる。

3.水深別採集個体数

エゾパイ科3種の水深別の採集個体数を表 2に示

した。エッチュウパイは400-500m，オオエッチュ

ウパイは900-1Q00m，ツパイは700-800mで最も分

布密度が高かった。

各種の分布水深はエッチュウパイで200-400m ， 

オオエッチュウパイで750-1200m ，ツパイで

250-1248 mとされている。 1)従来の知見及び本調査

結果を基に，白山瀬のエゾ、パイ科の水深別分布を模

式化すると|司-5のようになる。

表 2工ゾバイ科3種の水深別採集個体数
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図-5エゾパイ科の水深別分布模式

次に，水深とヱソ、、パイ科の殻高との関係を表:3に

示した。同一年に採集された個体のうち，2001年のオ

オエッチュウパイでは 水深が深いほど，殻高が大

きかった。ツパイでは成長しながら深所へ移動する

とされているが，九)他の結果では判然としなかった。

表 3水深と殻高の関係

2∞0年 l水深(m)!平均殻高(mm)!標準偏差i個体数(個)
エッチユウバイ | 制 j 叫 1将 52 

5ooi 65i 10.1 i 50 

オオエッチュウパィ I 5001 103.51 24.41 20 

118.41 8.21 26 

6∞: llli 22.2i 16 

8∞r::::::::::::::::::::::::;:Q~::~L::::::::::;:~:.:~L::::::: ::::::::::::;'i. 
9001 95.41 14.21 50 

2∞1年 l 水深 i 平均殻高 i標準偏差i個体数
オオエッチユウパィ|喝 烈; 7aH 142; 115 

6∞;剛3! 28.S! ぉ

1101.9i 25.6i 35 

ツパイ l.............~.∞L........................~~:.~L.. ............~.:ü.....................! 空
6叫 ~~U.+...............~...!.+......................1.~.
700i 42.7: 4.1I 28 

4.浸寵時間による採集個体数

浸能時間とエゾパイ科3種を合計した訴集個体数

との関係を図-6に示した。ここでは，水深500m台

で千Tわれた調査結果を比較した。その結果， 40時間
程度で採集個体数の多い調査地点があった。オオ

エッチュウパイやツパイでは龍設置後80時間程度で

入龍数のピークを迎えるとの報告もあるが.)没

龍時間による採集個体数の違いは明確でなかった。

400 

350 • 
300 

y = -0.4761x + 68.341 
R2 = 0.0159 邑250

童話 200 
士重
思 150
城
壁草 100 • 

120 

国 6浸寵時間とエゾバイ科の採集個体数との関係

5.餌の遣いによる採集個体数

1999年と2000年に，餌としてサパとホッケを用い

た。これから，餌の違いによる採集個体数を比較し

て，結果を表 4に示した。ここでは.水深500-600m

で、行われた調査結果を用いた。各餌を用いた龍数は，

1999年がサパ98龍，ホッケ25寵， 2000年がサパ39龍，
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ホッケ35龍であった。エゾパイ科3種の1龍当たりの

平均昧集個体数は， 1999年ではサパを用いた方が多

かった。しかし， 2000年ではホッケを用いた方が多

かった。この結果を統計的に検定したところ，餌の

違いによる採集個体数に有意な差はみられなかっ

た。分布密度など，偶発的な要因が強く作用したも

のと推定される。
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表
一

E
一
一

オオエッチユウパイ I1999年 12000年

........…・..*立生:一一・・….J.....・・…息.~~.L・・・…….Q:.?，
サパ I 0.64~ 0.54 

危険率 I 87%~ 66% 

ツパイ I 1999年 12000年

ホッケ I O~ 0.03 

サパ I 0.06l 0 

危険率 I 25%l 29% 
(表中の値は1寵あたりの平均採集個体数)

*危険率はMann-WhitneyのU検定による

6.輪島市漁協所属漁船の試験操業結果

白山瀬において，試験操業の許可を受けた輪島市

漁協所属漁船の操業状況を1996年から2000年にわ

たって調査した。試験操業の結果を表-5に，升目別

(緯経度5')の1龍当たりエゾパイ科漁獲量を図 7に

示した。出漁回数・ l寵当たりの漁獲量 (CPUE)は，

1997年が最も多く，その後1998年， 1999年と低下し

た。 2000年は出漁凶数・ CPUEともに前年を上回っ

たが， 1998年よりは低かった。水揚単価は，過去5年

間で箱当たり2，075-1，426円と変動が大きかった。

表 5白山瀬における漁船の試験操業結果

操業結果 I 1996年:1997年 i1998年 i1999年 m∞年

集数 1................1.9.: 田4 d 7i I 
出滋回数l国 ).........I................~ê.: 山田川田山田.u.. ~t …… ~~.i................1.?t............... ;l主

主境田章.¥.'S.ρ 1.........~:.~.?~.i.......~:4ß~.L.......~:.~.?~.:…・ ~.! .. ?i….....~:.号9.~.1
CPUE(長J...............;l!?.:........…・~，).. (…"“ 1..?~':".............}.1:1........... ..1..1.9. 
水揚金額(千円)I 1，幻9; 13況が 5，444: 438: 3，878 

単価(円/箱) I 2，075: 2，192i 2，515: 2，862i 4.4261 

E137 El:37" 10・ E137"20'

一一N38' 40' 

白山瀬 (199&-2000年)
ヱゾノ粁科 1篭当たり

る盃
: Q I Cj : 

少像採摘 。
孫捕無し 米

N3B' 30・

N38'2Q・

図-7升目別の1寵あたり工ゾパイ科漁獲量

7.漁場評価

調査船白山丸による資源量調査の結果及び漁船に

よる試験操業の結果は，いずれも白山瀬の西側海域

と中央部付近に漁獲量の多い地点がみられた。しか

し，商業的利用の目安としては， 1龍当たり500g以

上のエゾパイ科漁獲量が必要と考えられ，そのよう

な条件を満たす漁場は限定的と考えられた。
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定置網漁業の構造特性調査

大慶則之

3.前波沖潮流の変動に友ぽす潮位の影響

1993年から2000年のStn.5(前波沖)の測流データと

同期間の輪島港の潮位データを用いて、能登半島西

岸の潮位変化と東岸の潮流速の変動について検討し

た。潮位値は実測潮位から推算潮位をヲIpた潮位偏
差を用いた。

I 目的
内浦海域の定置網漁業にしばしば多大な被害をもた

らす急潮の発生要因を解明し，予知手法を確立する。

E 方法
1.潮流観測

図-1に示す能登半島沿岸6点にメモリ一式電磁流

速計を係留し，測流調査を実施した。調査実施状況

を表 lに示した。 E 結果及び考察
1.潮流観測

各観測点の流向頻度を図 2に示した。能登半島北

端に位置するStn.2では.東向きの流れが50%以上を

占め卓越するが，Stn.3からStn.6にかけての東岸で

は流向分布が陸岸に沿った北東方向と南両方向に二

極化する傾向が認められた。一方，Stn.1で、はStn.2と

は逆に，西向きに流れる割合が高い値を示した。
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既設潮流計l1田 3寸

菊融潮流計{2001寸
• 0 

37 

鋤'L1渇櫨沖翁'12:高居中舗'13:長手場中

泊、4:/1'*沖翁¥5:融榊劫略式野ポ中

36 
136 流向分布

各観測点、の流速分布を凶-3に示した。モードは

Stn.1では0-5cm/sec，Stn.2-Stn.6では5-10cm/sec 

に認められた。平均流速は， Stn.2で最大の22.8cm

/sec，次いで、Stn.4で21.9cm/sec，Stn.3で19.0cm

/sec，Stn.6で14.7cm/sec，Stn.5で12.1cm/sec， Stn.1 

で6.0cm/secを示した。 30cm/sec以上ゐの強潮流の発

生頻度はStn.2で28.1%，Stn.4で26.3%，Stn.3で

18.6%と高い値を示したが， Stn.6では9.0%，Stn.5

では3.0%，Stn.1では0.05%と低い値を示した。次

図-2138 

2.前波沖潮流の変動に及ぼす風の影響

1993年から2000年のStn.5(前波沖)の担1]流データ

と同期間の輪島のアメダス風データを用いて，能登

半島西岸の風が東岸の潮流速の変動に及ぼす影響に

ついて検討した。検討に際し，潮流速と風速は能登

半島の陸岸に平行な北東成分と垂直な北西成分に分

解して取り扱った。
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測流調査実施状況表 1

観測間隔(分)

30 
30 
30(一部60)
30(一部60)
30(一部60)
30(一部60)

観測期間

2001/08/27守 2001/11/18
2001/07/10-2001/11/12 
2001/05/07-2002/03/31 
2001/05/07-2002/03/31 
2001/04/01-2002/03/31 
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図 3 流速分布

に，各月におけるベクトル平均流速の推移を図 4に

示した。 2001年5-7月には能登半島東岸を南下す

る流れが，同年9月と 12月には逆に能登半島東岸を

北上する流れが認められた。また， 2002年 l月と 2

月にはStn.4から東向きの特徴的な強い流れが認め

られた。全般に，各測点とも流れの時期的変化が大

きく，長期的かつ安定した流動パターンは認められ

なかった。
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噌Ocm/s---"- 11 10cm/s--- 11 20cm/s 

国一4 月別ベクトル平均流速
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図-5 輪島の風速成分平均値と前波沖流速変化量

80 
2.前波沖潮流の変動に及ぼす風の影響

1993年から2000年の前波沖流速北東成分の時系列

データから 10cm/sec以上のピーク値を抽出し，ピー

ク値観測時刻から 1-72時間前(以下起点時)の流速

北東成分とピーク値との差(流速北東成分変化量)

を求めた。次ぎに各起点時以前6時間の輪島風速北

東成分平均値と北西成分平均値を求め，これらと流

速北東成分変化量との相関係数を算出した。得られ

た相関係数は図 5に示すとおり，全般に低い値を示

した。これらのなかで，最も高い有意相関 (r=0.336)

が得られた風速北東成分6時間平均値と流速北東成

a U40  

-24 

。
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風謝慎脳出鴫押均値踊/器

図 6 輪島の風速北東成分 6時間平均値と 16時間後の

前波沖流速北東成分変化量



分16時間変化量の関係を図 6に示した。過去に前波

沖では，南西の強風が最も強まった時刻の約20時間

後に， 50-70cm/sec1こ達する南西向きの急潮が発生

している。凶 6にみられる正の相関関係は，南西の

強潮流発生に対する南西風の関与を改めて示唆する

もので、ある。

3.前波沖潮流の変動に友ぼす潮位の影響

前述の方法で得た流速北東成分変化量と各起点時

以前12時間の潮位偏差変化量の相関係数を求めた結

果を図-7に示した。両者には負の相関関係が認めら

れ，最も高い負の布意相関 (r=-0.444)が得られた

12時間潮位偏差変化量と流速北東成分20時間変化量

の関係を凶 8に示した。この結果は，潮位偏差上昇

が市西の強潮流発牛‘に関与することを示唆し，前述

の南西風の影響を併せて考慮すると，.南西風によ

る能背半島西岸での潮位偏差の上昇と，その後東岸

での南西向き潮流の発生」また「北東風による能登

半島西岸での潮位偏差の下降と，その後東岸での北

東向き潮流の発生」という ー連の経過が推察された。

輪島
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図 8 輪島の12時間潮位偏差変化量と20時間後の前波

沖流速北東成分変化量

U 要約
1.能登半島沿岸6点、で'10m層の潮流観測を実施した。

2.能登半島北端では東向きの流れが卓越したが，東

岸では流向分布が北東方向と南西方向に二極化する

結果を得た。

3.各観測点、の平均流速は 6.0-22.8cm/secの範囲

にあり， 30cm/sec以上の強潮流の発生頻度はStn.2

で28目1%，Stn.4で羽田3%，Stn.3で18.6%と高い

値を示した。

4.各月のベクトル平均流速を整理した結果， 2001年

5-7月には能登半島東岸を南下する流れが，同年

9月と12月には逆に能登半島東岸を北上する流れが

認められた。

5.輪島の風速北東成分および潮位偏差と前波沖潮
流の関係を検討した結果，.南西風による能登半島

西岸での潮位偏差の上昇と その後東岸での南西向

き潮流の発生」また「北東風による能登半島西岸で

の潮位偏差の下降と.その後東岸での北東向き潮流の

発生」という一連の経過が推察された。
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サザエ増殖技術開発調査

I 目的
サザエ人工種苗の生き残りに関与する諸条件を調査

し，効果的な種苗の放流技術を確立する。

E 方法
1. 2000年放流群の追跡調査

2000年6月に図 lに示す志賀町上野地先と内浦町

越坂地先に放流された各放流群の追跡調査を継続し

た。これらの放流群は前報に述べたとおり，中間育成

時に異なる餌料種類，すなわち配合飼料単独(日本

配合飼料社製ハリオス)，海藻単独(主にマクサ，ワ

カメ，アオサ類.イバラノリ類)，配合・海藻混合の3

通りの餌料区分で育成された 3群から構成される。

上野地先では放流後386日目と462日日の 7月12日及

び9月26日に，越坂地先では放流後369日目と463日

目の 7月12日及び9月26日に調査を実施した。最終

調査回では，放流点を中心とする20m方形区内で全

数を回収し，放流群毎の計数と殻高の計測を行った。

37" 40'N 

37"N 

36" 10' N 
136" E 137" E 

図 1 調査実施位置

2. 2001年放流群の追跡調査

2000年放流群は殻高20mmの種苗を静穏な浅海域に

放流して良好な生存経過が認められた。 2001年放流

群は①静穏な浅海域で、殻高lOmm種苗の放流効果を検

討すること，②サザエ漁場に直接添加した殻高20mm

及び~10mm種苗の放流効果を検討することを H 的とし

て，表1に示すI-N群を設定した。調査位置を図
lに示した。放流場所の上野地先Aは2000年放流群

の放流場所と同じ静穏な小湾内の水深0.3-1 mの

大慶則之・池森貴彦・皆川哲夫

岩礁で，マクサを主体とする紅藻類が繁茂する。上

野地先Bは水深5.5mの有節サンゴモとマメタワラ

が繁茂する段差のある岩礁で，天然稚貝が多数生息

する。赤住地先は，静穏な湾内の小島の島陰で，水

深1m前後の岩礁にマクサが繁茂する。上野地先
A，Bでは海底に10m四方の調査区画を設置し， 1-

皿群を 6月11日に区画中央に放流した。赤住地先で

は，海底に放流点を示す目印を設け，目印の位置に

町群を 6月13日に放流した。追跡調査は， 1群で2

回(放流後29，105日目)， II，皿群で4回(放流後

31，44，59，106日目)，町群で 1[0] (放流後45日目)

実施した。追跡調査では 潜水により放流種苗の分

布位置を記録し，生存個体数を計数した。
表-1 放流種苗の構成

略称平均殻高mm(SD) 放流数放流場所 標識

l群 10.8(0.8) 1.∞o 上野地先A 無標識
H群 10.8(0.8) 1.000 上野地先B 無標識

111群 21.9(1.4) 1.041 上野地先B 赤リンゲ

IV群 12.0(0.7) 5.000 赤住地先 無標識

E 結果及び考察
1. 2000年放流群の調査結果

2000年放流群は，殻頂部にプラスチック製着色リ

ングを装着して放流したが， 2001年の調査では，リ

ングの退色が進んだため，調査時の外観観察で放流

群を識別することは困難であった。このため，全数

回収時にはすべてのリングを外し，リング内面に残

る色調から放流群を識別した。 3群をあわせた生存

率(生存確認個体数/放流数X100)の推移を図2に

示した。図中，後の調査時の生存率が前回を上回る

変動を示すのは，調査時の波浪や濁り等の海況条件

により放流種苗の発見率が変動したことを意昧す

る。放流後約1年間についてみると，越坂放流群は，

上野放流群と比較して初期の減耗が大きいことが特

徴的である。最終調査回の生存率は，上野放流群で

20.6%に対し，越坂放流群では7.5%と低い{直を示

した。しかし，越坂放流群の生存率は3ヶ月前の 6

月末の調査で18.8%を示しており，最終調査回にか

けての生存率の急減は，自然死亡によるものではな

く，時期的にみて人為的な要因による可能性が高い。

また，上野地先には天然サザエの分布がみられない

のに対して，越坂地先には天然サザヱ稚貝が多数分

イf]する。このため， 上野地先ではリングのない個体

を標識脱落個体に類別できたが，越版地先で、はリン

グ脱落個体と天然個体の識別が不可能であった。こ

-26一



表-2 2000年放流種苗の放流群別生存率と成長

放流群 放流数(平均殻高mm-a) 回収数(平均殻高田園ーb) 回収率引成長量皿mb-a) 回収率引補正)

配合単独 239 (18.4) 22 (65.4) 9.2 (47.0) 11. 5 

海藻単独 300 (19.3) 71 (65.7) 23.7 (46.4) 29. 7 

配合・海藻混合 378 (26.2) 57 (69.3) 15.1 (43.1) 18.9 

'I'IJ別不能 38 (66.7) 

配合単独 237 (18.4) 17 (41. 2) 7.2 (22.8) 

海藻単独 299 (19.3) 29 (41. 4) 9.7 (22. 1) 

配合・海藻混合 377 (26.2) 23 (47.7) 6.1 (21. 5) 

判別不能 1 (42.1) 

回収率(補正) :判別不能数(標識脱落個体数)を各放流群の回収数比で配分し、回収数に加算して算定

100 

決
時
~ 50 
~ 

200唱年 111群

20∞年上野島涜群

100 200 300 400 500 

放流後経過日数

図-2 2000年放流群の生存率の推移

のことも，越坂地先の生存率が低く見積もられる I

要因となっている。これらのことを考慮すれば，両

地先の3群を合わせた放流種苗の生存率は放流後l

年で共に約20%と推察される。

最終調査凶に回収した放流個体の放流群別回収率

と成長を表2と図3に示した。回収率は，両地先と

放流場所

上野

越坂

も3放流群の内で海藻単独群が最も高い値を示し，

とりわけ上野地先の海藻単独群では， 29.7%と非常

に優れた回収率が得られた。混合群の回収率は，両

地先とも海藻単独群の約60%の値を示したが，配合

単独群の回収率は，上野地先で海藻単独群の約40%，

越坂地先で海藻単独群の約70%と地先により異なる

結果となった。平均殻高の変化からみた成長量は上

野地先で、40mm台，越坂地先で、20mm台となり， 上野地

先では越坂地先の約2倍の生長量が得られた。この

ことから，殻高20mm前後の放流種苗の生育にとって，

マクサを主体とした紅藻類の繁茂する海域は非常に

優れた環境であると判断された。最終調査回におけ

る， 20m}j形区内での放流個体の発見位置を図4に

示した。放流個体は，岩盤の亀裂や，段差に多く分

布し，これらの底質域を経由しながら，徐々に移動・

分散している様子がうかがわれた。
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図-4 最終調査回における2000年放流種苗の発見位置

2. 2001年放流群の調査結果

3群を放流した殻高10mm種苗の生存率は， 1群で

放流29日後に1.3%，皿群で放流59日後に2.6%，百

群で放流45日後に2.5%といずれも極めて急速に低

下する結果が得られた。 1群が放流された上野地先

Aは，静穏な浅海域であり， 2000年放流群の調査で

政流91日後に46%の生存率が得られている。また，

上野地先Bでは，日i群の放流59日後の生存率が

18.7%を示している(図2)。これらの結果からみて，

殻高10mm種苗は20mm種苗と比較して放流後の生存能

力が著しく低く，静穏な浅海域に放流した場合でも，

放流効果は期待できないと考えられる。一方，前述

した皿群の生存率は，放流106日後に13.6%と，同

期の2000年放流群の生存率の約1/3の水準に低下し

た。上野地先Bは水深5.5mの岩盤帯であるが，夏期

に多い南西風により，大きな波浪が現れる場所であ

る。したがって， 1999年放流群と同様に，放流種苗

は主に波浪の影響により減耗した可能性が高いと推

察された。今後の調査では，①水深5m帯での大型

種苗放流(殻高30mm種苗)と，②水深10m帯で、の殻高

20mm種苗の放流を試み，サザエ漁場に放流種苗を効

率的に添加する方法をさらに検討する計画である。

U 要約
1. 2000年6月に羽咋郡志賀町上野地先と珠洲郡内浦

町地先に放流された中間育成餌料の異なる人て種苗

3群(海藻単独群，配合単独群，海藻・配合混合群)

の放流追跡調査を継続した。

2.両地先の 3群を合わせた生存率は欣流後 l年で共

に約20%と推察された。群別にみた回収率は，両地

先とも海藻単独群が最も高い値を示し，とりわけ上

野地先の海藻単独群では， 29.7%と非常に優れた回

収率が得られた。

3，平均殻高からみた各群の成長量は上野地先で~40mm

台，越坂地先で、20mm台を示し，上野地先では越坂地

先の約2倍の生長量が得られた。

4， 2001年は殻高10mm種苗3群と20mm種苗 l群を，静

穏な浅海域と水深5.5mのサザエ漁場に放流し追跡

調査を実施した。

5，殻高lOmm種苗の生仔率は，いずれも極めて急速に

低下する結果となり，殻高10mm種苗は殻高20mm種苗

と比較して生存能力が低いと考えられた。

6，水深5.5mのサザエ漁場に放流した殻高20mm種曲

の生存率は，放流106日後に13.6%と，放流後|乱期

の2000年放流群の生存率の約1/3の水準に低下し，

波浪による種苗の減耗が疑われた。
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アワビ増殖技術開発調査

I 目 的

紬倉島周辺海域の主要な在来種であるマダカアワ

ビとメガイアワビの資源分布状況を把握し，資源管

理に向けた基礎資料を整理すると共に，これら在来

種の資源増殖を促進するため，効果的な種苗の政流

技術を開発する。

E 方法
1.アワビ資源の分布実態調査

図1に示す紬倉島周辺の25調査点で，枠取り法によ

りアワビの生息状況を調査した。枠取り調査は2m枠

を使用し， 1調査点あたり 4箇所で枠内に分布するア

ワビを採集するとともに植生を記録した。採集したア

ワビは，種別に殻長を測定し，一部は輪紋数を計測して

年齢を推定した。調査は2001年5-8月に実施した。

52・

51' 

50・

3749・
136'53・ 54・ 56・55・ 57・

調査位置図-1 

2.放流追跡調査

放流種苗は石川県水産総合センタ一生産部志賀事

業所で，2000年秋に採卵し，育成されたマダカアワビ

(平均殻長20.6mm)207個体とエゾアワビ(平均殻長

19 .1mm) 416個体を用いた。種苗の殻表面には個体識

別が可能なように，番号を記したプラスチック紙を

接着した。これらの種苗を2001年7月3日に，図1に

示す紬倉島漁港第2防波堤沖の水深10mの岩礁に放

流した。放流は岩礁上にステンレス製の放流カゴを

設置し，放流カゴ|人jに波板に付着した種苗を収容す

る方法で、行った。放流から 7日後，22日後，35日後に

放流カゴ設置位置を中心とする19mX19m方形区画

内で追跡調査を行い.放流種苗の分布位置を記録し，

生存個体数を計数した。なお，調査区画内に分布する

天然アワビは全て採集して種別に殻長を測定した。

大慶則之・池森貴彦・浜田幸栄・皆川哲夫

E 結果及び考察
1.アワビ資源の分布実態

放流追跡調査地点を含む26調査地点をあわせた水

深別調査面積と種別分布個体数を表1に示した。マ

ダカアワビ，メガイアワビは10m以深に，クロアワビ

は15m以浅に出現した。これらアワビは主に，岩盤上

にある表面の滑らかな転石の裏側で発見された。分

布が認められた水深帯で集計した生息密度は，マダ

カアワビ4.8個体/100m'，メガイアワビ2.9個体

/100m' ，クロアワビ0.9個体/100m'といずれも低L叶直

を示した。調査地点別の生息密度を図 2に示した。

マダカアワビは9点，メガイアワビ，クロアワビは4

点で出現した。このうちマダカアワビとメガイアワ

ビは紬倉島南西の水深17mと12mで高い生息密度を

示した。採集個体の殻長組成を図3に示した。漁獲制

限サイズである殻長100mmを越える個体は，メガイア

ワビで約70%と大半を占め，これらは1995年級以前

の年級群が主体と考えられた。一方，マダカアワビは

殻長70-80酬の1998年級主体の組成が認められ，漁

獲制限サイズを越える個体は僅か7%と極端に少な

L、結果となった。また32長20mm前後の2000年発生群
は3種とも全く採集されず.これらの結果は採集個

体数が少ないことを考慮、しでも.再生産が不安定な

状況で推移していることを示唆すると考えられる。

2.調査地点、の植生

枠取り調査点における主要な大型海藻の被度を水

深帯毎に整理して図4に示した。 5-10m帯ではオオ

パモク，マメタワラ，アカモクが.10m以深ではツルア

ラメ，ノコギリモク，オオパモクが多くみられた。

表ー1 天然アワビ枠取り調査結果

区分 調査面積 個体数(生息密度/100m')
(m) (m') マグ力7ワピ メγィ7ワピ I'}+Yηピ

-10 100 。 。 3 (3.0) 
10-15 480 26 (5.4) 15(3.1) 2 (0.4) 
15- 144 4(2.8) 3 (2. 1) 。
計 724 30 (4.8) 18(2.9) 5 (0.9) 

3.放流追跡調査

放流種苗の生存率(生存個体数/放流個体数X100)

の推移を図5に示した。両種の牛宇存率は，放流7日後

に約40%，22日後に約20%と急速に低下した。35日後の

生存はマダカアワビ8.2%エゾアワビ4.6%とさらに低

下したためこの時点で、追跡調査を打ち切った。調査区

画内における生存個体の分布位置の推移を図6に示し

た。放流 7日後には両種とも生存個体の大半が放流

ハ叫
dつω
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放流種苗の生存率の推移

の分布が放流点付近に集中する傾向が継続し，種苗の

区画外への移動はうかがわれなかった。したがって，

放流種苗の減少は調査区画外への移動によるもので

図-5調査地点別の天然アワビ生息密度

点から半径3m以内で発見された。エゾアワビはマダ

カアワビと比べて発見位置が分散したが，区画外への

移動はほとんど無いと考えられた。放流22日後も種苗

30 -

図-2
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図-6 生存個体の分布位置の推移

はなく，食害等によるへい死に起因する可能性が高

いと推察された。今回得られた放流種苗の減少経過

は，これまでに紬倉島で実施されたエゾアワビの放

流追跡調査で得られた結果と極めて類似したもので

あり，マダカアワビ種苗は生存率がエゾアワビを僅

かに上回るものの，エゾアワビと同様に放流初期に

急速な減耗を生じることが明らかとなった。

U 要約
1.舶倉島周辺のアワビ種別牛息密度は，マダカアワ

ビ4.8個体/100m'，メガイアワビ2.9{同体/100m'，クロ

アワビ0.9個体/100m'といずれも低い値を示した。

2. メガイアワビは1995年級以前の年級，マダカアワ

ビは1998年級主体の組成が認められ， 20mm前後の

2000年発生群は各種とも全く採集されなかった。こ

れらの結果は採集個体数が少ないことを考慮しで

も，再生産が不安定な状況で推移していることを示

唆すると考えられた。

3. マダカアワビとエゾアワビ種苗を同時に放流し，追

跡調査を実施した結果，35日後の生存率はマダカアワ

ビで8.2%，エゾアワビで4.6%に低下したの放流種苗の

減少は調査区画外への移動によるものではなく，食害

等によるへい死に起凶する可能性が高いと推察され

た。
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沿岸資源変動機構解明調査(サヨリ)

I 目的
1.七尾湾稚仔調査

七尾湾はサヨリの主漁場であり， 4-5月には成

熟個体が多く漁獲されている。七尾湾における産卵

場としての可能性を検討するために，同海域におけ

るサヨリ稚仔の分布について調査した。

2.夏季成魚分布調査
サヨリの主漁法であるサヨリ船びき網は夏季の間

(概ね 6-10月)操業禁止となる。当該時期における

サヨリの分布と成長を把握する目的で，試験操業に

よる調査を実施した。

3.人工産卵場試験

サヨリ漁獲量は現在，低位横ばい状態となってお

り，資源状態は決して良好で、はない。この原因の宇

っとして産卵基盤である藻場又は流れ藻の減少があ

げられている。サヨリの有効な産卵場を人工的に造

成することを目的とし，人工産卵場について試験を

ffった。

E 調査方法
1.七尾湾稚仔調査

2001年5月24日，同年6月13日および同年7月4日の

都合3回，本センタ一所属調査船椋剛丸(総トン数

日t，以下同じ)を使用し，130Rリングネット(口径

130mm，網目0，455mm)表層水平曳(10分間)により稚仔

採捕を実施した。調査定点は七尾湾に定めた10定点

(表一1，図1)とした。各定点において.気温，透明度，

水温・塩分(STDにより表面，5m，10mを測定)，風

向・風速，流向・流速(ドップラ一流向流速計により

測定)を測定，記録した。採集物は採集後直ちに選別

し，魚類のみ(卵は除く)を海水ホルマリン 5%にて固

定した後持ち帰り，種の査定および体長を測定した。

表-1 七尾湾調査定点

定点 緯度(N) 経度(E)

41 N 37' 10.4' E137' 04.6・
42 N 37' 08.4' E137' 00.3' 
43 N 37' 10.4' E136' 58.3・
44 N 37' 12.8' E136' 56.3・
45 N 37' 10.4・ E136' 56.3' 

46 N 37' 10.4' E136' 54.3' 
47 N 37' 06.5' E136' 55.2' 
48 N 37' 04.7' E136' 58.4' 
49 N 37' 05.9' E137' 01.1・
50 N 37' 06.7' E137' 03.6' 

辻俊宏・堀居政一

37'10'， . 
41 

370 

50 1370 

国 1 七尾湾調査定点

2.夏季成魚分布調査

2001年7，8，9月にそれぞれ1日，本センタ一所属調査

船禄剛丸と内浦漁協所属八興丸(総トン数1.0t:幸田勉

所有)を使用し，表層2そうびき網により実施した。使

用した網は幸田勉氏所有の網で，通常のサヨリ船びき

網に使用しているものである。曳網速度はおよそ 6

ノット，曳網時間は40分を目安としたが，入網具合によ

り調整した。採捕された魚類は，冷蔵して持ち帰り，分

類し個体数を計測した。一部胃内容物の種類を調べた。

3.人工産卵場試験

外径約20mmの塩化ビニールパイプ製による1m四

方の枠組の中にロープを格子状に張り，それに海藻

(ホンダワラ類)及び人工炭素繊維海藻を取り付け

た。 4つの枠組をさらに 2mX2mの枠内にまとめ，

同方にフロートを付けて一つの産卵場とした。この

うちの一つを能都町田の浦湾内に設置しであるシロ

ザケ中間生け貰ブイに，もう一つを七尾西湾机島東

沖にあるナマココレクターにそれぞれ設置した。こ

れらの海域は，これまでの調査から成熟個体が分布

していることが確認されている。2001年 5月から 7

月までの開設置した。

E 結果及び考察
1.七尾湾稚仔調査

調査時における観測結果を表 2に，採集魚類個体

数を表-3に示した。 30操業点のうち11点でサヨリが

見られた。特に，6月13日の七尾北湾から西湾にかけ

ての点 (St.42-45)で多数採捕された。サヨリが

もっとも多く採捕された定点 (6月13日， St.42) 

の体長組成を図-2に示した。体長7.0-28.0mmと広範

囲にわたり， 10mmにモードが見られた。 7，8mm台の

ワ
L
q
J
 



の地びき網でサヨリ成魚が漁獲されることを考える

と.かなりの沿岸域に分布している可能性が高い。

3.人工産卵場試験

両方の産卵場ともサヨリ卵の付着は見られな

かったの人工海藻のJiは 波浪により多くが抜け落

ちていた。 七尾西湾においては，この年も成熟個体

が多数漁獲されていた。産卵基盤の種類，取り付け

方法，設置方法など課題は多く，検討していく必要

がある。

小型のものには卵黄が残っているものも見られた。

2.夏季成魚分布調査

操業毎の曳網時刻，位置，海深，採捕種及びそ

の個体数を表 4にまとめた。 トビウオ，シイラなど

が多く採捕されたものの，サヨリは全操業で採捕さ

れなかった。シイラの胃からサヨリの幼魚、がいくつ

か見られた。 トビウオやシイラなどの表層魚が採捕

されており，漁法自体に問題はないと思われるもの

の，今阿使用した船舶で水深10m以浅の海域で操業

することができなかったこと，また.8月には同海域

10m 
34.20 
33.85 

33.82 
33.87 
33.81 
33.78 

33.94 
34.10 
34.09 

塩分
5m 
34.17 
33.74 

33.73 
33.76 
33.74 
33.66 
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33.82 
33.75 
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七尾湾稚仔調査時における海洋観測結果

水温(OC)
表面 5m 10m 

17.22 17.04 16.59 
17.23 16.52 15.86 
17.64 16.84 15.82 
18.04 16.47 15.63 

17.57 16.86 15.62 
17.56 17.48 15.68 
18.45 16.31 -
18.35 16.76 15.22 
18.11 17.25 15.61 
17.51 17.21 16.48 

風速
(m/s) 

5.3 
4.8 

4.5 
4.2 
3.0 
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表 2

2001年5月24日
定点時刻透明度波浪
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33.74 
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33.91 
33.65 

塩分
5m 
33.96 
33.81 
33.70 
33.64 
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33.62 
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水温(OC)
表面 5m 10m 
19.35 19.32 19.25 
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定点時刻透明度波浪
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2001年6月13日にSt.42で採集されたサヨリの体長組成図-2

サヨリ曳網夏期試験操業の結果
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表-4

曳網時刻、位置

緯度 経度

37-21.5' 137-16.9' 
37-20.8' 137-18.3' 
37-20.5' 137-19.3 
37-19.3' 137-18.5 
37-17.9' 137-16.7' 
37-13.6' 137-16.1' 
37-13.2' 137-15.8' 
37-08.4' 137-15.4' 
37-22.5' 137-15.0' 
37-20.3' 137-16.8 
37-20.1' 137-16.8' 
37-16目9' 137-14.2' 
37-16.5' 137-13.8' 
37-21.6' 137-15.4' 
37-21.5' 137-15.4' 
37-20.8' 137-19.1' 
37-23.0' 137-14.8' 
37-17.4' 137-14.1' 



附表-1 七尾湾稚仔調査で採集されたサヨリの大きさ

盤基:lf-aB:2001隻51324日 盤~隻且日 2001 :1f-6a13日 盤塞生息日・2001:1f-6a13日 1*墾主恩日:2001:1f-6且13日
St No. TL(mm) LL(mm) BW(mg) St No. TL(mm) LL(mm) BW(mg) St No. TL(mm) LL(mm) BW(mg) St No. TL(mm) LL(mm) BW(mg) 
42 1 12.7 0.3 6.8 42 83 9.2 0.2 3.2 43 66 8.3 。目1 2.5 45 45 9.9 日目3 4.2 
46 1 12.0 0.3 7.0 84 10.5 0.3 4.1 67 9.7 0.1 2.6 46 15.3 1.3 15.4 
47 1 12.9 0.3 6.5 85 9.0 0.1 2.5 68 8.3 0.1 2.5 47 8.5 0.1 2.7 
2 11.0 0.3 5.4 86 9.2 0.2 2.8 69 11.3 0.3 6.1 48 9.9 0.2 3.8 
3 10.1 0.2 4.5 87 11.8 0.4 5.5 70 8.6 0.2 2.7 49 9目2 0.2 3.7 
4 12.1 0.4 7.1 88 9.2 0.2 3.2 71 9.4 0.1 2.9 50 7.9 0.1 2.4 

89 11.7 0.4 4.2 72 9.3 0.2 2.9 51 8.9 0.2 3.3 
盤~皇且日 :2001 空21l..11日 90 10.5 0.2 4.2 73 10.0 0.1 3.4 52 9.7 0.2 4.2 
St No. TL(mm) LL(mm) BW(mg) 91 10.3 0.3 3.9 74 9.0 0.1 3.1 53 11.7 0.3 6.2 
42 1 9.1 0.2 3.1 92 10.5 0.3 4.6 75 8.4 0.1 2.0 54 11.0 0.3 5.3 
z 9.3 0.2 3.2 93 10.0 0.2 3.4 76 9.9 0.1 3.6 55 9.5 0.2 3.0 
3 11.7 0.4 6.4 94 11.3 0.4 4.7 77 9.2 0.1 3.2 56 9.3 0.2 3.7 
4 11.1 0.4 5.2 95 10目1 0.3 3目9 78 7.9 0.1 2.0 57 9.3 0.1 3.2 
5 11.3 0.4 6.5 96 13.0 0.6 7.0 79 10.6 0.2 4.1 58 14.2 0.8 11.8 
6 11.5 。目4 6.2 日7 10.1 0.2 3.9 80 7.1 0.1 1.6 59 8.9 0.2 2.6 
7 9.5 0.2 3.7 98 11.5 0.4 5.2 81 10.3 。.2 4.9 60 16.0 1.1 15.5 
B 8.0 0.1 1.7 99 9.1 0.2 3.4 82 8.6 0.1 2.4 61 14.2 1.1 10.4 
自 12.1 0.4 7.2 100 8.1 0.1 1.7 83 8.6 0.1 2.4 62 9.8 0.2 3.4 
10 10.3 0.3 4.5 101 10.1 0.2 3.5 84 9.3 0.2 3.3 63 9.9 0.2 3.3 
11 10.0 0.2 3.9 102 8.5 2.6 85 9.8 0.2 3.5 日4 15.5 1.4 14.5 
12 9.2 0.1 2.9 103 9目。 0.2 2.8 86 9.8 0.2 3.1 65 13.8 0.8 10.0 
13 12.1 0.4 6.8 104 7.1 0.1 1.4 87 10.0 0.2 4.0 66 7.2 0.1 1.3 
14 10.9 0.3 5.2 105 22.0 34.9 88 7.5 0.1 1.5 67 9.1 0.2 3.1 
15 12.0 0.3 5.7 106 24.8 5.1 46.9 89 7.5 0.1 1.4 68 9.8 0.2 3.7 
16 9.2 0.1 3.0 107 23.1 4.5 42.3 90 6.7 0.1 1.3 69 9.7 0.2 3.5 
17 10.6 0.2 5.4 108 27.2 5.3 57.9 91 8.4 0.1 2.2 70 9.9 0.2 4.0 
18 11.8 0.4 6.3 43 1 8.9 0.2 3.5 92 9.1 0.1 3.6 71 10.3 0.4 5.0 
19 11.2 且3 5.4 2 8.7 0.1 2.9 93 9.6 0.3 4.8 72 14.2 1.1 11.8 
20 8.2 0.1 2.2 3 9.8 0.2 3.8 94 9.4 0.2 3.1 73 10.5 0.2 4.2 
21 10.0 0.2 3.3 4 7.7 0.1 1.9 95 6.4 0.1 1.0 74 8.7 0.1 2.7 
22 10.0 0.2 3.3 5 2.0 96 8.8 且1 1.5 75 7.9 0.1 1.5 
23 11.4 0.3 5.8 8 9.5 0.2 4.4 97 6.5 0.1 1.4 76 9.0 0.1 3.日
24 11.0 且3 5.6 7 9.5 0.1 2.6 98 7.5 0.1 1.8 77 10.0 0.3 3.8 
25 9.2 。2 3.0 8 9.1 0.1 3.3 99 7.3 0.1 1.3 78 13.5 1.0 10.6 
26 10.2 0.2 4.1 9 11.0 0.2 5.5 100 6.7 0.1 1.1 79 8.1 0.2 2.1 
27 10.1 0.2 3.4 10 10.4 0.2 4.8 101 7.1 0.1 1.2 80 7.1 0.1 1.2 
28 14.5 。目8 10.2 11 8.5 0.1 2.7 102 7.0 0.1 1.2 81 9.7 0.2 4.3 
29 10.7 0.2 4.7 12 9.3 0.2 3.6 103 6.5 0.1 1.3 82 11.4 。.4 6.6 
30 10.1 0.2 3.6 13 0.2 3.9 104 6.3 0.1 1.1 83 9.0 0.2 2.8 
31 8.6 0.1 2.7 14 7.0 0.2 1.8 105 8.2 且1 1.9 84 10.0 0.2 3.4 
32 11.0 。目4 5.4 15 8.5 0.2 1.9 106 10.5 0.2 3.8 85 9.1 0.2 3.0 
33 10.2 0.3 3.8 16 9.6 0.1 3.6 107 10.9 0.3 3.8 86 13.5 1.0 10.9 
34 11.3 0.4 5.8 17 9.7 0.1 4.3 108 14.6 0.8 自.8 87 8.9 0.1 3.5 
35 10.6 0.3 4.6 18 11.0 0.3 5.4 44 1 7.1 0.1 88 10.0 0.2 4.3 
36 11.2 。目4 5.5 19 10.7 0.2 4.7 2 8.3 0.1 1.6 89 9.6 0.2 3.9 
37 13.5 0.9 9.7 20 11.8 0.3 5.7 3 10.0 0.2 3.5 90 12.2 0.6 7.9 
38 11.1 且3 4.9 21 10.3 0.2 3.6 4 9.5 0.1 2.6 91 9.4 0.2 3.1 
39 10.1 0.3 3.7 22 11.5 0.3 6.1 45 9.2 0.2 3.3 92 12.8 0.6 7.4 
40 15.2 1.1 11.8 23 9.2 0.2 2.5 2 9.9 。.4 4.4 93 12.1 。目7 7.0 
41 9.0 0.2 2.8 24 10.0 0.2 4.5 3 9.4 0.2 3.9 94 10.0 0.3 4.2 
42 8.4 。目Z 2.5 25 日.8 0.2 3.9 4 10.5 0.2 4.9 95 14.3 0.9 11.6 
43 10.0 0.2 3.5 26 10.9 0.2 4.9 5 16.0 1.2 14.1 96 12.5 0.6 7.9 
44 9.3 0.2 3.1 27 15.0 0.8 11.9 6 13.3 0.8 9.9 97 9.5 0.2 4.0 
45 9.1 0.1 2.6 28 13.0 0.3 7.1 7 9.5 0.2 3目4 98 14.0 0.9 11.4 
46 12.0 0.4 6.0 29 10.3 0.2 4.8 自 9.2 0.1 3.4 99 15.0 1.0 11.7 
47 11.5 0.4 6.3 30 12.6 0.4 7.4 9 13.0 0.6 9.0 100 23.0 4.2 39.5 
48 11.5 0.4 5.1 31 10.5 0.2 4.6 10 13.0 0.5 8.8 101 21.0 3.4 33.6 
49 11.0 0.4 5.5 32 10.0 0.2 3.6 11 8.9 0.3 2.7 102 26.0 53.5 
50 8.8 0.2 2.1 33 11.1 0.3 5.7 12 10.9 0.4 6.1 103 26.0 3.7 62.2 
51 10.3 0.2 4.2 34 10.5 0.3 4.3 13 12.8 。目7 10且 104 25.0 5.5 52.6 
52 15.2 1.1 12.9 35 10.8 0.3 5.2 14 10.3 0.3 4.4 46 1 8.5 0.1 1.8 
53 10.2 0.2 3.8 36 9.3 0.2 3.4 15 9.2 0.2 2.9 2 25.4 4.0 30.4 
54 9.8 。目2 3.6 37 7.8 2.1 16 8.0 0.2 2.2 3 25.3 4.0 31.7 
55 9.3 0.2 3.0 38 8.1 。1 2.4 17 10.0 0.2 3.4 4 23.0 37.6 
56 9.3 0.2 2.9 39 8.0 0.1 3.2 18 8.4 0.1 2.2 5 25.6 48.0 
57 9.5 0.2 3.3 40 7.5 0.2 1.5 19 12.0 0.5 7.3 自 27.4 34.1 
58 9.5 0.2 3.2 41 8目。 0.1 2.1 20 14.5 。回自 12.7 7 26.0 3.8 35.0 
59 9.0 0.1 1.9 42 7.1 0.1 1.4 21 9.1 0.2 2.8 8 20.3 2.3 18.8 
60 10.1 0.2 3.9 43 11.0 0.2 5.2 22 11.8 0.4 5.9 47 1 29.0 5.0 39.4 
61 10.0 0.2 3.3 44 9.4 0.2 3目3 23 12.5 0.7 8.8 2 37.2 7.0 81.3 
62 8.8 0.1 2.6 45 10.6 0.2 4.6 24 10.3 0.2 4.2 3 34.1 6.8 65.9 
63 9.0 0.2 3.0 46 11.3 0.2 6.4 25 14.0 0.9 10.8 4 34.9 5.2 74.7 
64 10.6 0.3 4.3 47 11.0 0.3 5.9 26 14.5 1.0 10.9 5 27.1 3.3 45.4 
65 10.3 0.2 3.9 48 9.3 0.2 3.7 27 13.5 0.8 11.0 6 34.5 6.7 66.6 
66 15.1 1.3 11.3 49 10.0 0.2 4.6 28 11.3 0.4 4.8 7 15.3 0.9 10.5 
67 8.1 0.1 2.0 50 9.5 。目2 4.7 29 9.3 0.2 3.3 8 33.1 6.1 62.2 
68 13目。 0.6 7.5 51 8.1 0.1 2.0 30 12.5 0.6 8.1 9 28.1 4.3 36.7 
69 10.3 0.2 3.7 52 6.9 1.3 31 8目B 0.1 2.1 10 34.5 7.0 62.9 
70 10.6 0.3 3.9 53 8.1 0.1 2.0 32 10.6 0.3 5.2 11 30.0 5目4 48.5 
71 10.5 0.3 4.6 54 8.1 0.1 2.2 33 18.5 2.2 22.0 12 24.1 3.5 29.0 
72 11.0 0.3 5.1 55 9.8 0.2 4.9 34 13.7 0.7 9.9 13 24.0 3目6 30.4 
73 14.1 0.6 9.9 56 9.9 0.2 3.9 35 10.1 0.2 4.1 14 24.9 4.0 30.7 
74 11.2 0.4 5.4 57 9.6 0.2 4.1 36 9.5 0.2 4.2 15 27.9 4.4 39.9 
75 10.8 0.3 4.3 58 14.0 0.6 11.3 37 13.9 0.6 10.0 48 1 22.2 37.8 
76 13.0 0.4 7.4 59 12.0 0.4 7.1 38 13.0 0.7 7.8 2 14.2 0.6 9.0 
77 12.9 0.5 7.4 60 10.0 0.2 5.5 39 10.1 0.3 5.8 3 15.2 0.5 11.1 
78 11.4 0.3 5.6 61 10日 0.1 5.5 40 9.7 0.2 4.3 
79 15.6 1.2 12.9 62 10.2 0.2 4.7 41 10.8 0.3 4.9 翠墾笠且日:2001笠11l.1日
80 10.2 0.2 3.7 63 9.1 0.1 3.2 42 10.0 0.2 4.0 St No. TL(mm) LLCmm) BW(mg) 
81 9.5 0.2 3.3 64 9.4 0.2 3.3 43 9.8 0.1 3.1 41 1 16.0 1.2 9.8 
82 12.0 0.4 6.0 65 9.8 0.1 2.8 44 10.5 0.4 4.8 
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沿岸資源変動機構解明調査(カレイ類)

勉

網目6節の水揚量は， 7節を使用した場合に対して，

l回目が78%，2回目が85%であった。また，水揚金額

では， 1回目が95%，2回目が96%であった。すなわち，

網目を7節から6節に拡大した場合，水揚量は22-15%

の減少がみられたが，水揚金額の減少は5-4%と軽微

で、あった。

一方，投棄量では， 1回目が84%，2回目が7%であっ

た。すなわち，網目を7節から6節に拡大したことで，

投棄量は16-93%の減少がみられた。また，白船水揚

量に対する投棄率でみると， 6節では6-3%であったの

に対して， 7節では6-24%と多かった。

これらの結果，輪島地区のカレイ漁場では，網目を

現状の7節から6節に拡大することによって，水揚量は

減少するものの，水揚金額は変わらないことから，量

的な減少の多くは投棄対象と推定される。

次に，投棄量の実態を主要対象魚種のマガレイに

ついて，網目を7節から6節に拡大することによる効果

を具体的に検討してみる。

2回目の試験で漁獲されたマガレイのうち，網目が7節

と6節で市場に水揚げされた量および全長組成と，投棄

された量および全長組成を，表-3と図 2に示した。

貞方

I 目的
輪島地区の小型底びき網漁船は，ズワイガニ漁期

を除いて， 7節の網目を用いることが多い。近年，同

地区では，カレイ類資源の減少が懸念されている。そ

こで，網目を6節に大きくした場合の小型魚保護の可

能性をはじめとする効果を調査した。

E 材料と方法
試験方法は，輪島市漁業協同組合所属の小型底びき

網漁船の協力を受けて網目が7節(大起丸)と6節(隆

目丸)から成る2隻をカレイ漁場で同時操業すること

により，水揚量・金額，投棄量，魚体組成の違いを検

討した。試験は平成13年の3月28日と6月22日の2固に

亙って実施し， 1回当たり9ないし8回の操業結果を合

計して比較した。試験の実施海域は，輪島沖海深100m

前後である(図1)。
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表-3
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図-1 網目比較試験実施海域

E 結果
2回に亙って試験した水揚量・金額の結果を表 1，投

棄量の結果を表一2に示した。

表ー1 水揚量・金額の比較
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実施時期 船名 水揚量(7面との対比) 水揚金額(7制止)I 

1回目 大起丸(7節) 117.1kg 189，710円
(3月28日) 隆昌丸(6節) 9L9kg(78%) 180，350円(95%)

2回目 大起丸(7節) 76，Okg 122，800円
(6 n 22日) 隆昌丸(6節) 64，5kg (85%) 118，4∞円 (96%) 。
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図ー2 マガレイの魚体組成に占める投棄対象

(斜線部:投棄、白抜部:水揚、ダイヤ:投棄率)
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投棄量の比較

実施時期 船名 投棄量(7簡と州比) 投棄率

l回目 大起丸(7節) 7，494，2g 6% 

隆昌丸(6節) 6，268，lg(84%) 6% 

2回目 大起丸(7節) 23，622，Og 24% 

隆昌丸(6節) 1，728，lg( 7%) 3~も

表 2



水揚量の合計は， 7節で、36kg，6節で、19k9強であった。

このうち，市場への水揚量は， 7節で15kg，6節でo18kg

であった。投棄量は，7節で、21kg，6節で1kg強で、あった。

一方，水揚げと投棄の全長組成より求めた50%投棄全

長は， 7節で、159mm，6節で143mmであった。すなわち，

投棄全長にやや差があるものの，自船水揚量に対する

投棄率は，6節で8%に対して，7節では60%と多かった。

これらの結果，マガレイでは，網目を現状の7節から

6節に拡大することによって，水揚量は減少するものの

，量的な減少は投棄によるものであることが裏付けら

れた。

ここで，輪島地区の小型底びき網漁船によって漁獲

されるマガレイの年齢組成とサイズ別の市場単価を，

試験を通じて得られたデータによってみてみる。

まず，漁獲される年齢組成は， 2歳から6歳までみら

れ， 2歳と3歳の量が多い(図-3)。マガレイは3歳から

成熟しはじめ， 4歳でほぼ成熟率100%となる。先の，

投棄実態に照らしてみると， 7節では2歳と3歳魚の一

部が， 6節では2歳魚の半数が漁獲後に投棄されている

ことになる。いずれにしても7節では，かなりの量の

成熟前の小型魚が投棄されていると判断される。

30T" 
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マガレイの年齢組成と50%投棄全長

35 

マガレイのサイズ別の市場単価は、魚体の増大に応

じでほぼ直糠的に増加し、投棄対象の2歳(全長14cm前

後)では捨て値同然である(図-4)。
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図-4 マガレイのサイズ別単価

U 考察
輪島地区の小型底びき網漁業において，網目を7節

から6節に大きくすることによる効果を2回に亙って試

験した。その結果， 6節とした場合，水揚金額の減少

は軽微で，しかも漁獲後の投棄量に減少が見られた。

主要対象魚種のマガレイでは， 2歳魚の漁獲と投棄量

の減少に効果のあることが裏付けられた。投棄魚の生

残率は極めて低いことから(良くて10%程度)，投棄量

を減少させることは資源保護効果を二重に期待でき

る。更に，漁獲物の選別作業を軽減する点でも効果が

ある。同様のことは，同じカレイ漁場で漁獲されるム

シガレイ，ヤナギムシガレイについてもいえよう。こ

れらのことから，網目を現状の7節から6節に大きくす

ることによって，カレイ類では出荷サイズに近い魚体

の漁獲が可能となり，しかも市場価値の低p2歳魚以
下の資源保護を実現することに効果がある。すなわち，

現在の水揚金額を減らさずに，できるだけ無駄な漁獲

(投棄魚)を減らすという点で， 6節は適正な目合であ

る。ただし， 6節では，アナゴの漁獲の減少というマ

イナス面のあることも事実であり，実用化にあたって

は，これらの点を踏まえた持続的な資源利用に努める

必要があろう。
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有用資源来遊生態調査

I 目的
本県の重要水産資源であるブリの漁況予測及び資源

診断を目的として，記録型電子標識であるアーカイバ

ルタグを用いた標識放流を実施し，対馬暖流域におけ

るブリの圃遊生態を解明する。

E 調査方法
記録型電子標識であるアーカイパルタク寸Lotek社製:

詳細後述)をブリ成魚の腹腔内部に装着し放流した。装

着は外科子術により行い，開腹した腹腔内にタグ本体を

埋め込みJI門付近からセンサーを体外に出すように装
着した。(図-1)その後，各地より再捕のあった魚体から

アーカイノfルタグを回収し，データを抽出した。

アーカイバルタグ直径約1.8cm，長さ10cmの円筒形本

体(ステンレス製)に長さ約20cmのセンサーケーブルが付

属している。(同一2)ケーブル先端には温度及び照度セン

サーが，本体には水圧および温度センサー，記録装置，時

計並びにバッテリーが内蔵されている。内部装置は128秒

にl匝起動し，その時点の水温(温度)，水深(水圧に照度

を測定する。記録はTim e Series Log (以下TSL)とDay

Log(以下DL)の 2つに分かれている。 TSLには司時刻，

水深，水温(タグ本体，センサー先端)及び照度が別にユー

ザが設定した記録頻度 (Interval)ごとに記録される。

つまりInterval=2と設定した場合，128秒X2=256秒ごと

に記録されることとなる。DLには年月日.指定層水温，緯

度及び経度が1日ごとに記録される。緯度および経度は

照度の変化から推定された日出没時刻から算定される。

国一1 アーカイバルタグ装着後箇所

再
本体

図-2 アーカイバルタグの概略図

辻俊宏

5月放流(石川県輪島沖) 平成13年5月28日に石

川県輪島市大沢沖に敷設された大型定置網(大沢定置

網組合)に入網 (5月26日-28日入網)したブリ成魚20

尾を船上にてアーカイバルタグ+ディスクタグ(背鰭

後端基部)を装着し，同16尾にディスクタグのみを装

着して，直ちに同地点に放流した。放流魚の尾叉長を

測定した。(表-1)TSLのIntervalは5とした。

2月放流(長崎県対馬沖) 平成14年2月13日に長

崎県対馬のはえなわ船(美津島高浜漁協所属)によっ

て，対馬周辺海域で漁獲されたブリ成魚10尾にアーカ

イバルタグ+ダーツタグ(背鰭基部)を，同15尾にダー

ツタグのみを装着して 対馬高浜漁港南東5マイル沖

(東水道)に同日放流した。放流魚の尾叉長を測定し

た。(表一1)TSLのIntervalは5とした。

回避経路の推定方法 DLに記録された緯度及び経

度は日出没時刻から推定しているため誤華を含んで、い

る。経度は l度程度の誤差であるが，緯度は外れ値等

がよく算出されこのままでは 位置の確定は困難で、あ

る。そのため， TSL及びDLに記録された水深ごとの

水温データと時期ごとの海水温分布(漁業情報サービ

スセンターおよび日本海区水産研究所提供)とを照ら

し合わせて，回遊位置の精度を高めている。

E 結果の要約
5月放流(石川県輪島沖) 平成14年3月31日現在で，

アーカイバルタグ装着魚8尾 ディスクタグのみ装着

魚l尾の再捕報告があった。(表-1)再捕された8個体

のアーカイバルタグ標識魚から得られたデータにより

回避状況を次の通り推定した。

5月 (8個体):放流後，全個体が北上した。 5月30日

には，放流地点から約12マイル東の石川県輪島市曽々

木の定置網でl尾が再捕された。(図 3-1)

6月 (7個体):上旬には佐渡島周辺に北上し， 6月9日

には佐渡島小木沖でl尾が釣りによって再捕された。

残り6個体はさらに北上し，下旬には青森県沖へ達し

た。 6月25日と27日に岡県深浦で定置網により各1尾，

計2尾が再捕された。(図 3-2)

7月 (4個体):残り4個体のうち2個体は津軽海峡を通

過して太平洋へ達し，道南(恵山岬沖~尻尾埼沖周辺)

の海域へ移動した。他の2伺体は積丹岬沖を経て日本

海(北海道西岸)を北上し，石狩湾以北に達したか，

或いは前述の2個体と同様に津軽海峡を通過して道南

海域に達したかのどちらかであると推定された。(図

3-3) 

8-9月 (4個体):4{固体は先に示した海域に滞留してLミ

Q
J
 

q
J
 



た(図-3-4)。聞き取り調査の結果，この時期，当該海域に

おいては釣りや定置網で大型ブリが漁獲されていたこ

とが確認された。また 遊泳水温と水深の記録を見る

と，これらの個体は表層から水深100m，水温20'C-5'C

にも及ぶ範囲で活発に潜行と浮上を繰り返す行動が見

られた。水深差，水温差を厭わないこのような行動は，

索餌行動と関連している可能性があると考えられた。

(図的

10月(4個体):滞留海域の表面水温が190Cを下回った，

10月中旬から南下を始め，10月中旬には積丹半島~渡島

半島沖合及び津軽海峡付近に移動した。(図 3-5)

11-12月(4個体): 11月上旬には日本海青森県沖合海

域に移動した。 11月中旬以降急速に南下し， 12月11日

に新潟県佐渡島(両沖湾)の定置網で l個体， 12月13

日に富山県氷見市と石川県七尾市の定置網で各l尾，

計2尾が再捕され， 12月18日に石川県能都町の定置網

でl尾が再捕された(図-3-7)。これら4個体は11月中

旬以降，再捕されるまでの間，水温16-17'C台，水深

帯30-70mを主に遊泳していた。 4個体はいずれも，

ブリがまとまって人網し 当日水揚げされた数百一数

千尾のブリの中から発見されたものであり、この時期

漁獲される主群と共に行動していたものと思われた。

また、この4個体の大きさを放流時と比べると尾叉長

で5一9cm、体重(放流時の体重は同時期における体長

体重関係から推定した。)で4-6kg大きくなっていた。

2月放流(長崎県対馬沖)平成14年3月31日現夜で、

標識魚の再捕報告はなPo

-40-



表-1 ブリ成魚標識放流実施および再捕結果

2001年5月28日強島市大沢沖放流分
7カイハ'ディスク 尾叉長 再捕データ
ルNo. No. cm 日時 場所 漁法 尾叉長cm 盛重~
2072 41 87 
2035 146 90 
2034 25 86 
2086 64 82 2001/12/13 右川県七尾市庵沖 定置網 91 13.6 
2053 62 87 
2084 80 69 
2090 74 90 
2087 161 79 
2077 67 85 2001/6/9 新潟県佐渡島小木沖 釣り 86 7.8 
2083 76 67 
2019 124 69 
2007 78 77 2001/12/18 石川県能都町藤波沖 定置網 86 10.3 
2054 135 73 
2006 73 84 2001/6/25 青森県艦作埼沖 定置網 84 8.3 
2085 123 82 2001/5/30 石川県輪島市曽々木沖 定置網
2092 69 85 2001/12/13 富山県氷見市脇沖 定置網 92 13 
2026 76 90 2001/12/11 新潟県佐渡島北小浦沖 定置網 94.5 15.9 
2038 134 80 
2065 156 77 
976 126 83 2001/6/27 青森県縮作埼沖 定置網 85.4 8.6 

30 54 
31 57 
32 54 
24 59 
33 58 2001/8129 石川県門前町赤神沖 定置網
28 57 
37 59 
35 56 

62 
38 60 
34 58 
36 59 
139 58 
127 57 
125 56 
27 57 
29 55 

2002年2月13日長崎県対馬沖放流分
7ーカイハータ「ーツ 尾叉長 再捕データ
ルNo. No. cm 日時 場所 漁法 尾叉長cm生重出
2006 1，2 86 
1194 3，4 84 
2026 5，6 80 
2092 7，8 86 
1279 9，10 86 
2086 11，12 83 2002/6/3 福井県越廼村グミ崎沖 定置網 83 7.5 
2012 13，14 82 
2007 15，16 78 
2077 17，18 77 
1469 19.20 78 
21，22 78 
23，24 77 
25，26 77 
27，28 78 
29.30 81 
31，32 78 
33，34 77 
35，36 81 
37，38 73 
39，40 79 
41，42 82 
43，44 77 
45，46 77 
47，48 79 
49.50 81 
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図-3-1 再捕ブリの遊泳位置(5月:8個体)
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図-3-3 再捕ブリの遊泳位置(7月:4個体)
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図-3-2 再捕ブリの遊泳位置(6月:7個体)
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図-3-4 再捕ブリの遊泳位置(8-9月:4個体)
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図-3-5 再捕ブリの遊泳位置(10月:4個体) 図-3-6 再捕ブリの遊泳位置(1ト12月:4個体)
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図-4 アーカイバルタグによる遊泳水深、水温記録例
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新漁業管理制度推進情報提供事業(要約)

I 目的
TAC制度化において，漁業資源を効率的に使用す
ることを目的に，漁獲量等の漁況情報および水温・塩

分等の海況情報の収集と提供を行った。

E 調査方法
1 .漁獲統計データベース

県内の主要水揚港のうち加賀市・出浦・石川と

ぎ・輪島市・蛸島・宝立町・内浦・能都町の各漁協

と石川県漁業協同組合連合会販売部・七尾公設市場

の合計10港の水揚データを‘パソコン通信を使い本

センタ一ÎJのサーパに受信し，漁獲量の収集を行っ

た。

2.海洋観測データベース

白山丸(総トン数167t)により， 8. 10・12・2月

の各月上旬に沿岸定線観測を実施した。

禄剛丸(総トン数日t)により，毎月上旬に内浦

海域定点観測と七尾湾定点観測を実施した。

これらで得たデータに加え，我が国周辺漁業資源

調査およびスルメイカ漁業調査等で収集した観測

データを本センターのデータベース上に登録した。

E 結果の要約
1.石川県主要港の漁況旬報

2001年4月から2002年3月までに，主要10港の漁獲

量データ約200万件を登録した。また10日毎(旬毎)

の集計結果を石川県:主要港の漁況旬報として年間36

回漁協等関係機関に送付した。

2.内浦海域観測速報

内浦海域定点観測と七尾湾定点観測の結果を2001

年4月から2002年3月まで取りまとめ，内浦海域観測

速報として毎月 l回，計12回漁協等関係機関に送付

した。

3.漁海況情報

漁獲量や沿岸定線観測・沖合定線観測の結果を

2001年4月から2002年3月まで取りまとめ，漁海況情

報として毎月 l回，計12回漁協等関係機関に送付し

。
た

4.スルメイカ情報

2001年4月から10月までのスルメイカ漁獲量およ

びスルメイカ試験操業結果を取りまとめ.スルメイ

カ情報として合計7同漁協等関係機関に送付した。

池森貴彦・海田 潤・白出光司・堀居政一・辻口優喜子

[報告誌名一平成 13年度新漁業管理制度推進情報提

供事業報告書，石川県，平成 14年3月]

-44-



複合的資源管理型漁業促進対策事業(底びき網・要約)

I 目的
これまでの単-魚種の資源管理から，新たに梅数の

魚種または漁業種類を対象に，漁業者が中心となった

より効果的な資源管理を実践するための計画を策定す

る。

また，資源管理計画を実施中の広域回遊資源魚種(ズ

ワイガニ，アカガレイ)についてモニタリングを行う。

さらに，新たな対象種であるホッコクアカエビにつ

いても，資源管理計画策定のための基礎資料を収集す

る。

E調査方法
1.水深別分布調査

2001年7月と2002年1月にかけて，金沢沖の水深

100-600mで調査船によるかけ廻し操業を実施し

アカガレイ，ズワイガニ，ホッコクアカエピの水深

別分布等を調査した。

2.標識放流調査

2002年2月に金沢沖の水深200-300mでかけ廻し

操業を実施し，採捕されたアカガレイについて標識

放流を行った。

3.資源動向調査

かけ廻し操業結果等から，アカガレイ，ズワイ

ガニ，ホッコクアカエビの体長・頭胸甲長組成を調

査し，資源動向を推定した。

4.漁獲統計調査

底びき網漁業の主要魚種について，各種漁獲統

計により漁獲量・金額・単価等を調査した。

5.標本船調査

漁業者による標本船日誌を解析し，漁場の利用

実態・水深別漁獲量等を調査した。

E 結果の要約
1 .アカガレイ

調査船によるかけ廻し操業の結果， 7月に♂56尾

・♀ 175尾・雌雄不明34尾の計265尾が採捕され， 1 

月に♂ 92尾・♀128尾・雌雄不明19尾の計239尾が

採捕された。 1月に採捕されたアカガレイの体長組

成をみると，新たな加入群である1999年生まれの3

歳群が少なく， 2000年生まれの2歳群が多くなって

いた。

2月に行った標識放流調査で計143尾のアカガレイ

を標識放流したが， 2002年3月末時点での再捕報告

は皆無であった。

杉本洋・貞方勉・辻俊宏・海田潤

2.ス、ワイガ二

調査船によるかけ廻し操業の結果， 7月に♂84

尾・♀79尾の計163尾が採捕され，1月には♂136尾・

♀102尾の計238尾が， 2月のアカガレイ標識放流調

査の際には，♂274尾・♀336尾の計610尾がそれぞ

れ採捕された。 2月に採捕されたズワイガニは雌雄

ともに甲幅 36-38mmにモードをもっ5歳群(1997年

生まれ)と思われるものが多かった。

3.ホッコクアカエビ

調査船によるかけ廼し操業の結果，7月に計6，129

尾 1月に計4，816尾が採捕された。1月に採捕された

ホッコクアカエビは頭胸甲長25mm前後にモードをも

っ6歳群(1996年生まれ)と思われるものが主体で

あった。

4.漁獲統計・標本船調査については，別途報告書に

記載のとおり。

[報告誌名一平成13年度被合的資源管理型漁業推進

総合対策報告書，石川県，平成14年3月]
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複合的資源管理型漁業促進対策事業(刺網・要約)

I 目的
モデル地区(輪島地区)における刺網漁業の実態調

査を行うとともに重要魚種であるウスメバルの資源生

態調査を実施し，刺網漁業の効率的な漁場利用や資源

管理方策を検討する。

E 方法
1.漁獲統計調査

石川県農林水産統計年報 輪島市漁業協同組合業

務報告及び水産総合センター漁獲統計システムから

刺網漁業による漁獲量等を調査した。

2.標本船調査

刺網および一本釣り漁船に標本日誌の記載を依頼

して輪島沖の漁場の利用実態を調査した。

3.移動分布調査

2000年7月に標識放流したウスメバルの再捕状況

を調査した。またウスメバルの分布・移動を検討す

るために，他県と本県の漁獲量を比較した。

E 結果
ウスメバルの漁獲量は1984年に過去最高の973tを記

録したが，その後減少して1987年には61tとなった。

漁獲量はその後100tから200t前後で推移している。

刺網と」本釣りによって漁獲されたウスメバルの年

別漁獲尾数を調べたところ 刺網では年によって総漁

獲尾数は大きく変動するものの尾叉長190rnrn前後に

モードを持つ個体群が最も多く漁獲されていた。一方，

一本釣りで、は尾叉長170rnrn付近， 200rnrn付近， 240rnrn付

近および240rnrn以上にモードを持っと思われる棺数の

個体群が漁獲されており，それらの漁獲割合が年に

よって大きく変動していることが分かった。

標本船調査により輪島沖漁場の利用実態を調べた。

刺網の操業海域は能登半島の外浦海域に広範囲に広

がっているが，魚種によって漁場に違いがみられ，ウ

スメバルとアカムツは主に紬倉島西方から'高来町海士

崎西方の水深200m以浅の海域で，ハツメは主に紬倉

島北方から猿山岬西方の水深200m以深の海域で，ア

ンコウは主に紬倉島西方から猿山岬北西の200m以浅

の海域で，ブリは主に軸倉島周辺から禄剛崎北方の海

域でそれぞれ漁獲されていた。一本釣りの操業海域も

能登半島外浦海域に広範囲に広がっており，ウスメバ

ルは主に紬倉島周辺から富来町海士崎両方の水深

200m以浅の海域でj魚、獲されていた。東IJ網及び-本釣

りともにウスメバル漁場の顕著な季節的水平移動は観

察されなかったが，春から夏にかけて操業水深が深く

杉本洋・貞方勉・辻俊宏・海田潤

なることから，この時期にウスメバルはやや深い海域

へ移動すると考えられた。

2000年7月に標識放流したウスメバルの再捕状況を

まとめた結果，合計5尾の再捕報告があったが，これ

らは何れも放流海域付近で再捕されていた。方，本

県(輪島地区)と新潟県(佐渡小木地区)のウスメバ

ル漁獲量には極めて類似した年推移がみられ，両地区

ともに同一資源を利用していると推察された。また，

佐渡小木地区では1983に漁獲のピークがみられたが，

石川県では1984.年にピークがみられた。 1984年は異常

冷水であったことから低水温により分布がシフトした

か，若しくは卓越年級群の大規模な南下回遊があった

ものと推察された。

[報告誌名一平成13年度梅合的資源管理型漁業促進対

策事業報告書，石川県，平成14年3月]
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藻場環境保全調査(要約)

I 目的
本県沿岸は，ホンダワラ類を主体とする日本海特有

のガラモ場が，潮間帯から10mm、深まで広がり，豊か

な生物相に恵まれている。

しかしながら全国的に藻場は減少傾向を示し，本県に

おいても一部海域で現存量の減少が報告され，かつ，食用

海藻類の漁獲量も減少傾向を示している。本調査はこの

ように重要な働きをもっ藻場について，その実態を把握

し，保全対策を講じることにより，藻場の永続的な活用を

目指す。

E 調査方法
1.実態調査

能登半島東岸のーモズク漁場として利用されてい

る鳳至郡能都町小浦の藻場を調査海域として選定

し， 1，3，5，7および10m深で，2001年5，7，9，11月に潜

水による1m'の海藻枠取りを実施した。採集した海藻

サンプルは種別に分類し，現存量と密度を計測した。

2.生息動物調査
実態調査の際に，底牛牟牛宇物については枠内の，そ

の他の生物については付近に出現した種類と個体数

について調査を行った。

3.葉上生物調査

2001年5，9，11月に，ヤツマタモクの藻体に大型の

網袋を被せ，藻体ごと葉上生物を採集し，個体数と

重量を計測した。

4岡稚仔魚調査

2001年5，6，7，8，11月に藻場の本深3mにおいて，丸稚

ネットを表層で水〉ド曳きすることにより稚仔魚を採集し

た。サンプルは種別に分類し，個体数と重量を計測した。

5.面積調査

2001年11月に調査海域の藻場の面積を船上から調

査し， 1975年に撮影された航空写真から推定した面

積や， 2000年11月に調査した面積と比較した。

6.環境調査

2001年1-7月に， 1，3，5m深の藻場と， 3m深の砂

地にメモリ一式水温・光量子計を設置し，ホンダワ

ラ類の生長や，生息動物との関連を調査した。

7.透明度

調査海域沖合の定点において，当センターが観測

を行った透明度の解析を行った。

E 結果の要約
1.実態調査

調査期間中において藻場の現存量が最大となったの

は，2001年5月の1m深の1，0699 /ばであった。 1975年

池森貴彦・大慶則之

の藻場の最大現存量がヤツマタモクで4， 022 ， 8 9 / m' ， 

ノコギリモクで7， 074 ，6 9 / m'と報告されていることか

ら，今回得られた倍大現存量は‘ホンダワラ類全てを合

計したにもかかわらず1975年当時の1/4-1/7に減少し

ている。

調査地点では1999年から定期的に調査を行ってい

る。現存量が最大となる月は毎年5月であるが，調査年

により現存量が最大となる水深は異なり，1999年では

5m深，2000年では3m深，2001年で、は1m深であり，1976

年の垂直分布と比較しでも，近年現存量が最大となる

水深の浅所への移動がみられ，今後の推移を見守る必

要がある。

2.生息動物調査
4回の調査のうちでは，9月の魚の種数が多かった。ス

ズメダイ，ホンベラ.キュウセン，キヌノfリ，メジナは，

ほぽ周年確認される魚障であるといえる。それに対し

てソラスズメダイ.アイゴ，イシガキダイ，マハタ等の

暖海性の魚種は初秋から晩秋にかけて出現し，それら

の魚種が加わることによりこの時期の魚種が増加した

と考えられた。魚類以外ではアオリイカもこの時期に

石室認された。

3.葉上生物調査

葉上生物の増減は， 5-9月に最大となる小型巻貝

類の増減に大きく左右されていると考えられた。

4.稚仔魚調査
100m曳網あたりの椎仔魚、の採集尾数は， 5月に最

大となり， 5月以降藻場の現存量が減少するにつれ

て，椎仔魚、の尾数が減少したものと考えられた。

5.面積調査

2001年の調査では西側と中央部で沖に向かつて藻

場がやや拡大した。中央部の藻場の拡大は1995年に

造成されたサザエ増殖場で形成された藻場であり，2000

年には分離していたが，今回の調査では結合してい

た。算出された2001年の藻場の而積は10，55haで、あり，

1975年の9，44haや2000年の9，37haよりも拡大した。

6.環境調査

藻場と砂地との比較から.藻場によって水温の変

動は軽減されず，予測に反した結果となった。また，

光量子量の推移は藻場の消長に対応、していた。

7.透明度

近年3-5月および7-9月の透明度は低下傾向にあ

ると考えられ，この時期の透明度の低下はホンダワ

ラ類の生長に深刻な影響を与えている可能性が示唆

された。

[報告誌名一平成13年度 藻場・干潟環境保全調査報

告書，付)海と清環境美化推進機構]
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サクラマス増殖調査(要約)

I 目的
サクラマス幼魚、の河川放流により，その資源を増大-

安定化させるためには サクラマスの海域での減耗や

分布の状況を把握する必要がある。そこで，標識放流し

たサクラマスの沿岸域での移動経路と成魚の回帰状況

を調査した。

E 方法
1.漁獲量調査

県内主要10港(加賀市・金沢・南浦・西海・輪島-蛸島

・宝立内浦能都町-七尾)のサクラマスの水揚量を

調査した。

2.回帰親魚調査

加賀市・小松市・蛸島・珠洲中央・宝立町・内浦・能都

町-七尾公設氷見の各市場へ水揚げされた回帰親魚

の数を調査した。

3.放流魚の追跡調査

2001年3月6日から 3月9日に能登半島の珠洲市

鵜飼川ヘ100，000尾のサクラマス幼魚、を放流し，そ

の後の再捕状況を調査した。

E 結果および考察
1.漁獲量調査

2001年の主要10港のサクラマス水揚量は4.7tであ

り， 2000年の5.2tより減少し，過去10年平均水揚量

(23.7t)の20%と低水準であった。サクラマスの月

別水揚量は，例年3・4月に最も多く， 2001年も 4

月に多く水揚げされた。

2.回帰親魚調査

調査した 9市場に水揚げされた親魚の総数は

2，591尾で，天然親魚は2，488尾，標識親魚、は103尾

であった。 9市場での標識魚、の混入率は4.0%であ

り， 2000年の5.2%を下回った。

3.放流魚の追跡調査

沿岸域の調査から，放流幼魚、の多くは3月中旬-

3月下旬に降海し，その後沖合へ移動したと考えら

れた。これは昨年と比較すると l旬早かった。サク

ラマス幼魚、の成長は，放流時が尾叉長14.2cm，降海

後3月中旬で16.7cm，4月中旬で18.2cm，5月上旬

で21.3cmとなった。

定置網での再捕魚、の性比は，放流魚で雌が65%，

天然魚では70%であった。

[報告書名一平成13年度さけ・ます増殖管理推進事業

実施結果報告書，石川県，平成15年2月]
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温排水影響調査(要約)

I 目的
志賀原子力発電所地先海域の物理的及び生物的環境

を調査し，発電所の取放水に伴う海域環境への影響に

ついて検討した。

温排水影響調査は，志賀原子力発電所の運転に先駆

けて， 1990年から石川県及び事業者(北陸電力)で開

始した。発電所は， 1992年11月2日から試運転が， 1993

年7月30日から営業運転が開始されている。

E 調査の方法
志賀原子力発電所温排水調査基本計画に基づく調査

項目は，①温排水拡散調査として水温，流況調査 ② 

海域環境調査として水質 低質調査③海生生物調査

として潮間帯生物，海藻草類，底生生物，卵・稚ff，
プランクトン調査である。このうち，石川県の調査項

目は，水温(水温・塩分)，水質(水素イオン濃度他11

項目)，底質(粒度分布他7項目)，潮間帯生物(イワ

ノリ)，メガロベントス(サザエ)，プランクトン(動

物・植物)調査で，県の2機関(水産総合センター，

保健環境センター)が分担して調査を行っている。そ

のうち水産総合センターは，水温，メガロベントス，

潮間帯生物(イワノリ)プランクトン調査を担当した。

調査は，羽咋郡志賀町百浦から同郡富来町福浦地先

に至る概ね南北5km，沖合3kmの海域で，春，夏，秋，

冬の年4同行っている。

池森貴彦・海田 i問・杉本洋・貞方勉

E 結果の概要
停船式水温調査結果では 春季及び夏季には下層で

低く，秋期には各水深層について差は小さく，上下層

間の差も小さく，冬季には放水口に近い定点でやや高

p値がみられ，上下層間の差は小さかった。

塩分は，各季とも同ー水深層においては差は小さく，

鉛直的には，夏季に下層で高くなったほかは，上下層

聞の差は小さかった。

海生生物調査結果は，植物プランクトン・動物プラ

ンクトンとも平均個体数は これまでの範囲内であっ

た。潮間帯生物(イワノリ)調査では，湿重量・個体

数とも，これまでの調査の範囲内であった。メガロベ

ントス調査では，平均個体数は冬季に最も多くなった

が各季ともこれまでの調査の範囲内であった。

報告誌名志賀原子力発電所温排水影響調査結果報告書

[平成13年度第1報(春季)平成13年12月石川県

同報告書 第2報(夏季)平成14年 3月石川県

同報告書 第3報(秋季)平成14年 7月石川県

同報告書 第4報(冬季)平成14年10月石川県

同報告書 年報 平成14年10月石川県]

表 1 調査項目司担当機関友び調査実施日

調査項目
(調査機関)

i水温調査(停船式)
(水産総合センター)

春季 冬季
地点数

調査

夏季

施日

秋季

19点 I2001年 5月 23日 I2001年7月26日 I2001年 10月 15日 I2002年 3月22日

2.水質調査
(保健環境センター)

7点 I2001年 5月 23日 I2001年7月26日 I2001年 10月 15日 I2002年 3月22日

3.底質調査
(保健環境センター)

4.潮間帯生物(イワノリ)調査
(水産総合センター)

3点、

4点 I2001年 5月 23日 I2001年7月26日 I2001年 10月 15日 I2002年 3月22日

5.底生生物(メγロイントス)調査 I 3~司l 線 I 2001年 5月 24日 I 2001年7月27日 I 2001年 10月 16日 I2002年 3月24日
(水産総合センター)

2001年 11月 14日・ 12月 12日
2002年 1月 15日・ 2月 18日

一一
タ
タ
ン
ン

E
セ
セ

打
合
合

一
寸
総
総

レ
一
産
産

ク
水
水

-
ン
物
物

プ
，
植
噸
.，I
η
L
 

n
h
υ
f
f

、，t
、

5点 I2001 年 5月 23日 I2001年7月26日 I2001年 10月 15日 12002年 3月22日
5点 I2001年 5月 23日 12001年7月26日 I2001年 10月 15s 12002年 3月22日
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アカニシ種苗生産技術開発

I 目的
七尾湾で漁獲される通称アカニシ(標準和名:コナ

ガニシFusinusperplexus minor，以下，アカニシと称

す)は近年漁獲量が減少しており，市場での価格が高

騰している。このため，将来種苗放流あるいは養殖に

よる資源量の増大を目指し，種苗生産技術開発のため

の生態的な基礎知見を集積する。

E材料および方法
1.種苗生産試験

2001年5月10日-16日に七尾南湾で採集したアカ
ニシ計418個を1m'F R P水槽に収容した。飼育水は
常温海水のかけ流しとし，餌料として週に1回スル

メイカの切り身を体重の1%相当量与えた。水槽内

で交尾させ，そのまま自然産卵させた。水槽内に産

み付けられた卵嚢塊は適宜取り上げ，卵嚢数を計数

した。取り上げた卵嚢は正常に卵が包まれているも

のと，卵が含まれていないものや潰れているものと

に選別した。

取り上げた卵嚢はタネモミ袋(目合い2mm)に収

容し，かけ流しした常温海水下で管理した。タネモ

ミ袋に収容した卵嚢は，稚貝が瞬出する直前に2m'

FRP水槽に設置した生け賛網に移送した。生け賛
網は内径30X42X24cmのフ。ラスチック製かごの内側

に，40目のポリエチレン製の網を取り付けた構造で，
常温海水を生け費内部にシャワー状にかけ流しし

た。卵嚢から這い出できた瞬出稚員を取り上げ，同

様の生け費網に収容した。この際，卵嚢の外側に付

着したままの稚貝は，強制的に卵嚢から取り外し，

生け賛網に移した。

生け費網を10面設置し， 1面あたり3，000個体の瞬
出稚貝を収容した。餌料は， 2日にl回の割合で，ス

ルメイカのミンチとオキアミのミンチをそれぞれ

200gずつ混合したものを与えた。なお，ミンチは常

温海水を添加して混合し，タモ網で粗い粒子を除去

した後の懸濁液を投与した。

月に1回，無作為に選んだ100個体の殻高を測定し

た。

なお，一昨年度より行っている，餌料の違いによ

る成長比較試験は今年度も引き続き継続した。

2.成分分析
昨年度の種苗生産試験結果で，産卵母員として，そ

の年に天然海域より採集し一時的に水槽内でスルメ

イカを餌として飼育していた群の方が，前年度まで

に天然海域で採集し1年以上水槽内でスルメイカを

田中正隆・戒田典久・沢矢隆之・浜田幸栄

餌として飼育していた群よりも，母員l個体あたり

の産卵した卵嚢数が多い傾向にあった。採卵の当年

に採集した母貝から得られた卵嚢数が母貝1個体あ

たり50.2f固だったのに対し 当年以前に採集した母
貝から得られた卵嚢数は母貝1個体あたり8.9個と大
きな差が見られた。

こうした状況から，飼育母員から効率よく多くの

卵を採取するためにも，飼育に用いる餌料に問題が

ないか検討する必要があると考えられた。その基礎

資料としての，天然母貝の周年における筋肉の一般

成分の変化を分析した。分析個体数は毎月3個体ず

っとした。またスルメイカを餌料とした時の，体重

(殻付き重量)の1%相当量を毎日投与した場合， 1 
週間に1回投与した場合 および絶食した場合の3区

分について筋肉の一般成分の変化を分析した。試験

に用いた個体群は，天然海域で採集した後約9ヶ月

間水槽内で餌料として週にl回スルメイカの切り身

を体重の1%相当量与えて飼育したものとし， 1m'ポ

リカーボネート水槽(水量0.7m')で1週間馴致飼育
した。馴致飼育期間中も，餌料として週に1回スル

メイカの切り身を体重の1%相当量投与した。馴致

期間終了の翌日を試験開始日とし，分析は試験開始

日，試験開始1週間後， 2週間後に行った。分析個体

数は各区分について5個体とした。一般成分は常法

に従い，水分，灰分，タンパク質を分析した。一般

に員類には脂質はほとんど含まれないことから，水

分，灰分，タンパク質を除いた成分を糖質等とした。

E 結果および考察
1.種苗生産試験

5月下旬から6月下旬にかけて合計12，800個の卵嚢
を回収した。このうち正常に卵が収容されていた卵

嚢の割合は，得られた卵嚢全体の約96.0%であり，

産卵から5週間後に得られた瞬出稚員数は約147千個

と推定された。

生け費網飼育における2001年産種苗の成長推移を

図 1に示した。瞬出から約半年間飼育後の殻高が

5.0mmとなり，前回とほぼ同様の飼育結果となった。
従って過去の飼育試験で用いたスルメイカ，サパ，

オキアミの混合ミンチと同様に，これらの粗い粒子

を除去した懸濁液で、も初期の飼育期間では同様の餌

料効果があると考えられた。

一昨年度より行っている 餌料の違いによる成長

比較試験での，約2年半飼育後の結果を図-2に示し

た。成長はどの餌料区分も個体差が大きく，殻高が
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図-3 1999年産稚貝の成長推移

50mm近くに達する個体もあれば，依然としてlOmmに

満たない個体も存在した。平均殻高で比較すると，

イカの切身のみを与えた区が18.0mmと長も小さく，

3種類のミンチを混合して与えた区が28.0mmと最も

大きかった。しかし.どの区分とも歩留まりが著し

く低く，平均殻高の比較だけでは必ずしも餌料の違

いによる成長著とは断定できないと考えられた。

すべての区分を合わせた平均殻高の推移を図 3に

示した。結果は僻出から1年後に殻高約8mm，1年半

後に約13mm，2年後に約18mm，2年半後に約22mmとい

う成長推移であり，同じ肉食性巻貝のパイ等と比較

表-1 天然母貝の筋肉の一般成分分析結果

月 水分(%) タンパク質(%) 灰分(%) 糖質等(%)
74.78 20.46 2.43 2.33 

2 74.26 20.02 2.44 3.28 

3 74.51 19.07 2.28 4.14 

4 73.55 20.33 2.25 3.86 

5 75.23 20.03 2.58 2.17 

6 74.02 20.95 2.80 2.24 
7 72.64 20.66 2.40 4.29 

8 71.81 20.97 2.87 4.34 
9 75.48 18.77 2.24 3.51 

10 73.56 20.82 2.41 3.20 

11 73.34 21.01 2.33 3.32 

12 74.44 19.94 2.28 3.33 
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表-2 餌料投与周期の違いによる筋肉の一般成分分析結果

区分 | 水分(%) 11'ンパク質(%)1 灰分(%) 1糖質等(%)

当初 I 72.27 I 22.72 I 2.31 I 2.70 
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当初 毎日ーlw 週l-lw 絶食ーlw 毎日-2w 週1-2w 絶食-2w
区分

しでもあまり成長がよくないといえる。

2.成分分析
天然母員の周年における筋肉の一般成分分析結果

の平均値を表 lに示した。産卵期にあたる5月およ

び6月の糖質等の割合が約2.2%と1年間のなかでや

や低い値を示したため，産卵期に，それまで貯蔵し

ていたグリコーゲン等のエネルギー源を消費した結

果と推測できたが，基本的に成分組成に大きな変化

は見られなかった。

スルメイカを餌料とした時の，体重(殻付き重量)

の1%相当量を毎日投与した場合， 1週間にl回投与

q
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「
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した場合，および絶食した場合の3区分について筋

肉の一般成分分析結果を表-2に示した。試験開始日

を基準にした場合，試験開始2週間後には3区分とも

糖質等の割合が上昇する傾向にあったが，餌料投与

周期の違いによる成分組成変化の傾向は2週間の試

験においては明確に認められなかった。

今回の試験では，天然母貝とスルメイカを餌料と

した飼育母貝の筋肉における一般成分組成につい

て，年間の変化，あるいは餌料投与周期や投与期間

の違いによる変化を観察したが，天然母貝と，スル

メイカを餌料とした飼育母貝との問で大きな産卵能

力の差が生じた原因を検討するには，より明確に両

者の生理的な機能の差を判定できる体内成分指標が

必要と思われた。

U 要約
1.稚貝の初期餌料として スルメイカとアミエビの

混合ミンチから粗い粒子を除去した後の懸濁液で

も，従来のミンチそのものと同様の成長が見られた。

2.稚貝は瞬出から約2年半飼育後に22.0mmまで成長

したが，歩留まりが著しく低く，餌料区分の違いに

よる明瞭な成長差は認められなかった。

3.天然母貝と，スルメイカを餌料とした飼育母良と

の問で大きな産卵能力の差が生じた原因を検討する

ため，筋肉における一般成分組成について，年間の

変化，あるいは餌料投与周期や投与期間の違いによ

る変化を観察したが，大きな変化は見られず，より

明確に両者の生理的な機能の差を判定できる体内成

分指標が必要と思われた。
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浅海砂浜域有用資源調査

I 目的
千里浜を中心とする砂浜域に生息する，チョウセン

ハマグリ，コタマガイ等の二枚員資源、の年変動は大き

く，近年の漁獲量は低迷している。これらの生息分布

状況については，断片的な情報はあるものの，連続し

た資源動向についての知見はきわめて少ない。このた

め，二枚貝資源の分布状況の年変動等を調査し，資源

の有効利用手法を検討する。また，漁業協同組合が自

主的に実施している二枚員の移植放流については，そ

の効果が明白でないため，標識放流追跡調査を実施する。

E 材料および方法
1.チョウセンハマグリ分布調査

沿岸砂浜域におけるチョウセンハマグリの分布状

況の年変動を追跡するため 図-1に示す3か所に調
査定点を設けた。調査定点についてはst.1では(360

53' 185N，1360 46' 055E)， st.2では (360 53' 

550N，1360 46' 140E) ，st.3では(360 53' 960N， 136 

o 46' 230E)をそれぞれ汀線の基点とした。

2001年7月から2002年3月にかけての合計7回，各

調査地点において10cm，40cm， 70cm， 100cmの4水深

帯で枠取り調査およびジョレン曳き調査を実施し

た。枠取り調査では1m'枠(1mX1m枠)を使用し，

枠内に分布するチョウセンハマグリの計数と殻長の

計測を行った。ジョレン曳き調査で、は間口25cmの

ジョレンを汀線と並行に30m曳き，採捕されたチョ

ウセンハマグリの計数と殻長の計測を行った。また

調査日によっては汀線に打ち上げられている個体の

採集や，任意の水深帯においてランダムの採集を行

い，採捕されたチョウセンハマグリの殻長測定を

行った。
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図-1 チョウセンハマグリ分布調査場所

田中正隆・沢矢隆之・浜田幸栄・永田房雄

また，各調査地点において各水深帯の離岸距離を

計測し，それぞれの場所で水質チェッカー(U-10，

(株)堀場製作所)を用いて底層の水温および塩分濃

度を測定した。さらに同測定場所で，海底砂を採集

し，実験室に持ち帰った。

持ち帰った海底砂は蒸発皿に移して1050Cのドラ

イオーブンで乾燥させたのち，一部(約40g)を粒

度組成分析に，一部(約20g)を強熱減量分析に供

した。粒度組成分析では，常法(新編水質汚濁調

査指針(日本水産資源保護協会編)厚生社恒星閣)

に従い乾泥を2，1，0.5，0.25，0.125，0.063mmメッシュ

の6段階のふるいで分離し，各区分(各ふるいに残っ

た量および、0.063皿メッシュを通過した量)の百分

率を求めた。強熱減量は，常法(新編水質汚濁調

査指針(日本水産資源保護協会編)厚生社恒星間)

に従い乾泥をるつぼに移し7500Cの高熱電気炉で2時
間完全燃焼させたのちその減少重量により求めた。

2.コタマガイ標識放流試験
2001年6月1日に高松沖水深約6.0mで、採集したコ

タマガイ計800個の殻表に左右2か所ずつ計4か所，

電動ドリル(o 65mm，ボール盤使用)で直径約5mmの
すり鉢状の穴を開け，内部に耐水性のカラーペイン

トで標識を施した。標識を施した個体群は平均殻長

64.0mmで4歳貝と推測された。標識員は放流するま

で、水槽内で適宜Pavlovalutheriを投与して飼育し，

2001年7月23日に高松沖水深約6.0m(360 47' 

162N，1360 43' 362E)に集中放流した。

2001年9月3日および10月27日に放流地点を中心と

して貝桁網2丁による曳網を行p(間口100cm，曳網

距離100m)，標識員の採集を試みた。 10月27日の調

査では放流地点からやや離れた場所においても曳網

を行った。採集された標識貝(死殻も含む)は殻長

を計測した。

2001年11月下旬に宮城県名取市閑土地先にて採集

されたコタマガイを押水漁業協同組合(以下，押水

漁協)の実施する移植放流に併せて11月26日に購入

し，計1，700個の殻表に，左右の縁および殻項部に

耐水性のカラーペイントを塗抹標識した。標識を施

した個体群は平均殻長が48.6阻で， 45皿と55mmの2

か所にモードを持つ3歳+貝と推測された。標識貝

は放流するまで、水槽内で適宜Pavlovalutheriを投与

して飼育し， 12月25日に高松沖水、深約4.5-6.Om (360 

46' 856N， 1360 43' 144E) -(360 46' 770N， 1360 

43' 100E)に放流した。
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3.ツメタガイによるコタマガイ捕食試験

コタマガイの漁場でツメタガイによる被食が原因

で艶死したと考えられる穿孔痕のあるコタマガイの

貝殻が操業期間中に多く観察されたことから，ツメ

タガイによるコタマガイの捕食状況を把握するため

に，水槽実験を行った。

180 <?アクリル水槽3面に5cm厚の砂を敷き，表-1

に示す3区を設けた。ツメタガイは高松地先で採集

された平均殻幅61.8mm，平均殻付き重量73.4gの個

体で，実験に供するまで実験水槽と同様に5cm厚の

砂を敷いた水槽に静置した。コタマガイは押水地先

で採集された平均殻長30.4mm，平均殻付き重量5.6g

の個体群(以下，コタマガイ(小)) ，および高松地

先で採集された平均殻長67.1mm，平均殻付き重量

57.1gの個体群(以卜，コタマガイ(大))で，ツメ

タガイを投入する5日前より実験水槽に収容した。

コタマガイ(小)20個を収容した水槽にツメタガ

イを2個同居させ， 30日間かけ流しにより飼育した

(以下，小区)。コタマガイ(大)についても20{同

を収容した水槽にツメタガイを2個同居させ， 30日

聞かけ流しにより飼育した(以下，大区)。対照区

はツメタガイを同居させずにコタマガイ(小)およ

びコタマガイ(大)をそれぞれ20個ずつ収容した。

飼育期間中は毎日l回水槽を観察し，コタマガイの

捕食状況を確認した。なお 実験期間中の水温は

21.1 'C-25. 7'Cだった。

表一1 ツメ夕方、イによるコタマガイ捕食試験区分

区分名 皇室盟生盤
コ打力.-{ (小) コ仰がイ(大) ツ"がイ

小区 20 。 2 

大区 。 20 2 

対照区 20 20 。
ーーーーー----------聞・ーーーーーー---喝--・ーーー・----ーーーーーーーーー・・・・圃・ー・・

コ打力.イ(小) リマカ.イ(大) ツメ9カ.イ

平岡結(幅) 30.4mm 67.1mm 61.8mm 

平岡酎きn 5.6g 57. 1 g 73. 4g 

4. コタマガイ水揚調査

押水漁協の貝類部会に所属する漁業者18名による

2001年6月-9月のコタマガイの水揚げ状況を漁協の

協力により把握した。

E 結果および考察
1 .チョウセンハマグリ分布調査

各調査地点における枠取り調査で採捕されたチョ

ウセンハマグリの水深別個体数の推移を図 2および
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表-2に，平均殻長の推移を表 2に示した。各調査地

点とも7月から9月にかけては採捕される個体数が比

較的多いが，その後は減少傾向にあった。殻長は夏

季に殻長10mm前後だったものが，秋季から冬季にか

けて20-30mmにまで成長した。水深帯別にみると，

夏季は水深70，100cmの深い地点、でも採捕されたが，

その後はほとんど採集されなくなった。また，水深

帯の違いによる殻長差は見られなかった。

また，各調査地点におけるジョレン曳き調査で採

捕されたチョウセンハマグリの水深別個体数の推移

を図-3に示したの st.3では，水深70-100cmにおい

ても比較的分布が見られ 7月から9月にかけては水

深10-40cmよりも多く採捕される場合もあったが，

st.1およびst.2ではあまり水深70-100cmでの分布

が見られず，特に10月以降はst.3も含めて水深40cm

以浅での分街が多く，深い場所での採捕量は少な

かった。

こうした調査結果から 採捕した主群(夏季に殻

長10mm前後の伺体群)はl年前の夏季に産まれた個

体であり，産卵からl年経過した夏季には水深100cm

以浅にまんべんなく分布しているが，その年の秋期

に，沖合へ生息場所が移動していないのにもかかわ

らず，成長するに従って浅瀬に分布する個体数が減

少してpく傾向にあるといえた。この間，汀線に死

殻が打ち上げられることもなかったことから，夏季

から秋季にかけて貝採集等によって人為的に個体が

間引きされた可能性が示唆された。

3か所の調査定点における枠取り調査，ジョレン

曳き調査，およびランダム採集によって採捕された

チョウセンハマグリ全個体の殻長組成の推移を図 4

に示した。 7月の殻長組成のモードはlOmmであった

が，夏季から秋季にかけて急激な成長を示し， 8月

にはモード18mm，9月にはモード22mm，10月にはモー

ド26mmとなった。その後は成長が停滞し， 3月の調

査時ではモード、30mmとなった。

各調査地点の離岸距離の推移を図-5に示した。

st.1は7月の調査時には比較的急深な地形だったが，

8月の調査時からはやや遠浅の地形に変化した。 st.2 

は7月-10月の調査時は地形変化が少なく，比較的

急深な地形だったが， 11月の調査時からは70cmの水

深帯以深がやや遠浅となった。 st.3は羽昨川河口脇

の調査定点、であるため 当初より土砂の流入により

遠浅な地形だったが，他の調査定点と同様，冬季の

調査時はより遠浅の地形に変化した。ジョレン曳き

調査でst.3では他の2定点と異なり，水深70-100cm

においても比較的チョウセンハマグリの稚貝の分布

が見られたことから，夏季の個体数がまだ多い時に

ついては，稚良の生息には急深な海底地形よりも遠

浅の海底地形の方が多少有利に影響していると考え

られた。
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図-2 枠取り調査における水深帯別個体数の推移

表-2 枠取り調査における水深帯別個体数および
平均殻長の推移

調査日 水(c深m帯) 
st.1 st.2 st.3 

個数 平均殻長(mm) 個数 平均殻長(mm) 個数 平均殻長加刊

10 9.1 12 10.8 9.7 

7/25 40 19 11.7 75 10.1 3 8.4 
70 58 8.4 2 6.9 5 12.0 
100 16 8.4 15 7.4 。
10 10 13.0 13 14.4 61 10.6 

8/20 40 7 10.2 8 12.0 4 11.6 
70 9 11.9 6.6 8 19.1 
100 17.6 。 3 15.4 
10 3 19.5 23.9 26 18.0 

9/18 40 16.0 2 17.6 14 22.2 
70 。 。 15.9 
100 。 。 22.3 
10 21.1 。 3 27目7

10/23 40 27.0 21.1 2 20.5 
70 。 。 。
100 。 。 21.0 
10 32.6 7 26.0 9 24.7 

11120 40 
。 。 日 26目4

70 29.5 23.2 。
100 。 。 21.6 
10 。 。 5 25.0 

2/5 40 
。 19.8 。

70 。 。 30.0 
100 。 。 。
10 。 23.0 6 25司8

3126 40 
。 。 。

70 。 。 一 。
100 。 。 。

また，各調査地点における水温の推移を図-6に，

塩分濃度の推移を図 7にそれぞれ示した。水温はど

の調査定点、においても2月の調査時が最も低く，水

深帯や調査定点による遣いはなかった。塩分濃度=は
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図 3 ジョレン曳き調査における
水深帯別個体数の推移

どの調査定点においても10月の調査時に著しく低い

値を示しているが，これは雨水の影響と考えられたo

st.3は羽昨川河口脇の調査定点であるため，基本的

に塩分濃度が低く，調査時の河川水の流入状況に

よって，水深帯の違いによる塩分濃度の差が大きく

生じた。他の調査定点と異なり枠取り調査において

10月以降も比較的チョウセンハマグリの稚貝の分布

が多く見られたことから 稚員の生息にはやや塩分

濃度の低い方が有利に影響すると推測された。

調査日ごとの各調査地点、における粒度組成および

強熱減量を表 3に示した。粒度組成については， 3 

月の調査時にst.2においてlOcmの水深帯で、離が混

じっていたが，それを除いて，いずれの調査時にお

いても3か所の調査定点において水深帯に関係なく

同様の組成を示した。基本的に0.125-0.25m皿の細

砂を主とした組成だった。また，強熱減量は底質の

有機物量の指標とされているが，調査時期や調査地

点、の遣いによる大きな差はなかった。

このように今回の調査場所についてはチョウセン

ハマグリの稚員の分布状況に関与する底質条件の違

いは認められず，むしろ海底地形や塩分濃度の違い

が関与していると推測された。
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2.コタマガイ標識放流試験
7月23円に高松沖水深約6.0mで、集中放流した個体

群について， 9月3日および10月27日の追跡調査にお

ける標識員の採集状況を表-4に示した。放流後42日

目にあたる9月3日には放流地点とほぼ同じ場所で合

計6個の標識貝が再捕されたことから，この間に個

体群はほとんど移動していないと考えられたが，同

時に標識の付いた死殻も8個確認された。これはツ

メタガイによる被食によるものか，個体そのものが

放流するまでに衰弱し，艶死したのかは判断できな

いが，ごの時点でかなりの標識放流員が艶死してい

ることが推測された。殻長は生貝，死殻ともに放流

時とほぼ同じであり，この間の成長はほとんどな

かったと思われた。放流後96日目にあたる10月27日

図-4
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図-7 各調査地点(底層)の塩分濃度の推移

には放流地点、およびその周辺海域いずれの場所にお

いても標識員は1個も確認されなかった。放流場所

は当初，標識貝と同サイズのコタマガイが多く分布

していたが， 10月27円の曳網では，いずれの場所に

おいても標識を施していないコタマガイさえも採捕

されなかったことから， 9月一10月にコタマガイの

生息場所が大きく移動したと考えられた。

12月25日に高松沖水深約4.5-6.0mで放流した個

体群については，放流場所が2001年6-9月のコタマ

ガイ主漁場であることもあり， 2002年の6月の操業

開始時期に追跡調査を行p 移植放流した他県産の

個体群の生存および成長状況を確認することとした。

3.ツメタガイによるコタマガイ捕食試験

30日間の飼育結果を去 5に示した。小区ではツメ

タガイを同居させてから15日後にツメタガイの穿孔

痕がある死殻がl個観察され，その後も21日後およ

び28日後にそれぞれl個ずつ穿孔痕がある死殻が観

察された。大区ではツメタガイを同居させてから17

日後にツメタガイの穿孔痕がある死殻がl個観察さ

れ，その後も23日後および30日後にそれぞれl個ず

つ穿孔痕がある死殻が観察された。一方対照区では

コタマガイの死殻は1個も確認されなかった。

今回の水槽実験から，ツメタガイは，ゴタマガイ

の殻表に穿孔し，捕食することが確認された。本実

験ではコタマガイの大きさによるツメタガイの捕食

量の差は認められなかった。

7125 

表-3 各調査地点における粒度組成および強熱減量

2，000 1.000 500 250 125 63 63以下

0.1 0.2 0.4 4.1 93.1 1.2 0.9 。。 1.0 95.8 2.2 1.1 。。 0.1 1.1 94.7 1.7 2.3 
0.1 0.4 3.7 92.9 1.4 1.6 
0.3 0.6 3.0 92.5 2.3 1.3 
0.4 1.2 5.9 88.7 2.0 1.8 。。 0.1 2.0 93.0 2.7 2.1 。。 0.1 0.9 93.5 3.7 1.8 2.18 

0.6 0.7 4.0 90.1 2.5 1.4 2.01 
0.1 0.3 2.5 92.6 2.8 1.8 1.96 
0.2 1.3 6.5 88.3 2.6 1.2 1.84 
0.0 0.3 2.5 93.2 2.8 1.3 2.01 

。。
「J

2.000 1，000 500 250 125 63 回以下

且1 0.6 2.9 92.4 2.5 1.5 
0.4 1.7 94.2 2.1 1.7 

0.1 0.2 1.5 94.1 1.6 2.6 
0.1 0.2 1.1 94.1 2.2 2.3 。。 0.1 1.4 95.4 1.9 1.1 。1 0.5 4.9 91.0 1.4 2.0 。。 0.1 1.5 92.9 3.2 2.2 
0.1 0.1 2.3 94.1 1.6 1.8 
0.4 0.8 2.5 91.7 2.8 1.8 
0.2 0.7 3.7 91.3 2.6 1.5 
0.1 0.3 1.3 90.3 5.5 2.6 。。 0.2 1.2 94.2 2.8 1.5 

2.000 1.000 500 250 125 63 63弘下。。 。7 1.7 4.2 90.3 1.7 1.4 
0.1 。。 0.4 2.5 93.4 1.8 1.9 。。 0.1 0.2 1.8 93.7 2.3 1.9 

0.1 0.2 1.6 92.3 3.2 2.5 。。 0.2 1.2 6.7 88.7 1.6 1.5 
0.1 0.0 0.3 2.6 93.1 2.5 1.4 

0.1 0.1 0.9 93.7 3.7 1.5 
0.2 0.1 0.5 3.9 90.9 2.7 1.8 
0.1 。』 1.6 4.7 89.0 2.0 1.7 

0.1 0.4 3.8 92.8 1.7 1.2 。。 0.3 2.6 91.8 3.1 1.9 
0.1 0.4 3.8 92.5 2.0 1.2 

β00 1.000 500 250 125 63 63且下

0.0 0.3 4.5 93.2 0.7 1.4 1.68 
0.1 0.6 97.4 1.4 0.6 1.66 

0.2 。。 0.7 94.4 2.5 2.2 2.02 
0.2 0.3 1.5 94.5 2.2 1.3 1.97 
0.1 0.1 2.8 94.5 1.3 1.3 1.97 

0.1 2.7 95.0 1.3 0.9 1.82 
0.1 0.9 94.3 3.0 1.7 2.11 

0.1 0.2 2.1 93.5 2.8 1.3 2.08 
0.1 2.3 93.7 2.0 1.9 1.66 

0.1 0.1 1.7 95.3 1.7 1.2 1.81 
0.1 0.3 2.3 93.5 2.9 0.9 2.01 
0.1 0.1 1.1 93.0 4.6 1.1 2.08 

000 1.000 500 250 125 63 63!;下 |強烈調。。 0.1 1.5 95.6 1.6 1.1 1.71 
0.1 1.7 94.8 1.8 1.5 1.86 。。 0.1 0.8 95.6 2.2 1.3 2.02 

0.5 1.8 6.8 88.1 1.1 1.5 2.14 
0.1 2.0 95.2 1.6 1.1 2.15 

0.1 0.1 1.4 95.5 1.6 1.2 2.00 
0.1 0.2 0.8 93.9 3.2 1.9 2.07 
0.1 0.5 3.1 92.2 1.7 2.5 2.11 

0.0 0.1 0.5 2.7 92.7 2.0 1.9 2.01 
0.3 0.3 1.0 5.6 89.2 2.2 1.4 2.21 。2 0.1 0.4 3.9 92.1 1.4 1.9 2.07 

0.2 0.6 3.5 92.4 1.9 1.4 2.19 

2，000 1，000 500 250 125 63 63以下。。 0.1 2.5 95.1 1.5 0.8 。。 。。 1.3 94.5 2.4 1.7 。。 。。 0.6 93.8 3.5 2.0 。。 。。 0.8 94.4 3.2 1.5 
1.4 1.6 2.6 5.3 86.7 1.1 1.3 1.90 。日 0.2 2.1 94.4 2.1 1.2 1.80 

0.1 0.4 2.1 93.8 2.2 1.4 2.01 
0.1 0.7 4.9 91.0 1.5 1.8 2.09 
0.2 0.7 5.6 90.0 2.4 1.0 1.68 
0.1 0.7 5.3 90.7 2.1 1.1 1.90 
0.2 0.3 3.1 92.5 2.2 1.7 1.95 
0.2 0.6 1.8 92.3 3.9 1.3 1.94 

2，000 1，000 500 250 125 63 63以下。。 0.1 2.9 94.0 1.0 1.9 。。 0.2 4.3 91.9 1.2 2.3 。。 0.1 0.7 92.9 4.1 2.2 。。 0.9 94.8 2.5 1.7 
9.0 。。 0.2 3.0 85.6 1.1 1.1 1.98 
0.3 0.9 1.6 2.8 90.5 2.0 1.9 2.09 

0.1 0.1 1.7 94.8 1.6 1.6 2.02 
0.6 1.4 3.2 89.7 2.3 2.6 2.27 。。 0.2 3.2 92.6 2.7 1.2 1.74 
0.1 0.1 2.2 94.1 1.8 1.7 1.85 
0.1 0.3 4.2 91.8 1.7 1.8 2.08 。。 0.1 1.3 92.9 4.0 1.7 1.84 



表-4 標識員追跡調査結果

月日 状況 平均殻長

7/23 標識貝800個放流 64.0mm 

9/3 生貝6個、死殻8個 生:63.6mmI 
死:63.5mm 

10/27 採捕なし

表-5 ツメタガイによるコタマガイ捕食試験結果

ツメタガイ同居
小区 大区 対照区 水温からの日数

同居開始 。 。 。 25.7 。 。 。 24.2 
2 。 。 。 24.5 
3 。 。 。 24.3 
4 。 。 。 23.9 
5 。 。 。 23.6 
6 。 。 。 23.7 
7 。 。 。 23.8 
8 。 。 。 23.1 
9 。 。 。 23.9 
10 。 。 。 23.5 
11 。 。 。 23.1 
12 。 。 。 22.9 
13 。 。 。 22.9 
14 。 。 。 23.0 
15 。 。 22.7 
16 。 。 。 22.6 
17 。 。 22.4 
18 。 。 。 22.3 
19 。 。 。 22.2 
20 。 。 。 22.2 
21 。 。 22.2 
22 。 。 。 22.2 
23 。 。 22.2 
24 。 。 。 21.4 
25 。 。 。 21.6 
26 。 。 。 21.4 
27 。 。 。 21.4 
28 。 。 21.4 
29 。 。 。 21.3 
30 。 。 21.1 
合計 3 3 。

コタマガイ(大)の平均殻長は67.1mmで， 2001年

漁期に漁獲されていたコタマガイの主群と考えられ

るが，本実験の大医ではツメタガイの日間摂餌率(体

電に対する1日当たりの捕食量)は3.9%と算出された。

コタマガイの主漁場で、行った貝桁網(間口100cm

曳網距離100m，2T使用)によるツメタガイ人網調

査において，ツメタガイの生息密度が約0.06個/m'

と推定されたことにより，コタマガイ漁場(聞き取
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りにより2001年漁期の漁場面積を60，000m'と仮定し

た)における捕食量は1日あたり1O.3kgとなり， 2001

年における4ヶ月の操業期間中のツメタガイによる

コタマガイの食害量は約1.3tと推定された。

愛知水試の報告では，アサリに対するツメタガイ

の日間摂餌率が多い時で25%もあるとされているこ

とから，コタマガイ漁場におけるツメタガイによる

捕食量も上記推定値を上回ることが考えられ，食害

は無視できない量と思われる。

4.コタマガイ水揚調査
2001年の押水漁協でのコタマガイの水揚げは6月

-16.4t， 7月-20.9t， 8月一23.6t，9月一18.6tで，合計

79.5tだった。当漁協でのコタマガイの水揚げは，

1988年に135tあったもののそれ以降は減少し， 1997 

年の18tの水揚げ以降， 1998-2000年の3年間は水揚

げがなかったυ2001年度の漁獲サイズは殻長60-

70mmサイズであり，昨年度に殻長約40mmの3歳貝が

多く分布していたことから，それらの群がl年後に

漁獲対象となったと考えられる。

U 要約
1.チョウセンハマグリ稚貝は産卵からl年経過した

夏季より，水深40cm以浅に比較的多く分布していた。

分布数は秋季にかなり減少するが，その原因は沖合

へ生息場所を移動するのではなく，員採集等によっ

て人為的に個体が間引きされたことによる可能性が

考えられた。

2.採集されたチョウセンハマグリ稚貝の殻長組成

モードは7月にlOmmで、あったが，夏季から秋季にか

けて急激な成長を示し， 8月に18mm，9月に22mm，10 

月に26mmとなった。その後は成長が停滞し， 3月の

調査時でのモードは30mmとなった。

3.チョウセンハマグリ稚貝の分布場所の底質条件に

差はなく，生息個体数の遣いには海底地形や塩分濃

度の遠いが関与していると推測された。

4. 4歳貝のコタマガイ800個を標識放流した結果，放

流後42日円には確認されたが，放流96日目には再捕

されず，生息場所が大きく移動していると考えられ

た。

5.水槽実験でツメタガイによるコタマガイの捕食が

確認された。また， 2001年における4ヶ月の操業期

間中のツメタガイによるコタマガイの食害量は約

1.3tと推定された。

6. 2001年に押水漁協で漁獲されたコタマガイは

79.5tで，これらは殻長60-70mmの4歳貝が主群で

あると考えられたの
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海産養魚の飼育技術改善試験

I 目的
石川県で蓄養されているブリは，毎年9月末から10

月末にかけての約1ヶ月間に連鎖球菌症等の魚病発生

により大きな損害を受けている。そこで，この状況の

改善と飼育技術の向上を図るため，本飼育試験を実施

した。

昨年度，餌料として使用した冷凍魚の過酸化物価

(POV)を調べると，脂質の酸化により高い値を示し

た。脂質の酸化した餌料は，栄養価が低下し，さらに

酸化が進むと毒性を示す。また，餌料に含まれる酸化

脂質は，それを摂餌した生体内で活性酸素やフリーラ

ジカルを生成し，生体内脂質の酸化を連鎖的に誘発す

る。さらに酸化脂質は 細胞を破壊するとともに臓器

や組織へ障害を与えるため，抗病性を低下させる。生

体内における活性酸素やフリーラジカルの生成は，酸

化餌料の摂餌によるだけでなく，ストレス負荷によっ

ても助長され生じる。従って 生体内脂質の酸化防御

およびストレス耐性を強化することで，抗病性の高い

健康な魚、を養成することができる。

本年度は，抗酸化剤，抗ストレス剤であるL アス

コルビン酸化 AsA)を餌料に高濃度添加すること
により，生体内脂質の酸化を防御し，健康魚、を養成す

ることを試みた。さらに 従来給餌されていた餌料に

よる，成長および生体内脂質の酸化防御について比較

し，餌料としての品質について検討した。

E 方法
幅14mX奥行き14mX深さ10mの網生け貰3ヶ統に，

それぞれ飼育密度が約5kg/m'となるように尾叉長

342mm，体重585gのブリを収容した。餌料は，冷凍魚、

と配合飼料を各区表lの配分比で混合し，さらに総合

ビタミン剤だけを外割で0.6%，あるいは総合ビタミ
ン剤とL-AsA剤の両方を外割で0.6%ずつ混合したモ
イストベレッ卜を22日間給餌した。 1，2区は，冷凍魚、

の品質，すなわち，脂質の酸化量に左右されない様に

表一1 試験餌料の配分組成

戒田典久・浜田幸栄

するために，配合飼料の配分比を高めた。 3区は従来

から養殖業者で給餌されていた配分比とした。給餌量

は，試験開始時の魚体重に対し乾物換算重量で日間給

餌率2-4%とした。死亡魚、は，適宜取り上げ廃棄した。

供試魚、のサンプリングは，開始時，試験開始14日目

および試験終了時に各区15尾ずつを速やかに釣り上げ

た。そのうち5尾を直ちにへパリン処理したシリンジ

で採血し，陸上に戻り遠心分離器により血襲を得た。

これをセンターに持ち帰り 生化学的分析に供した。

同様にサンプリングした個体は，センターに持ち帰っ

て体重および尾叉長を測定し 背側部から筋肉を採取

した。それらを液体窒素で急速凍結し，窒素封入して

分析するまで-90'Cで保存した。また，残りの各10尾は，

体重および尾叉長を測定した。

血棄の生化学的分析は アルカリ性ホスファターゼ

(ALP)活性，グルコース (GLU)濃度， トリグリセラ
イド (TG)濃度，リン脂質(PL)濃度，総コレステロー

ル(TC)濃度，遊離コレステロール(FC)濃度，コレス

テロールエステル比(ER)，尿素窒素(BUN)濃度，ク

レアチニン (CRE)濃度，総タンパク (TP)濃度，グル

タミック・オキザロアセティック・トランスアミナー

ゼ(GOT)活性，グルタミック・ピルピック・トラン

スアミナーゼ(GPT)活性を測定し，供試魚の健康状

態を調べた。さらに，血襲，筋肉に含まれるL-AsA
濃度およびマロンジアルデヒド濃度(MDA)を測定し，

抗酸化物質と酸化脂質の濃度を調べた。

E 結果および考察
各種餌料の投与による尾叉長，体重および肥満度の

推移を図1に示した。飼育期間中の水温は20-22'C，

溶存酸素量(DO)は6-8附 /J!の間で推移し，ブリの成

育に悪い影響を与えていない環境であった。

尾叉長および体重の変化を3試験区間で比較すると

1， 2区に対し3区だけで差が認められた。 3区の尾叉長

および、体重は，試験11日目まで著しく伸長あるいは増

捻合ビタミン剤 L-AsA青1IJC!P比飼料単価叫 L-AsA総藻1雨量I計事直)
配合割合(%叫 (円!kg'dry) (mg!kg'dry) 

0.6 - 69 126 1.007 
0.6 0.6 69 140 1，994 
06 - 67 142 1.520 

冷凍魚配合飼料
配分比本1

1区 3 2 
2区 3 2 
3区 15 2 

ヰ1・現物重量配合比
本2外割
*3:円!kg単価(現物品単価)冷凍魚=40円!kg，配合飼料=105円!kg，総合ビ告ミン剤=1，250円!kg，L -AsMiIJ=1 
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図 1 各種餌料の投与による尾文長、
体重および尾文長の推移

重したものの，その後の成長は見られなかった。成長

が停滞した時期の3[l(の生化学的血液性状は， ALP活

性， PL， FC， TP濃度の4項目で低下し， BUN濃度

が上昇していることから，個体問で摂餌量に差があっ

たと考えられた(図-2)。肥満度は，試験区間で顕著な

差がなかったの

生残率は， 1，2区で99.9%，3区で99.2%であった(去

2)。この主主は，飼育期間が22日間と短期間であった

ことを考慮すると大きいと考えられ，この様な差が生

じた要因としては，モイストベレットの冷凍魚と配合

飼料の配分比が影響していると考えられた(表1)。こ

れは， 3区の配分比15: 2に対し1，2区は3:2で， 3医

よりCP比が若干高かったからである。しかしながら，

抗病性を高めるにはCP比を低く設定する方が良いも
のの，栄養学的観点、から見たブリに対する適正なCP
比は100-110である。従って.本試験区の餌料のCP
比は， 67-69で栄養学的に低くすぎる設定であったと

考えられ，今後抗病性と栄養学的観点の両条件を満た

す適正なCP比を検討する必要がある。また適正CP比

の検討に当たっては，業者で種苗出荷として実施され

てきた成長を重視しない育成のためのCP比，活魚、出
荷として今後実施されるであろう成長を重視した養殖

のためのCP比の両者を検討する必要がある。

表-2 飼育成績
1区 2区 3区

飼育期間 01.10.3 01.1 0.3 01.10.3 

飼育回数
-10.25 -10.25 -10.25 
22 22 22 

平均尾叉長(mm) 340 340 340 
開 平均体重(g) 564 564 564 
始 肥満度 14.2 14.2 14.2 
時 尾数(尾) 16，432 14.889 19.861 

飼総育重密量度(ρ(kg/m3) 
9.267.648 8，397，396 11，201，604 
4.7 4.3 5.7 

平均尾又長(mm) 345 350 353 
終 平均体重(g) 592 573 613 
了 肥満度 14.4 13.2 13.7 
時 尾数(尾) 16，408 14，875 19，710 

飼総育重密量度(g(k)g/m3) 
9，713，536 8，523，375 12，082，230 
5.0 4.3 6.2 

へい死尾数(尾) 24 14 151 
生残率(%) 99.9 99.9 99.2 
へい死総重量(g) 13，872 7，959 88，864 
増重倍率 1.05 1.02 1.09 
増重率(%) 4.96 1.59 8.65 
累積増重率(%) 4.96 6.41 16.87 
増重量(g) 459，760 133，938 969，490 
給餌量(回 2，073，000 1，576，000 4，772，000 
日間給餌率(%) 0.99 0.85 1.86 
日間増重率作也) 0.22 0.07 0.38 
増肉係数 4.51 11.77 4.92 
飼料効率(%) 22.2 8.5 20.3 
*乾爾張主主

D:飼育回数 肥満度=BWX 1000/TL 
w1開始時平均体重増重倍率=w2/w1
w2終了時平均体重増重量(G)=W2-W1+W3
W1:開始時総重量 日間給餌率=FI(D X (W1 +W2+W3)/2) X 100 
W2:終了時総重量 日間増重率=G/(DX (W1 +W2+W3)/2) X 100 
W3へい死総重量 増肉係数=F/G
F:給館量 餌料効率=G/FX100 

増重率=GX100/W1 

表 3 試験餌料の分析値

し-AsA MDA 

(mg/kg'dry) (n mol/g) 

1区 392.4 81.3 
2区 844.5 58.9 
3区 524.3 72.1 

餌料単価は， 1区が最も安く，3区が最も高かった(表

-1) u 2区は， L-AsA剤を添加した分だけ， 1区より単

価が高くなった。本試験における餌料単価のみを考え

ると， 1区が良かったことになる。しかしながら，冷

凍魚の単価は，時期によって変動する。従って，餌料

単価の優劣は，冷凍魚の配分比が多L吐区の餌料単価

の変動に伴い変動する。

各区のモイストペレットのL-AsA濃度は，総合ビ

タミン剤やL-AsA剤の添加によるL-AsA総添加量に

対応した増減を示したが(表 3)，いずれの区の

L-AsA濃度も表IにポしたL-AsA総添加量の約40%で、

あった。また， MDA濃度は， L-AsA濃度と逆の傾向

を示した。このことは， L-AsAが抗酸化剤として餌

料中の脂質酸化抑制に作用したためと考えられた。

血禁中のL-AsA濃度も試験11日目までは，餌料中
のL-AsA濃度に対応した順を示した(図 3)0 14日H

までは， 2， :3区の血襲L-AsA濃度は上昇したが， 1区

のそれは変化しなかった。しかしながら， 14日目以降
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図-3 各種餌料の投与による血禁中のLーアスコルビン酸
(L -AsA)濃度とマロンジアルデヒド(MDA)濃度の変化

は2，3区のL-AsA濃度は低下し， 1区では若干ながら

上昇した。血禁中のMDA濃度は，全ての区で試験期

間中に低下し続けた(図 3)。そして，各区の血襲中

MDA濃度は，血禁中のL-AsA濃度と逆順を示した。

この14日目までの傾向については，血禁中のL-AsA

が抗酸化作用を示し，血禁中の脂質の酸化を抑制した

ためと考えられた。また， 14日目以降の2，3区の血禁

中L-AsA濃度の低下については，図表には示してい

ないが，この時期に時化が断続的に続いた経緯があり，

この間に全ての試験区の個体で，血禁中のGLU濃度

が上昇していたことから，時化によるストレス負荷が

あったものと考えられた(図 2)。そして， 1区の血禁

中L-AsA濃度の上昇は 14日目以降で体重および旧

満度が増加する傾向にあったこと，また，血禁中の

ALP活性， TG， PL， TC， FC， ER， BUN濃度，

GOT活性が上昇していることから， 1回に与える給餌

量の増加に伴う影響と考えられた(図-2)。

筋肉中のL-AsA濃度は，血禁中のL-AsA濃度変化

をほぼ反映していた(図 3，4)。すなわち， 14日目ま

では， 1， 3区より2区が高い値を示したが， 14日目以

降には， 1区が急激に上昇した。筋肉中のMDA濃度は，

14日目までは低下する傾向にあったが，その後1，2区

は上昇した(図 4)0 1区において14日目以降に見られ

た筋肉中L-AsA濃度の上昇は，血禁中のL-AsA濃度

の上昇と同様で， 1回に与える給餌量の増加が関係し

ているものと考えられた。しかしながら，筋肉中の

MDA濃度が，これに対応した変化を示さず上昇した
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図-4 各種餌料の投与による筋肉中のしーアスコルビン酸
(L -AsA)濃度とマロンアルデヒド(MDA)濃度の変化

のは， 14日目以降に時化が断続的に続いたこと，そし

て，図 2の血禁中GLU濃度が上昇したという両状況

から，ストレス負荷が筋肉中のMDA濃度の上昇を招

いたと考えられた。また 筋肉中のこれらの変化が血

葉中の変化と異なっていたのは，筋肉中L-AsAの抗

酸化作用に要する反応時聞が，血禁中におけるその作

用時間より遅いのではなL功ミと考えられた。

以上のことから， L-AsAの餌料への高濃度添加は，

血禁中および筋肉中MDA濃度を低下させる作用があ

り，脂質酸化やストレス耐性に関する観点、から見た抗

病性の向上に効果があることが示された。

養殖業者の従来の給餌餌料である3区との比較では，

1， 2区の方の生残率が良く，餌料単価についても1，2 

区の方が安価で、あった。これらのことから，養殖業者

の従来の餌料よりCP比を高くする必要性が示唆され

たものの，配合飼料の配分比を高めた方が良いことが

分かった。
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海産魚養殖指導

I 目的
石川県沿岸では，回避性を有する魚種の漁獲量減少

や魚、価の低迷が続いている。この様な現状において，

近年，漁業者の中には，自らが漁獲した魚を網生け賃

ヘ収容し，その魚に餌を与え，大きくして付加価値を

付けた後に出荷すると言った中間育成的養殖形態を実

施する漁業者が増えている。また今後は，この様な漁

業形態を取り入れる漁業者が増えるものと考えられる

ことから，それらの漁業者に適切な養殖法を指導する

とともに，既存の養殖業者に対しても，新しい養殖技

術などの紹介，指導を行うために，海産養魚、の飼育技

術改善試験とともに担当した。

E 内容
養殖魚、の飼育管理について，魚、病対策や魚、病検

査などの問い合わせが26件あった。最も多かった内容

は，養殖魚の血液検査による健康診断であった。続い

て多かったのは，餌として与える冷凍魚や油脂の酸化

度合いの検査，次に養殖魚の脂質含量，病巣の細菌検

査であった。魚種としては，ブリ(地方名 コゾクラ，

フクラギ)，マサノfであった。

本県では，養殖対象魚として注目されてLJ号マサパ
の養殖が，少量ながらも実施されており i富来サパ」

としてブランド化されている。今後，養殖規模が拡大

すると，魚病等の種々の問題が湧出すると考えられる

が，その防止，対策が重要となる。今年度も，その基

礎的知見を得るために血液検査を実施した。その検査

表を後に示した。加えて，ブリの血液検査，脂質含量

検査の検査表も併せて掲載した。
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水産動物保健対策推進事業(海面)

I 目的
魚病被害の実態把握，防疫体制の強化，医薬品の適

正使用についての指導を行い，食品として安全な養殖

魚生産の確立を図る。

E 方法
県内の養殖経営体を巡回して生産量，魚病発生状況

の聞き取り調査を実施した。

養殖経営体より出荷サイズの養殖魚、を採取し抗菌剤

の残留検査を実施した。

E 結果
1.海面養殖業

2001年度のかん水養殖業の経営体別養殖魚種と魚

種別生産量を表-1，2に示した。本県の給餌を要
しない貝類・藻類を除く海面養殖業は5経営体，総

生産量は110， 990kg，養殖魚種は8種であった。

2.魚病発生状況調査
2001年度のかん水養殖業の魚病発生状況を表-3

に示した。 魚病は延べ4経営体でマダイ・ヒラメ

に発生し，総被害量2，750kg，総被害金額3，770千

円であった。

疾病別ではマダイの低温ビブリオ症が 2経営体

(海面生賓網)で発生しており，内1経営体は12月

に0年魚で発生し，発生初期にOTCの経口投与で

被害が拡大せず"100kg程度の舞死で終息した。

もう一つの経営体では2000年1~3月に 0~2 年魚

表-1 2001年かんすい養殖業経営体別養殖魚種

経営体No. 養殖魚種

マダイ、クロダイ、ヒラメ

2 マダイ、ホシスズキ、アワビ

3 ブリ、カンパチ、マダイ、ヒラメ

4 ヒラメ

5 クルマヱビ

計 5経営体 8魚種

沢矢隆之・田中正隆

に発生した。しかしながら低水温であったところか

ら無給餌で薬剤の投与等の処置を行われず，舞死は

水温が上昇する 4月まで続き，被害は1，500kgと拡

大した。

マダイの白点病が l経営体(陸上蓄養施設)で発

生した。この施設は注水量，通気量共に少ないため，

今後改善指導する予定である。

ヒラメ (0~ 2年魚)の滑走細菌とベネデニアの

合併症が 1 経営体(海面生聾網)で 7~8 月に発生

した。この経営体ではマダイ，クロダイに毎年発生

しており，これまでは淡水浴の実施により特に被害

はなかったが，ヒラメの対応が遅れたため被害が増

大した。

4.水産用医薬品の使用状況調査

かん水養殖業では， 1経営体でマダイの低温性ビ

ブリオ症のためにOTCを50kg投与していた。この

ほかは栄養剤等の投与が見られた。

5.水産用医薬品の残留検査

表4に2001年度の簡易検査法による検査結果を示

した。 検査は水産総合センタ一本所で内水面分も

併せて行った。

検体は出荷が多い12月に各経営体を巡回し，出荷

サイズの養殖魚を収集した。海面では4経営体， 2 

魚種(マダイ・ヒラメ)12検体，内水面では5経営

体， 1魚種(イワナ)， 15検体を採取し，検査した

結果，いずれの検体からも残留抗菌性物質は検出さ

れなかった。

表ー2 2001年かんすい養殖業の魚種別経営体数と生産

魚 種 経営体数 生産量kg

ブリ類 16.000 

マダイ 3 83.557 

ヒラメ 3 7.261 

その他の海産魚類 2 2.557 

クルマエピ 1.375 

その他の海産給餌動物 240 

計 (延ぺ) 5 (11) 110.990 

表-3 2001年かんすい養殖業魚病発生状況

魚種 魚病名 発生した 被害量 被害額 使用薬剤等

経営体数 (kg) (千円〉

マダイ ピブリオ病(低温〉 2 1.600 2.600 1経営体はOTC経口投与:50kg、110千円

マダイ 白点病 400 720 

ヒラメ ヘ.ネテ.ニ7症・滑走細菌症 750 崎O淡水浴

計 4 2.750 3.770 
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検体No 陣営体No. 魚種

マダイ

2 /) 

3 2 " 
4 2 /} 

5 3 H 

6 3 /} 

7 ヒラメ

8 /} 

9 3 /} 

10 3 M 

11 4 /} 

12 4 /} 

13 5 イワナ
14 5 /} 

15 5 " 
16 6 " 
17 6 " 
18 6 " 
19 7 " 
20 7 " 
21 7 " 
22 8 " 
23 8 " 
24 8 " 
25 9 " 
26 9 " 
27 9 " 

表-42001年度養殖魚残留抗菌性物質の簡易検査結果

FL (マダイ)mu
FL (イワナ)
TL (ヒラメ)

347 
415 
376 
368 
385 
365 
325 
32~ 

36E 

36f 
329 
322 
192 
208 
20E 
158 
16E 
165 
185 
188 
186 
145 
15C 
12E 
18E 
201 
17C 

菌株 ~icrococus luteu~ Bacillus subtilis Bacillus cereu~ 
A T C C 9341 ATC C 6633 ATC C 11778 

BW (g) 阻止円 阻止円 阻止円

79C 
1，380 
1， 120 
1， 110 
1. 16C 
1， 14C 
45C 
48C 
58C 
56C 
340 
306 
93 
132 
95 
59 
6C 
5 
7f 
8E 
8C 
39 
44 
31 
88 
9i 
6E 

参考試験菌の感受性/¥'トンによる抗生物質の分531J推定

型

1 

2 

3 
4 

5 
6 

Bacillus subtilis ~icrococus luteus 

ATC C 6633 ATC C 9341 
阻止円 阻止円

+ + 
+ 
十

+ 
+ 

PC系.ペニシリン系

~L系:マクロライド系

AG系:アミノグリシド系
TC系:テトラサイクリン系

NB ノボピオシン

Baci 11 us cereus 
ATC C 11778 
阻止円

+ 

+ 

十

CP クロラムフェニコール

O~ オレアンドマイシン

SA サルファ剤
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カキ漁場環境モニタリング調査

I 目 的
近年，他県において有毒・有害プランクトンの発生

が二枚貝などに被害を与え問題になっている。本県の

カキ養殖の種カキの大半が他県より移入されているこ

とからカキ養殖海域に有毒・有害プランクトンの発生

が懸念される。この侵入を監視するため七尾西湾にお

いて，有毒・有害プランクトンの分布状況と養殖カキ

の艶死・身入り状況調査を行い，関係漁場の被害を最

小限とするための情報提供を行う。

E 調査方法
1.調査海域 七尾西湾調査海域定点図(図-1 )に

示す5定点。

2.調査期間 2001年7月一12月の間，月 1回の計6

回の調査を行った。

3.調査項目

(1)水質調査水温，塩分， DO， pH 

(2)有毒・有害プランクトン分布状況調査

プランクトンは水深1.5m層より採水し，グルタ

ルアルデヒドで固定したものと生海水を用いた。プ

ランクトン査定は委託(国土環境株式会社) して

行った。

(3) カキ艶死率・身入り量調査

各定点周辺の養殖カキを毎回各 l連を取り上げて

轄死率，むき身重量を測定した。

浜田幸栄・達克幸

E 結 果

1 . 水質調査結果

水質調査結果は表一 1に示したが，例年と比べ顕

著な差は見られなかった。

2.有毒・有害プランクトン分布状況調査
有毒・有害プランクトン分布状況調査は表 2-1

-6に示したとおり，調査期間中に有毒プランクト

ンであるヘテロカブOサ及び、員毒原因種は観察されな

かった。また，赤潮(有害)原因プランクトンであ

る。渦鞭毛藻のCochlodiniumsp. (cf.polykt叫 ojdes)

が7月に，渦鞭毛藻のG.mikimotoiやラフィド藻の

Chαtton ellααntjquα， Chαttonellαmαrznaなどの有

害プランクトンが 8-11月に少数確認された。なお，

調査期間中の植物プランクトン優占種は珪藻綱の

Chαetocer os curvisetum，Chαetoceros sp. 

(Hyαlochαete)， Ni tzschiαsp. (chαin formαtion)で

あった。

3.カキ艶死率・身入り量調査
カキの艶死率(図 2)は 9月まで約10%以下で

あったが， 10月から増加し， 12月には約15-30%と

例年 (30-50%)に比べ艶死率は低位に推移し良好

であった。

身入り量(図-3)は定点 3，4が12月までにむき

身重量で約12-15gと順調に増量した。また，その

他の定点は例年と比べて差は無く 12月でむき身重量

は事甘10gであった。

① 

⑤ 

② 

③ 

図-1七尾西湾調査海域定点図
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表-1水質調査結果

託ぐ: 2001年7月23日 2001年8月20日 2001年9月25臼

st-1 I st-2 I st-3 I st-4 I st-5 st-1 I st-2 I st-3 I st-4 I st-5 st-1 I st-2 I st-3 I st-4 I st-5 
天候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

気温 CC) 27.3 29.3 30.2 30.2 30.8 28.6 28.8 29.5 30. 1 31. 8 20.4 20.8 21. 2 21. 6 22.8 
水深 (m) 8. 1 3.6 3.0 3.5 7.9 9.6 3.6 2. 5 3.5 8. 0 5.3 4.5 2. 8 3. 7 7.5 
透明度 (m) 6.0 B B B 6.0 4.5 B B B 4.5 4. 0 B B B 6.5 
水温 O(m) 27.9 28.4 28.4 28.8 28. 1 29. 7 29.5 29. 6 29.8 29. 9 21. 9 22.0 21. 4 21. 6 21. 5 
CC) 2. 5 27.7 27.7 29. 7 29.7 22.0 22. 7 

5.0 26.5 26.0 29.3 29.4 

B-l 25.5 27.0 28.3 28.4 25.8 29.2 29.5 29.9 29. 7 29.3 23. 1 22.6 22.3 22. 1 23. 7 
塩分 O(m) 31. 6 32.1 32.0 31盆4 32. 1 32. 7 31. 6 32. 1 31. 1 31. 0 31. 4 29. 6 29. 7 29.6 29. 9 

2.5 32.1 32. 1 32.8 32. 9 31. 6 31. 3 

5.0 32.5 32.6 33.0 33.0 32.0 

B-l 32.7 32.3 32.2 32. 1 32.7 33. 1 32.9 32.0 32.6 33.0 32.4 31. 3 32.1 31. 0 32.5 
DO O(m) 6.10 6.48 6.06 6. 02 6. 10 6.03 6.42 6.40 6.26 6. 73 7.86 8.39 8.80 8.35 8.06 
(mg/L) 2.5 6.03 6.20 6. 13 7.37 7.53 8.10 

5. 0 5. 55 5.03 5. 63 7.24 6.83 

B-l 5.52 6.00 6.01 5.38 6.23 5. 66 4.69 5.80 4.06 6.61 6.11 6.74 5.77 7.24 5.54 

pH O(m) 6.90 8.36 8.36 8.20 8.32 7.77 7.75 7.70 7.69 7.69 7.98 7.81 7.90 7目78 7.83 

2.5 8.56 8.29 7.81 7.80 7.97 8.00 

5.0 8.44 8. 17 7.85 7.83 7.98 

B-l 8.41 8.39 I 8.35 18.23 I 8.25 I 7.84 I 7.74 I 7.74 I 7.65 I 7.81 7.90 7.94 7.91 7.91 7.94 

訟ぐミ 2001年10月22日 2001年11月27日 2001年12月25日

st-1 I st-2 I st-3 I st-4 I st-5 st-1 I st-2 I st-3 I st-4 I st-5 st-1 I st-2 I st.-3 I st-4 I st-5 

天候 曇り 雨 雨 雨 雨 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 雨 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

気温 CC) 17.6 17.6 17.7 17.7 17.7 4.3 4. 7 5.2 6.3 7.2 2. 1 2.6 3. 1 4.3 4.6 

水深 (m) 5.5 3. 7 3.2 3.7 7.0 7.0 3. 7 3. 0 4.0 8.7 8.2 3. 7 2. 7 3. 5 6. 7 

透明度 (m) B B B B 6.5 B B B B 6. 5 B B B B B 

水温 O(m) 18.8 17.7 18.2 17.2 18.0 12. 1 12.3 11. 5 11. 9 12.0 9.3 8.8 8.3 7.5 9.3 

CC) 2.5 18.2 18.9 13.9 12.6 13.6 9.7 9. 5 

5.0 19.2 14.1 13.8 10.2 9.5 

B-l 19.5 19.2 18.4 18.8 19.4 14.0 12.4 12. 1 12.3 13.9 10.4 9.4 8.4 7.8 10.3 

塩分 O(m) 31. 7 30.4 31. 4 28.6 31. 2 30.3 32.2 31. 7 32.0 31. 5 32.0 31. 0 31. 1 29.0 32. 0 

2.5 32.0 32.4 32.6 32. 5 32. 1 32.0 

5. 0 32.9 32.6 32.5 32.5 32. 0 

B-l 32.7 32.5 31. 6 32.4 32.9 32.7 32.2 32.0 32.2 32.5 32.5 31.9 31. 0 29. 1 32.3 

DO O(m) 7.84 9.26 8.14 9. 10 7.89 8.43 8. 27 8.20 8. 17 8.15 8.89 9.69 9. 62 9. 60 9.38 

(mg/L) 2.5 7.66 7.80 7.36 6. 68 7.93 8.97 9.09 

5. 0 6. 79 7. 79 8.00 8. 75 9.11 

B-l 7.82 6. 71 8.49 6. 49 6.59 7.89 8. 14 7.90 7.65 8.03 8.82 8.84 9.59 9.33 8.58 

pH O(m) 7.89 7.96 7.87 7.89 7.85 7.71 7.84 7.88 7.83 7.81 8. 01 8.01 8.02 7.98 7.99 

2.5 7.89 7.93 7.76 8. 15 7.85 8. 00 8.00 

5.0 7.94 7.82 7.89 8. 00 8.00 

B-l 7.91 7.86 7.91 7.8817.9217.7917.8817.9317.8917.9018.00 18.00 18.0317.97 7.97 
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地域水産加工食品ブランド化事業

( 1 )アカモク麺状食品の開発

I 目的
石川県で加工品に利用されている海藻類はモズク，

ワカメ，マクサ(天草)が大半を占め，エゴノリ，ツ

ルアラメ(地方名;かじめにイワノリ等が次いでいる。

また，利用量は少ないが地域的に繁茂している海藻類

にウミゾウメン，クロモ，アオサ，ホンダワラ，アカ

モク等がある。今回，アカモクを使用して麺状製品の

試作を試みた。

E 材料と方法
1.試料

平成13年4月に成熟したアカモクを採取し，生殖

器床と葉を摘み取り，淡水で洗浄して凍結保存した

ものを試料に供した。

生殖起床♀

アカモク

生殖起床♂

2.試験方法

試料を解凍してからミキサーで粉砕した重量に対

し， 0.5%炭酸ナトリウム溶液を1-10倍加え， 450C 

で1時間加熱溶解後， 0.5mm日網で鴻過したものを

50mRシリンジで1-5%乳酸カルシウム溶液内に押し
だしゲル化させた。 1)

E 結果及び考察
アカモクのゲル形成能は 表-1に示したように

0.5%炭酸ナトリウム溶液が1-2倍量及び10倍量では
乳酸カルシウム溶液内で凝固しなかった。また，ゲル

形成能でみると，アカモクと0.5%炭酸ナトリウム溶

液の割合が4-6倍量の濃度で1%乳酸カルシウム溶液

からゲル形成したものの，ゲル形成能は弱く，乳酸カ

浜田幸栄・高本修作・谷辺礼子

ルシウム濃度が高濃度になるに従いゲル形成能が高い

結果であった。

表一1アカモクのゲル化調整条件農濃度

アカモ : O.5%s 、J 予舌 JI 2~も 11 d予告 11 。M 邑F昔

2 
3 + ++ 十+
4 + + ++ ++ ++ 

. 5 + + ++ ++ ++ 
6 + + + ++ ++ 
7 + + ++ ++ 
8 + + + ++ 
自 + + 
llY 

戸=盲孟E吾F 一義扇子11ft，了一千字己取瓦1る褒豆一一干手荷し覆子房疋要吉を感じる7

このため，アカモクに対して5倍量の炭酸ナトリウ

ム溶液を使用して濃度別ゲル形成能を検討した。その

結果は表-2に示したように0.7-1.0%炭酸ナトリウ

ムで全ての乳酸カルシウム溶液で凝固するものの，

1%乳酸カルシウム溶液ではゲル形成能が低いことか

ら，乳酸カルシウム溶液濃度は2%以上にすることが

適当と考えられた。

表-2アカモクのゲル化調整条件濃度

目先溶民液衆7(1%) 担，1按 ルシ ム溶液
1% 2% Q~色 4% 5% 

0.2 
0.3 
0.4 + + + + 
0.5 + ++ ++ ++ 

0.6 + ++ ++ ++ 

0.7 + + ++ ++ ++ 
0.8 + ++ ++ ++ ++ 
0.9 + ++ ++ ++ ++ 

1.0 十 ++ ++ ++ ++ 

1.1 + ++ ++ ++ 

1.2 + ++ ++ ++ 

l目3 + ++ ++ 

1.4 + ++ ++ 

1.5 + ++ ++ 

1.6 + ++ ++ 

1.7 + ++ ++ 

1.8 + ++ ++ 
1.9 + ++ ++ 

2.0 + ++ ++ 

炭酸ナトリウム溶液はアカモクの5倍量使用

以上のことから，アカモクを利用して麺状の製品を

作る場合， 0.7-1.0%炭酸ナトリウムをアカモクの4

-6倍量使用し，凝固に使用する乳酸カルシウムを2%

以上にすることで製品化の可能性を求めることができた。

今後，アカモクは葉体が多い時期と成熟した生殖器

床が大部分を占める時期があることから，季節的なア

ルギン酸量を把握する必要がある。また，商品化を考

えた場合，乳酸カルシウム濃度と加温時聞を検討する

必要があるものと考えられた。

A
せ
巧
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( 2 )カジカ爆製品の製造試験

I 目的
石川県におけるカジカ養殖生産量は約ltで、あり、山

中町，輪島市などいくつかの地域で生産されている。

このカジカの県内でのサイズ別利用状況は，大型のも

のは活魚に，小型のものは唐揚げ等に用いられている

が，量的に多い中型のものは利用が充分なされていな

い。そこで，カジカ養殖経営の安定化のため，爆製品

の加工方法を検討する。

E 材料と方法
1 .試料

内水面水産センターより搬入したカジカ(活魚)

の中型のものを試料として用いた。

2.調昧条件と調製条件

試料を食塩本或いは調昧液に浸漬後，冷風乾燥機

で乾燥を開始し，乾燥中に魚体処理(腹聞き及び内

臓除去もしくは未除去)を行い，乾燥終了後，慎煙

機で嬬蝿した。

1)食塩水濃度とその浸漬時間の調製条件

調製条件は食塩水濃度が3%、5%，10%，冷風

乾燥は150C・8時間，魚体処理は腹聞きで内臓除

去，慎煙は400C・3時間とした。

2)調昧液の配合割合と浸漬時間の調製条件

調昧液は①3%食塩水，②3%食塩水に対し，砂

糖4%，シナモン(桂皮)0目2%.ローレル0.2%.

コショウ2%を添加したもの，③3%食塩水に対し，

砂糖4%.シナモン(桂皮)0.2%.ローレル0.2%，

コショウ2%.オニオン7%. レモンH固をi示力目し
たものの計3種類を用いた。調製条件は調昧液へ

の浸漬時間を5時間，冷風乾燥は150C・3時間とし，

魚体は腹聞きで内臓除去し，懐煙は200C. 7時間

とした。

3)内臓の除去，未除去の検討と調製条件

前2項目の魚体処理は内臓除去を行っているが，

出来上がりの形態が好ましくなく，かつカジカ特

有の風昧が低下すると考えられたことから，内臓

を除去せずに調製を試みた。調製条件は5%食塩

水への1時間浸漬.i令風乾燥は150C. 2時間，慎煙

は700C. 1時間とした。

一75

3.官能評価

簡易的な官能評価をセンター職員 2名により，食

昧について行い，カジカ養殖業者，料理由経営者，

販売関係者，およびセンター職員等計15名による試

食会において最終的な官能評価を行った。

E 結果及び考察
1.食塩水濃度とその浸漬時間

簡易的な官能評価では，各食塩水濃度における浸

漬時間は3%で明寺間.5%で1時間.10%で30分が好

ましかった。これらの条件で調製したものはいずれ

も塩昧が弱く昧は変わらず，乾燥状態については水

分を多く含む生タイプであった。

2.調昧液の配合と浸漬時間

簡易的な官能評価では，内臓を除去したカジカは

淡白であるため，香辛料の利用は有効であったもの

の，カジカ特有の風昧がなくなる点に問題があった。

3.内臓の除去『未除去の検討

簡易的な官能評価では，内臓未除去の方がうま昧

が感じられた。しかし，血抜き処理を行わなかった

ためか苫昧が感じられた。また，同一時間の乾燥で

は，内臓の乾燥も充分ではなく保存性が低いと考え

られた。

4.官能評価

内水面水産センターにおいて，本実験で調製した

すべてのカジカ懐製品について試食会を行い，評価

を受けた。この結果，食塩水濃度では10%で評価が

高く，乾燥状態についてはどの製品も良いとの評価

であった。また，カジカの風昧は重視すべきである

ので，慎製時間の短縮や1;薫材を検討するとともに，

内臓は未除去で調昧液は使用しない方が良いとのこ

とであった。食感についてはどの製品も骨，特に頭

部の骨が硬いことから 軟らかくした方が良いとの

ことであり，調製条件についてさらに検討が必要と

考えられた。

( 3 )塩引きザケを利用した加工品の
製造試験

I 目的
塩引きザケは製法が簡便で保存性にすぐれているも

のの，塩昧が強いことから本実験では低塩化を図り，

より好ましい食昧を有するJ次製品への加工法を検討

した。

E 材料と方法
1 .原料

石川県子取川に遡上したサケを塩蔵したもの(塩

引きザケ)を用いた。



2.調製方法
1)塩抜き処理

塩抜き処理は，粕漬け，麹漬け，イシリ干しを

調製する場合，塩引きザケをラウンドで流水によ

り18時間塩抜き後，これをフィレーとし，更に23

時間止水に浸漬した。また，糠漬けを調製する場

合は，塩引きザケをラウンドで23時間止水に浸漬

した。なお，魚、醤油を調製する場合は，塩抜き処

理を行わなかった。

2)粕漬け

塩抜き処理後， 15'C・7時間乾燥後切り身とし，

この切り身を同量の調昧粕 (7: 3の割合の粕と昧

酬に2%食塩を加え，ミキサーで混合したもの)

に漬け込み， 5'Cで1週間熟成させた。

3)麹漬け

塩抜き処理後， 150C・9時間乾燥後」口大の切

り身とし，この切り身を1次調昧，すなわち，漬

け込み原料に対し清酒36.8%，水18.4%，砂糖

3.9%，食塩2.8%の調昧液に1時間浸漬した。そ

の後， 2次調昧として，漬け込み原料に対し戻し

麹100%，食塩8%の調味液に浸漬し， 50Cで6日間

熟成させた。

4)イシリ干し

塩抜き処理後， 15'C・9時間乾燥した後，イカ

イシリ27.2%，水68%，砂糖2.9%，昧酬1.9%の

調昧液に70分浸漬後，これを 7時間乾燥した。

5)糠漬け

塩抜き処理後， 150C. 6時間乾燥した後，輪切

りとし，糠25%，麹10%を加え糠漬けを行った。

12時間後， 25%食塩水に対しイカ肝臓3%，イカ

イシリ 10%を加えた差し汁ーを添加し室温で熟成さ

せた。

6)魚醤油

塩引きザケを輪切りした後，肉重量に対しイカ

肝臓10%，麹5%，及び20%食塩水を約同量加え，

室温で熟成させた。

E 結果及び考察
1.塩抜き処理

塩抜き時間が長かったため，塩昧がかなり低下す

るとともに，肉質もかなり軟化した。これより，塩

引きザケの塩抜き時間について更に検討が必要である。

2.粕漬け

サケ肉は粕に漬けることで脱水され，肉質が若干

改善した。しかし，食昧は粕の臭いが強く，発酵に

よるうま昧もあまり感じられなかった。これより，

調昧粕の配合割合，熟成期間，及び二度漬けの検討

が必要である。

3.麹漬け

サケの肉質は麹漬けしても軟らかいままで，もう
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少し食感を向上させる必要があった。また，食昧は

サケの風昧がなく，麹の甘みも少なかった。

4.イシリ干し

食昧は塩昧は好ましかったが，それとともにサケ

特有の不昧も感じられた。肉質は，ぱさっきや脆さ

が感じられた。これより，食昧，食感の改善のため，

調昧料の配合割合及び浸漬時間の検討が必要と考え

られた。

5.糠漬け

食昧は一般的な製法で調製し，塩抜き処理したも

のの，熟成期間色約6ヶ月と短かったことから，発

酵特有のうま昧が少なく塩昧が強く感じられた。

糠漬けにあっても現代の晴好に合った加工品とす

るため，低塩化が必要で、あるが，本実験で5月から11

月まで約6ヶ月開発酵させた場合でも差し汁にカピ

が発生した。このことから，今後この製法での低塩

化は困難であり，製法の大幅な改良が必要と考えら

れた。なお，差し汁の単独で、は長期間において腐敗

しなかったことから，これ以外の要因と考えられる。

6.魚醤油

発酵によるうま昧は感じられたが，それとともに

サケ特有のうま昧は感じられなかった。このため，

製法や配合割合の検討が必要である。



海洋深層水利活用試験

I 鮮度保持試験

目的

石川県内浦町九十九湾沖で、取水された海洋深層水を

利活用し，産業振興および地域興しを図るため，深層

水氷の作成および深層水鮮度保持効果試験としてマア

ジに対する深層水の鮮度保持効果を検討した。

1 )深層水氷作成試験
( 1 )試験方法

海洋深層水(以下;深層水)を用いて塩分が均

ーな氷を作成する方法として， -350C冷凍室で冷

凍トレイに深層水を0.5，1及び2cmず、つ凍らせて

7 cm厚とした「積層氷」と 7cm厚の「一枚氷」を

作成し塩分濃度を比較した。

( 2 )結果及び考察

結果は表-1に示したとおり，積層氷は一枚氷よ
り塩分濃度が均イこ近い氷が出来た。また，一枚

氷は冷気が直接ふれるところから塩分濃度の低い

氷が出来はじめ，冷えにくいところほど塩分の高

p司くとなった。

なお，積層氷の作成方法は，作業の手間等を考

慮、すると 2cm厚前後の積層氷の方が良いと思われ

た。

表一1 海洋深層水氷の塩分濃度

塩分濃度(%)

厚さ (cm) 氷 の 端 氷の中心部
ーー-ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー.ーーーー『園内ーー』

上 ;中:下 上;中:下

積層氷

0.5 3. 1 : 2.7 : 3.3 3.5 : 2.8 : 2.9 

1 2.9 : 2.6 : 2.7 3.6 : 2.9 : 2.5 

2 2.7 : 2.6 : 2.6 3. 1 : 2.7 : 3. 1 
ーーー「ー明暗 4・--- -ーーーー自，------ーーーー・ーー

一 枚氷

7 2.5 : 1. 5 : 3.0 2.2 : 3.2 : 8.3 

2 )深層水鮮度保持効果試験
( 1 )試験方法

1.試料

平成13年6月に石川県能都町漁協で購入した水揚

げ直後のマアジを使用した。

浜田幸栄・高本修作・永田房雄・谷辺礼子

2.方法

マアジは淡水，表層水及び深層水に2時間浸漬後，

これらを事前に発泡スチロール容器に入れておいた

淡水氷，表層水氷及び深層水氷上にそれぞれ置き，

容器にふたをして150Cに保持した。

このマアジについて， K値，一般生菌数，乳酸，

IMP量を測定した。試料は一般生菌数測定にのみ未
凍結試料を用い，それ以外は凍結試料を用いた。氷

の補充は2日目と4日目に行い， 3日日以降のマアジ

肉温変化を表-2に示す。

表-2 3日目以降(氷補充後)の肉温変化

COC) 

3.分析方法
K値，乳酸量及びIMP量は高速液体クロマトグラ
ブイー(島津製作所)にて測定し，一般生菌数は常

法によった。

( 2 )結果及び考察

分析結果を図 1-4に示した。鮮度の指標である

K値を指標とした場合，深層水氷による鮮度保持効

果は表層水氷，淡水氷に比べ，若干効果がみられた

(図 1)。一方，一般生菌数(図 2)，乳酸量(図 3)， 

IMP量(図 4)について差はみられなかった。
このことから鮮度保持効果のある深層水氷を鮮魚

流通等に用いれば，石川ブランドとして付加価値を

有する商品として販売も可能と考えられた。

20 r ~水= 4.6183x + 1.8279 /:* R2 = 0.9594 
r-I).9795 (p(O.OOl炉 17) 。
量層水 。
y = 2.9956x + 2.3585 
R2 = 0.8132 

15 ト戸0.9018(P(O.OOl. rF17) 。
深層水
y = 2.5648x + 2.1163 
R2 = 0.8953 
戸 0.9462(p(O.曲 1，rF18) 

/企 〆 _/  • 

果効持保度
数
鮮

2

相
の
船
水層深図
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イカ加工試験

1目的
石川県小木港は全国唯一の遠洋イカ釣り漁業基地で

あり，併せて，海洋深層水の取水も行われている。そ

こで，イカと海洋深層水を利用した加工品を試作し，

商品化することで海洋深層水の利活用とイカの消費拡

大を図る。

E 

2 材料と方法
1.試料

石川県沖の漁獲直後のイカを船上で深層水に2時

間浸漬後，一尾ずつ凍結したもの(深層水一本凍結

イカとよぶ)と，石川県沖の漁獲直後のイカと深層

水を容器に入れ凍結したもの(深層水ブロック凍結

イカとよぶ)を試料として用いた。

2.イカ刺し

深層水一本凍結イカを解凍後，包丁でさばいた。

3.イカボテ

深層水一本凍結イカを解凍後，内臓を除去し，こ

れにマッシュポテトを入れ，油で揚げた。これは内

浦町料理コンテストの優秀作品である。

4.一夜干し

深層水ブロック凍結イカを解凍後，塩水に浸漬せ

ずに包丁で開き，そのまま5-6時間乾燥した。

5.塩辛

深層水ブロック凍結イカを解凍後，包丁で聞き，

90分乾燥した。これを細く切り，戻し麹7%，イカ

肝臓5%，深層水塩7%を加え50Cで7日間熟成させた。

6.海鮮ふりかけ

深層水ブ、ロック凍結イカを解凍後聞き，乾燥した。

これをばい焼しミキサーで粉末化したものに焼きワ

カメ，白ゴ守マを加え，混合した。これは内浦町料理

コンテストの優秀作品である。

7.官能評価

内浦町で開催された試食会で，その参加者を対象

とし，食昧について官能評価を行った。イカ刺し，

一夜干し，塩辛，イカポテについては深層水を使用

したものと未使用のものとの対比により，海鮮ふり

かけについては単独で、その評価を行った。

3 結果及び考察
官能評価結果を表 3に示す。イカ刺し，塩辛，イカ

ボテについては深層水を用いた加工品の評価が高かっ

た。一方，イカの一夜干しについては淡水(食塩水)

を用いた加工品の評価が高かった。しかし，一夜干し

の場合，食塩濃度が異なっていたため，塩加減で淡(食

塩水)にした人も多かったと推察され，正確に結果に

反映されていない可能性も高い。

-78 

図-2一般生菌数とK値の変化
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本実験で，試作した製品の中では，海鮮ふりかけが

最も評判がよく市販化が可能と考えられた。

表-3 官能評価結果

深よ層い水 深層水 淡水(食塩水)淡水(よ食い塩水)
少しよい 同じ 少しよい

イ力車lし 30唱 22百 13拍 22% 13自

一夜干し 13首 9% 17目 43目 17% 

塩辛 38% 13目 17% 13出 21% 

イカポテ 22首 13% 43弛 22叩 0% 
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ヒラメ資源生態調査(要約)

I 目 的
ヒラメ天然幼稚魚、の出現状況を調査するとともに，

その他の天然稚魚及び餌料生物の分布量を把握し，ヒ

ラメ種苗放流の適期等の検討を行うための基礎資料を

得る。

E 調査方法
1.調査海域

羽昨郡富来町富来湾に3i則糠を設定し，測線
に水深3，5， 10， 15 mの4定点を設け，計12定点で
調査した。

2.調査期間

2001年6月7日-8月21日

3.調査項目

(1)ヒラメ幼稚魚、調査

間口4mのビームトロールで海岸線に平行に
300m曳網，各定点、で8回行った。
(2)餌料生物調査

間口0.6mのソリネットで海岸線に平行に100m

曳網，各定点、で4回行った。

(3)水温・塩分調査

STDを用いて0.5m間隔で測定，各測線の5，
15m点で8回行った。
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陰湿エェrh・.~胃_，一一一一一ー一一一←←，
住J掴且上に歩した賃値はホ躍を示す.

沢矢隆之

E 結果の要約
1 .ヒラメ幼稚魚調査

採集されたヒラメ幼魚、は286個体と，過年度と比

べて最も多かった。

ヒラメ幼稚魚は調査海域の浅海域に広く分布してお

り，水平分布には明瞭な傾向は認められなかった。

本年度のヒラメ幼稚魚、は 全長組成の経時変化か

ら，大きさの異なる 2群が存在し，それぞれの群が

順調に成育していると考えられた。

2.餌料生物調査

ソリネット調査での出現種は116種であり，

Nipponomysis ornata，ナガオトゲハマアミなどのア

ミ類，カイアシ目などの砂浜，藻場で普通に出現

する種が多かった。アミ類を中心とした餌料生物

の分布とヒラメ幼稚魚の胃内容組成は非常に似か

よったものとなっていた。

本調査海域における餌料生物としてのアミ類の

資源量は，ヒラメ幼稚魚、が多く採集された本年度

のヒラメ推定資源量から試算しても，ヒラメ O才

魚成長維持のために十分であると考えられた。

[報告誌名一平成13年度ヒラメ資源生態調査報告書，

石川県，平成13年11月]

羽咋市仁ノ
-金沢市

調査海域等調査位置
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早期生産ヒラメ放流効果調査(要約)

I 目的
サイズ別に識別可能な標識を装着したヒラメを放流

し，市場調査等により石川県における経済的視点から

の放流適正サイズと，放流による経済効果を調査する。

E 調査方法
1.調査地区

羽昨郡吉来町~志賀町

2.調査機関

2001年5月一2002年3月

3.調査項目

(1)サイズ別標識装着・運搬・放流

生産部志賀事業所で生産したヒラメ種苗にサイ

ズ別に識別可能な埋め込み式のマイクロタッグを

装着し，富来湾ヘトラック運搬して放流した。

(2)追跡調査

追跡調査はヒラメ種苗の放流海域周辺の4つの

漁業協同組合(石川とぎ，福浦港，志賀町，高浜)

を対象として実施したc

1)漁獲量集計調査

2001年3月一2002年2月の各漁協のヒラメの水

揚げ伝票をもとに，月別の漁獲量，漁獲金額の集

言十を行った。

2)市場調査

石川とぎj魚、協西浦支所及び福浦港，志賀町，高

浜の各漁協に水揚げされたヒラメについて，全数

の全長測定を行った。ただし，漁獲量が多く，全

数測定が困難な高浜，志賀町漁協のついては，

銘柄別に箱詰めされたヒラメについて，各箱毎に

l尾を選んで，全長・体重の測定及び箱内の全重

量の測定を行った。

3)天然魚購入調査

石川県下に水揚げされた天然ヒラメを標本とし

て購入し，魚、体測定(全長・体長・体重)および

耳石による年齢査定を行った。

4)放流魚購入調査

放流海域周辺及び県内の他の地域に水揚げされ

た放流魚、を購入し，魚、体測定を行い探知器で標識

の有無を確認した。

E 結果の要約
1.サイズ別標識装着・運搬・放流

2001年5月28日-6月28日の聞に延べ19日間で3サ

イズ(全長40，60，80mm) 411.562尾に標識装着し，

6月1日一7月9日に7日間で405.489尾を志賀事業所か

らトラック輸送し富来湾へ放流した。標識率は87%

沢欠隆之

で、有効標識放流尾数は337，371尾で， 3サイズの平均

全長はそれぞれ41.9mm，61.5mm， 86.6mm，となった。

2.追跡調査

81-

(1)漁獲量集計調査

調査対象漁協の総漁獲量は9，167kgで，総漁獲

金額は17，875，733円であった。

月別の漁獲量は， 3 -4月は400kg未満であっ

たが， 5月に増加し 9月まで1，000kg前後で、推移

し， 10月に1，406. 7旬で、最盛期を迎えた。 11月以

降は減少し， 2月にかけては355目9-619.0kgの範

囲で推移した。

月別の漁獲金額は， :3月の596，236円から最高

となった 7月の2，872，922円にかけては増加し，

それ以降は10月に一時増加したものの減少傾向に

あり， 767，640-2，275，854円の範同で推移した。

単価は月別で1.281円(9月)-2，763円(3月)

の範囲で推移した。 3月と 4月のみ2.500円を超

えていたが， 5月から 8月にかけて2，000円前後

で推移し，最低となった 9月以降は再び上昇傾向

となり， 2月は2，000円台に同復した。 9月は漁

獲量の多かった定置網の単価が顕著に低下したた

め，月全体の単価が低下した。単価の推移は，出

荷状態が鮮魚、か活魚、かによって大きく左右され，

また1.000g以上の単価が高く，魚、体サイズによる

需要度の差などが影響を及ぼすことが示唆された。

(2)市場調査

石川とぎ漁協西浦支所及び福浦港，志賀町，高

浜の各漁協で6，609尾を測定した。全長の最大は

870mm，最小は180mmで、あった。

(3)天然魚購入調査

875尾の魚体測定と年齢査定の結果より，全長

一体重関係式BW=9.91XlO-IiXTLl011が得ら
れた。また，全長一年齢関係式では，Bertalanffy 

の成長式を用い

雌 L t =812.56 (1-e -0 250(t刊川)) 

雄 Lt =671.35 (1-e -() 282(什o51i)) 

が得られた。

(4)放流魚購入調査
977尾の放流魚、を購入した。放流魚、中に標識魚、42

尾が確認され，その内， 1999年放流の標識魚が15

尾， 2000年放流の標識魚、が27尾であった。

2000年放流個体は放流地先の周辺で再捕され，

1999年放流個体は南方ヘ移動して再捕される傾向

が見られた。

[報告誌名一平成13年度早期生産ヒラメ放流効果調査

報告書、石川県、平成14年3月]



オニオコゼ品種改良技術開発研究(要約)

I 目的
近年の海面魚類養殖は，ブリ，マダイ及びヒラメ

等を対象として盛んに行われている。しかし，生産

魚価の低迷，疾病による生残率の低下により，これ

ら魚種の生産は伸び悩みとなっている。

この様な状況の下で新たな養殖対象魚種の開発が

強く望まれおり，その一魚種として高級魚であるオ

ニオコゼも期待されている。本県では1990年から1994

年にオニオコゼの陸上及び海面養殖の試験を実施し，

養殖の可能性及びその方法について検討した。その結

果，オニオコゼの雌は雄よりも成長は早いが，雌は成

熟すると高水温期に死に易い傾向にあることが明らか

になった。本研究では，染色体操作技術を用いた4倍

体及び全雌3倍体の作出によって，オニオコゼ養殖の

定着を目的として試験を実施した。

E 材料及び方法
1.圧力処理による第1卵割阻止条件の高度化

18，23，280Cのそれぞれの水温で発生させた卵を，

媒精後2分間隔でサンプリングをし， 2%パラホルム

アルデヒド-2.5%グルタルアルデヒドで固定した。

これをヘキスト33342で染色し，蛍光顕微鏡によっ

て観察した。平成11年度に水温230Cで発生させたサ

ンプルを観察し，オニオコゼ卵発生の基準型を確立

した。また咋年度は，水温280Cで発生させたサンプ

ルを観察した。本年度は，水温180Cで発生させたサ

ンプルを観察した。卵発生を同調化させるために海

水中での受精卵の管理水温を18，23， 280Cにし，そ

れぞれの水温においての発生に伴う核の挙動を観察

した。

2. 4倍体の作出

オニオコゼの卵へ精子を媒精し， 22或いは30分

後に30MPaの圧力で6分間の加圧処理を施した。現

在までに得られた卵割阻止条件により4倍体の誘起

を試みた。

3.雄性化ホルモンによる偽雄化の条件と作出

加圧処理により極体の放出を阻止して雌性発生2

倍体を作出した。これに給餌する配合餌料Ig当たり

へメチルテストステロン (MT)10μgを添加し，
瞬化後15-115，35-115， 55-115， 75-115， 95-1 

15日固まで給餌した。

4.全雌3倍体 (3倍体)の生理特性

鯨後腺は，食道および心嚢と内臓を分けている

横中隔壁を含む部分を大きく切り取り，ブアン氏

液で固定後，定法によりパラフィン包埋し，10μm

戒田典久・田中正隆

の連続切片にした。そして，それらをスライドガ

ラスへ貼り付ける時に2群に振り分け，一方は通

常のHE染色を施したが，もう一方は，カルシトニ

ン抗体を用いた免疫組織化学染色に供した。

E 結果及び考察
1 .圧力処理による第1卵割匝止条件の高度化

第l卵割の阻止に有効な時聞は，第1卵割前期か

ら後期の間である。よって，これらのステージの出

現時間において処理開始のタイミングを詳細に検討

すれば良い。これらのステージが出現するのは，培

養水温180Cでは媒精24分後から70分後であった。こ

の出現時聞は，培養水温23，280Cより遅かった。今
後はそれぞれの水温における卵の発生時聞を考慮、し

て，それぞれの培養水温において，あるいはこれら

の培養水温を組み合わせて，第l卵割阻止の開始時

間を詳細に検討する必要がある。

2. 4倍体の作出

4回の誘起を試みたところ，誘起率は0.2-43.

8%と処理ごとに大きな差が見られた。しかしなが

ら，怪体形成まで至った卵は，正常勝化率が50%以

上と高い頻度が得られた。瞬化仔魚の活力は，通常

魚より弱く，生残率は極めて悪かった。これら誘起

の結果，正常瞬化仔魚を約1万尾得ることができた。

3.雄性化ホルモンによる偽雄化の条件と作出

供試魚の雌性発生2倍体は，誘起率が1.0%と低く，

正常瞬化仔魚は約60尾であった。さらに試験開始の

瞬化後15日目には生残尾数が9尾となり，計画時の

試験区を設定できなかった。

このため代替の試験として，配合餌料 Ig当たり

メチルテストステロン (MT)10μgを添加して，
瞬化後15-115日目まで給餌することで偽雄を作

出することとした。しかしながら，瞬化後82日

目に供試魚が全てへい死し，試験期間の途中で終了

した。

4.全雌3倍体 (3倍体)の生理特性

HE染色と免疫組織化学染色を施した館後腺の

組織切片像をそれぞれ図5と図6に示した。非生

殖期にある通常2倍体と3倍体の鰐後腺の形には，

顕著な差は観察されず，横中隔壁の内臓側に不

規則で扇平な袋状の構造物が1個見つかった。ま

た，鯉後腺活性時に見られる内腔は、ほとんど

認められなかった。餌後腺を構成する細胞の核

は、基底部に位置することが多く、細胞質は極

めて伸張しており、単位面積あたりの核の数は、
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2倍体より3倍休の方が少なかった。これは3倍体の

偲後腺を構成する細胞は、 2倍体よりゲノムが多く、

細胞数が少ないためであると考えられた。

[報告誌名 平成13年度地域先端技術共同研究開発促

進事業報告書(オニオコゼ全雌3倍体作出に関する研

究)平成14年3月 石川県水産総合センター]
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地域水産加工技術高度化事業(要約)

I 目的
石川県ではスルメイカを原料とした新たな製品開発

が望まれている。そこで，イカ肉のペースト状素材を

用いて調製したイカ豆腐の成分分析及び官能検査を

行った。

E材料と方法
1.イカぺース卜の調製方法

イカの胴肉を剥皮しチョッパーに掛けた。これに

蒸留水を添加し揺潰機で播潰後，さらに食塩を添加

し揺潰したものをイカペーストとした。

2.イカE腐の調製方法
蒸留水に本葛澱粉を加え撹枠しながら加熱した。

これにイカペーストを加え，容器に充填後，冷却あ

るいは未冷却で凝固させた。これを包装後加熱ある

いは未加熱により，イカ豆腐を調製した。

3.化学成分，粘度およびゲル物性の測定

化学成分は一般成分，遊離アミノ酸，有機酸およ

び核酸関連物質について常法により測定した。粘度

は有段変速式回転粘度計(東機産業社製、 BH型)を，

ゲル物性はレオメーター(サン科学社製)を用いて

測定した。

4.官能検査および聞き取り調査

官能検査はセンター職員2名により簡易的に実施

し，聞き取り調査は水産加工業者と宿泊業者(調理

師)の2者の方に試食して頂き，意見を聞いた。

E 結果の要約
イカペーストからイカ豆腐を調製する工程で増加し

た一般成分は水分だけで，それ以外の成分含量はそれ

ぞれ1/3以下に減少した。イカ豆腐と大豆豆腐を比較

すると，イカ豆腐では水分，エキス態窒素含量および

水溶性窒素含量が高い値を示した。

イカ豆腐の主要な遊離アミノ酸はPRO，TAU， 

ARG， HISであった。また，イカベーストからイカ豆

腐を調製する工程では遊離アミノ酸組成に変化はみら

れなかったが，総遊離アミノ酸量は約1/4以下に減少
した。イカ豆腐と大豆豆腐を比較すると，イカ豆腐で

はTAU，PRO， HIS含量が高く，総遊離アミノ酸量

は大豆豆腐のそれに比べ1.5倍以上高い値を示した。

イカ豆腐と大豆豆腐の有機酸量はともに低い値を示

した。また，イカペーストからイカ豆腐を調製する工

程では乳酸，酢酸およびコハク酸量が減少した。

イカ豆腐の核酸関連物質はHx，AMPのみ検出され

た。また，イカペーストからイカ豆腐を調製する工程

高本修作・谷辺礼子

ではHx，IMP， AMP， ADP量が消失および減少した。

一方，大豆豆腐には核酸関連物質は検出されなかった。

イカ豆腐のゲル物性を大豆立腐と比較すると，大豆

豆腐では破断凹みが低く，状態も脆弱であった。また，

イカペーストの流動特性はチクソトロビーを示した。

イカ豆腐について聞き取り調査した結果， 2者から

のイカ豆腐に関する共通の問題点としてイカの昧がし

ないことがあげられた。これは苦味を弱くするために

調製条件を改良したためと考えられるが，今後はこの

ような業者側から指摘された問題点を重視し検討して

いく必要がある。

イカ豆腐はイカベースト添加量が多く未加熱試料で

化学成分量(一般成分，遊離アミノ酸，有機酸および

核酸関連物質の量)が多い傾向を示し，冷却の有無は

化学成分量には影響を及ぼさなかった。また，ゲル物

性については未加熱試料で高い傾向を示した。本実験

で測定した化学成分量と官能検査による食昧は必ずし

も相関関係になかったことから，昧にはこれ以外の成

分が大きな影響を及ぼしていると考えられた。イカ

ベーストからイカ立腐を調製する工程で化学成分量が

1/3以下に減少した。これはイカベーストに，くず粉

を加熱溶解した温湯を混合するためと考えられる。

一方，イカ豆腐と大豆豆腐を比較すると，イカ豆腐

の方がエキス態窒素含量，水溶性窒素含量，総遊離ア

ミノ酸量，核酸関連物質含量および食感で高い値を示

した。これより，イカ豆腐は既存の大豆豆腐とは異なっ

た特徴ある加工品といえる。
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[報告誌名…平成13年度地域水産加工技術高度化事

業成果報告書，水産庁，平成14年3月]



漁場環境保全調査(要約)

I 目的
七尾西湾を対象として水質調査及び生物モニタリン

グ調査を行い，特定水産生物の現存量，生息密度，生

物類型相を指標として 水域の富栄養化等による長期

的な漁場環境の変化を監視する。

E 調査方法
1.水質調査

七尾西湾の5定点、で月1回の年12回実施した。調査

項目は天候，気温，風向，風速，水深，透明度，水

温，塩分， pH， DOで，水温，塩分， DO， pHにつ

いては堀場製作所社製の水質チェッカーで測定し

た。

2圃底生動物調査

七尾西湾の5定点で春季及び秋季の2同調査を実施

した。調査万法は底生動物調査のための水質調査を

行い，エックマンパージ型採泥器を用いて採泥し，

粒度組成， TS (全硫化物)， IL (強熱減量)等の

分析に供するとともに， 1mm目のふるいを用いて生

きている生物を選別し マクロベントスとして種の

同定を行った。その個体数，湿重量測定を行った。

3.藻場調査

七尾西湾のアマモ場の分布状況を春季と秋季の2

同調査を実施した。分布面積は，海図・山だめ及び

レットによる水深の測定等により求めた。さらにア

マモ分布海域で任意の10箇所を選定し，アイボール

により育成密度の目視調査を実施し， 5段階で評価

した (1点(点生)~5点(濃密生))。

E 調査結果
1.水質調査

水温は全定点における月別の平均は表層で6.7~

29.TC ， 底層で9.0~29SCの範囲であった。表層，

底層とも8月が最も高くなり，昨年度最も高かった

月より表層で0.60C，底層で0.40C低かった。 1月で

表層， 3月で底層が最も低くなり，昨年度の値より

表層で0.40C高く，底層で2.rc高かった。塩分は全
定点における月別の平均は表層で28.5~31. 8，底層

で3l. 4~33.2の範囲であった。今年度調査期間中最

も値が低かったのは， 6月に観測したSt.1の表層の

24.9で若干の低下は見られたが降雨等による影響は

少なかった。 DOは全定点における月別の平均は表

層で6.15~10.24mg/e ， 底層で5.36~9.06mg/e 
の範囲であった。水産用水基準値の6.0mg/e以下
は表層では見られず底層では6~8月にかけて見られ

高本修作・達 克幸・谷辺礼子

た。 pHは全定点における月別の平均は表層で7.72

~8.21 ，底層で7.76~8.33の範囲であった。水産用

水基準値 (7.8~8 .4)では観測中下回る値は若干見

られた。

2.底生動物調査

底生動物調査における水質調査では， 5月の水温

は16~200Cで表層の方が高L 汁頃向を示し，表層と底

層の差は0.1~2.20Cであった。塩分は31~34で，表

層と底層で差は見られなかった。 DO は 3.7~

7. 9mg/ -eで表層の方が高い傾向を示し，表層と底

層の差は0.4~3.0mg/-eであった。 9月の水温は21

~240Cで底層の方が高L ミ傾向を示し，表層と底層の

差は0.4~ l. 20Cであった。塩分は30~33で底層の方

が高い傾向を示し，表層と底層の差は0.7~1.5で

あった。 DOは4.6~7.8mg/-eで底層の方が高い傾

向を示し，表層と底層の差は0.3~ l. 7mg/eであっ
た。民質調査では5月の含泥率は39~59%で，昨年

と比べて変化がなかった。 TSは0.3~1.4mg/g乾泥

で，昨年と同様にSt.3，St.4が高かった。 ILは13.4

~17 .8%で，昨年と比べて3.4~4.6%高い値を示し

た。 9月の含泥率は35~54%で， St.5でやや高い値

を示した。 TSはO.4~ 1. 8mg/g乾泥で， St.3がやや
高い値を示した。 ILは9.7~14.9%で，昨年に比べ

低い11古を示した。

マクロベントスの生育密度と湿重量は， 5月から9

月になると減少した。汚染指標種では5月， 9月にシ

ズクガイが採取されたが，他は採取されなかった。

出現個体数は，5月はArmαndiasp，ホトトギスガイ，

エドガワミズゴマツボが多かった。 9月はホトトギ

スガイ，エドガワミズゴマツボが多かった。また，

出現種類数は5月は軟体類，多毛類が， 9月は軟体類

が多かった。

3.藻場調査

6月の藻場の生育密度を昨年と比較すると，目視

点番号1，9， 10で密度が高くなった。 5段階評価の

平均点は3.6から4.2に上昇した。 9月の藻場の生育

密度を昨年と比較すると，目視点番号9で密度が高

くなったが，目視点番号3，4， 5， 6， 7， 8， 10で密

度が低くなった。 5段階評価の平均点は2.6からl.8

に低下した。

[報告誌名・・・平成13年度漁場保全対策推進事業調査

報告書，石川県，平成14年3月]
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マダイ種苗生産事業

I 陸上生産
1.採卵

5月7日，海面筏の生け聾網 (4X4X4m，5節)で

飼育した養成親魚266尾(雌雄数不明)を事業所の

採卵池(130ば角形コンクリート水槽)ヘ収容した。

地先水温は16.6'Cであった。 5月24から26日に採集

した卵より浮上卵6，230千粒を飼育水槽 (50ぱ角形

コンクリート)5槽に収容した。卵分離は昨年まで

使用のゴース布地(テトロンニット)への卵収容に

替え， 1m'アルテミア瞬化槽を使用した。疾病予防

のため，ヨード液(イソジン)50PPm2分間の卵消

毒を行った。

2.餌料
餌料系列は，仔魚、の開Uが見られた3日目から30日

日までワムシ0.5-9億個体/日/槽，18日目からア

ルテミア(卵乾燥重量)50 9 -400 9 /日/槽，20日

日から配合飼料100-9009 /日/槽， 35日目から冷

凍魚卵50-100万粒/日/槽を沖出しまで与えた。

生物餌料の栄養強化としてワムシl億個体に油脂

酵母509 ，アルテミアl億個体に油脂酵母1009をそ

れぞ加した。

給餌回数はワムシ1-3回/日，アルテミア1-3回

/日，配合2-6[1::tJ/日投与し，瞬化後10日目よりワ

石中健一・町田洋一・角二繁夫・吉田敏泰・勝山茂明

ムシ， 30日日よりアルテミアの早朝 (5: 30)自動

給餌も行った。 1槽当たりの給餌量は，ワムシ126.0

-138.5億個体，アルテミア(卵重量)5 . 25 -5.55 kg ， 

冷凍魚卵600-900万粒，配合飼料8.99-11.71kgで、

あった。また配合飼料は二社製品を混合して使用し

た。

3.飼育水
瞬化後5日日より0.5回転 (20m'/日)の注水を開

始した。飼育日数の経過とともに注水量を徐々に増

し， 35日目には最大4.0回転とした。また，瞬化後3

日目から10日目までは飼育水中のナンノクロロプシ

ス濃度が100万cell/mRになるよう添加した。

4.飼育管理

底掃除は自動底掃除機(水槽深部はサイホン)で

瞬化後15日日にl回， 25日目までは2-3回/週， 25 

日日以降は毎日行うようにした。換水ネット(ポリ

エチレン)の目合いは，飼育開始時70目2本/槽， 18 

日目より40目， 30日目より24日と順次交換した。表

層面は油膜除去器を使用し，飼育棟の出入口3カ所

には長靴等の消毒の為消毒液(トリゾン液)の人っ

た容器を置いた。

飼育事例を表ーlに示した。

表-1 飼育事例(生産池No1)

主竺ご
ワムシ
(憧個体)

配合
<g) 

アルテミプ
{卵重量g)

冷凍魚卵

10 15 

1岡/日 2r81(司自絵) 3回

O. 5~3 「一τ76~7

20 25 30 o 40 

2[1>j 

5-9 

2回/日 3田 4l!!1 6l!:1l 

100150-250 400 720--800 900 

1回/同 2回 3副(早朝給) 1回(噂自給)

50 --150 250"-300 400 200 100 

. 
50--100 100 

トー一日粒)

ナンノクロつプ

ンス (セル) 濃度 100万 自動添加(早朝)

ぷ温 ('CJ I← 1 H. 6 --2 Q. 8 →← 19.6--20.8 ><- 19.4九 22. 0 ・← 21 8へ 23. 7 

検水率(同転)
止水30rn3

全長 (m凶 I2 65 
尾数 (千尾) Iし 172

(解化摩91.5句)

備考

u.5一一一 千ー1.0 一千 一-L 5 -----2.0 3.0 - --.----3.5 ..---------4.0 
流水 4Om~ 

換水7()目 2本
注水本 2冊目

4. 56 

1，078 (800) 
(明朝1.9%)

6. 68 1 Q. 18 

593 
(本釘残キ74.1%)

(1)掃除 40日 (2)掃除 (3)掃除捕除毎日 24目
注水事 70日釦ンク色〈ニ7崎裕) 注水与外す

14. 54 

45 言十

138. 5憶個体

9，910 g 

5，350g 

650仔粒

18. 6..--._23. 7t 

了子τ一一
結餌司数は 1----3181/ 

結餌間数は 2-6同/
日

拍曲目教は 1""3回J
n 

結餌同数は 21司r日

添加同教は 1c-..，. 2@j/ 

R 

止水 ---...-4.0(81転 |酎育水 40m3

17δ9m~i-;2. 4m 
270千尾 |沖附出し
体協剖3.7%)

←一一」一一一一一一一一一一一一一ーー

5.生産結果(陸上)

採卵数及び親魚池水温を図ーlに示した。

5月24日(1回次)2槽， 25日 (2回次)1槽， 26日 (3

回次)2槽ヘ卵を収容し得られた瞬化仔魚計5，476千

尾(瞬化率87.8%)より生産を開始した。

稚魚、を廃棄した。その後順調に推移し， 42日から45

日間飼育した結果，平均全長18.85mmの稚魚1，260千

尾を生産した。

瞬化後10日目の仮間計数で稚魚数が予定尾数 (2

万尾/m')より多かった各水槽から計1，020千尾の

-93-

瞬化後10日目からの生残率は31.5%であった。生

産結果を表-2，平均全長を図-2にそれぞれ示した。



表 2 育苗生産結果

生産池 No 2 3 4 5 

採卵月日 5/24 5/24 5/25 5/26 5/26 5/24- 5/26 

収容卵数(千粒) 1， 285 1， 285 1， 260 1， 200 1， 200 6， 230 

晴存化率 91， 2 9 1. 2 85， 0 85. 8 85. 8 87. 8 

鮮化{子魚(千尾) 1今 172 1， 1 72 1， 072 1， 030 1， 030 5， 476 

成長及び 月日 千尾 月日 千尾 月日 T尾 月H 千尾 月日 千尾 月日 千尾

生残率 mm % 血血 % 血泊 % 盟問 % mm % mm % 

5/27 1，172 5/27 1，172 5/28 1，072 5/29 1，030 5/29 1，030 5/27-5/29 5，476 
第 llfil計数
(鮮化仔魚) 2.65 2.65 

6/6 1，078 6/6 1，047 6/7 983 6/8 974 6/8 938 6/6 -6/8 5，020 
第 2回計数 (800) (800) (800) (800) (800) *(4，000) 
(10日日)

4.56 91. 9 4.58 89.3 4.68 91. 6 3，92 94.5 4.11 91. 0 4.37 91. 6 

6/16 593 6/16 661 6/17 672 6/18 534 6/18 724 6/16-6/18 3，184 
第 3.'1計数
(20日目) 6.68 キ74.1 7.34 ホ82，6 6.80 *84.0 6.65 キ66.7 6.56 *90，5 6.80 キ79.6

i'Pだし月日 7/9 7/9 7/12 7/10 7/13 7/9 .........7/13 

神だし迄のH数 43fi 43 U 4 5日 4 2 ~ 45日 42R-45日
(7(12NOl，2水構ヘ甘晴) (水晴華能強育)

沖tし時全長(岨) 1 7. 39 18， 08 2 1， 4 2 1 6， 43 20. 97 18. 85 

神rし尾数(千尾) 270 280 240 270 200 1，260 

献し五の生残事(%) * 3 3. 7 * 3 5. 0 * 30. 0 本33. 7 牢 25. 0 本31. 5 

12，000 ; 

10，000 

8，000 M:: 事量
仲 6，000

4，000 

2，000 。|圃ltl・11"1.11・'1111111且皿岨LJ17
5/18 21 24 27 30 

!圃探比一±平

図-1 採卵数友び水温
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図-3 成長(水槽)

本 6/8飼育槽NOI-5を密度調整の為()の尾数にする
*第3[百計数と沖だし時的生残率は、 ( )足数からの生残率
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FJ令。令。 ~tq((;; ~tq((;; .. ~~ 

図-2 平均全長(水槽)

E 中間育成
1.海上施設

7月9日， 10日に陸上水槽のl回次， 3凶次で生産し

た稚魚、820千尾(平均全長は17.30mm) を当事業所の

栽培漁業調査船「くろゆり」で海上中間育成施設ま

で運搬(沖出し)した。海上施設では180径モジ網 (4

X4X3m)  21張(平均39，000国/張)にそれぞれ収

容した。

2.陸上施設

2回次生産 (N03水槽)の稚魚、240千尾を45日目に

分槽 (3槽)， 3回次生産 (N05水槽)の稚魚、150千尾

は継続しそれぞれ水槽飼育を行った。
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3.飼育

海上施設に収容した稚魚、820千尾(平均全長

17.30mm)は網の汚れや成長にともなLミ120径， 80径

のモジ網に順次交換し，飼育した。

餌料はマダイ用配合飼料(餌付用前期用1.0-

1.68mm) 30%，冷凍生餌(三陸アミ，サパ等)70% 

に権合ビタミン剤外割5% ビタミンE剤外割0.5%

をチョッパーで調餌して与えた。

給餌は海上施設収容時から10日目までは早朝から

夕方(6:00-19:00)に10-15回/日，20日目まで8-印

刷/日 (9:00-16:30)投与し，以降は6-8匝/日 (9:00

-16:30)投与した。え，早朝夕方の給餌には初期配

合飼料(粒径1.2-2.0mm)を各l回ずつ給餌した。

M 
E 

寸 1200

I 1000 
800 

600 

400 

200 

一一一_j 0 

20日目

E 30ト
E 20ト町
10ト

o L____!' 
沖出し時 10日目

ー雨露三.. 型些戸一一一」

沖だし後の成長(筏)図-4

kg 単位
中間育成給餌量表-3

初期配合歯科計t' J ~ンB1剤ピ J~ンE剤冷凍サパ|飴どれン剤冷凍7ミ工t守配合月日¥餌料
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*クロダイ含む

中間育成結果

開始時期(場所) 7月 9日 (海上施設) 7月 12日 (水槽施設)

収容生賓，数 4X4X3m 180径 2 1張 50kl角形コンクトト水槽(実容積40kl) 4槽

開始の魚体 17.30mm、 74.8mg 1 6. 63 mm、65.6mg

収容尾数、密度 (m') 820千尾、 (8 1 3尾/m3) 390千尾、 ( 2， 4 3 7尾/m3)

餌の種類と 配合3:7生四(n:rt寺、サハず) 権合ヒゃ J~ン剤外割5首 初期配合飼料

総給餌量 t' JミンE剤件割0.5出 1. 7 1 8 k g 9 5 k g 

初期配合飼料 108 k g 

終了時尾数，月日 467千尾 7月 31日 200千尾 8月 1日

平均全長 40. 3 mm  35. 7 mm  

生残率 57. 0%  5 1. 2 % 

表-4

4.中間育成結果

7月9日より820千尾の稚魚(平均全長17.30mm)を

海上中間育成施設に収容し，網換え，給餌等を行い

20日間飼育した結束，平均全長40.3mmの稚魚計467

千尾を生産した。

7月12日より陸上4水槽で継続飼育の稚魚、390干尾

(平均全長21.19mm)は，底掃除等を行い19日間飼育し

た結果，平均全長35.7mmの稚魚200千尾を生産した。

「J
n斗
U

給餌率は沖だし後10日目まで魚体重の150-

100%， 10日目まで100-60%，以降は60-40%を目

安として給餌した。

陸上水槽で飼育の稚魚、440千尾は， 1回/日の底掃

除や，自動給餌器で0.6-2.5kg/槽 (8回/日)の

配合投与 (6: 00-18 : 00)を行った。

中間育成給餌量を表-3に示した。



中間育成の生残率は海上施設57.0%，陸上水槽が

45.4%であった。

中間育成結果を表-4，成長(水槽)を図-3，沖だし

後の成長を図-4にそれぞれ示した。

E 問題点と今後の課題
1.餌料培養(ナンノクロロプシス)の安定培養。

2.水槽嗣育での大型稚魚、の大量生産。
中間育成施設(筏)の網替え作業等に労hがかか
り，加えて筏施設が老朽化してきており，維持経費

がかかる。

3. アルテミア投与量の軽減。

アルテミアの価格高騰による経費削減

-96-



クロダイ種苗生産事業

餌も行った。 1槽当たりの給餌量は，ワムシ114.0-

126.5億個体，アルテミア(卵重量)2.17-4.70kg， 

配合飼料5.70-12.47kgで、あった。また配合飼料は

二社製品を混合して使用した。

3.飼育水
瞬化後5日目より0.5回転 (20m'/日)の注水を開

始した。飼育日数の経過とともに注水量を徐々に増

し， 40日日には最大4.0回転とした。

瞬化後3日日から10日目までは飼育水中のナンノク

ロロプシス濃度が100万cell/me， 10日目から15日日

までは50万一80万cell/mRになるよう添加した。

4.飼育管理
底掃除は自動底掃除機(水槽深部はサイホン)で

僻化後15日目に1回行った。残餌等の汚れで25日目

に底面がピンク色になったので以降は毎日行うよう

にした。

換水枠は2本/槽使用し ネット(ポリエチレン)

の目合いは，飼育開始時70目， 21日目から40目， 33 

日目から24目に交換した。

表面の油膜は，油膜除去器で収集し取り除いた。飼

育棟の出入口3カ所には長靴等の消毒の為，消毒液

(トリゾン液)の入った容器を置いた。

飼育事例を表-1に示した。

表-1 飼育事例(生産池No1)

I 陸上生産
1 .採卵

5月7日に海面筏の生け筆網 (4X4X4m，5節)で

飼育した養成親魚327尾(雌雄数不明)を事業所の

採卵池(130ぱ角形コンクリート水槽)ヘ収容した。

親魚池水温は16.0oCであった。 5月24日から28日に

採集した卵より浮上卵10，539千粒を飼育水槽 (50rri司

角形コンクリ ト)10槽に収容した。疾病予防のため，

ヨード液(イソジン)50ppm2分間の卵消毒を行っ

た。

2.餌料
餌料系列は，仔魚、の開口が見られた3日目から35

日目までワムシ0.5-7.0億個体/日/槽， 22日目か

ら45日日までアルテミア(卵乾燥重量)80g-350g

/日/槽， 40日目から43日目まで冷凍魚、卵50万粒/

日/槽， 25日目より配合嗣料100-7209 /日/槽を

沖だしまで与えた。生物餌料の栄養強化としてワム

シ1億個体に油脂酵母509 ，アルテミアl億個体に油

脂酵母1009を添加した。

給餌回数はワムシ1-3回/日，アルテミア1-3回

/日，配合2-6回/日投与し，瞬化後11目よりワム

シ， 30日日よりアルテミアの早朝 (5: 30) 自動給

石中健一・町田洋一・角三繁夫・吉田敏泰・勝山茂明

よ唱をご数
5 10 15 20 26 30 35 40 45 計 備 考

1囲/日 2囲{輔自省) 3回 2囲 給簡回数は 1-3田/
ワムン 日
(檀個体) 1 - 2 2 - 5 4.5 ......， 7 4 123. 5瞳僧体

2回/日 3回 4回 6回 結餌回数は2-6囲/
配 合 日

(g) 100 -150 250.......400 600 720 8，030g 

1回/日 3回(早朝自信) 2回 1回 結餌図書kは 1-3囲/
アルテミア 日
(卵重量g) 80 100.........120 150 100 100 2， 450 g 

冷凍魚卵 一 結軒図書kは2国JS
(万粒) 50 200万粒

ナンノクロロプ .~..・H・ '_R" ・H・... 添加田教は1-2回/
ンス {セノレ) 訴加濃度 100万 宮動揺加(阜暢) 日

水温 ('C) ← 18.6-20.7 →←  19. 5-20. 8 →←  19.6......22.0 →←  21. 8-23.6 → 18.6....... 23. 6'C 

換水率 (回転) 0.5一一一一-1.0 .ー・--1. 5 四 ー----- 2.0 -ーーー一一-3.0 ー』・ーー 3.5 -一一------4.0 一一一一一一一 止水---4. 0回転 画育水 40mヨ
止水30mヨ 30→35→40 流水40m3

全長 (mm) 2. 43 4. 67 7. 03 9. 24 1 1. 75 17. 19mm 72.4mg 

尾量 (千尾) 945 903 566 290ヂ尾 沖出し
(購桝77岨) (噛朝5師) 性静岡師) (生時事30.6潟)

備 考 換水ネ70回2本 (1)掃時 (2)掃除 40目 掃ンタ除色(毎ゴル日輯) 24自
注水ネ 2曲目 註水ネ 70日酔 注水本外す

5.生産結果(陸上)

採卵数及び親魚池水温を図 lに示した。

5月24日(1回次)1槽， 25日 (2回次)1槽， 26日 (3

回次)3槽， 27日 (4幽次)1槽， 28日 (5回次)4槽

の計10槽へ卵を収容し得られた瞬化仔魚、10，539千尾

(瞬化率85.2%)生産を開始した。

6月6日の夜間計数で稚魚数が予定尾数より多い水

槽(N07-10)より計900千尾の稚魚を廃棄した。

その後も順調に推移し41日から46日間嗣育した結

果，計10槽で平均全長15.99mmの稚魚、2，740千尾を生

産した。

瞬化後10日目からの生残率は34.3%であった。生

産池No3は地先放流した。

生産結果を表-2，平均全長を凶 2に示した。
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表-2 育苗生産結果

生産池No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計

採卵月日 5/24 5/25 5/26，27 5/26，27 5/26，27 5/27 5/28 5/28 5/28 5/28 5/24-5/28 

収容卵数(千税) 1， 220 1， 087 1， 200 1， 200 1， 200 1， 250 1. 300 1， 300 1. 300 1， 300 12， 357 

勝化事(%) 77. 4 78司 6 79. 1 79. 1 79. 1 76. 4 96. 6 93. 2 94. 9 94. 9 85. 2 

解化仔魚(千尾) 945 855 950 950 950 955 1. 256 1， 212 1， 233 1， 233 10，539 

成長及び 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 T尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾

生残数 mm % 皿皿 %lmm %lmm % 皿皿 % 皿皿 % 皿皿 %Imm %Imm % 皿回 % mm  私

第1回計数 5/27 945 5/28 855 5/29 950 5/29 950 5/29 950 5/30 955 5/31 1，256 5/31 1.212 5/31 1，233 5/31 1.233 5/27-5/31 10，539 
(鮮化仔魚}

2.43 2.43 

6/6 903 6/7 612 6/8 800 6/8 778 6/8 844 6/9 833 6/10 942 6/10 1，091 6/10 1，018 6/10 1.049 6/6 - 6/10 8，870 
第2回計数 牟(800) *(800) 本(800) 場(800) 事(7.970)

(10日目)

4.67 95.5 4.61 71. 5 4.31 84.2 4.13 81. 8 4.16 88.8 4.69 87.2 4.67 75.0 4.61 90.0 4.66 82.5 4.77 85.0 4.52 84.1 

第3回計数 6/16 566 6/17 344 6/18 596 6/18 606 6/18 561 6/19 494 6/20 755 6/20 490 6/20 665 6/20 715 6/16-6/20 5.792 

(20 日目)

7.03 59.8 7.55 40.2 7.05 62.9 6.66 63.7 7.20 59.0 7.24 51.7 7.48 *94.3 7.55 キ61.2 7.50 牢83.1 7.58 *89.3 7.28 * 72.6 

沖出し月日 7/10 7/11 7/14 7/11 7/14 7/11 7/11 7/14 7/12 7/12 7/10-7/14 

沖だし迄の回数 44日 44日 46s 43日 46臼 42日 41日 44日 42日 42日 41日- 46日

神だし時全長(mm) 1 7. 1 9 18. 28 1 7. 73 16. 00 1 6. 64 1 5. 48 14. 97 1 5. 00 13. 79 14. 83 15. 99 

地先放流 N06へ分槽 N07へ分槽

神だし時尾数{千尾) 290 230 250 330 250 320 290 200 230 350 2. 740 

沖だし時生残事(%) 3 O. 6 26. 9 26. 3 34. 7 26. 3 33. 5 串36. 2 串25. 0 事28. 7 寧43. 7 ヰ34. 3 

* 6/8飼育槽N07-10を密度調整の為( )尾数にする *第3回計数と沖出し時の生残率は(調整尾数)からの生残車。
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図 2 平均全長(水槽)

E 中間育成
1.海上施設

7月10日から12日にかけて7水槽より稚魚、計2，040

千尾を当事業所の栽培漁業調査船「くろゆり」で，

海上中間育成施設まで運搬(沖出し)した。海上施

設では240径モジ網 (4X4X3m)25張， 180径モジ

網 (4X4X3m)27張，計52張(平均39，230尾/張)

にそれぞれ収容した。

2.陸上施設

7月14日水槽No5，8の稚魚計450千尾をフィシュポ

ンプで各2槽づっ， 4槽に分けて継続飼育した。
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3.飼育

海上施設に収容した稚魚、の平均全長は15.79mmで，

網の汚れや成長にともなP180径， 120径， 80径のモ

ジ網に順次交換し飼育した。

餌料はマダイ用配合飼料(餌付用前期用1.0-

1.68mm) 30%，冷凍生餌(三陸アミ，サパ等)70% 

に権合ビタミン剤外割5% ビタミンE剤外割0.5%

をチョッノトで調餌して与えた。

給餌は海上施設収容時から10日目までは早朝から

夕方 (6: 00 -19 : 00)に10-15回/日， 20日目ま

では8-10回/日 (9: 00-16 : 30)投与し，以降は

6-8回/日 (9: 00 -16 : 30)投与した。又，早朝

夕方の給餌には初期配合飼料(粒径1.2-2.0mm)を

各l回ずつ給餌した。

表-3 中間育成結果

開 始時期 (場所) 7月 10日 (海上施設) 7月 14日 (水槽施設)

収容生賓，数 4X4X3m 240径 2 5張 50kl締コンクリート水槽(実繍40kl) 4槽

4X4X3m 180径 2 7張

開始の魚体 15. 79 mm、58 . 7mg 15. 82mm、6O. 9mg 

収容尾数、密度 (m3) 2，040千尾 (81 7尾/m3) 450千尾 (2，812尾/m3)

餌の種類と 配合3:7生踊(7ミエピ、わゾ) 複合tゃ9ミン用件訴5覧 初期配合飼料

総給餌量 ヒ守9ミンE調外割O.5首 2，577kg 49.6kg 

初期配合飼料 1 0 2 k g 

終了時尾数，月日 1， 753千尾 7月 31日 160千尾 7月 29日

平均全長 32. 1 mm  29. 4mm 

生残率 85. 9%  35. 5%  

給餌率は沖だし後10日目まで魚体重の120-80%， 

20l::J日まで80-60%，以降は60-40%を目安として

給餌した。

陸上水槽で継続飼育の稚魚、450千尾(平均全長

15.82mm)は， 1-2日/回の底掃除や，自動給餌器で

0.6-1kg/槽(8回/日)の配合投与(6: 00-18 : 00) 

を行った。

4.中間育成結果

7月10日より海上中間育成施設に収容した稚魚、

2，040千尾(平均全長15.79mm)を，網換えや，給餌

等を行い20日間飼育した結果，平均全長32.1mmの稚

魚、1.753千尾を生産した。

7月14日より陸上水槽で継続飼育の稚魚、450千尾

(平均全長15.82mm)を15日間飼育した結果，平均

全長29.4mmの稚魚、160千尾を生産した。

中間育成の生残率は海上施設85.9%，陸上水槽

35.5%であった。

中間育成結果を表 3，成長(水槽)を図 3，沖だ

し後の成長図-4にそれぞれ示した。

E 問題点と今後の課題
1.餌料培養(ナンノクロロプシス)の安定培養。

2.水槽飼育での大型稚魚安定生産。

中間育成施設(筏)の網替え作業等に労力がかか

り，加えて筏施設が老朽化してきており，維持経費

がかかる。

3. アルテミア投与量の軽減
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アカガイ種苗生産事業

I 方法
1.親貝

2001年6月10日香川県粟島漁協より購入した養殖

アカガイ 50個(殻長69.6-75.9mm)及び2001年6月2

日に取り上げた七尾湾産アカガイ 30個(殻長67.3-

98.8mm) を使用した。

2.産卵誘発

親貝を精密鴻過水で洗浄し ，180-eアクリル水槽に

収容して誘発を行った。

誘発は，2段階に水温を上昇させる温度刺激法によ

って行った。

水温上昇は，開始時19-20'Cの水温を30分で25'C

まで昇温させ，3時間維持した後，再び加温して30分

で上限水温の290Cまで昇温させて維持し，放精・放

卵の観察を行った。

誘発に用いた海水は，すべて精密鴻過水を使用し，

昇;品には，サーモスタット付きl肌チタンヒーターを

使用した。

3.採卵

温度刺激中に誘発に応じた個体は，直ちに取り出

し.あらかじめ精密鴻過水を貯めである30eパンラ
イト水槽に雌はl個体，雄は5個体収容し，放精，放卵

を行わせた。

放卵終了後親貝を取り上げ，精子懸濁液を少量ず

つ卵が収容されている水槽に注入し，軽く撹拝して

受精させた。

受精卵は沈下卵のため，受精させた水槽の上澄み

を流し，新しい鴻過海水を加え，余分な精子などを取

り除く洗卵を5回繰り返した後，30-eパンライト水槽

を3m'F R P水槽に入れウォーターパス }j式による

卵管理を行い，トロコフォア幼牛ーに瞬化する翌日ま

で静置管理した。

4.飼育
受精後約24時間で浮遊しているトロコフォア幼生

をサイフォンで回収し，2ぱFRP水槽(実水量1.6

ぱ)8槽，5m'F R P水槽(実水量4.5m')4槽使用し，水
槽内に2個のエアストーンを用いて軽い対流が起こ

る程度の通気を行った。

1槽当たりの幼生の収容数は，1.5個体/eを目安と
し，飼育を開始した。

吉田敏泰・勝山茂明・角三繁夫

ガーゼを{吏用した。

5.飼料培養と給餌量

餌料は，ノfブロJ'.ナンノクロロプシス，キートセ
ラス-グラシリス，テトラセラミスの4種類の餌料を

表 lの給餌基準表に準じて混合し，棋餌を観察しな

がら適宜増減し給餌した。

表-1 給餌基準表

飼育 パブロパ ナンクロ キ}トセラス テト 7t7~ ス i 
日数 (ce 111 mR.) (ce 11 / m!) (ce11/mt ) (ce11/mR.) 

2~5 O. 05万 0.4万

6~8 O. 1万 O. 8万 O. 2万

9~11 O. 2万 1.6万 !I 

12~15 0.35万 2.8万 !I 

16~18 O. 5万 4. 0万 !I 

19~25 O. 7万 5.6万 !I 

26~30 1.0万 8.0万 !I 

31 ~35 1.2万 9.6万 !I O. 2万

36~40 1.4万 16.0万 O. 5万 O. 5万

41~45 1.6万 20.0万 !I !I 

46~50 1.8万 40.0万 !I !I 

50~ 2. 0万 !I !I !I 

6.コレクター
幼生を付着させるコレクターにはタマゴパックを

用いた。

タマゴパックは，1枚毎に中央に穴を聞け糸を通し，

エアホースを3cm程度に切って間隙を付けて連結した。

水槽毎のコレクター収容連数は，2ni水槽用では12

枚/連としたものを32連/槽垂下し，5m'水槽で、は15枚

/連としたものを63連/槽を垂下した。

E 結果
採卵誘発結果を表 2に生産結果を表 3に示した。

1. 2001年6月10日に搬入した粟島産親買と同6月2R

に搬入した七尾湾産親貝を使用し，6月13日と6月19

日に産卵誘発を行った。

表-2 産卵誘発結果

使:用 放精 放卵 誘発率 放卵数 I手 k 浮上率
飼育水は，精密鴻過水を使用し，飼育開始からコレ

クター投入後浮遊幼生が見られなくなるまでの聞は，3

日に1回，1/2量の換水を行い，以後は1日5時間のかけ

流しによる換水を行った。

誘発日 母貝 個体数 個体数 幼生数
(個) (個) (個) (%) (千粒) (千個) (%) 

6/13 16 日 4 75 133，979 126，000 94.0 

6/19 20 12 7 95 178，055 168，000 94.0 
換水に使用したネットは，20μmのミューラー 」一一一一

一 100



表ー3 生産結果

産卵・放精 採苗時使用 採苗時使用波板数 取り上げ個数 (65~77 日目)

採卵年月日 使用親員数 親の産地 収容卵数
親貝数 幼生数(A) 水槽容量・水槽数 稚貝数(B) B/A 殻長 水槽容量・数

♀♂個 ♀ー♂個 千粒 枚/槽 Kl 槽 千個 % mm 
H13. 6. 13 6 七尾湾 2-4 104， 125 27，000 3，780 5 4 2，892 10.71 1~5 5 4 

10 香川産 2-4 29，854 使用せず

H13. 6. 19 8 七尾湾 2-6 91，625 9，835 1，536 2 4 576 5.85 1~5 2 3 

1 2 香川産 5-6 86，430 10，098 1，536 2 4 653 6.46 1~5 2 3 

採苗言ト 36 香川|・七尾 11-20 312，034 46，933 6，852 5 4 4，121 8. 78 1~5 5 4 

2 8 2 6 

前年度計 30 香川・七尾 12-17 92，320 46，399 6，852 2~5 12 2，991 6.44 2 2~5 12 

2. 6月13日と6月19日の誘発では，雄20個体，雌11個体

が放精・産卵を行い，誘発率86.7%，放卵数296，304

千粒であった。

3.浮上率は94%で，使用した浮遊幼生数は46，933千

個体であった。

4.飼育18-20日日にコレクターを垂ドし，垂下直後
から幼生の付着が確認され，25日目には殆どの稚貝

が付着した。

5.取り上げ個数は，4，121千個と生残率8.7%であっ
た。

6.生産された稚貝は，8月23日-9月4日に，コレクタ

ーに付着した稚貝(平均殻長2mm)600-2，100個ずつ

タネモミ袋に収容し，配付した。

E 今後の課題
餌料の安定生産技術

生産期間中に.餌料であるパブロパあるいはキート

セラスの増殖量が低下し，餌料不足となる時期があっ

たことから，餌料の安定生産技術の開発が必要となっ

ている。
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アユ種苗生産事業

I 目的
県内水面漁業協同組合連合会及び内水面漁業関係者

からの要望が強い，良質な人工種苗の供給。

E 方法
1.採卵

(1)平成13年9月19日，美川事業所養成(村上系能

登島事業所産)F3親魚より4.667千粒(雌145尾，

雄41尾)を採卵，内水面センタ養成(石川系能

登島事業所産) F 1親魚、より 1.167千和(雌81尾，

雄30尾)採卵し，シュロブラシに付着後トラック

で能登島事業所に搬入した。計189本のシュロブ

ラシは瞬化槽(角形2m'F R P水槽)4槽にそれぞ

れ垂下した。

(2) 9月26日，同方法で美川事業所養成F::3親魚より

1，128千粒(雌48尾，雄14尾)，内水面センタ養

成 F1親魚より987千粒(雌36尾，雄18尾)を採卵

しそれぞれシュロブラシ計68本に付着後，能登島

事業所ヘ運搬，雫下した。

(3) 10月1日，内水面センター養成(石川系能登島事
業所産) F 1親魚、より4，497千粒(雌163尾，雄430

尾)採卵し，シュロブラシ146本に付着後同方法

で能登島事業所へ運搬，垂下した。

(4) 10月10日，内水面センタ養成(石川系能登島

事業所産)F 1親魚、より661千粒(雌26尾，雄13尾)

を採卵し，シュロブラシ28本に付着後能登島事業

所へ運搬，垂下した。

石中健一・町会田洋一・角三繁夫・吉田敏泰・勝山茂明

2.卵管理及び瞬化

(1)卵管理

平成13年9月19日から 10月10日にかけて事業所

へ搬入した付着卵は，アカガイ棟内の瞬化槽(角

形2ばFRP水槽)に直射日光が人らないように

遮光し，注水(地下水)7.2回転/日 (10f! /分)と

エア-2本の微通気で管理した。
収容卵は受精後1日目， 4日目， 7日目に真菌性

疾病予防のためマラカイトグリン3ppmで、20分間

の薬浴を行った。 6日目には発眼率を確認し， 9日

目(積算水温約145"C)に9月19日採卵群(村上系F

3親魚)を50m' (淡水15ぱ)飼育槽(角形コンク

リ ト)2槽へ， 10月1日採卵群(石川系F1親魚)

を32m'(淡水15m')飼育槽3槽に移動・収容した。

付着卵収容の飼育槽は注水(地下水)2H/分

/槽 (2.3同転/日)，ヱアー微通気し管理した。

その他の採卵群は，発眼率，瞬化率が悪かったた

め廃棄した。

(2)瞬化仔魚

採卵後14日目(積算水温約225'C) より瞬化が始

まり， 9月19日採卵群(村上系F3親魚、)の僻化行

魚、 (50m'2水槽)は計553千尾(僻化率11.8%)，10

月18採卵群(石川系Fl親魚)の瞬化仔魚 (30m'

3水槽)は計886千尾(瞬化率19.7%)であった。

表-1 採卵及び瞬化結果

親魚採捕 場所 村上系F3能豊島産 石川系Fl能豊島産
(12村.上1系0.F63F能2登村上島紳産) 

石)11系Fl能登島産
石)11系0.F113能E登豊島島謀産罪) 石!|1!系0.F113能量登豊島島採産卵)

(生産) (12.10.6F2村上揺卵) (12. 10. 13量豊島醐) (12. 10. 13髄島県卵) (12.1 (12. 
使用親魚数 ♀ 145尾 8 1尾 48尾 36尾 1 6 3尾 26尾

♂ 4 1尾 30尾 1 4尾 1 8尾 40尾 1 3尾

親(平魚均全サイズ ♀ 17. 67cm/61. 25g 15. 57cm/57.09g 17.06cm/50.59g 16.84cm/50.04g 17. 32cm/55. 18g 17. 53cm/57. 67g 
長/平均体重) ♂ 17. 59cm/44. 26g 一 17. 21cm/41. 22g 18. 16cm/53.32g 16. 77cm/42.37g 18.09cm/44.31g 

採卵場所 美)11事業用 内水面センター 美)11事業所 内水面センター 内水面センタ』 内水面センタ』

採卵月日 9/19 9/19 9/26 9/26 10/1 10/10 
採卵重量 g l，732.4g 588. O~ 480.2g 407.0g l，874.0g 270g 

粒/g 2，694 2，495 2，351 2，426 2，400 2，450 
平均卵重 g/尾 12.00g 7.98~ 10.04g 11. 05g 11. 49g 10.38g 
総採卵数 千粒 4， 667 1， 467 1， 128 987 4， 497 661 
卵付着材数 シュロ129本 シュロ60本 シュロ32本 シュロ36本 シュロ146本 シュロ28本
発線率 % 20.4型 19. 1世 8.5世 28.4世 50. 7~ 11. 8型
積算水温 ℃ 242 246 243 245 

解化日数 1 5日 1 5日 1 5日 1 5日
ふ化率 % 11. 8明 5.8幅 8. 5明 19.6明
鮮化尾数 千尾 553 85 84 886 

~{t同全長 mm  6. 73 6.60 6. 73 

収容水槽 50t角型コンク9-ト2N 廃棄 廃棄 廃棄 32t角型コンクリート 3N 廃棄
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図-1 親魚全長(村上系F3)雌cm
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図-3 親魚全長(右川系F1)雌cm

3.飼育管理

僻化終了直前から，淡水20m'が入っている飼育槽

に0.8回転/tlの流量で海水を注水し， 6 tl目で全海

水になるよう調整した。

換水率は飼育日数の経過とともに徐々に増加さ

せ，瞬化後日数130日目で最大の10回転にした。

注水口には飼育開始時より不純物が入らないよう

に200目のネットを付け 僻化後30日目で70目に交

換， 60日日からは取り外したc

給餌は， #昨化後1日日より40tl目までワムシ1-7

億個体/日/槽， 30日目より50日日までアルテミア

瞬化幼生0.8-3千万個体/日/槽， 20日目より美川

事業所輸送まで配合飼料40-4，500g /日/槽を与

えた。配合飼料は二社製品を混合して使用した。

生物餌料はワムシには油脂酵母50g/億個体，ア

ルテミアには油脂酵母100g/億個体の栄養強化を

行った。

図-2 親魚体重(村上系F3)雌g

V1，1.. ，_・-
イイイ〆〆〆44JJ4f40 

図-4 親魚体重(石川系F1)雌g

給餌はワムシ1-3回/日，アルテミア1-2回/日，

配合3-8回/日投与し，瞬化後12日目よりワムシ，

40日目よりアルテミア， 50日目より配合飼料の早朝

白動給餌 (6: 30)を行った。

底掃除は瞬化後10日目にl回目を行い，以降は底

面の汚れを見ながら3日-7日にl回実施した。

換水ネットの目合いは，飼育開始時ポリエチレン

40目， 39日目より24日， 60日目よりモジ網240径， 90 

日目より 180径， 110日目より120径にそれぞれ交換

した。

飼育棟の出入口には長靴等の消毒の為，消毒液(ト

リゾン液)の入った容器を置いた。

4.選別可計数

平成14年1月16日，村上系F4稚魚、(瞬化後104日目)

の選別・計数を行った。選別はステンレス綱を張った

(目合い3.5X3.5m皿)器材で行い，大群は50m'N 04 

水槽ヘ，小群は50m3N03水槽へ収容した。

表 2 飼育事例 50m3No5水槽(村上系F4) 

主竺f 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150 160 170) 備考

ワム ν

(億個体}

輔8雌観(l2s目)

~τ~亡訂1 6. 0-7. 0
時晴醐(40.1)

アルテミア

(億個体)

ー一一一回目γ一ー回一ー
0.1-0.2 0.2--0.3 

給餌1-

3回/日

計 174.7億個体

給匝1-
2回/日

針 4.05憶鏑体

投与回数

輔自醐簡(自動3目晴H的 措岨、得き3困 !針
一一ーー一一一ー一一一一一一一一一一ァー一一ー--------一一一一日一一.__....γ一一ー“"'----1266， 730 

40-200 300-790 : 990 --1600 1660-1950 2100-2300 2600~2750 2900......3050 1900 j g 
SGl号 SGl号/2号 G2号1'17トA G3釘ゾ7tA G3~!'l7田 町一l 陀一2 ......3350 II給餌2-

2凹 3回 4回 8回 7直V臼 7回/日

配合

(.) 

飼育水 20m"淡水 l注水本却Oe!(40m3) 70同→ 帥ネット肘 30m3挫水馴致
換水率 (回転) 10.8樺水-.--- 1.5 2.0 ---3.0 ----4.0 一一.-5.0 一一一一一一---6.0 一一一一一 7.0 一 一一一一一一 一一-8.0←一一 10.0一一一一一一一一一一一一-2.59一一|飼育水4Om~ 

換水ネット 140目 _._-_-_-_ーーーーーー一_._.- 24日ーーー--_._._._-_. 2 4 0径(討寸網)ー・ー_._.-1 8 0径(モシe嗣) .-120径(そγ嗣) ーーーーーーーーーー・ーーーーーー圃ー_.--.-._ 

全長 (mm)
体重 (mg)

水温 ('C) I← 18.6......22.0 →← 17.1........19.7 →← 14.3......16.8 →← 11.3......14.5 →← 9. 2-11. 4 →← 8.5-10.3 →← 8.3-9.9 →← 8.2...... 9.8 →← 9.7--12.9 I 8.2-22.0'C 

6.73 9，54 15.63 18.43 25.35 33.68 39.47 43.77 51.94 53.97 田 19 62.90 67.78 70.76 73.84 75.67 76.93 77. 77mm 
109.0 201.8 314‘6 6出 2 577.6 946.6 1197.2 1145且2 1863.0 1982、2 2160.0 2490.0 2，560mg 

(1)醐齢 (2)胡除 (3)臨検 底掃除 底掃除 吋村リン酷 美川事業前へ運搬 3/26(173日目)
酔イヒ拝魚 1-2囲/週 2回岨 添加底得陣中止 242.6kg 
260，000尾 唯輔H並み) 84， 800阜

備考

円

Jnv 



同方法で.28日から31日にかけ石川系F2の稚魚、を順

次選別し，大群を32m'N 01から N03水槽にそれぞれ

収容した。

平成14年3月15日に50ぱ水槽，28，29日にかけ，32m'

水槽の2回目選別・計数を行った。選別器材はステ

ンレス網(日合Lミ5.5X5.5mm)を使用した。計数は

重量法で、行った。

5.淡水馴致

平成14年3月19日より，移送のための淡水馴致を

開始した。淡水揚水量不足を補うため，事前に空き

水槽に貯水した。村上系F4の50口l'水槽2面で、は1日

目は1/2海水とし， 2日目以降は徐々に(換水率4.0

-2.6回転)海水注水量を少なくして， 3日間で淡水

になるように調整した。

4月2日より，同様に石川系F2の32m'水槽の淡水

馴致を順次行った。

6.疾病.大量艶死

初期減耗や選別時による舞死と， 50m'水槽で、自動

底掃除機の吸い込みゃ鳥害(鷺)による艶死が少し見

られた。

J11  
20 

i.) 

輔 10ト-
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己三里9-H12平均水逗孟品五亙面 | 

図-5 飼育水温
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図 6 平均全長

32ぱ水槽で3月5日(瞬化後140日目)頃，ビブリ

オ病と思われる疾病が発生し，オキソリン酸3-5日

間の経口投与行った。

7.輸送

平成14年3月26日， 27日に村上系F4稚魚、(瞬化後

174日目)を.1 m'キャンパス水槽各2槽に積み込ん

だトラック4台を使用して美川事業所ヘ運搬した。

4月8f::I， 18日に同方法で，石川系F2稚魚、(瞬化

後174日目)を運搬した。

E 結果
1.採卵及び瞬化結果を表 1，飼育事例を表-2，親魚、

組成を図1-4，飼育水温を図-5，成長を表 3，図-6，

7，体重組成を図 8-12にそれぞれ示した。

2.平成13年9月19日，村上系F3親魚、より計4.667千

粒採卵し，シュロブラシ129本に付着させ垂下した。

3.平成13年10月1日，石川系F1親魚より計4.497千

粒採卵し，シュロブラシ146本に付着させ垂下し

た。

4. 平成13年10月4日， 50m'水槽に553千尾(瞬化率

11目8%)の瞬化仔魚、(村上系F4)を得た。 10月16日，

32m'水槽に885千尾(瞬化率19.6%)の瞬化仔魚(石

川系F2)を得て生産を開始した。

5.餌料は瞬化後40日目までワムシ， 50日目までア

ルテミア，配合は20日目より美川事業所輸送まで二

社の配合飼料を混合して与えた。

6.平成14年3月5日(瞬化後140日目)頃よりビブリ

オ病が発生しオキソリンの経口投与を行った。

7.平成14年l月16日にl回日の選別・計数を行い， 3 

月15日より2回目の選別と計数を行なった。

8.平成14年3月19日より美川事業所移送のため淡水

馴致を順次開始した。

9.平成14年3月26日から4月18日にかけて計4回美川

事業所ヘ運搬した。

輸送結果を表-4に示した。
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表-4 輸送結果

10 

~ ~ 数量(尾) 平均体重(亀/g) 総重量(kg)

3/26 84，800 2.56 242. 6 

3/27 73，600 2.65 218.2 

4/8 107，800 2.01 239.8 

4/18 32，800 2.00 73.0 

合計 299，000 2. 30 773.6 

20 

表 3 アユの成長

区三魚 30'(量}石岡重量E島産FIIO/I閥 30'(量)liP!雑踏産FllO/l僻 30'(善)叫緒豊島iFllO/1糊 30'(華)石川高値量産FI10/1糊 50'(基)村上;f:i畳腿F39/19制 50t(豊)肘雑鶴産F391凶器開月日全長体重 月日全長体重 月日全長体重 月日全長体重 月日全長体重 月日全長体重

t1<槽NOll mml mg 昨槽NO~ mml rng 槽NO~ mml mg 槽N041 mml mg 1*槽塑 mml mg 体槽NOa， mml m g 

僻化仔魚 。116 6.61 0.5万尾 10/16 6.61 4.2万尾 0116 6.61 3.9万尾 10/4 6.73 6.0万尾 10/4 6.73 9.3万尾

1 0日目 。126 9.36 10/26 8.69 0126 9.00 10/14 9.54 10/14 9.75 

20日目 1/05 13.61 11/05 12.38 1/05 13.89 10/24 15.63 。124 15.05 

30日目 1/15 14.17 11/15 15.63 1/15 16.98 11/03 18.43 11/03 18.08 

40日目 1/25 24.30 11/25 21.14 1/25 22.60 11/13 25.35 11113 27.47 

50日目 2/05 29.66 70.6 12/05 27.64 50.6 2/05 29.62 64.4 1/23 33.68 109.0 1123 34.58 113.2 

60日目 2/15 38.23 166.6 12/15 34.70 127.0 2/15 37.25 152.0 12/03 39.47 201. 8 12/03 38.30 196.4 

70日目 2/25 40.85 218.3 2/25 35.58 137.3 12/25 37.33 171. 3 12/13 43.77 314.6 2/13 40.68 259.6 

80日目 1/04 42.49 254.4 1/04 43.90 277.0 1/04 43.65 270.6 12/23 51. 94 525.2 2/23 49.37 498.2 

90日目 1/14 46.14 342.0 1/14 44.62 331. 2 1/14 46.76 383.6 1/02 53.97 577.6 1/02 52.64 531. 0 

100日目 1/24 50.65 481. 6 1/24 48.15 441. 4 1/24 51. 49 516.4 1/12 60.19 946.6 1/12 59.56 920.6 

開1困選別 1301園(大)30'N日3へ69.08kg 128蹴(大)30'N02'27. 51唱 131連盟月(大)30'NOlへ63.05kg 116車問(士)50，N04へ118.03kg
1 1 0日目 2/03 55.16 701. 3 14移送N03→N02へ1/4 2/03 51. 67 571. 3 2/03 52.67 602.6 1/22 62.90 1，197.2 1/22 62.53 1，053.2 

120日目 2/13 58.86 845.7 2/13 58.37 849.5 2/13 57.82 778.7 2/01 67.78 1，445.2 2/01 64.62 1，213.2 
1 30日目 2/23 62.95 1，214.5 2/23 61. 96 1，099.0 2/23 62.28 1，188.3 2/11 70.76 1，863.0 2/11 68.57 1，580.2 
140日目 3/05 64.57 1，346.0 3/05 64.80 1，351. 0 3/05 65.39 1，380.7 2/21 73.84 1，982.2 2/21 69.89 1，659.5 
1 50日目 3/15 68.47 1，657.2 3/15 68.29 1，571. 0 3/15 68.82 1，739.2 3/03 75.67 2，160.0 3/03 73.73 2，037.9 
160日目 3/25 71. 51 1，820.0 3/25 70.55 1，630.0 3/25 72.42 1，910.0 3/13 76.93 2，490.0 3/13 75.87 2，220.0 

開2回選別 129豊岡ω30'N01，4ヘ127.6k 128蛾(大)30，N04へ139.2kg 128劃田(大)30tN02へ1D6. 5kg /15車問(大)50，N06へ225.9kg
民}I[出荷 4/08 74. 10 1 2，080.0 4/08 73.40 I 1，950.0 4/18 73.69 I 2，000.0 3/26 77.77 2，560.0 3/27 77.12 I 2，650.0 

74日目勝。8kg t7，400尾 74日目153.Okg ~O ， 400尾 84日目 73. 30 t2， 800尾 73日目 42.6kg 4，800尾 174日固い8.2kg ~3， 600尾

U 問題点と今後の課題
1.瞬化率の向上

白県産養成親魚、の僻化率が悪い

2. ビブリオ病対策
3.選別時期と方法

ステン網選別器で選別を行っているが魚体が傷つ

き艶死する。

4. 自県産親魚の確保

E
3
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マコガレイ種苗量産技術開発試験

I.目的
マコガレイは，石川県全域で生息しており，七尾湾

においては重要な魚種として，主として底曳網，刺網

漁業で漁獲されている。

近年七尾湾では，マゴガレイ稚魚、の生息域である浅

海砂泥域が埋め立て等によって減少していることから

漁獲量も減少傾向にある。このため，七尾湾周辺漁業

者からの種苗放流の要望が高まっている。マコガレイ

は移動分散範囲が狭いこと，定着牲が強いこと，資源

の回復には資源管理に加え種苗放流が有効で、あると考

えられることから，大型種苗の種苗生産技術開発を目

的としている。

ll.方法
1.採卵

採卵親魚、は，平成13年10月25日に小型底曳網で漁

獲され七尾漁協に水揚げされたマコガレイ 20尾を

5m'コンクリー卜水槽で青虫を給餌しながら成熟する

勝山茂明・石中健一

まで養成した個体と，鰻日漁協の定置網や刺網で漁

獲された成熟個体を平成14年l月19日10尾(♀7尾，

♂3尾)， 2月6日2尾(♀l尾，♂l尾)， 2月8日l尾(♀)

に入子した個体を用いた。また採卵親魚、は，ニプル

スチレン酸ナトリウムで薬浴後，採卵が可能になる

まで蓄養し， 2月7日， 8日， 12日， 17日の計6回の採

卵を行った。親魚、は♀6尾(平均体長33.02cm，平均

体重667g) ♂27尾(平均体長29.96cm，平均体重

255.1 9 )を用い，採卵方法は乾導法で、行った。

総採卵数は271.1万粒でl尾当たりの平均採卵数は

45.18万粒，卵径は平均O.77mm (0. 732mm -0. 805mm) 

であった。

受精卵は5m'ぱI'FRP水槽(実水量4.6ぱ)内にウオ

一タパス方式でで、0.5m'ぱ3ポリカ一ボネイト水槽2面を設

置し，1面当たり受精卵1509を目安に直接収容した O

注水は水面上部から行い水槽底由面‘の中央部カか込らサ

イホンで

気を行つた O

表-1 平成13年度採卵結果

採卵白 全長 体重 卵重量 卵数 総探卵数 卵径 受精率 発眼率 瞬化仔魚 瞬化率 備 考

( cm) (g) ( g ) (/ g ) (万) (mm) 

H14. 2.7 32.5 593 163.7 3170 51目8 O. 797 
2.8 36.0 1000 306.1 2280 69.7 。目 736

2.8 32.0 608 158.7 2230 35.3 0.805 
2.8 34.0 800 169.1 2920 49.3 0.773 
2.12 29.6 381 104.1 3020 31. 4 0.779 
2.17 34.0 620 121. 8 2760 33.6 0.732 

合計 .......__、、 、、‘司、‘、司、- 1023.5 271. 1 4目622
平均 、、句、、、 ----、、 170.5 2201 45.1 0.770 

2.瞬化飼育
ポリカボネイ卜水槽での瞬化仔魚はサイホンで

5m' F R P水槽(実水量4.6m')5槽に収容した。
飼育水の注水量は0.5回転/日としエアレーション

は収容後から微通気として管理した。飼育水温は，

自然水温から徐々に設定水温を上昇させ，瞬化後14

日日までに15'Cになるように調節した。換水率は0.5

回転/日から徐々に注水量を増加させ最大5回転/

日とした。

飼育水には，瞬化後15日日まで濃縮ナンノクロロ

プシス(以下ナンノという)を 50万ceII/m~ になる

よう添加した。飼育棟には遮光幕を張り，飼育水槽

に直接日光が入らないよう施した。底掃除は瞬化後

17日目から汚れ具合を見ながら4-5日毎にサイホン

で行なった。換水ネットは瞬化直後は70日のポリエ

チレンネットを用い，成長に合わせて40目， 24日と

徐々に目合いを大きいものに交換した。

(%) (%) (万尾) (%) 

84.8 81岨O 49.5 56.80 FRP5トンNo2
68圃O 64目2 47.5 68.14 FRPNo3(1)150g34.2万粒 卵に血混入

(2) 156.1 g35. 5万粒
64司2 62.0 FRP5 ト~ No2 
62.5 69.4 23.8 48.20 FRP5 ト~ No4 
63.1 30.2 13.4 42.67 FRP5f~(No5直接卵収容 )2/27廃棄

73圃O 水族館より雌親魚搬入

FRP5トン(Nol直接卵収容)2127廃棄
134.2 

69.3 61. 3 33.5 53.95 

3.餌料

106-

餌料は，シオミズツボワムシ(以下ワムシというに

アルテミアノプリウス(以下アルテミアという)， 

および配合餌料とし，配合餌料にはプログレッショ

ン1，2， 3号(ソルトクリーク杜)，中部飼料(株)のえ

ずけ一るM，Lを使用した。給餌時間は8時30分， 11

時00分， 13時00分， 15時00分， 17時00分の5回とし，

成長に伴って給餌量を増やした。生物餌料の給餌は

午前，午後の2回とし，栄養強化としてワムシ，ア

ルテミアともにピーエーエスエフジャパン(株)のアクア

ラン1009 /Uを添加し，あわせて餌料の培養水の殺

菌を目的としてニプルスチレン酸ナトリウムを309 

/kA!を目安として添加し，約24時間の2次培養を行っ

た。水温はワムシの栄養強化時は20'Cとし，アルテ

ミアは30'Cとした。



各水槽の成長

水槽 N0 1日目 10B! 20B! 30B目 40日目 50日目 60日目 70日目 80日目
最大 4.15 5.79 7.35 9.7 11. 06 15.5 19.58 22.88 25.7 
最小 3.08 4.6 6.02 7.16 7.51 9.9 12.03 11. 2 10.8 

3.71 5.22 6.76 8.19 8.86 12.57 15.48 16.98 18.6 
体重 (mg) 39 46 70.2 

2 最大 4.15 5.57 7.7 8.49 10.42 17.7 24.28 30.58 29.23 
最小 3.08 4.07 6.04 6.05 7.79 10.3 14.89 10.75 14.82 

i 地悦 (mm) 3.71 4.98 6.46 7.19 9.22 14.07 20.16 21. 13 22.6 
時体重 (mg) 83.6 92.4 108.6 
3 最大 3.95 5.23 7.91 8.08 10.82 14.3 18.36 19.36 23.42 
最小 3.28 4.5 ι18 6.69 8.24 9.5 11. 26 9.68 9.5 
均体長 (mm) 3.6 4.98 6.98 7.3 9.71 11. 82 13.63 13.39 15.1 
地体重 (mg) 22 23.2 40 
4 最大 9.65 5.23 7.91 8.08 10.37 14.5 17.05 20.56 28.57 
最小 3.28 4.5 6.18 6.69 7.74 10.1 9.7 11. 41 10.78 

3.6 4.98 6.98 7.3 9.54 11. 58 13.73 14.59 15.36 
体重 (mg) 26.8 27.2 39.2 

5 最大 4.02 5.44 7.85 9.45 10.7 13.6 16.07 19.05 25.8 
最小 3.43 4.62 6.94 7.21 8.28 9.1 9.9 9.91 11.24 

lfZ(耐 3.78 4.99 7.41 8.49 9.31 11. 3 12.43 13.67 15.34 
体重 (mg) 19.8 26 40.4 

表-2
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2日|ワムシ
7晶子ミ7
配合館料 コ100B

異常個体出現率(%)

配合飼料単独給餌とした試験区は，生残率66.7%の結

果であった。

なお配合飼料の単独給餌に切り替えられるマコガレ

イ全長は20mmと考えられ，昨年度試験で得られた全長

19mmで、は無理があるものと考えられた。

また選別後の稚魚、1.3万尾を5月13日より5月29日ま

で継続飼育を行い，平均体長30mmサイズで七尾市松百

海岸に3.5万尾の放流を行った。

今後の問題点としては成熟雌個体の確保，大型種苗

の育成及び体形異常の出現の防除が必要であると考え

られる。

ウ

i
ハ
υ
1
E
i
 

表-3
ill.結果及び考察
採卵結果は表 1，飼育水温の変化を図-1，瞬化仔魚、

の成長を表-2，図-2，餌料系列を図 3に示した。また

異常個体出現率を表-3に示した。

受精率は平均69.2%(62. 5%~84. 8%)で発眼率も平

均61.4%と高く，受精11日後の積算水温は平均102.90C

で瞬化し，府化率は平均53.9% (42.67%~68.11%) 

であった。勝化21日日及び30日目に密度調整を行い，

45.2万尾で飼育を継続した。

成長は， 2万尾/m'を収容したため，成長の分散が

大きく，その傾向は収容尾数が多いほど顕著で、あった。

配合飼料の給餌開始時期を試験するため， 5月13日

から各水槽のマコガレイ稚魚、をモジ網(網目90径及び

105径)を使用て選別し，コンクリー卜51ぜ水槽に各3

~4万尾収容した。

試験は，マコガレイ全長14.2mm (10.9~18.1mm) を

用い，配合制料としてプログレッション1，2， 3号をl

: 4 : 1に混合したものをl日6回の設定で試験を開始し

たが，収容直後から小型サイズのものから轄死が見ら

れ，7日目以内にほぼ全滅状況になり，試験を中止した。
また配合飼料をアルテミアと併用し，飼育6日目で

6日|



サザエ中間育成試験

勝山茂明・吉田敏泰・町田洋

飼育約3ヶ月後の8月20日に 目合い15mmの選別器を

用いて大型群と小型群に分け それぞれ収脊椎員数を

1000個にした寵を各5龍の合計10龍で継続飼育を行っ

た。

m.結果及び考察
平成13年5月初日から平成13年12月3日までの約6ヶ

月後の成長を図-1 ，図-2，図-3，図-4に，殻高組

成を図-5に，飼育水温の月別変化を図 6に，月別肥

満度の推移を図-7に示した。

平成12年度は殻長8阻の稚貝を用いたために放流サ

イスの20mmに達するまでに12ヶ月を要したが，本年度

は平均殻長12mm，平均殻重0，51gの稚貝を用いたため，

約半分の6ヶ月で放流サイズに達した。

I.目的
本県におけるサザエの種苗生産は，生産部志賀事業

所で実施しているが，近年配付要望の増加と併せ大型

化の要望が強い。

これは，漁業者の高齢化から中間育成の取り組みが

年々難しくなっていることと，過去10ヶ年間の漁獲が

減少傾向にあり，大型種苗の放流によってサザエ資源

の維持増大を図りたいことが漁業者の念頭にある。

このため，サザエの放流効果をより一層高めるとと

もにサザエの資源の維持増大を阿るため，既存の施設

を使用した効率的なサザエ中間育成技術開発を行う。

4
r
E
 

一

即

日

吋

一

稚貝の成長の推移(殻高)

二:，士一

図-2

30 

。

内

u

n

u

内

4

4

t

殻
高

(
m
m
)

4 

n

A

v

n

d

 

体
重
(
菖
)

ll.方法
平成13年5月25日に生産部志賀事業所で生産した平

均殻高12mm，平均殻量0.549の稚貝1.3万個を，湿ら

せたウレタンマットてサンドイツチにし搬入した。

中間育成試験は， 5月26日から実施した。中間育成

に使用した龍は長さ58cm，幅38cm，高さ32cmのプラス

チック龍で，内側，上蓋には180径のモジ網を張り，

屋内2m'F R P水槽に設置した。

平成12年度のサザエ中間育成試験結果では配合2:

海藻lの1500個区が成長，生残とも良好なことから，

平成13年度の試験開始時は収容稚貝数1500個の龍を9

龍設定した。また使用した餌料は，配合2:海藻lの割

合でサザエ重量の4%: 20%を基本の給餌基準にした。

海藻は，テングサと夏期に採集し冷凍したアオサを

使用し，配合餌料は日本配合飼料(和のアワビ用飼料を

用いた。
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は殆ど成長しない肥満度の低い個体群が見られ，今回

の中間育成試験では，成長不良群を収容密度を低くす

ることにより成長を促進させる効果を期待したが，一

部その効果が認められたものの成長不良群の改善には

至らなかった。

アワビでは，中間育成の放養基準としてアワビの付

着面積の1.2倍のシヤルタ一面積が必要とされている

が，サザエでは，蛸集することにより各個体が安定す

るように感じられることから 付着面積や収容密度よ

りも飼育方法の工夫や飼育環境の改善が必要であろ

っ。
また平成12年度の中間育成試験の成長と比較すと平

成13年度の中間育成試験で得られた成長率は低い結果

になった。これは，選別後1ヶ月後の9月中旬と下旬に

計2回ポンプの故障があり数日間注水が停止し，飼育

水温の上昇，または飼育水の換水不良など飼育環境の

悪化などが影響を与えたものと推察される。

今後の問題点として，生餌用の海藻の確保及び飼育

方法の改良や飼育環境の改善が必要であると考えられ

る。

また育成サイズのみならず育成した稚貝の生理的な

面からも分析を行い天然稚貝との比較からその後の放

流効果の有効性の検討も必要と考えられた。
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月別肥満度の推移
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100 

。

しかし12月2日の取り上げ時では大型椎貝区では平

均殻高20.47mm(16.39--26.36mm)で選別後の8月20日

に比べて，約2mm程度成長したが，小型稚貝区では平

均殻高17.08mm(12.43--22. 06mm)でほとんど成長が

見られなかった。また図-8に示した生残率では，小

型稚貝区よりも大型稚員区が低く，大型群は大きな個

体が残り小型群が舞死する傾向を示すのに対し，小型

稚員区は大型稚貝区ほど顕著な傾向は認められなかっ

た。これは大型稚貝区では大型群が餌料を優先的に利

用する結果，小型群が餌料不足になったようにも思わ

れた。

肥満度は5月25日の試験開始時の0.32から夏期の水

温上昇期及び水温下降期の9月26日までの飼育期間で

は変化は見られず， 10月25日から12月2日の約40日間

で小型稚良区で減少傾向がみられた。

図 5に示した殻高組成の推移から，小型稚員区で

110-



餌料培養

培養棟内の18m'水槽4面を使用して，植え継ぎ方法に

よるシオミズツボワムシ(以下「ワムシ」という)生

産を行い，マダイ・クロダイの種苗生産に供給した。ナ

ンノクロロプシスは屋外50m'水槽20面を使用して生産

を行い，ワムシの 2次培養と飼育水への添加とアカガ

イの種苗生産にも供給した。

I方法
1 .ワムシの生産

ワムシはS型ワムシ(152μm-215μm)を用いた。

18m' (8.1 m X3.3m XO. 7m)水槽4面を使用し(1

面は海水加温用) ，主に3日培養で，水槽内にはワム

シの排植物を除去するための鴻過マットを設置し

た。水温はボイラーにより加温し230Cとした。ワム

シの餌料は，接種時海水プラス濃縮クロレラとし，そ

の後濃縮クロレラをタイマーによって水中ポンプを

始動させて，1日の給餌量を8固に分けて投与した。

なお，収穫日にはすべてのワムシを径50mmの水中

ポンプで回収し.種及び餌料用に使用した。

2.ナンノク口口プシスの生産

屋外50m'水槽(5mX7m X1.5m，実容積44m')20面

を用い，接種密度を800万cell/me以上を目安とし，接

種目より9日間の培養を基本とした。

表ー1 ワムシ培養状況

収穫量 (18m'4面で生産)

ワムシ濃縮クロレラ使用量

単位収穫量

体一個
一

体

億
一
品
一
個

但
一
九
一
一
億

戸

L
O
-
n
J
-
n
b

q
u
-
1
A

一つゐ

表 2 ワムシ生産水槽と生産量

(単位:億個体司面m¥億個体/ば)
50rrl水槽 18 rrI水槽 合 言十

年度 生産量 水槽数 生産量 水槽数 生産量 総水量 単位生産量

1992 668 7 2，556 4 3，224 422 B 

1993 3，864 7 1，243 4 5，107 422 12 

1994 。 。 3，444 2 3，444 36 96 

1995 。 。 5，884 3 5，884 54 109 

1996 。 。 3，381 3 3，381 54 63 

1997 。 。 7， 178 4 7，178 72 100 

1998 。 。 3，792 4 3，792 72 53 

1999 。 。 3，633 4 3，633 72 50 

2000 。 。 3，692 4 3，692 72 51 

2001 。 。 3，524 4 3，524 72 48 

-
E
A
 

可

E
A

吉田敏泰・町田洋一・石中健一

施肥は，接種当日に水量1m'当たり硫安100g ，過リ

ン酸石灰15g ，尿素10g ，クレワット32を5gの割合

で、行った。

また培養期間中は，接種目より5日おきに鞭毛虫パ

ラフィソモナスをトーマ氏血球計算盤で計数し，鞭

毛虫の密度が2万cell/mR以上出現した場合若しくは

培養水に鞭毛虫を起因とする異常が見られた場合に

は，次亜塩素酸ナトリウム(有効塩素量12%水溶液)

10-20ppmをj恭力目した。

表-3 ワムシ培養事例

月

項

事例1(水温21~23"C 接種密度100偶/mQ)

5/27 I 28 I 29 I 30 
接種時 I 1日 I 2日 I 3自

日

目

407 

139 

P旦哩理手111l----i- 竺 1---~~ ~?--1---~?~ ~一
卵率 % 

濃縮クロレラ Q I 11.9 

月日 I6/18 
項 目 |接種時

ワムシ数個/mQ I 197 

@s 竺-一一-一『号坦『ぐ竺-1-し『一一一一一司一一-一一-一一-一一-一一-一__lしし-一一-一一E一司主-一一-一-j上し-一…-一】1竺T号5一一-一__1 守62 
備考

::; ~~~:::: 1::: ~ ~ :~:: 1::: ~::~:: 1::: ~~:~:: I :~~~~ 
月日

項目

事例3(水温23~240C

6/10 I 11 
接種時 3日

13 

ifS?;12:|:1!と:l:::m::: 1:: :~;~::: j::: m 
i-F杢--~--I---- 一|一計一|一一一出-j ---~ど-

濃縮クロレラ Q I 9. 1 



E結果及び考察
5月29日より7月4日までのワムシ総生産量は，3，524

億個体，濃縮クロレラ総使用量は1，32Hであり，濃縮

クロレラuに対するワムシの生産量は2.6億個体で
あった。

表-1にワムシ培養状況，表 2に平成4年以後のワムシ

生産水槽と生産量，表-3にワムシの培養事例を示した。

18ぱ水槽の単位生産量は， 48億個体であった。

本年度のナンノクロロプシスの生産量は，約1，800m'

(1，500万cell/m1!換算)で魚類へ投与するワムシ 2次培

養用及びマダイ・クロダイの飼育水槽添加用とアカガ

イの生産用に供給した。ナンノクロロプシスの増殖は

，毎年5月下旬の水温上昇期に，パラフィソモナスが確

認されるが，今年度はマダイ-クロダイのワムシ給餌(7

月4日)終わりまで確認されず，安定した生産を行った。
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観測資料(定時観測結果)

町田洋一・吉田貴美代

2001年4月から2002年3月までの1ヵ年間，能登島事

業所の桟橋で午前9時に観測した水温及び標準比重の 35 

旬別平均値を表 1，図 1，図 2に示した。 30

2001年の水温は，平年よりも若干高めに推移し，梅 25 

雨明けにの高水温・高塩分がマダイ・クロダイの中間 ε20 
明1育成において，疾病の発生しにくい条件になったこと ぷ

が，比較的順調な種苗生産結果になったものと思われ 10 

る。 5。
また冬季の海水温の低ドが2001年よりも厳しくな

かったことから，冬季の無加温によるアユ種苗生産に

おいてアユの順調な成長につながったものと思われ

る。

a・'" '"吋。。曲目・晶国・晶"" c.> 酒:m:m酒湖沼 o -曲~ :m :m :m 
酒温コE

月 旬 水温。c 比重 月

2004 1年 上中旬旬
10.80 25.64 
12.68 25.45 8 

下旬 12.58 25.76 
上旬 15.58 25.64 

5 中旬 17.66 25.87 9 
下旬 18.57 25.98 
上旬 20.22 25.94 

6 中旬 20.44 25.72 10 
下旬 21.34 25.28 
上旬 23.34 25.51 

7 中旬 25.88 25.42 11 
下旬 27.44 25.54 

27 r 

26 

25 

盟24
還23
22 

21 

20 

図ー1 桟橋における水温の旬別変化

品印由吋曲岨ー--・-""ω :m :m :m :m :m油口品~ :m :m :m :m :m迦
図-2 桟橋における標準比重の旬別変化

表ー1 観測結果

旬 水温。c 比重 月 句 水温。c

上中旬旬
28.54 25.65 

上中旬旬
14.36 

28.80 25.04 12 12.97 
下旬 28.11 25.34 下旬 11.58 
上旬 26.38 25.26 2002年 上旬 9.86 
中旬 25.42 25.01 中旬 9.76 
下旬 23.82 25.36 下旬 9.90 
上旬 22.32 25.53 上旬 9.75 
中旬 20.86 25.39 2 中旬 9.21 
下旬 20.11 25.60 下旬 9.93 
上旬 18.66 25.43 上旬 9.91 
中旬 17.16 25.26 3 中旬 10.45 
下旬 15.91 25.34 下旬 10.92 

-113-

比重

25.22 
25.28 
25.27 
24.80 
24.21 
24.75 
25.06 
25.32 
25.26 
25.34 
25.45 
25.27 
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ヒラメ種苗生産事業

I 方法
1.親魚の飼育

志賀原子力発電所(北陸電力)からの温排水(自

然海水より約60C高p)を利用して，早期生産を行っ
た。採卵促進は、昇温と長日処理によって行p産卵

を約1ヶ月半早めた。採卵に使用した親魚は45尾で，

収容密度は0.45尾/ni 魚体測定及び雌雄選別は行
わなかった。飼育は， 100 m'八角形コンクリート製

屋内水槽1槽を使用し，飼育水は2000年11月20日ま

でろ過自然海水を使用し 21日より温排水を通水し

たので直送自然海水(ろ過無し)に切り替えた。 1

月5日より自然海水と温排水(ろ過海水)を混合す

ることにより昇温を開始した。親魚池の飼育水温の

推移を図-1に示した。
。C

1. 24 2.13 3.5 

刀 H

3.2ち

---<・一飼育水温 温排水 ... 白然海水 l

図 1 親魚飼育水温の推移

水温11ocから10日毎にosc飼育水温を上げるよ
うに水量を調整し， 2月27日からは温排水のみを使

用した。長日処理は， 1月5日から11時間で開始し，

10日毎に30分間延長し 3月上旬から産卵終了まで14

時間電照とした。餌料は冷凍イカナゴに総合ビタミ

ン剤，ビタミン E，ビタミン BIを展着して2日に

l回投与した。

2.採卵

3月6日に産卵を確認し， 4月13日までに31回採卵

した。収卵ネットは，午後5時にセットし翌日午前10

時に取り掲げた。種苗生産に使用した卵は，直接60日l'

飼育水槽(コンクリート製，実容積60m') 8槽にそ

れぞれ1，000-1 ，600千粒(16.6-26.6千粒/m')ず

つ収容した。 4月上旬より浮上卵が得られず，産卵

が終了してしまったので， 4月18日に福井県栽培漁

業センターより，浮上卵200万粒を譲り受けた。

3.給餌

シオミズツボワムシ(以下ワムシ)は， 3-32日

令まで，アルテミア幼生(以下アルテミア)は， 22 

-42日令まで給餌した。今年度は，コンクリート製

35m'水槽(7X3.9X1.3m)を使用し， s型ワムシを

井尻康次・野村 元・丙尾康史

生産した。種付け及び餌には淡水濃縮クロレラを使

用し，ワムシ培養自動給餌システム「わむしワクワ

ク」で自動給餌した。培養水温は， 200C前後で、行っ

た。二次培養は， DHAの強化を主眼にナンノクロ

ロプシス(以下ナンクロ)培養水と「マリングロス」

を使用した。アルテミアの二次培養も「マリングロ

ス」を使用した。生物餌料の栄養強化は，図 2，3 

の要領で'fTった。

栄養強化時の水温は，ワムシでは210Cにアルテミ

アでは23'Cに設定した。ワムシの給餌は，止水飼育

の10日令までは飼育水中のワムシ密度が5個体/mR

を維持するよう残餌を計数し適宜追加投与した。流

水飼育に入ってからは午前9時と午後3時の2回給餌

を行った。アルテミアの給餌は， 1日l回午後4時に

行った。配合飼料(日清飼料，ヒガシマル)は，粒

径400μmのサイズを23日令から1日10回自動給餌機

(ヤマハ製)により給餌した。

回収当日 回収翌日

ワ|
3:00 9:00 

回収 マリングロス添加 回収給餌

ムナンクロ培養水に浸演; (2 ~ /10億個体)

シ 10・00 9・00

」」
回収 マリングロス需加 給餌
ナンクロ培養水に浸漬: (2 ~ /10億個体)

図-2 ワムシの栄養強化方法

セット 1日目 2日目

ア 10:00 10: 00 10:00 16:00 

ノレ

ア

、、

ア

図-3 アルテミアの栄養強化方法

4.飼育

飼育水槽の換水率は図-5に示した。飼育水は， 10 

日令まで止水とし11日令以降は稚仔魚、の成長に応じ

て0.2-20回転/日 (20-700~ /分)の注水を行った。

底掃除は， 5日令頃から1日l回， 30日令頃からは 1

日2回，自動底掃除機(ヒロマイト製)により行った。

ナンクロは，ふ化終了の翌日からワムシの給餌が終

了する30日令まで毎日800-1，500 ~ 添加した。
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5圃体色異常の出現状況

有眼側体色異常の出現率は， 40日令以降，各水槽

から約1，000尾を取り揚げ調査した。

無眼側体色異常は中間育成終了時のヒラメについ

て，水産庁基準に基づきl検体50尾の出現状況を調

査した。

E 結果及び考察
1 .親魚の飼育

今年度は，夏期の高水温期にアワビの冷却水を注

水し26"C以上にならないようにしたため，へい死が

なく順調な飼育であった。

2.採卵『ふ化

採卵状況と採卵期の水温の推移を図-4に，種生

産に供した卵の収容からふ化までの結果を表-1に

示した。 4月13日までに31同採卵し，総採卵数は，

30，502千粒で浮上卵数は， 16，488千粒，浮上卵率

54.06%であった。種苗生産用の卵は， 3月12日から

4月8日までに60m'コンクリート製水槽に8槽分を採

卵した。 9，200千粒を直接飼育槽に収容した。浮上

卵数が少なかったので， 4月18日に福井県栽培漁業

センターより浮上卵200万粒を譲り受けて2槽に収容

した。ふ化までの日数は， 2日を要し，ふ化仔魚、の

総尾数は， 6，617.4千尾(ふ化率60.2%)であった。

養成親魚のためふ化率が低くなってきているので，

天然親魚の購入，養成が必要と思われる。産卵時期

が短期間で終了しているので，早期採卵の加温，電

照方法の再検討が必要と思われる。

3.給餌司飼育

日令5日毎の給餌結果は表 2に示した。

総給餌量はワムシが3，056億個体，アルテミアが240

1意個体であった。配合飼料は初期餌料として，日清
飼料の「おとひめ」を使用した。配付終了までの総

給餌量は1，758. 74kgで、あった。飼育水温の推移は図

-6に，稚1f魚、の平均全長の変化と換水率は図 5に
飼育結果は表 3に示した。

飼育開始時の各水槽の収容尾数は， 548-878.8千

尾 (9.13-14.65千尾/ぱ)であった。ふ化後の水

温は180Cとし，6月初めまで加温した。稚魚、の飼育は，

自動底掃除機によって飼育環境の安定に努めた。福

井県より導入した稚魚、に， 20日目頃より空胃個体が

目立ち，へい死が増えてきたので，ニプルスチレン

酸ナトリウム3ppmで、3-4時間の薬浴を行った。有

眼側体色異常魚の除去は，体色異常率が5%前後と

少なかったので行わなかった。

生残率は平均28.2%で，各水槽毎では18.3-

36.4%で，あまり大きな差はなかった。

種苗の配付は，5月23日から7月16日の聞に行った。

内訳は放流用として31漁協等ヘ中間育成用種苗 (42

-52mm) 1，100千尾，直接放流用種苗 (62-66mm)305 

千尾，養殖用として2業者へ35千尾，合計1，440千尾

を配付した。

また，放流調査用種苗として平均全長4l.8mm 

175.8千尾，平均全長61.4mm 131.2千尾，平均全長

86.7mm 104.5千尾を供試した。
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図-4 採卵数と水温の推移
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表-1 採卵ふ化状況

水 槽 No 1 2 3 4 5 6 7 8 9※ 10※ 合計

採卵月 日 3/12 3/17 3/19 3/21 3/27 3/31 4/4 4/8 4/18 4/18 10回

収容卵数(千粒) 1，600 1，000 1， 300 1，300 1，000 1， 000 1， 000 1，000 1，000 1，000 11，200 

収容密度(千粒/ぱ) 26.6 16.6 21. 6 21. 6 16.6 16.6 16.6 16.6 16.6 16.6 18. 6 

ふ化までの日数 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

ふ化尾数(千尾) 875. 2 645.0 878.8 660. 4 600. 0 548. 0 573. 0 582. 0 653. 0 602. 0 6， 617. 4 

ふ化率(%) 54. 7 64.5 67.6 50.8 60. 0 54.8 57.3 58. 2 68.8 65. 1 60. 2 

4.体色異常の出現状況

有眼側体色異常魚、の水槽別出現率は，表-3に示す

とおり平均4.1%(1.7-8.3%)であった。

無眼側体色異常の検体は平均全長65mm(53.1-

97.1mm)の平均18.4日の中間育成期間を経たヒラメ

で，目視により部位別に出現率を調べ表-4に示した。

体躯部の出現率では，黒化面積比が体駆部の10%

以下の軽度黒化個体が66.7%，また全く着色のない

個体が26.5%と，体色異常が目立たない両者の合計

が90%以上を占めた。特に黒化面積比が50%以上の

重度の黒化個体は0.1%に過ぎず，重度の黒化個体

が殆どだった過去2カ年より大幅に改善した。その

※ 9、10は福井県栽培漁業センターより

他の部位では，尾柄部の軽度な黒化個体が92.5%，

尾鰭部が69.2%と出現率が高かった。本年度の特徴

的な出現パターンは，尾柄部付近の体幹部後端にl

-2個の円形斑紋を持つ個体が全体の50%以上を占

めたことであった。各部位を総合した無眼側体色異

常出現率は96.7%の高率であった。

今年度はワムシの強化剤を，アルテミアと同じマ

リングロスに替えたため，昨年度より軽微になった

ようだ。ワムシにマリングロスを単独使用すると，

活力が弱るので，ナンクロとの併用が必要で、あった。

表-2 給餌結果

生物餌料(億個体)1 配合飼料 (k g) 

日 令 | ワムUシ | 附了 |ドB2 (日清冊剖)11号(旧日時清滞削)1ヒけカが灼山令γシ:1"7ル附山S臼21ヒけカ山守W附 |同ヒ吋カが山会γシ河マ附

1~ 5 I 2幻11 1 1 

6~10 I 86 

11 ~15 I 285 

16~20 I 547 

21 ~25 875 12 10.25 

26~30 948 34 26.47 

31~35 275 64 42. 68 

36~40 19 86 38. 54 

41~45 44 

46~50 

51 ~55 

56~60 

61~65 

66~70 

71~ 

14.68 

42.38 28.64 

84.26 75.62 

86.24 84.92 55.64 

45.37 82.67 I 165.90 

14.86 18. 54 I 234. 50 68.54 

34.82 I 143.28 

217.36 

合計 3，056 

142. .58 

2iQJ 117. 94 I 287. 79 I 290.39 I 490.86 I 571. 76 
配合合計 1， 758. 74 
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図-6 飼青水温の推移図-5 飼育水槽の換水率と成長

表-3 飼育結果

水槽 No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 合計

仔魚収容密度(千尾/rrf)114.58 1 10.751 14.65 111. 01 1 10.001 9.13 1 9.551 9.70 1 10.881 10.03 1 11. 03 

1:i?EJ警警fc(壬唇}一一一一--1-_ _ ??.o_ j_ _ _?旦ーし一三qιし一号30ーし 21旦j_ _ _ ~?_4: j_ _ _ _1_4:1号ーL_ _ _l_ ~E! _l_ _ _! ~ ~ _1_ _ _! ~引---L-哩7

生残率(%) 25. 1 1 36.4 1 26.2 1 34.8 1 35.0 1 29.9 1 25.5 1 30.2 1 20. 1 1 18.3 28. 2 

有眼側体色異常率(%) I 1. 7 I 2. 9 I 4.4 I 1. 9 I 2.0 I 6.5 I 3. 7 I 8.3 I 4. 6 I 5. 2 I 4. 1 

表 4 無眼側体色異常の出現率

着色部位 詳細部位 出現率(%)

着色程度区分 平均 最小~最大
+++ 着色全面 。

A ++ 着色50%以上 O. 1 0""'"'2.0 

(体躯部) + 着色50%以下 6. 7 0""'"'21. 7 
+ 着色軽度 66. 7 36.0""'"'80.。

B 1 線状 。
(体中央部) 2 点状 。
C 1 頭部 8.8 0""'"'30.0 

(頭・胸部) 2 胸鰭基底部周辺 15.0 0""'"'58.7 

3 腹鰭基底部周辺 43. 7 11. 9""'"'82.。
D 1 尾柄部縁側・軽度 92.5 56.0""'"'100 

(尾柄部) 2 尾柄部内側 8.5 0""'"'21. 7 

3 尾柄部縁側・重度 。
E l 尾鰭 69.2 26.0""'"'100 

(鰭部) 2 背・磐鰭 O. 1 0""'"'0.2 

体色異常出現率(%) 96. 7 86.0""'"'100 

平均全長 (mm) 65.0 53. 1 ""'"'97. 1 

中間育成の有無 有(平均18.4日間)

※A+は着色面積比が体躯部の10%以下のもの

。。
唱

E
i



アワビ種苗生産事業

I 方法
1 .母員

産卵用母貝は， 2000. 2001年に山形県飽海郡温海
町ーより入手したエゾアワビ200個体のうち成熟の良好

な33個体(雄15個体雌18個体)を使用した。

2.採卵

産卵誘発は，雌雄とも1時間の干出刺激の後，紫外

椋照射海水を飼育水温より2-30C昇温させたものを

注水する 3種類の刺激を併用し雌個体に関しては雄

より30分-1時間誘発の開始を早くし放卵放精が同

時刻になるように操作した。

産卵した卵は産卵開始後2時間以内に回収し受精させ

ネット (NXX-25目合63μm)で数回洗卵し ，35eポリ
カーボネイト水槽に250-300千個/槽に分槽収容後2m"

FRP水槽でウォーターパスによる幼生飼育を行った。
僻化から採苗までの4-5日間，朝夕2回ネット (NXX-25

目合63μm)で、洗浄と換水の幼生管理を行ったO

3.採苗器

採苗器の波板(塩ピ製は30X40cm，ポリカーボネ

イト製30X40cm)は，採苗予定日の2-3週間前より栄

養塩(クレワット32 0.7kg，硝酸カリウム7.8kg，リ

ン酸2ナトリウム1.8kg/70e)を0.5-le/糟/日を注
水に滴下し，自然発生した珪藻を培養した。採苗時

には波板の淡水洗浄を行Lミ 大型の珪藻をなるべく

除いた状態のものを幼生付着周波板として使用した。

4.稚員飼膏
昨年同様，飼育水槽はヒラメ用20m"FRP水槽(有
効使用水量10m')8槽のみを使用した。

採苗器は，波板に塩ピ製を使用した5槽の場合 56

枠/槽(19枚/枠1064枚/槽)とし，ボリカーボネイト

製波板を用いた3槽については60枠/槽 (20枚/枠1200
枚/槽)とした。幼生の収容は，幼生の発育状態で，

頑部触覚，平衡器，旬旬個体の出現する瞬化後4-

5日を目安として， 1水槽あたり1，400-1，700千個体

(波板 l枚当たり1，300 -1， 600個体)とした。幼生

収容時の採苗器は縦置きとし，詰刷、通気で2-5日間

の止水管理を行い，目視による浮遊幼生の有無を確

認後流水飼育とした。幼生付着初期での遮光による

珪藻の増殖抑制は行わず，流水開始後4週目より栄

養塩の添加で珪藻の増殖を促進した。なお波板の差

し替えは行わず，剥離可能な個体から間引きを行い

珪藻量の不足を補った。

間引きは，採苗後80H頃から開始し，おおよそ3週

間間隔で行い，その都度水槽替えによる洗浄をおこ

なった。
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本年度は， 10月31日より温排水が混合され自然海

水より60C高い飼育水が得られたが， 1月11日より志
賀原子力発電所の定期検査のため温排水の供給が停

止した。飼育水槽内の水温は1TCを下回らないよう

に管理するため水槽内に設置されている加温装置(チ

タン製チューブ熱交)による加温流水とした。

2002年1月24日より殻長5m皿以上の稚貝の剥離を開
始し，剥離後は網篭(モジ網製90X60X23cm)に5，000

個体を上限として収容し飼育を行った。剥離後2ヶ月

聞は，配合飼料(ノーサンアワビl号)を隔日適量投

与し，多段水槽においては残餌を見ながら2-3日間

隔で適量給餌し，飼育水が25'Cを越える高水温期に

は，高水温でも使用できる配合飼料(日配ハリオス

EX5，1O)を{吏用した。

98年より多段式水槽には夏季高水温期に冷却海水
(海水冷却チラ-258，00kcal/h 371亦)を用いている

が2001年は7月24日-9月25日の間，設定水温260Cの
冷却海水で飼育を行った。

E 結果
平成13年度の種苗生産結果を表 lに示した。

産卵誘発は10月23日より11月6日までに4回行p採卵数

25，740千粒を得，うち13，015千個体の幼生を使用し，
塩ビ製，ポリカーボネイト製の 2種類の波板を用いて

採苗を行った。

本年もサザエ種苗生産との水槽競合のため生産の

すべてをヒラメ用20m'水槽8面において行ったが，前

年の経験もあり幼生初期の付着数，剥離数，生残率も

2m'水槽を用いたときと遜色ない結果となった。

12月下旬から1月上旬にかけて採苗1ヶ月日の付着伺
体数の多い水槽で波板の透明化が見られたが，栄養塩

の滴下量の増加と加温装置による加温で温排水を使用

したと同様な良好な稚貝の発育が見られ， 1月下旬よ

り稚貝の剥離に間引きによる波板上の珪藻量が維持さ

れたため差し替えは行わなかった。また剥離時に水槽

替えを千戸、稚貝の飼育環境の維持に努めた。

剥離は4月上旬まで行l>379.4千個体の稚貝を網篭に
移した。

昨年度生産分の内2001年春に多段式水槽に収容し飼

育した387.7千個体については昨年同様，夏季高水温

期に冷却海水(設定水温260C)による飼育を行ったた
め高密度の飼育環境下での越夏ではあったが，艶死数

は50千個(12.9%)と前年並みの低p値を示した。

2001年度の配付は，99・00年生産貝で， 5-11月まで

に直接放流用194千個，中間育成田42千個，養殖用9.7



千個，合計246.7千個を配付した。

E 今後の課題
(1)大型水槽(ヒラメ20m')での安定した珪藻管理

及び幼生の適正収容個体数の検討

(2)付着初期幼生に適した珪藻種の判定

表-1 エゾアワビ種苗生産結果

採 Bs 使用親員数 親の産地 産卵・放精 収容卵数 採苗時使用 採百時使用波板数 採苗後50日目

年月日 親貝数 幼生数(A) 水槽容量・水槽数 稚貝数(B) B/A 
平成13年 ♀ー♂個 ♀ー♂個 千粒 千個 枚 kl 槽 千個 % 
10月23日 4-4 山形県産 4-4 4. 180 1，415 1，064 20 94 6.6 

10月24日 5← 3 山形県産 5-3 7，400 3，380 2， 128 20 2 256 7.5 

10月29日 4-4 山形県産 4-4 6，060 3，510 2， 128 20 2 373 10.6 

11月6日 5← 4 山形県産 5-4 8，100 4，716 3， 600 20 3 613 13.0 
Z口h 計 18-15 山形県産 18-ー15 25，740 13，015 8，920 20 自 1，336 10.2 

月日年度

合計 28-15 山形県産 21-15 27，766 14，082 自， 568 20 8 2，736 19.4 
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剥離後

殻長 稚貝数(C) C/A 殻長
mm 千個 % mm 

1. 0~2. 0 43.8 3.09 5~10 

1. 0~2. 0 99.8 2.95 5~10 

1. 0~2. 0 91. 3 2.60 5~10 

1. 0~2. 0 144.5 3.06 5~10 

1. 0~2.0 379.4 2.91 5~10 

1. 0~2. 0 387.7 2.75 5~10 



サザエ種苗生産事業

I 生産目標
殻高7mm80万個。

E 方法
1.親貝

親貝は， 2000年7月に珠洲北部漁業協同組合及び

輪島市漁業協同組合より購入，養成した個体を用い

た。親貝は屋内2m'F R P水槽内の生音網 (90X90

X28cm)に90-100個収容し，冷凍ワカメを2-3日

一度一晩でほぼ食べきる量を給餌した。飼育水温は，

6月-10月が自然海水成り行き， 5' 11月は，混合海

水で20'Cに制御，12月は温排水成り行きで経過した。

なお， 2002年の1-3月は志賀原子力発電所が検査の

ため停止するのでボイラー，加温水(設定水温150C)

の循環(1日1/5補水)による飼育を行った。また，

早期採卵をめざし成熟促進の目的で温排水とボイ

ラー加温水を併用し， 3月5日-4月19日にかけて飼

育水の昇温を行った。

2.採卵

産卵誘発は，午前9-10時に角型水槽(l00X71X 

61cm水量200~ )に，同型水槽に前日午後5時頃から

0.5kWヒーターによる調温下 (20-220Cを目安)で

止水飼育した親貝を80個を目安に収容し，紫外線照

射海水 (24-260C，止水温と3-5'C差)を注水する

刺激を与えることにより行った。 注水開始後12-16

分(平均15分)で放精 22-32分(平均25分)に放

卵がみられた。放精雄は直ちに産卵水槽から取り上

げ，放卵雌はそのまま放卵させた。放出卵は排水口

からネット (30X30X10cm，NXX25)で受け，目

視で50-100万粒程度貯まったところで，紫外線照

射海で洗卵後， 30~ ポリカーボネイト水槽(海水25~

収容)に卵を収容した。

3.ふ化~初期幼生飼育

洗卵後30~ ポリカーボネイト水槽に収容した受精

卵は計数後，直ちに流水用ネット(l40X90X15cm，

N X X25)に200-300力ゐ粒を目安に移し替え.ネッ

ト上端内側から海水がネットに沿って流下するよう

に16mm塩ビパイプ配管により注水した。海水は22-

230Cにボイラー加温した海水のかけ流しとした。

政Ij収容翌日の瞬化当日は 底に沈下した発生異常
個体をサイフォンにより除去した。

僻化翌日には沈下幼生を除去した後，幼生回収用

ネット (60X 60 X 50cm. N X X 25)で幼生をすくい

取り，別の新たに準備した流水間ネットに移し替え

た。

121 

橋本達夫・野村元

。昨化の 2日後，幼生回収ネットで幼生を全数すく

い取り， 30~ ポリカーボネイト水槽2面に集め計数

した後飼育水槽 (2m'FRP水槽)に70-80万個体

の需度で収容し，本飼育を開始した。

あらかじめ付着珪藻を培養した波板の収容は幼生

収容直後に行い，波板方向は縦置きとし，海水は22

-240Cの調温海水を用いた。

4.初期幼生飼育から稚貝の波板飼育(本飼育)
本飼育開始後5-8日間は排水口にネット (30X30

X10cmN X X25)を当て，毎朝水槽から流出した幼

生を回収し飼育水槽に戻した。流出する幼生が 1日

あたり100個程度になった時点でネットを撤去した。

室内照度は，naviculα等の小型珪藻を主体に培養す

るため，遮光幕の開聞により調節した。

椎貝が波板上の珪藻を食べ尽くし波板が透明化し

た場合，海水を満たしたパット (57X39X11cm)内

でハケにより稚貝を落とし 別水槽で培養した珪藻

波板に再付着させる移し替えを行った。

水槽壁の珪藻が少なくなり水両近くに這い上がっ

てきた殻高1-2mmの椎買は ハケで取り上げ波板枠

を斜めにし波板上に移した。底掃除は波板から珪藻

の剥離が多く見られる頃より適宜行った。

付着稚貝の計数は，飼育継続の当否を早期に見極

める目的で，僻化後18日一20日に11ロl目を， 30日H
に2回目を行った。波板への付着数の確定は，稚貝

が視認しやすくなった50-70日目にかけて行った。

稚員の剥離・選別は，殻高2.5mm以上の個体が見ら

れる頃より行い，ハケ及び水道水に波板を枠ごと浸

漬させる方法により剥離した後，目合t'2mmの簡い

(モジ網， 6X6， 200径)により選別した。小型民は

波板に再付着させた。

波板上の珪藻培養は，アワビ，サザエ生産棟の 2[ぜ

水槽を全面的に稚貝飼育に使用したため， 5月下旬

のヒラメ用ワムシが生産終了した後は，ワムシ生産

水槽 (40m'コンクリート水槽) 7面を用い稚貝の移

し替え用とした (72枠/槽収容)。

5.稚員の篭飼育

2001年7月22日より殻高2.5mm以上の剥離稚貝を，

24日ニッフO強力綱を張った篭(67X47X33cm)に1-2

万個/篭を目安に収容した。餌料は7月-8月には，

イバラノリ主体の天然海藻と，配合餌料(日本農産

工業(靴製，サザエl号・ 2号)を投与した。9月以降は，

徐々に天然海藻の投与量を減らし， 9月の中旬以降

は天然海藻が採取できなくなったため配合餌料を主

に投与した。給餌は午後4時から 5時に，篭の掃除



は朝9時から10時に毎日行った。

椎貝は2002年2月-3月に6X6 60径(目合い対角

線llmm)，8X8 80径(同8mm)，8X8 120径(同5mm)

の3種類のモジ網により大・中・小・小小の4段階に

選別した。

6.中間育成

本年度も昨年度に引き続き大型種苗を配付する目

的で，殻高7mm以降もそれまでと同型の網篭を用い
て飼育を継続した。内網の目合は，4月以降4X4 240 

径のモジ網に， 7月以降大型個体については4X4

160径に替えた。収容密度は「大」については2月~

4月は2，000-3，000個/篭， 5-7月は1，000-2，000 

個/篭， 8-10月は800-1，000個/篭を目安に順次

篭数を拡大した。使用水槽はアワビ・サザエ生産棟

の2m'FRP水槽 13面(13篭/槽)の他7月下旬

以降ヒラメ生産棟の60ぱコンクリート水槽 (13X5

X1m)2面も用いて各56篭収容し，最終的に合計251

篭により飼育した。餌料は日本農産丁字業(株)製，アワ

ビl号・ 2号を毎日適量投与した。残餌等の掃除は

毎日午前中に行った。

ill.結果及び考察
生産結果を表 lに示した。

1.採卵

採卵促進のための親貝飼育水温は， 3月5日16"C-

4月9日20"Cであった。

剥離稚貝の生残向上に有効と考えられるイバラノ

リは，8月末までは容易に確保でき，それまでに2.5mm

の稚貝を剥離するためには，極力採卵時期を早期化

する必要があり，今年初めて親貝の成熟促進を行っ

てきた。従来は5月中旬より採卵を開始してきたが，

今年は4月24日から採卵を開始し， 7月9日までの7回

の採卵誘発により，合計935個の親貝を用い95，755

千粒を採卵した。

4月ド旬より採卵可能で、あったことから，親員飼

育水温の昇温が採卵促進にある程度有効と考えられ

た。

2.ふ化~幼生飼青

幼生使用率(使用幼生数/収容卵数)は42.3%(5 

月7日の採卵時使用幼生数に廃棄した3，098千個分を

含めると)と昨年の35.6%より良い結果が得られた。

3.本飼育

瞬化後50日目の波板付着稚貝数は， 3，603千個，

採苗後四日 H稚貝数/使用幼生数は9.6%と昨年度

より向上した。しかし 4月24，30日， 5月7日に採

卵したものは，採苗後50日目までの生存率が1.9-

6.4%と低い値であった。この原因の一つに採苗後

約30日間チグリオが大量に発生した事，天候不良や

遮光幕をこまめに開閉できなかったことによる日射

量不足のため波板珪藻の増殖がうまくいかなかった

事による餌料不足が考えられた。

波板珪藻の不足時は，別の波板への移し替えを

行ったが，殻高1.5mmサイズでの移し替え作業に時

聞がかかりすぎた事により作業が追いつかず，稚貝

の大量艶死を招いた。対策としては，移し替え作業

の効率化が必要である。

4.篭飼育

稚貝の篭移行後の経過は 目視によれば7，8月の

剥離個体ほど、生存率が高かった。剥離稚貝はイバラ

ノリへの指向性が高く，これを比較的多く供給でき

る時期は生残率も高かったが，その後の配合への転

換時に艶死が多く見られた。今後は，イバラノリ等

の天然海藻から配合餌料へ うまく転換させること

が今後の課題である。

2，3月での選別時で，合計582千個が生存した。

5.中間育成

8月から9月にかけての高水温期の艶死は1，454個

(0.42%)と少なく，昨年同様飼育密度を低くした

ことが作用したと考えられた。

取り上げは， 2002年6-7月と10月-12月に行L、表

2に示したとおり354.1千個， 901.7kgを県内各漁

業協同組合などに配付した。使用幼生数からの生存

率は0.93%であった。

N.今後の課題
(1)波板上の珪藻維持による飼育初期の生残率の向

上。

(2)波板上の珪藻不足による剥離前稚貝(l.5rnrn前後)

の艶死対策として移し替え作業の効率化。

(3)剥離後の捷死対策として剥離サイズの大型化 (2.5

から3mmへ)0 

(4)剥離後の天然海藻(イバラノリ等)から配合餌

料転換時期の艶死対策。

(5)採卵早期化に向けた親貝の仕立て。

(6)遮光幕の操作性向上。
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餌料大量培養

35ぱ角形コンクリート水槽6面を使用して、ナンノ

クロロプシス(以下ナンクロ)および淡水濃縮クロレ

ラを餌料とする植え継ぎ方法によるワムシ生産を行

い、ヒラメの種苗生産に供給した。

I 生産方法と培養経緯
ワムシの生産

ワムシは、 S型ワムシ(160-221μm、平均190μm、
携卵個体のみ測定)を用いた。

35m'水槽6槽を使用して、 3-4日培養とし、水槽内

にはワムシの排植物、凝集物等を除去するためマット

を垂下した。水温はボイラーにより22-23'Cに加温し
た。

S型ワムシの生産は、接種時にワムシの接種密度は

およそ100-250個体/mRとした。濃縮クロレラは、自

動給餌器(ワムシわくわく骨太平洋貿易社製)を使用

して24時間で必要量を添加した。

E結果及び考察
3月上旬より5月中旬までの淡水濃縮クロレラの総使

用量は、 4，605.eであった(昨年度は、 3，545.e)。
また、その聞のワムシ総生産量は、6，221.4億個体(昨

年度は、 8，508億個体)であり、濃縮クロレラ 1.eあ
たり1.35億個体(昨年度は、 2.4億個体)を生産した。

昨年度に比べ淡水濃縮クロレラの効率が劣るのは、早

期生産のためナンクロを基本としての培養がさらに不

可能になった事によることと、ヒラメ生産初期 (3月

下旬-4月上旬)にワムシ培養槽内にプロトゾアの発

生が見られ一旦培養が不調になったことによる。

図-1に、ワムシ日産収穫量、表 lにワムシ生産結果、

表一2にワムシ培養状況(抜粋)をそれぞれ示した。

3月3日より拡大培養を開始し、 3月21日より35m'5槽

を使用した3-4日培養とし、 5月17日に生産を終了し
た。

培養方法は、 3月からの早期生産のためナンクロの

増殖が期待できず、培養回数の殆どは海水に濃縮クロ

レラのみを添加して培養を行い、ナンクロを使用しな

かった。

ワムシの最大生産時期は、 4月12日から15日間の26

日までで、1，305.5億個体を収穫し、日産87億個体を

生産した。

ワムシの増殖は、表-2、のとおりで、150個体/mR前

後の接種を行うと、 4日後には400-600個体/mR前後
の密度となった。しかし、濃縮クロレラを大量に添加

するため水質の悪化、懸濁物の増加等が発生する可能

西尾康史・井尻康次・谷内茂

性が高く、 2-3日目に密度を下げ、海水を加えて環境

を整える間引き培養も供給量の少ない時期に行った。

間引きしなP4日培養では、 2001固体/mR前後の接種を

行うと、 500-700個体/mR前後の密度となった。
水温20-23'Cでの培養であるが、ワムシはやや大型

化し、プロトゾア発生時に著しい増殖不調になった以

外は昨年同様順調な増殖であった。

早期ヒラメの大量生産によるワムシ接種時のナンク

ロの不足は、栄養価の低下に何らかの影響を及ぼすと

思われる。また、代替として淡水濃縮クロレラの使用

量の増加は、生産コスト増加、連続培養時におけるワ

ムシの活力の低下等の問題を生みだしている。休閑期

での冷凍濃縮ナンクロの生産と有益なワムシ培養への

活用の手段を模索していくことが、餌料生産での重要

な課題と考える。

栄養強化方法については、ヒラメ種苗生産事業のワ

ムシ、アルテミアの栄養強化を参照。

平成8年度L型ワムシの卵に付着する球状物体(異

常卵事例)は、本年度も認められなかったが種の移動

等感染経路の遮断、および原因究明が必要である。

表-1 ワムシ生産結果

ワムシ収穫量 I 6，221. 4億個体
淡水濃縮クロレラ使用量 I 4，605 ll. 
収穫量/ll. I 1. 35億個体/ll.

E 今後の課題
1.ワムシの栄養強化対策のマニュアル化の検討

2.ナンノクロロプシスの大量培養と冷凍保存
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表-2 ワムシ培養状況
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35.2 82 32.2: 3ラ4 : 35.5 : 61.1 54.9 58.2 48.3 49.1 44.9 

z22b2r トン " ーゴ- し一三…-，----ーで.. 一---i 命?Q __ __:__)L. 
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月日 4/9 : 10 11 12 13 : メE込3呈ロt 4/14 15 16 17 18 合計
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主き :. __ m...~..H!L.;...m. ..;..J~~.__: 79 120: 198 247 220 

------令.. ー噌・ーーーーーー 0: 0 : 94.4 17.3 24.7 o : 23 29.5 17.7 29.3 
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図-1 ワムシ収穫量の推移
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マダカアワビ種苗生産試験H

I 目的
石川県に在来する暖海性種であるマダカアワビの種

苗生産子法を確立する。

E 方法
1.母員

産卵用ほ貝は， 2000， 2001年8月に石川県輪島市

漁協より入手したマダカアワビ40個体のうち成熟の

良好な個体13個体(雌6個体，雄7個体)を使用した。

2.採卵

産卵誘発は，エゾアワビと同様に雌雄とも1時間

の干出刺激の後，紫外線照射海水を飼育水溢より2

-30C昇温させたものを注水する3種類の刺激を併用

した。雄は誘発開始時聞を雌より0.5-1時間遅らせ

ることで放卵放精が同時刻になるように調整した。

産卵した卵は産卵開始後2時間以内に回収し受精

させ，ネット (NXX-25目合63fl m)で数回洗卵し，

35 J?ボリカーボネイト水槽に200-250千個/槽に分

槽収容後， 2m'FRP水槽で、ウォーターパスによる幼

生飼育を行った。瞬化から採苗までの1-5日間は，

朝夕2回ネット (NXX-25目合63μm)で洗浄と換水

の幼生管理を行ったc

3.採苗器

採苗器の波板(ポリカーボネイト製30X40cm)は，

採苗予定日の2-3週間前より栄養塩(クレワット32

O. 7kg，硝酸カリウム7.8同，リン酸2ナトリウム1.8kg
/70 J? )を200mR/槽/日を注水に滴下し，自然発生し

た珪藻を培養した。採苗時には淡水洗浄を行い，大

型の珪藻をなるべく除いた状態で，幼生付着用波板

としてf吏用した。

4.稚貝銅育
飼育水槽は2m'FRP水槽(有効使間水量1.8m')5 

槽(11月中旬2槽， 12月中旬3槽)を使用した。

採苗器は， 18枠/槽(20枚/枠，360枚/槽)とした。

幼生の収容は，幼生の発育状態の中で，頭部触覚，

平衡器，旬旬個体の出現を目安として， 1水槽あた

り700千個体の密度で収容した。幼生収容時の採苗

器は縦置きとし弱L、通気で2-5R聞の止水管理を行

い(12月中旬については水温低下による付着の遅れ

を考慮し1kWチタンヒーターによる加温を行p水槽

内水温を1TC程度に維持した)，目視で浮遊幼生の

有無を確認後，流水飼育とした。幼生付着初期での

珪藻の増殖抑制は行わず，採苗 1ヶ月七頁より栄養塩

の添加で珪藻の増殖を促進した。なお波板の差し替

えは行わず，剥離可能な個体から間引きを行い珪藻

西尾康史・橋本達夫

餌料の不足を補った。底掃除は珪藻等の残餌が多く

見られるようになった40日目頃より，サイフォンに

よる吸引を適宜行った。

本年度は， 10月31日より温排水が混合され自然海

水より60C高い飼育水が得られたが， 1月11日から志

賀原子力発電所の定期検査のため温排水の供給が停

止したため，サザエに使われている加温水(設定

230C)の混合による加温を行い，水槽内の水温が150C

を下らないよう調整し飼育した。

2002年1月16日より殻長5mm以上の椎貝の剥離を開

始し，剥離後は網篭(モジ網製90X40X23cm)に収容

し飼育を行った。剥離後2ヶ月間は，配合飼料(ノー

サンアワビl号)を毎日適量投与し，多段水槽におい

ては残餌を見ながら2-3日間隔で適量給餌し，飼育

水が25'Cを越える高水温期には，高水温でも使用で

きる配合飼料(日配ハリオスEX5，10)を使用した。

E 結果
平成13年度の試験生産結果を表-1に示した。

産卵誘発は11月13日と12月18日に2回行い採卵数

5，820千粒を得，うち3，420千個体の幼生を使用し，

ポリカーボネイト製の波板を用いて採苗を行った。

12月下旬から1月上旬にかけて波板の透明化が11月

13日採卵群の水槽に見られたが，エゾと比べて良好

な稚貝の発育のため採苗より2ヶ月余りの1月中旬よ

り稚貝の剥離に間引きに波板上の珪藻量の維持され

たため差し替えは行わなかった。

12月18日採卵群については 2月上旬より成長が停

止し大量の艶死が見られるようになり剥離までには至

らなかった。

剥離は1月中旬から3月上旬まで行い21，500個体の稚

貝を網篭に収容(5，000個体/篭)し飼育した。

町大量艶死について

2002年4月(飼育水渦160C)2001年採苗群の稚貝に

大量の艶死が見られたが その時点では同一水槽内で

も網篭によってその艶死率が10-70%と大きく異な

ったため，筋萎縮症との判断が付かずにいた。その後

生残した個体の半数ほどに殻の欠刻が見られ， 2002 

年6月，水産総合センター技術開発部での組織切片検

査で，病変組織が確認されたため2001及び2002年生産

稚貝と母買について総てを殺処分(塩素処理後焼却)

とし，積苗生産試験を中止したの

現在の時点、では，他種のアワビを種苗生産している

現状では大規模な防疫体制が必要となるため当面は試
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験の再開は行わず、在来種の生産対象種としては、筋

萎縮症が発症しないとされるメガイアワビに今後取り

高且むこととした。

表一 1 マダカアワビ種苗生産試験結果

採 卵 使用親員数 親の産地 産卵・放精 収容卵数 採苗時使用 採苗時使用波板数 採苗後 30臼田
年月日 親貝数 幼生数(A) 水槽容量・水槽数 稚貝数(B) B/A 
平成13年 ♀ー♂個 ♀ー♂個 千粒 千個 枚 kl 槽 千個 % 
11月13日 4-3 石川県産 1-2 3，200 1，540 720 2 2 63.6 4. 13 

12月18日 2-4 石川県産 2-3 2，620 1，880 1. 080 2 3 89.0 4.73 

合計 6-7 石川県産 3-5 5，820 3，420 1， 800 2 5 152.6 4.46 

前年度

合計 11-9 石川県産 9-6 4，304 1，460 1，440 2 4 47.7 3.31 
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剥離後

殻長 稚貝数(C) C/A 殻長 備考
nun 千{同 。ん mm 

1. 0-2. 0 21. 5 1. 39 5-10 

1. 0-2. 0 。 0.00 5-10 
1.0-2.0 21. 5 0.62 5-10 

1. 0-2. 0 51. 3 3.56 5-10 



メガイアワビ種苗生産試験I

I 目的
石川県に在来する暖海性種であるメガイアワビの種

苗生産子法を確立する。

E 方法
1.母貝

産卵用母貝は， 2000年8月に石川県輪島市漁協よ

り入手したメガイアワビ30個体のうち成熟の良好な

個体4個体(雌2個体，雄2個体)を使用した。

2.採卵

産卵誘発は，エゾアワビと同様に雌雄とも1時間

の干出刺激の後，紫外線照射海水を飼育水温より2

-3'C昇温させたものを注水する3種類の刺激を併用

した。雄は誘発開始時間を雌より1時間遅らせるこ

とで放卵放精が同時刻になるように調整した。

産卵した卵は産卵開始後1時間以内に回収し受精

させ，ネット (NXX-25日合63μm)で数回洗卵し，

35 A!ポリカーボネイト水槽に200-250千個/槽に分

槽収容後， 2m'FRP水槽で、ウォーターパスによる幼

生飼育を行った。。時化から採苗までの4日間は，朝

夕2回ネット (NXX-25日合63pm)で洗浄と換水の

幼生管理を行った。

3.採苗器

採苗器の波板(ポリカーボネイト製30X40cm)は，

採苗予定日の2-3週間前より栄養塩(クレワット32

0.7kg，硝酸カリウム7.8kg，リン酸2ナトリウム1.8kg

/70 A! )を200mQ/槽/日を注水に滴下し，自然発生し

た珪藻を培養した。採苗時には淡水洗浄を行い，大

型の時藻をなるべく除いた状態で幼生付着用波板と

して{吏用した。

4.稚貝飼育
飼育水槽は2ffiFRP水槽(有効使用水量1.8m')2 

槽を使用した。

採苗器は， 18枠/槽 (20枚/枠， 360枚/槽)とした。

幼生の収容は，幼生の発育状態の中で，頭部触覚，

平衡器，旬旬個体の出現を目安として， 1水槽あた

り700千個体の密度で収容した。幼生収容時の採苗

器は縦置きとし弱p通気で3日間の止水管理を行い，

目視で浮遊幼生の有無を確認後，流水飼育とした。

西尾康史・橋本達夫

幼生付着初期での珪藻の増殖抑制は行わず，採苗

1ヶ月頃より栄養塩の添加で珪藻の増殖を促進し

た。なお波板の差し替えは行わず，剥離可能な個体

から間引きを行い珪藻餌料の不足を補った。底掃除

は時藻等の残餌が多く見られるようになった40日目

頃より，サイフォンによる吸引を適宜行った。

本年度は， 10月31日より温排水が混合され自然海

水より60C高い飼育水が得られたが， 1月11日から志

賀原子力発電所の定期検査のため温排水の供給が停

止したため，サザエに使われている加温水(設定

23'C)の混合による加温を行い，水槽内の水温が150C

を下らないよう調整し飼育した。

2002年2月12日より殻長5mm以上の稚貝の剥離を開

始し，剥離後は網篭(モジ網製90X40X23cm)に収

容し飼育を行った。剥離後2ヶ月間は，配合飼料(ノー

サンアワビl号)を毎日適量投与し，多段水槽にお

いては残餌を見ながら2-3日間隔で適量給餌し，飼

育水が250Cを越える高水温期には，高水温で、も使用

できる配合飼料(日配ハリオスEX5，10)を使用した。

E 結果
平成13年度の試験生産結果を表 lに示した。

産卵誘発は11月13日に行い採卵数2，620千粒を得，

うち1，460千個体の幼生を使用し，ポリカーボネイト

製の波板を同いて採苗を行った。

1月中旬から下旬にかけて波板の透明化が見られた

が，水槽の使用状況などの理由で差し替えを行わず栄

養塩の添加と採苗器の天地替え(反転)を行って飼育

を続けた。エゾとほぼ同じ位の成長速度であったため

剥離は採卵から90日目の2月12日より開始した。

剥離は2月中旬から3月中旬まで行い34，100個体の稚

貝を網篭に収容(5，000個体/篭)し飼育した。

U 今後の課題
(1)幼生付着初期での餌料として適正な珪藻種の把握

(2)受精率の向上など母貝の育成技術の確立

(3)採苗時の適正収容幼生数の検討

(4)稚貝の成長速度など，種の特性の把握

0
6
 
つ臼
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表-1 メガイアワビ種苗生産試験結果
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水温観測資料

井尻康次

2001年4月から2002年3月までの， 24時間平均自然海

水温を表-1，図-1に示した。

た。また， 1月11日より3月20日まで定期点検のため停

止した。飼育水は，5月2日までは温排水を，以後温排水

の停止する6月8日まで混合海水を使用した。 6月9日か

ら10月31日までは自然海水を.温排水通水後，11月30日

までは混合海水を使用し，その後温排水のみとした。

定期点検中は，ボイラーによる循環加温飼育とした。

本年度は， 6月中旬， 9月， 12月下旬から1月上旬が，

11年間平均より低かったが 全般的に1-20C高めに推

移した。温排水(北陸電力志賀原子力発電所から送水)

は， 6月8日に一旦停止し， 10月31日から取水を再開し

表一 1 観測結果

自然海z 自然海水
月 旬 最前;最低 l 平均 11年平均 温排水 混合海水 月 句 最両;最低:平均 11年平均

001年上旬 11.5: 10.8: 11.1 11. 2 17.3 悼旬 27.9 : 25.5 : 26.8 26.2 

4月中旬 14.4: 11.7: 13.0 12.2 19.4 8月中旬 27. 6 : 26. 5 : 27. 1 26.2 

下旬 14.2 ; 13.3 13.7 13.5 20.0 下旬 27. 0 ; 25. 7 27. 9 26.3 

上旬 16.4 : 13.7 : 14.7 14.3 20.9 18.4 上旬 25. 7 : 24. 1 : 27. 2 25.8 

5月中旬 18.9 : 16.3 : 18.0 15.6 23.9 19.5 9月中旬 23.7 : 21. 7 : 25.6 24.2 

下旬 18. 7 : 18. 1 : 18.4 17.2 24.6 20.3 下旬 22.6 : 20. 3 : 24. 1 22.8 

上旬 20.0 : 18. 7 : 19. 6 18.4 25.0 20.2 上旬 21. 8 : 20. 7 : 23. 0 21. 4 

6月中旬 19.5 : 17.8 : 18.7 19.7 10月中旬 20.9:19.8:21.6 20.3 

下旬 22. 1 : 19.2 : 20.8 20.7 下旬 20. 2 : 19.4 : 20. 0 19.7 

上旬 24. 4 : 22. 4 : 23. 6 22.1 上旬 19.2 : 18. 1 : 18.5 17.8 

7月中旬 26.6 : 24.9 : 25.6 23.3 11月中旬 18.0 : 15.9 : 16.7 16.6 

下旬 27.9 : 24.9 : 26.3 25.4 下旬 17. 3 ; 15. 1 ; 16.0 15.3 

日然海水
温排水 混合海水 月 句 最品 l最低;平均

い旬 15.9 : 14.6 : 14.3 

12月中旬 15. 1 : 12. 8 : 13. 1 

注旬 12.8 ; 11. 3 ; 12.4 

002年い旬 11. 3 : 10.1 : 10.8 

1月ド旬 11.8:10.9:11.4 

防旬 11. 5: 9.6: 10. 7 

ヒ旬 10.7: 9.3: 10.2 

2月中旬 10. 2: 8.9: 9.5 

!下旬 10.2: 9. 3: 9. 7 

25.6 22.1 作句 10.2: 9.9: 10.0 

24.2 21. 9 3月件旬 11.0: 11.0: 11.0 

22.6 21. 6 ~旬 11.7:11.0:11.4 
(11年平均は、 1990年4月から2001年 3月までの平均水温)
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サケ親魚の回帰資源調査
( 1 )子取川水系の親魚回帰調査

I 目的
1978年度に開始した石川県のシロザケ増殖事業も安

定した資源として定着しつつある。増殖河川である子

取川への回帰資源調査行い，近年の傾向を検討したの

でその概要を報告する。

E 調査方法
1.調査期間

2001年9月-2001年12月

2.調査内容

(1)子取川の流水量および水温

手取川下流域の流水量を子取川七ヶ用水管理組

合の観測記録から引用した。本記録は午前8時の

観測記録である。水温はおおむね午前8時に子取

川(ウライ設置付近)と熊田)11 (本川合流直上流

点)の2ケ所で測定した。また，沿岸水温は子取

川河口から約68km離れた水産総合センタ一志賀事

業所の取水水温を利用した。

(2)河川遡上調査

子取川に回帰，遡上する親魚、の捕獲は手取川本

川のウライ，熊出川への自力遡上及び釣獲調査に

よった。ウライは子取川本流の河口より0.9km上

流の主流(左岸流)に設置した。今年度の設置完

了は10月2日となった。一方，子取川支流の熊田

川へ遡上した親魚は誘導水路を通じて当事業所内

の親魚、池まで自力遡上する方式をとっている。熊

田川への遡上を促進するため本川との合流点から

下流に向けて魚道(瀬の部分に幅2*深1mの淳)

を掘って誘導した。

また，釣獲調査は「子取川サケ資源有効利用調

査」で11月1日一11月30日に実施した。調査範囲

は本川の河口から上流550mの右岸でルアー，フ

ライ，餌釣りによる調査を行った。今年度も流し

網による捕獲はなかった。 生物測定は捕獲魚の

一部(10月は毎日， 11月は原則として週に2日の

頻度で当該日の全数測定)の4，333尾について尾

叉長，体重の測定，二次性徴の判定(ブナ度)を

行った。鱗による年齢査定，標識の有無はほぼ全

数を調査した。

また，精密測定は正常産卵親魚について随時

行った。繁殖形質として採卵数，採卵重量， 1粒

卵重，平均卵径(スケール法)を計測した。また，

11月9日に水産庁さけます管理センターにより繁

殖形質の測定が行われ この時の卵径測定は容積

柴田 敏・増田泰隆・北川裕康

法によった。

子取川以外の県内増殖河川としては金沢市の犀

川があり，前年度同様に金沢市が流網による採捕

調査を行った。

E 調査結果及び考察

16口

(1)手取川下流域の流水量

2001年9月1日から12月31日までの手取川の流水

量を図 Iに， 1985年から2001年までの旬別平均流

水量を表-1に示した。本年度は10月2日に豪雨が

あり，最大流水量150m'/秒， 11月6t:1に971lI'/秒を

記録し， 11月6，7日にウライは水没した。しかし，

期間中の10，11月は10-201ぜ/秒と低水量傾向が続

き，平年を下回って推移した。 20m'/秒以下が期

間中の半分であり，近年ではやや少なかった

1996，97年並でなった(図 2)。また，年毎の流水

量の比較のため10月l日一11月30円聞の測定時流

水量の日累積流量は1，403m'/秒と過去10ヶ年の

70%に留まった(岡-3)。

捕獲期間中 (9-12月)の河川水温と平均値 (90

-2000年の平均)の5日間移動平均を同 4に示し

た。子取川本川は10月上旬までは平均並かやや上

回ったものの10月中旬以降は平均より低めで推移

した。熊田)11は9月下旬に一時的低下したが，ほ

ぼ平均並 (90-99年平均)で推移した。

1叫40ト流量 2却0∞0引1
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図-1 手取川下流域の流量と評価値 2001年
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子取川支流の熊田川経由で当事業所内へ自力遡

上した(以卜「青島田JIIJという)尾数は， 10月13日

から12月7日までの55日間に11，887尾(熊田川で

もウライを越え，へい死した509尾を含む)であっ

た。本年度の手取川と熊田川の捕獲比率は子取川

37.4%，熊田川51.7%，釣獲調査分が10.7%であっ

た(表-3)。釣獲による捕獲はウライや熊田川捕
獲の先取りとなると考えられるため，これを除い

て河川別の比率をみるとウライが4l.9%，熊田川

捕獲が58.1%となり，ほぽ前年並(38.5%，6l.5%)， 

近年並となった(図-5)。
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図-3 手取川下流域の日流量の累計
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手取川と熊田川の水温の推移(5日間移動平均)

(2)河川遡上魚の捕獲数について

手取川水系の捕獲尾数は22，990尾で，前年比

26.7%増と過去最高となった(表-2)。手取川本流

のウライ捕獲(以下手取川という)は10月3日か

ら12月10日までの68日間に8司588尾であった。そ

の他， 11月上旬の増水時に塩化ビニール製ウライ

が水没したことからウライの上部を越えての遡上

がみられた。後日，これらの魚がへい死後，ウラ

イに流れついたので計数し， 1，570尾は前記の捕

獲数に含んでいる。これらの魚は採鱗ができな

かったので，魚、体測定，年齢組成を行っていない。

その他，有効利用調査により釣獲した2，506尾

を加算した。

熊田川

85 87 89 91 93 95 97 99 2001 

図 5 手取川と熊田川の捕獲比率の推移
流し網，釣りは先取りとなるので除いた

手取川下流域の流量

図-4

.3/秒
月 旬 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 981 99 2000 2001 79~2000平均

上旬 53.7 43.0 11.5 9.4 11.0 11.7 6.4 3.81 14.2 21.4 158.8 24.7 24.3 18.4 16.6 11.7 22.2 27.5 
9中旬 33.9 70.3 16.4 36.3 26.6 0.6 10.6 2.6 1.11 65.1 77.6 20.4 13.2 50.2 22.2 22.5 24.6 29.4 
下旬 41.8 31.7 21.0 61.8 163.6 8.0 49.0 9.7 6.4 45.1 87.6 20.7 14.6 136.6 101.9 15.8 12.2 51.0 
上旬 109.9 14.2 72.9 22.4 73.9 3.9 64.5 9.2 6.7 50.0 49.3 48.8 78.5 5.21 20.3 5.4 7.6 7.1 9.0 55.9 53.4 24.1 26.9 36.0 
10中旬 43.7 32.9 62.7 13.9 76.1 2.2 60.8 9.6 7.6 47.4 69.0 21.8 67.6 8.2 6.9 13.6 6.7 7.7 9.5 88.4 32.6 13.4 12.6 31.9 
下旬 19.1 69.1 73.7 5.4 31.3 2.9 40.3 6.6 5.61 20.6 28.4 62.7 50.5 5.11 11.7 9.3 6.4 7.1 8.5 41.5 30.5 23.3 19.8 25.4 
上旬 22.7 75.2 65.5 6.0 23.6 3.11 25.5 6.2 19.6 27.6 28.5 45.6 36.4 10.4 9.5 7.0 45.5 12.3 7.0 19.6 17.1 47. 8 32.1 25.5 
11中旬 72.7 48.6 59.1 30.5 35.5 19.1 79.2 8.4 18.0 39.7 13.6 56.3 29.8 13.4 7.7 8.6 58.6 22.9 25.4 21.6 37.1 27.0 22.4 33.3 
下旬 45.2 38.8 45.8 51.3 29.3 7.3 88.5 9.8 2.4 59.6 25.8 41.9 58.3 27.2 22.4 10.4 62.7 33.8 87.4 41.9 45.5 41. 0 24.5 39.8 
上旬 22.9 66.4 32.2 78.1 53.3 16.4 90.4 10.9 14.1 41.8 44.8 69.1 31.3 58.0 34.3 22.8 47.3 111.4 99.1 47.4 30.0 33.5 33.9 48.0 
12中旬 23.0 47.0 21. 4 75.0 70.7 24.9 64.4 25.0 6.4 39.6 39.9 48.1 39.6 38.4 53.6 43.3 39.7 80.6 78.2 39.4 57.4 43.2 50.8 45.4 
下旬 18.6 39.4 21.6 49.3 53.7 29.0 ~ 17.3 18.8 33.9 23.4 38.9 47.8 52.1 57.4 30.5 34.8 46.0 37.3 22.4 47. 3 49.6 32.9 37.2 

表-1 

(尾)

区分 年度 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 

手 手取 }II 2，574 1，471 4，363 6，513 6，607 5，958 6，924 10，314 5，888 5，888 4，772 2，138 5，589 3，755 5，015 5，662 7，484 11， 103 
河 取 熊田川 460 371 1，401 1，762 5，750 3，293 5，474 4，269 1，139 1，630 1，725 2，352 8，103 5，683 8，060 7，478 10，666 11，887 
川系 計 3，034 1，843 5，764 8，185 11，357 9，251 12，398 14，583 7，027 8，510 6，497 4，490 13，692 9，438 13，075 13，140 18，150 22，990 
その 富来川 17 6 

JII 他 犀 }II 3 34 67 16 16 158 36 108 78 15 9 25 65 53 38 65 

J可 その他河川 23 11 2 60 497 

}II 富十 40 9 45 69 16 。 16 158 96 108 78 512 9 25 65 53 38 65 

河川計 3，074 1，852 5，809 8，354 12，373 9，251 12，414 14，741 7，123 8，618 6，575 5，002 13，701 9，463 13，140 13，193 18，188 23，055 
沿岸 6，807 3，681 10，367 14，677 8，614 7，376 13，685 9，235 6，862 7，067 6，286 9，917 7，507 5，145 5，587 6，126 11，761 16，296 
合計 9，881 5，534 16，176 23，031 20，987 16，627 26，099 23，976 13，985 15，685 12，861 14，929 21，208 14，708 18，727 19，319 29，949 39，351 
河川別 手取川 84.8 79.8 75.7 78.7 53.5 64.4 55.8 70.7 83.8 69.2 73.4 47.6 40.8 39.8 38.4 43.1 41. 2 48.31 

比率(%) 熊田川 15.2 20.1 14.3 11.3 46.5 35.6 44.1 29.3 16.2 30.9 26.6 52.4 59.2 60.1 61. 6 56.9 58.8 51.71 

ワム
什
ペ
リ

来遊尾数の推移表-2



表 3 漁具別採捕状況
(尾)

河川 漁具 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 991 2000 2001 

手取川 ウライ 1，051 629 9171 2，773 3，396 5，536 10，139 2，193 3，526 3，701 1，755 4，945 2，707 4，968 5，576 6，687 8，588 
流し網等 4201 3，734 5，606 3，834 2，562 1，388 1751 3，695 2，354 1，071 383 6441 1，047 47 86 。 。
釣り 7971 2，515 
計 1，471 4，363 6，523 6，607 5，958 6，924 10，314 5，888 5，880 4，772 2，138 5，589 3，754 5，015 5，662 7，484 11，103 

熊田川 親魚自力避上 3721 1，401 1，762 5，750 3，293 5，474 4，269 1，139 2，630 1，725 2，352 8，103 5，683 8，060 7，478 10，666 11，887 
合計 1，843 5，764 8，285 12，357 9，251 12，398 14，583 7，027 8，510 6，497 4，490 13，692 9，437 13，075 13，140 18，150 22，990 
ウライ 57.0 10.9 11.1 22.4 36.7 44.7 69.5 31.2 41. 4 57.0 39.1 36.1 28.7 38.0 42.4 36.8 37.4 

比率(% 流し網等 22.8 64.8 67.7 31. 0 27.7 11.2 1.21 52.6 27.7 16.5 8.5 4.7 11.1 0.4 0.7 。。 0.0 

釣り 4.41 10.9 

親魚自力遡上 20.2 24.3 21.3 46.5 35.6 44.2 29.3 16.1 30.9 16.6 52.4 59.2 60.1 61. 6 56.9 58.8 51.7 

(3)遡上時期

本年度の河川捕獲の初日は10月3日であり，近

年の、ド均並であった。しかし，初漁はウライの設

置時期に影響されることから，まとまった捕獲(年

間捕獲尾数の1%にあたる捕獲)の初日で比較す

る。本年は10月13日で，前年より8日，平均より6

日早かった。 10月の沿岸水温(志賀事業所取水水

温)とまとまった漁獲初日の相関がみられ，水温

が低いほど遡上が早くなる可能性が得られてい

る。本年の沿岸水温も低めで推移したことから早

まったものと推定される。さらに，沿岸水温を旬

別に分けて，まとまった捕獲の初日との関係をみ

ると，9月下旬と10月中旬の水温(志賀事業所取水)

との相聞が高い(それぞれ配=0.534，0.639)結

果となった(図的。

河川別の捕獲感期は子取川で10月中卜旬と11月

上中旬の早・後期群となった。これまでの中・後

期から中期が凹む傾向となり，同傾向は回帰時期

の早かった1997年度にもみられた。熊田J11はヲ|き

続き後期群主体であった。しかし，手取川同様，

早期群の比率はやや高まった(表-4，図 7)。

回帰時期は便宜的に以下の期間区分として表記

した。

早々期群 9月 fI:l)-10月上旬
早期群 10月中旬ー10月下旬

中期群 11月上旬

後期群 11月中下旬

晩期群 12月以降

(4)回帰親魚、の大きさについて

子取川水系で採捕された22.990尾のうち魚体測

定した4.333尾の結果及びその組成を表 5，図 8

に示した。全測定魚、の平均値は665皿皿， 3 .11kg， 

雌は663mm，3.08kg，雄では659mm，3. 07kgで、あっ

た。尾叉長及び体重を前年度と比較すると3，5歳

魚、で、やや上回ったが，その他の年齢では平年並で

あった。各年齢別平均尼叉長及び平均体重の推移

は表-6，図-9にポした。

測定尾数の多い3・4歳魚、の尾叉長と体重の経年

推移をみると， 1998年以降は漸増を示した。

また，各年齢の最小個体(最小成熟個体)は2

-4歳魚、で尾叉長400-500mm， 5歳魚、で550から

700mm前後で、ある。最小個体の雌雄別の経年推移

をみると， 1980年代は年齢幅が広いが，近年では
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図-6 河川捕獲時期と河川・沿岸水温の関係
まとまった河川捕獲日とは年間捕獲尾数の1%以上となった初円とした
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図-7 手取川と熊田川の回帰時期別経年推移
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表-4 旬別河川捕獲尾数経年推移
手取川I(釣りを含まない} (尾)

月 9 9 9 10 10 10 11 11 11 12 12 12 

年 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 計

78 4 11 24 7 2 48 

79 35 31 26 22 19 9 142 

80 。 9 23 7 10 17 18 7 3 63 

81 2 E 。 44 78 155 104 112 44 14 552 

82 。 22 143 421 583 218 179 39 16 5 。 1，461 
83 。 。 143 1，182 1，188 678 409 145 20 。 。3，622 
84 2 30 69 720 1，056 343 250 73 19 。 。2，461 
85 。 31 62 295 563 248 220 40 8 。 。 1，374 
86 。 25 333 1，461 1，647 602 231 42 11 。 。3，994 
87 。 9 220 2，145 1，864 1，322 571 273 59 14 。6，248 
88 1，145 1，514 2，276 1，027 388 106 7 。 5，318 

89 。 8 498 1，907 2，445 1，560 805 111 且 。 6，836 

90 。 135 921 1，808 1. 517 1，595 786 27 7 。 5，740 

91 2 129 633 3，040 2，984 1，216 790 93 5 。 8，128 

92 。 449 1，528 1，966 1，278 536 87 。 。 5，395 

93 。 2 516 1，639 1. 806 1，401 370 94 11 。 5，321 

94 。 。 50 551 1，675 1，446 754 165 13 。 。4，604 
95 。 2 29 580 897 443 149 37 。 。 2，106 

96 7 66 765 1，531 1，417 866 764 161 。 。 4，739 

97 23 145 516 1，226 875 755 213 2 。 。 3，071 

98 。 。 9 520 2，037 1，657 689 103 。 。 。 5，006 
99 。 。 200 821 2，863 1，057 551 170 。 。 5，662 

2000 。 75 358 2，165 3，421 872 417 116 。 7，484 

2001 。 398 1，429 2，017 1，390 1，988 1，252 114 。 8，588 

購園川

月 9 9 9 10 10 10 11 11 11 12 12 12 

年 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 計

80 。 。 。 1 19 7 1 。 。 29 

81 。 。 。 30 49 21 60 25 1 。 。 186 

82 。 。 3 25 156 70 5 4 4 。 。 267 

83 。 。 28 1，133 1，272 405 65 17 。 。 2，921 
84 。 。 131 224 98 4 。 。 。 459 

85 。 。 16 49 104 129 11 3 。 。 。 312 

86 。 7 282 807 259 34 6 。 。 1，397 
87 。 。 11 505 709 322 95 99 14 1 。 1，756 
88 313 2，511 1，546 857 289 101 61 。 5，678 

89 。 。 191 1，067 1，443 442 115 5 。 。 3，263 

90 。 196 1，557 2，370 998 364 60 10 。 5，556 

91 。 6 146 1，061 1，807 906 284 9 。 。 4，219 

92 。 。 11 222 525 215 83 。 。 。 1，056 

93 。 。 63 675 1，200 535 84 19 。 2，577 

94 。 。 3 186 992 346 163 17 4 。 。 1，711 
95 。 91 384 862 528 366 99 7 。 2，338 

96 。 41 497 1，291 2，655 1，873 1，097 591 40 。 8，085 

97 。 14 249 1，238 1，208 1，176 942 232 24 5，683 

98 。 。 11 205 1，759 3，495 1，911 643 36 。 。8，060 
99 。 。 2 132 1，569 3，192 2，025 546 12 。 7，478 

2000 。 。 。 458 2，422 4，837 2，554 385 10 10，666 

2001 。 。 102 787 3，845 4，024 2，679 450 。 11，887 

手取JII+曜里JI合計 釣りを含まない
月 9 9 9 10 10 10 11 11 11 12 12 12 

年 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 計

78 。 4 11 24 7 2 。 。 。 48 

79 。 35 31 26 22 19 。 9 。 142 

80 。 日 23 8 11 36 25 8 3 124 

81 E 6 。 74 127 176 164 137 45 14 746 

82 。 22 146 446 739 288 184 43 20 s 。 1，893 
83 。 。 171 2，315 2，460 1，083 474 162 21 。 。6，686 
84 E 30 70 851 1，280 441 254 74 19 。 。3，021 
85 。 31 78 344 667 317 231 43 8 。 。 1，179 
86 。 26 340 1，743 2，454 861 265 48 12 。 。5，749 
87 。 g 231 2，650 2，573 1，644 666 372 73 15 。8，233 
88 。 。1，458 4，025 3，822 1，884 617 207 68 。 12，141 

89 。 8 689 2，974 3，888 2，002 920 116 8 。 10，605 

90 。 136 1，117 3，365 3，887 2，593 1，150 87 17 。 12，352 

91 2 135 179 4，101 4，791 2， 122 1，074 102 5 。 13，111 

92 。 460 1，750 2，491 1，493 619 87 。 。 6，901 

93 。 2 579 2，314 3，006 1，936 454 113 12 。 8，416 

94 。 。 53 737 2，667 1，792 917 182 17 。 6，365 

95 。 3 120 964 1，759 971 515 136 7 。 4，475 

96 7 107 1，262 2，822 4，072 2，739 1. 861 752 40 。 13，662 

97 23 159 765 2，464 2，083 2，531 1，155 234 24 。 。9，438 
98 。 。 20 725 3，796 5， 152 2，600 746 36 。 。13，075 
99 。 。 202 953 4，432 4，249 2，576 716 12 。 。13，140 
2000 。 75 358 2，623 5，843 5，709 3，031 501 10 。 。18，150 
2001 。 398 1，531 2，804 5，235 6，012 3，931 564 。 。 。20，475 
* 78年は扇し網のみ捕獲、 79年以降はヤナ捕獲
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表-5 サケ親魚年齢別性別平問尾叉長・体重 2001年

河川名 年齢: 2歳魚 3歳魚 4歳魚、

性別: 雌 雄 全体 雌 雄 全体 雌 雄 全体

全体 測定尾数 E 25 31 841 574 1. 415 1.323 922 2，245 

全体 平均尾文長 605 546 558 639 640 639 666 675 670 

全体 重量高 655 672 672 776 798 798 893 802 893 

全体 最低 546 476 476 503 498 498 540 464 464 

全体 平均体重 2.33 1. 62 1. 76 2.74 2.67 2.71 3.18 3. 19 3.19 

全体 最高 2.83 2.86 2.86 5.48 7.74 7.74 6.52 6.40 6.52 

全体 最低 1.79 O. 98 0.98 1. 24 1. 09 1. 09 1. 52 0.99 0.99 

手取川 測定尾数 11 12 155 171 326 567 512 1， 079 

手取川 平均尾文長 640 561 568 631 636 633 658 670 664 

手取川 標準偏差 66 36 41 34 45 
手取川 最高 672 672 725 738 738 893 786 893 

手取川 最低 480 480 541 498 498 540 464 464 

手取川 平均体重 2.63 1.78 1. 86 2.65 2.64 2.64 3.07 3.14 3.10 
手取川 標準偏差 0.66 0.51 0.57 0.54 0.73 
手取)11 最高 2.86 2.86 4.38 4.46 4.46 4.75 5.80 5.80 

手取川 最低 0.99 0.99 1.71 1.23 1. 23 1.68 0.99 O. 99 

熊田111 測定尾数 5 14 19 686 403 1.089 756 410 1. 166 

熊田川 平均尾文長 598 535 552 640 642 641 673 682 676 

熊田川 標準偏差 48 30 35 43 40 47 
熊田川 最高 655 589 655 776 798 798 824 802 824 

熊田川 最低 546 476 476 503 501 501 559 538 538 

熊田川 平均体重 2.27 1.49 1.69 2.76 2.68 2. 73 3.27 3.26 3.26 
熊田川 標準偏差 0.47 0.26 0.55 。目68 0.69 0.79 

熊田)11 最高 2.83 1.97 2.83 5.48 7.74 7.74 6.52 6.40 6.52 

熊田川 最低 1.79 0.98 0.98 1.24 1.09 1. 09 1.5♀ 1.25 1. 25 

河川名 年齢: 5歳魚、 6議魚 計

性別: 雌 雄 全体 雌 雄 全体 雌 自量 全体

全体 測定尾数 416 198 614 18 10 28 2.604 1， 729 4，333 

全体 平均尾叉長 702 714 706 706 715 709 663 667 665 

全体 最高 798 841 841 777 791 791 

全体 震低 552 536 536 649 662 649 

全体 平均体重 3.76 3.87 3.80 3.82 3.82 3.82 3.13 3.08 3. 11 

全体 最高 5.56 6.48 6.48 5.08 5.21 5.21 

全体 最低 2.15 2.11 2.11 2.37 2.65 2. 37 

手取川 測定尾数 119 95 214 4 5 9 846 794 1，640 

手取川 平均尾文長 686 700 692 686 690 688 657 665 661 

手取川 標準偏差 36 42 27 29 

手取川 最高 798 804 804 712 721 721 

手取川 最低 552 612 552 649 662 649 

手取川 平均体重 3.51 3.66 3.58 3.47 3.54 3. 51 3.06 3.08 3.07 

手取川 標準偏差 0.58 0.76 1.04 0.74 

手取川 最高 5.42 5.61 5.61 4.37 4.38 4. 38 

手取川 最低 2.21 2.11 2.11 2.37 2.65 2.37 

熊田川 ;P~定尾数 297 103 400 14 5 19 1.758 935 2，693 

熊田川 平均尾叉長 708 727 713 712 741 719 666 3 436 

熊田川 標準偏差 35 49 38 42 

熊田川 最高 797 841 841 777 791 791 

熊田川 最低 603 536 536 652 692 652 

熊回川 平均体重 3.86 4.05 3.91 3.92 4.10 3.97 3.17 3.08 3.14 

熊回川 標準偏差 0.69 0.88 0.68 1.01 

熊田川 最高 5.56 6.48 6.48 5.08 5.21 5.21 

熊田川 最低 2.15 2.18 2. 15 2.71 3.13 2.71 

* 手取川は釣り魚、は除く
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表-6 回帰年度別 平均尾又長・体重の推移

年度 尾叉長 (mm) 体重 (g)

2歳魚 3歳魚、 4歳魚 5歳魚、 6歳魚 2設魚 3歳魚1 4歳魚 5歳魚 6歳魚、
1978 625 728 739 2，560 3，901 3，967 
1979 499 623 704 719 1，130 2，670 3，999 4，280 
1980 517 605 689 732 1，331 2，309 3，569 3，540 
1981 518 609 709 737 1.315 2， 134 3，767 3，971 
1982 502 603 693 779 1，223 2，081 3，506 5，214 
1983 541 590 690 737 1，490 1，932 3，381 4，269 
1984 506 608 666 738 1，243 2，303 2，979 4，356 
1985 486 603 670 695 1，014 2，259 3，201 3，672 
1986 512 581 647 718 777 1，330 1，940 2，826 3，777 4，977 
1987 502 595 663 707 707 1，252 2，095 2，996 3，776 4， 150 
1988 518 634 660 695 1，396 2，358 3，022 3，652 
1989 523 605 659 710 712 1. 435 2，228 2，943 3，799 4， 167 
1990 542 617 661 692 750 2，390 2，946 3，462 4，540 
1991 549 625 665 691 697 1.670 2，510 3，060 3，460 3，860 
1992 542 614 669 715 761 1，580 2，410 3，200 4，040 4，760 
1993 541 613 669 715 755 1，650 2，390 3， 150 3，920 4，780 
1994 523 597 650 692 665 1，410 2，140 2，820 3，460 3， 190 
1995 528 603 654 681 698 1，480 2，230 2，930 3，330 3，730 
1996 544 617 671 701 719 1，616 2，415 3， 135 3，666 4，021 
1997 541 610 665 707 695 1，638 2，348 3，099 3，776 3，562 
1998 577 604 648 669 683 1，965 2，265 2，772 3，010 3，248 
1999 523 612 662 691 718 1.381 2，350 3，056 3，527 3，670 
2000 559 620 667 676 709 1，779 2，497 3， 199 3，644 3，720 
2001 553 638 670 705 709 1，700 2，710 3，200 3，800 3，850 
過去平均 526 608 670 712 718 1，430 2，270 3，165 3，822 4，082 

78~81年平均 511 616 708 732 1，259 2，418 3，809 3，940 
82~95年平均 524 607 666 711 724 1，414 2，245 3，073 3，857 4，218 
96~2000年平均 549 613 663 689 705 1，676 2，375 3，052 3，525 3，644 

雌は500-600mm，雄は450-500mmに収散傾向を示

している。雌は1991.92年に低極がみられ，以後

若干の大型傾向がみられているが，雄はほぼ横ば

いである(阿 10)。

(5)年齢組成および年級群別回帰来

採捕した22.990尾のうち年齢査定できた18.396

国の年齢組成は表-7に示すように.2歳魚 157尾

(0.9%に 3歳魚 7.001尾(38.1%)，4歳魚 8.430
尾(45.8%に 5歳魚、 2.413尾(13.1%に 6歳魚、 83

尾(0.5%)，判読不明魚 312尾であった。前年ま

での 4歳魚主体が引き市郎通ているものの 3歳魚の

比率が高まり， 3，4歳魚主体となった。

子取川における放流尾数と河川及び沿岸漁獲親

魚の年齢別採捕状況を表 8に示した。

99年級群(2歳魚)は回帰尾数は200尾(年齢不明

魚を按分した尾数を加算。以下|司じ)で単年河川

凶帰率は0.003%でほぼ平均 (0.007%)を下回っ

た。これに推定沿岸回帰尾数(主要j拘漁魚魚、業協同組合

に採鱗を委託し，干年「

沿岸漁獲尾数に乗じ葬出した)41尾を加えると241

尾となつたo 98年級群(3歳魚)の手取川水系への

回帰は8，900尾で単年河川回帰率は0.110%であり

平均 (0.061%)の1.8倍で1987年級に次ぐ回帰率

となった。これに推定沿岸漁獲尾数5，220尾を加

えると14.120尾となった。 97年級群(4歳魚)の子

取川水系への回帰は10，717尾で単年河川回帰率は

0.150%であり，平均 (0.076%)の2倍であり，
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19，295尾であったc 96年級群(5歳魚、)の手取川水

系への回帰も3，068尾， 0.036%で平均 (0.011%)

の3.6倍と過去最高を示し，推定沿岸漁獲尾数

2，157尾を加えると5，525尾となった。回帰の終了

する95年級群(6歳魚)の回帰は105尾であり， 95年

級の全年齢の河川回帰尾数は14，186尾で河川回帰

率は0.304%で近年の平均 (0.218%)の1.4倍と

なった。推定沿岸漁獲尾数と会わせて22，340尾と

なり全体回帰率は0.479%となった。

過去の放流年級別の回帰率の推移を図-11に示

した。 2001年度の来遊数も前年同様に1996年級の

5年魚が良好であり，次いで98年級の3歳魚の回帰

が比較的良かった。

放流年級別の推移では河川，沿岸漁獲ともに4

歳魚主体の回帰が続いている(図-12)。

また，放流年級別の平均年齢をみると河川別で

は両河川とも3.6歳であり，沿岸漁獲は3.65歳，

河川計は3.7歳(過去平均3.6歳)となり，近年の

平均並が続いた(図 13)。
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図-12 沿岸・河川回帰親魚の年齢組成の推移
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表 7 河川年齢別捕獲尾数

2001年度

河川名 性別 2歳魚 3歳魚 4歳魚 5歳魚 6歳魚 年齢不明 全体

雌 5 1， 228 2， 137 476 15 48 3，909 
手取川 雄 44 1，038 1，673 291 10 53 3，109 

計 49 2，266 3，810 767 25 101 7，018 
雌 0.1 31. 4 54.7 12.2 0.4 1.2 100 

比率見 雄 33.4 53.8 9.4 
..，...... .. 
0.3 1.7 100 1.4 

計 0.7 32.3 54.3 10.9 0.4 1.4 100 

雌 31 2488 2530 977 34 131 6，191 
熊田川 雄

-・・・
77 2，247 2，090 669 24 80 5，187 

計 108 4，735 4，620 1， 646 58 211 11， 378 

雌 0.5 40.2 4日.9 15.8 0.5 2. 1 100 

比率% 雄 43.3 40.3 12.9 0.5 1.5 1.5 10日

計 0.9 41.6 40.6 14.5 0.5 1.9 100 

雌 36 3，716 4，667 1，453 49 179 10，100 
合計 雄 3，285 3，763 ."" .. 960 34 133 8，296 121 

計 157 7，001 8，430 2，413 83 312 18，396 
雌 0.4 36.8 46.2 14.4 0.5 1.8 1日o

比率% 雄 1.5 39.6 45.4 11. 6 0.4 1.6 100 

計 45.8 13.1 0.5 
-・・ ・

0.9 38.1 1.7 100 
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l吋魚口3歳魚回4垣ー唾画室E
図ー11 河川回帰率の年齢別推移

(6)繁殖形質調査

繁殖形質を把握するために正常採卵魚の個体毎

の精密測定を随時行った。測定尾数は子取川 141

尾，熊田JI1287尾の計428尾である。 2，6歳魚は測

定尾数が少なかった。表-9に年齢別河川別，尾叉

長，体重，採卵重(眼水後)，採卵数， 1粒卵重，

卵径，成熟度等の平均値を示した。

l尾当たり平均採卵数をみると全体では3，151粒

であった。河川別では子取川3，109粒，熊田川3，196

粒で熊田川が87粒多く 年齢別でもすべての年齢

で熊田川の方が多かった。また，年齢別の前年比

は3歳魚2，988粒(前年2，704粒)， 4歳魚3，178粒(同

3.110粒)， 5義魚、3‘177粒(同3，118粒)でいずれの

年齢でも本年が多く， 3歳魚、が284粒多く， 5歳魚

で259粒多く，平均尾叉長も本年が1-60mm大きい

かった。

3-5蔵魚の体重1kg:当たりの採卵数は若齢魚ほ

ど多く， 3歳魚で1，130柁/kg:BW，4歳魚、で1.000

粒/kgBW，5歳魚で943粒/kgBWでおあった。
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表 8 手取川水系における放流尾数と回帰親魚の年齢別採捕状況

放流 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳

放流年級 系~~ 尾数 河川|沿岸 河川|沿岸 河川:1沿岸
河川沿岸 河川沿岸

(干尾) 採捕採捕 採捕採捕 採捕採捕 採捕採捕 採摘録捕

地π (A) 
(812年505度51採捕) (81年1348度71採捕) 0(8030年12度51採捕)

(84年度採捕)

78 移早 1，787 0(8001年126度11採捕0) 36 219 135 15 
0.000 1 0.00日0 移後 .001 0.010 1 0.008 O.日 0.005 0.001 

地π
(810年26度51採捕0) 

(81年度採捕)

79 移早 1，951 37 0(8I03，4年248度91採捕O) 924 0(.8日40年27度01採捕0) 86 

0日{1000000 移後 日.日 .001 0.038 I 0.032 031 .003 

I也π
(81年1317度01採捕0) 0(8513，5年453度61採捕) (85年1435度61採捕0) 

(86年度採捕)

80 移早 3，509 158 1，067 0(.8204，8年801度61採捕o3) ，775 115 
0.00日日{100 移後 0.0 日日5 0.059 108 。日 .006

地冗
(84年1176度51採捕02 ) 

(87年度採捕)

81 993 o(8m3年度l採捕。) ，916 0(8056年666度01採捕021 ，686 O(8B60年9度1採捕0) 

0000.0[10 8 移後 009 0.017 I 0.195 170 .002 

地元 (85年度採捕)
(88年度1採捕01 

81 移早 4，489 20 0(.8060年252度81採捕01) ，524 0{.8070年14度11採捕0) 140 

0.00【l-0000 移後 日.000 I 0.000 0.003 I 0.004 目。34 .003 

地冗
(8日5{年]670度71採捕o) 

(88年引度採捕)
83 移早 9，067 608 0(8406，5年831度51採捕80) ，460 0(8.407，4年1494度61採捕80) ，142 431 

0.00000{10 0 移後 0.007 I 0.007 .日93 .090 0.005 I 0.005 

地冗

0(B307.4年4421度11採鋪) 0(.8090度233採71捕)E000 0 84 移早 8，08日 0(.806日年682度71採捕0) 363 6，275 0(.8S日8，7年398度91採捕03) ，876 

0.8000000 0 移後 .004 0.078 .048 

I也冗
0(8209，4度218採41捕)1，499 (910年01度11採繍o) 85 5，514 0(.8070年363度31採捕0) 140 0(8408，8年522度01採捕03) ，532 0(.900{年1376度51採捕0) 59 

0.0.000 0 移早 .003 064 0.027 001 

地冗 (88年判度採捕) {859度m採捕)4m  (91年M度11採捕)
86 5，270 775 日{.950日19年184度41採捕40} ，542 351 0{.9020年01度31採捕日) 14 

移早 。回日 日.015 日.094 .086 日日 日07 000 

日{目8I。9，2度231採71捕)87 地元 5，195 948 0(.9601，2年698度31採捕7日) ，963 日(.9B11，6年797度91採捕40) ，756 0(.9020年480度61採捕日) 563 0(.9030年13度11採捕0) 46 

0.018 .153 日92 恥日11 .001 

0(.9401，6年725度3¥採捕)88 地元 7，608 0(9000年230度31採捕01) ，121 3，842 0(.9302，4年4220度81採捕40) ，865 0(9030年467度11採捕0} 813 

0.800.000 0 .015 0.050 .064 .011 

(日10年241度81採捕0) 
(95年度採捕)

89 地元 5，164 286 0{.9302，5年O95度41採捕01) .372 0(.9303，7年859度61採捕30) ，219 0(9040年4110度01採捕日) 295 

0.000000 0 。回目 .006 .027 062 .006 

9日 地元 7，163 
(92年刊度採捕日) 48 

0{.9403，5年O78度71採捕20) ，974 0(9504，7年O02度8¥採捕40) ，595 0(.9050年354度51採捕o11 ，211 0(9860年15度91採捕0} 40 

.0日1 042 .064 。17 .001 

(94年91度2J採捕)
(96年度採捕)

91 地元 8，512 0(.9030年tl2度51採捕日) 15 1，264 0(.9I05，2年932度81採捕o6) ，264 0{.907日年111度81採捕0) 33 

.000 0.011 I 0.015 日74 0.016 I 0.013 .000 

92 地元 4，471 0(.9040年135度41採捕0) 132 0(.9l05，3年661度11採捕日2) ，234 0(.9716，7年850度61深捕03) ，786 0(回91目7，2年164度81採捕0) 625 O(9O8G年判度採捕。) 22 

.003 .050 085 .014 .000 

(95年1620度41採捕0) (98年16度1採捕0) 0(.9090年13度01採捕)93 地元 5，005 218 0(.9306，8年909度91採捕02) 8269 0(.9517，年1621度11採捕02) ，846 368 
0.000 0 0.012 I 0.004 目。45 明日57 0.016 1 0.007 

地π 4，789 
(99年1865度91採捕0) 

(200日ぺ年度採捕)
94 0(9060年498度71採捕0) 330 J(97年度1保捕f)日 0(9681，2年559度41採捕02) ，987 392 19 

移殖 482 .006 .日29 .057 0.0 回目日7 0.001 I 0.000 

地冗 3，700 
(.9070年386度41採捕0) (995年253度81採鋪4日) 0(.2I日0，304207年11度採捕)

(2目。1年度採捕)

95 201 日(.9581，0年O70度81採捕20) ，日56 7，2381 4，428 1， 477 105 日

移殖 963 。日04 .044 0.155 I 0.095 0.032 0.002 0.000 

日(1.2210，407805年81度採捕)
(2001年度採捕)

96 地元 8，633 0(9080年673度91採捕01 152 0(目94。9，5年971度41採捕01) ，248 6，901 3，0681 2，457 

.001 .014 。回目80 。.036 I 0.028 

0(.2300，404802年31度採捕) 0{12001，507011年71度採捕)97 地元 7，163 0(，9O90年19度91採捕01 58 3，246 8，578 

.001 0.045 。120

0(200004605年11度採捕)
(2001年度採捕)

98 地元 8，102 117 8，900 5，220 

0.001 0.110 I O.日64

E(.200日02310年01度採捕}99 地元 6，785 41 

0.001 

i主;河川採捕の年齢不明魚は年齢比に基づき配分して加えた.沿岸再捕は年齢査定を行った親魚の年齢比に基づき配分した。
採捕欄は上段に回帰尾数、下段に当該年の回帰率を示す
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合計

河川I(手取川水系J 河川及び沿岸
採捕数 回帰率 採捕数 回帰率

(6) (6/A) 

1.日28 0.037 1.433 0.051 

1，548 日.086 4，539 日.154

9，087 0.259 15，312 ι436 

935 0.094 6，660 0.671 

398 0.009 2，245 0.050 

10，350 0.114 17，991 0.309 

10，667 0.132 21，181 0.262 

7，513 0.136 12，743 0.231 

12，311 0.234 22，922 0.435 

17，116 0.329 31. 392 0.604 

8，638 0.114 19，279 0.253 

7，572 0.147 12，744 0.247 

9，865 0.138 18，733 0.262 

4，224 0.050 12，882 日151

10，739 0.240 15，927 0.356 

11. 057 0.221 16，758 0.335 

10，224 日194 15，492 0.294 

14，186 0.304 22，348 0.479 

21，379 0.248 31，137 日372

14，239 0.199 26，121 0.365 



熟度指数(吸水後卵重/体重XI00)では年齢別の

平均値が手取川では21.3-22.0%，熊出川では

21.6-23.2%であった。

年齢別の平均卵径は6.41-7.58mmで， 2，3歳魚、

は6mm台，3，4蔵魚、は7mm台で、あり，前年並であった。

経年推移を表-10に示した。

河川別時期別の採卵に供した親魚の採卵状況を

表-11に示した。正常採卵(白日未熟，一部過熟

を含む)できたものは全体で57.8%であり，手取

川，熊田川ともに50-60%であった。未熟魚、の比

率は子取川で9.2%と熊田川の8.1%に比べやや高

く，特に高率であったのは10月下旬-11月上旬で

は15-20%であった。ただし，集計は釣獲調査魚

及びウライに掛かっていたへい死魚は除外した。

凶帰親魚、の二次性徴をブナ度によって調査した

結果，前年度同様に子取川は銀毛十Aブナが

16.5%と前年(12.2%)より高率であった。一方，

熊田J11は子取川に比べブナ度が進んでおり，銀毛

+Aブナは2.4%にとどまった(表-12)。旬別で

は子取川の銀毛+Aブナは10月上旬で48.6%，10 

月下旬は1.5%と下がるものの， 11月中は20%前

後を維持した。これに対し熊田川は期間を通して

銀毛+Aブナは1-4%にとどまり Cブナが主体で

推移した。前年との比較では手取川はAブナ比率

が増加したが，熊出川はA，Bブナが減じCブナ

の比率が高くなった(図 14)。

表 9 年齢別の尾叉長・体重と繁殖形質の関係(平均値)
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表-10 年度別年齢別繁殖形質の推移
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表 11

雌親魚数肩萄河川名

合計

比率

2001年度

尾数 比率
備考年度 河川名 月 銀毛 Aプナ Bプナ Cプナ 計 銀毛 Aフす Bプナ Cフナ E十

重
10月上旬 28 165 167 38 398 7.1 41.5 42.0 9.41 100 釣り除〈
10月中旬 16 162 652 599 1.429 1.1 11.3 45.7 41.9 100 
10月下旬 。 30 746 1.242 2，017 。。 1.5 37.0 61.6 100 

手取川 11月上旬 14 246 472 557 1，289 1.1 19.1 36.6 43.2 100 
11月中旬 11 383 895 599 1.888 0.6 20.3 47.4 31.7 100 
11月下旬 8 227 622 395 1，252 0.6 18.2 49.7 31.5 100 
12月上旬 。 10 21 83 114 。。 9.1 18.2 72.7 100 
言f 931 1，295 3，560 3.439 8.387 1.1 15.4 42.4 41.0 100 華同l旬10月中旬 。 3 42 57 102 。。 2.7 41.1 56.2 100 
10月下旬 。 6 59 722 787 。。 0.8 7.51 91.7 100 

熊田川 11月上旬 5 1271 1，08Q 2.633 3，845 0.1 3.3 28.1 68.5 100 
11月中旬 。 1051 1，055 2.864 4，024 。。 2.6 26.2 71.2 100 
11月下旬 。 111 740 1，828 2，679 0.0 4.2 27.6 68.2 100 
12月上旬 。 。 。 450 450 。。 。。 0.01 100.0 100 

でア「買 すココ計=-亨 3 282 2.369 9，233 11，887 。。 2.4 19.9 77.7 100 

河川捕獲魚のブナ度の出現比率表-12
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キ測定量を時期別の比率で全体に引き延ばした。
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(7)釣りによる調査

河口から500mの左岸の範囲で釣りによる調査

を行った。調査期間は11月1日から11月30日の30

日間で，釣獲尾数は2，506尾であった。釣具はル

アー，餌釣り，フライにより行われた。釣獲尾数

は制限し，一人当たり雄は2尾まで，雌は無制限

としたが，再生産用親魚として同収した。その結

果，一人当たりの釣獲尾数は2.06尾/人であった。

f')獲時刻は7:00-15:30に限定して行った。午
前中がやや多い傾向がみられた。釣獲尾数を2尾

に限定したため早め釣り上げに終了したきらいも

ある(図 15)。

漁法別の釣獲時刻には大きな差異はないが，ル

アーで8時，餌釣りで8，10，15時，フライで7.9時

に多い傾向が見られた(図-16)。

7氾o8:00 9.00 10:00 11:00 12，00 13.00 14氾o1500 16:00 17，00 
酌獲時刻

~亘liI11.Fl ifl1垣宣王電 l

図-15 時期別の釣獲時刻別の変化
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図-17 釣獲調査魚と手取川ヤナ捕獲魚の尾又長比較
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釣獲調査色

前年の結果では釣獲魚はウライ捕獲魚より大き

かったが，本年はウライ捕獲魚、とほぼ同程度で

あった(図 17)。

魚体の大きさの漁法別の比較では餌釣りがやや

小さい傾向であったものの大きな差はみられな

かった(図 18)。

釣獲魚、のブナ度は銀毛+A+Bブナの比率は
54.4%で同時期の子取川の20%より多く，前年

(8%)比の7倍となり，ヤナ捕獲でみられたよう

に全般にAブナの率が高かったことや，早期にA

ブナが多かったこととから，調査期間を半月前倒

しした影響も考えられる。また，釣獲魚、はヤナ捕

獲魚、よりも明らかに未熟の魚、が多く，先取り傾向

を示した(表-13)。
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図-16 釣獲調査の漁法別時刻の推移
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表ー13 釣獲調査によるブナ度および漁法 2001年

図 18 釣り漁法別の尾叉長組成

手取川ヤナ捕獲魚

つ臼
4
主

冒・，

l釣獲時期 フナ度 尾 漁獲方法 尾

銀毛 Aブナ Bブナ Cブナ 計 ルアー 餌釣り フライ
11月上旬 15.7 45.0 38.1 1.3 100 345 32 36 
11月中旬 11.4 41.5 46.1 1.1 100 449 68 79 
11月下旬 7.3 36.1 46.8 9.9 100 142 10 33 
計 12.4 42.0 43.2 2.4 100 936 110 148 

78.4 9.2 12.4 

尾数
月 銀毛 Aプナ Bプナ Cプナ 計

11月上旬 1.1 19.1 36.6 43.2 100 
11月中旬 0.6 20.3 47.4 31.7 100 
11月下旬 0.6 18.2 49.7 31.5 100 
計 0.7 19.3 44.9 35.0 100 



( 2 )沿岸域の親魚回帰調査

I 目的
昭和53年から実施してきたサケ増殖事業も 24年目

を迎える。子取JlIは，サケの母川として 確立し，本

州日本海側においては1万尾以上のサケがそ上する河

川として定着してきた。

医誼 8漁協
1定置組合
1漁連
1支所

依頼 23漁協
4支所
1市場
1定置組合

計 40力所

図ー1 沿岸漁獲調査対象漁協位置図

北川裕康・柴同 敏・増田奈隆

サケ増殖事業を更に効果的に推進するため，事業河

川として日本海の南限に位置している本県に適した群

を選抜，造成して行くために本年も昨年に引続き沿岸

域での回帰親魚調査を実施した。

報告に先立ち，本調査に協力を戴いた諸団体並びに

関係各位に感謝の意を表する。

E 調査方法
1.調査期間 2001年9月一2002年1月

2.調査場所 県内沿芹:全域(図-1 ) 

3.調査項目

(1)漁獲量調査

県内の沿海漁業協同組合，岸端定置網組合並

びに七尾魚市場に日別 漁業種類別のサケ漁獲

尾数の調査を依頼し，各漁協別に集計した。

(2)生物測定

県内のサケ漁獲の主要地区の漁業協同組合

に漁獲魚の性別，採鱗，尾叉長，体重測定並

びに標識有無の調査を依頼し，採鱗からの年齢

査定は後日当所で、行った。

E 調査結果及び考察
1.漁獲尾数

表-1に示すように本年の漁獲は2001年9月上旬か

ら2001年12月下旬の聞に行われ，総漁獲尾数は

16，296尾で，前年より38.5%も増加した。

本年のサケ親魚の来遊尾数は表 2に示すよう

に河川採捕23，055尾と合わせて39，351尾となり前年

よりも31.3%増えた。

表-1 旬別沿岸漁獲状況の推移
単位:尾

月 9月 10月 1 1月 1 2月 1月 2月 不明
年 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 百十

1982 16 141 262 388 139 92 92 62 20 5 6 17 8 4 1，252 
1983 6 74 946 909 257 225 92 52 37 22 479 3，ω9 
1984 4 292 1，938 3，213 879 162 150 51 34 30 23 4 4 23 6.807 
1985 5 39 292 1，283 853 484 559 112 32 9 13 11 3，682 
1986 40 865 4，450 3，209 1，332 325 123 16 7 10，367 
1987 2 121 1，438 4，314 5，696 2，433 534 123 11 3 1114，677 
1988 80 594 2，607 2，683 1.357 812 362 83 15 16 2 3 8，614 
1989 16 279 2，373 3，165 686 480 278 86 13 7，376 
1990 13 59 384 3，484 6，277 1，977 995 354 90 45 6 13，685 
1991 10 89 318 1，555 4，394 1，193 681 7∞ 232 40 12 6 2 3 9，235 
1992 5 46 344 1，573 3，452 1，024 240 86 82 8 2 6，862 
1993 4 15 111 697 1. 839 3，208 424 379 280 90 11 9 7，067 
1994 3 28 109 471 2， 797 1，660 776 310 81 41 10 6，286 
1995 12 11 77 283 1，279 3，907 1， 652 910 957 752 70 17 9，927 
1996 3 3 142 372 1，149 3，029 758 502 961 508 61 16 2 7，507 
1997 24 149 350 1，242 1，816 793 397 283 148 38 5 5，245 
1998 22 55 106 222 1，810 2，278 672 238 127 31 23 5，585 
1999 7 2 15 78 269 2，539 1，813 891 412 90 10 6，126 
20∞ 3 26 163 1，080 2， 755 4，618 2，155 901 57 11，761 
2∞1 27 65 723 2，876 6，409 4，179 1，420 454 122 17 3 16，296 
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図-2 沿岸・河川別漁獲(再捕)尾数の推移

144 -



5，000 

4，500 

4，000 

E百年
3，000 

1，500 

1，000 

'， 500 
1，000 
500 。
下旬 中旬 上旬 下旬

10月

5，000 

4，500 

4，000 

3，500 

3，000 

1，500 

1，000 

1，500 

1，000 

500 。
下旬 中旬 上旬 下旬

10月

中旬 上旬
1 2月

3Z 

中旬
1 2月

上旬

5，000 
4，500 
4，000 
J，500 
J，OOO 
1，500 
1，000 
1，500 
1，000 
500 
o 
下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬

叩月 11月 1月11月

5，000 
4，500 
4，000 
3，500 
J，OOO 
1，500 
1，000 
1，500 
1，000 
500 
0 

9z年

下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬

10月 H月 11月 ?月

!;jai-
5，000 
4，500 
4，000 
J，500 
J，OOO 
1，500 
1，000 
1，500 

1，000 
500 

0 

94年

下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬

10月 11月 11月 1月

5，000 
4，500 
4，000 
J，500 
J，OOO 
Z，500 
1，000 

1，500 
1，000 
500 
0 

下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬

10月 11月 1月11月

5，000 
4，500 
4，000 
J，500 
J，OOO 
1，500 
1，000 
1，500 
1. 000 
500 
0 

96年

下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬

10月 11月 11月 1月

5，000 

4.500 

4，000 

l. 500 
J，OOO 
1，500 
1，000 

1. 500 
1. 000 
500 。

一
+
+

97年

下旬 中旬 上旬
10月 -tw 下旬 中旬

1 Z月

50∞ 
4500 
40伺

35∞ 
30∞ 
25∞ 
E収即
時ω
1収用

5∞ 。

圏
98年

下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬十F
10月 11月 12月

隼

蜘
別
卿
抑
制
問
問
問
問
制
。

EZE 

下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬土旬

9月 10月 11月 12月 1月

5，∞0 
4，500 
4.000 
3，500 

3，∞o 
2，500 
2，0∞ 
1，500 
1，000 

500 。
下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬

10月 111'1 12月 1月

5.000 

4，500 

4，000 

3.5∞ 
3，0叩

2，500 

2.000 

1，500 

1.000 

500 。
下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬

10月 11月 12月 1月

図-3 海域別旬別沿岸漁獲尾数の推移
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(尾)
区封 年度 1984 1985 1986 1987 1968 1989 199。1991 1992 1993 1994 1995 1996 1拘7 1鉛8 19宮9 20∞ 2∞1 
手 手取!II ι574 1，471 4，363 6，523 6，607 S，958 6.924 10，314 S，ωs 5，8邸 4.772 2.138 5，589 3.755 5.015 5.662 7.484 11.103 
取 限園川 4ω 372 1相1 1，762 5，750 3，293 5.474 4.269 1.139 2.630 1.725 2，352 8，1ω 5総3 8.060 1.m 10.666 11.887 

河 本 ~t 111 
菓 小 Jt 3，034 1.例3 5.164 8.285 12.351 9，251 12，398 14，583 7.021 8.510 6，497 4，490 13.692 9.438 13，075 13.140 18.150 2'1.990 
そ 富来 111 17 6 
の 町ItI11 

JII 他 • liI 3 34 67 16 16 158 36 1ω 18 IS 9 25 65 53 38 65 
河 その他河川 23 11 ω 497 
111 Fわ 針 40 9 4s 的 16 。lIi 158 96 108 18 512 9 25 65 53 38 65 
河川計 3，074 1，852 5，809 8，354 12.313 9.251 12，414 14，141 7.123 8，618 6，515 5.∞2 13.701 9.483 13.140 13.193 18.188 23，0551 
沿岸 6，801 3，682 10，367 14，611 8.614 7，316 13，685 9，235 6，862 7.067 6，286 9，921 7，501 5，245 5.585 6. 126 11. 761 16，296 
合計 9.881 5お4 16.176 23. 031 20 987 16 621 26 099 →23 976 13.985 15.685 12.861 14，929 21.208 14，706 18.725 19，319 29， 949 39，351 

来遊尾数の推移表-2

この結果をもとに沿岸で漁獲された16，296尾の年

齢構成を推定すると，2歳魚11尾(0.3%)，3歳魚、5，220

尾(32目。%)ι歳魚、8，578尾 (52.6%)，5歳魚、2，457尾
(15.1 %) ，6歳魚 0尾(0.0%)で司本年も3・4歳魚主体

の凶JJrrt}であった。

年齢査定のできた796尾の年齢別雌雄比を凶-5に

示した。全体では，雌436尾(54.8%)，雄360尾(45.2%)

であり，年齢別には，雌は2歳魚、O尾(0.0%)，3歳魚132尾

(51.8%)，4歳魚239尾(57.0%)五歳魚65尾(54.2%)， 

6歳魚0尾(0.0%)であった。

01 796 
O.邸1100.0%
0116，296 

沿岸漁獲魚年齢組成(2001年)表-5

2.漁獲時期

本年の同帰親魚、の初漁は， 9月初旬に能登外浦で

見られた。年別旬別漁獲尾数の推移を凶-2， 3に

示した。本年の旬別ピークは10月下旬の6，409尾(旬

別構成比39.3%)，次いで 11月上旬の 4.179尾

(25.6%)以下， 10月中旬の2，876尾(17.6%に 11月
中旬1.420尾(8.7%)の順位で漁獲された。

1982年から本年までの旬別沿岸漁獲尾数比率の推

移を図-4に示した。

漁獲の盛期は， 1982年から1984年までと1988年か

ら1997年までは10月中旬から下旬であったが， 1985 

年から1987年までと1998年から昨年までは10月下旬

から11月上旬であった。本年の盛期も昨年同様に10

月下旬から11月上旬までの期間であった。
100百

0略

図-4

3.漁獲地区

本県におけるサケ地区別漁獲尾数を表-3に示す。

県全体に占める能登内浦地区の割合は.昨年の

82.2%に対し本年は34.4%と大幅に減少した。一方，

能奇外浦から加賀地区は，昨年の17.8%から65.6%

と大幅に増加した。

4.漁業種類別漁獲状況

地区別漁業種類別漁獲状況を表-4に示した。

サケ漁獲の漁業種類は 定置網漁業で全体の87.3%

を占め，このうち小型定置網が60.0%を占めている。

5.年齢組成と性別

市場で採取された796尾の鱗による年齢査定結果

を表 5に示した。査定内訳は2歳魚2尾， 3歳魚255尾.

4歳魚419尾， 5歳魚120尾で， 6歳魚、は0尾であった。
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6.魚体組成

年齢査定のできた796尾の尾叉長及び体重測定

結果を，図 6に示した。

全測定魚、の平均尾叉長及び体重は666mm，3， 100 9 

で，2歳魚、は475mm，1 .000 9 ，3歳魚は623mm， 2，400 9 ， 

4歳魚、は672mm，3，200 9 ， 5歳魚、は694mm，3，400 9で

あった。

沿岸漁獲魚の年齢別雌雄比
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表-3 さけ地区別旬別漁獲尾数(2001年度)
単位:尾

地 R 9月 1 0月 1 1月 1 2月 1月
区 組合名 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 総計

加賀市 10 9 87 52 4 3 165 
小校市 31 91 697 113 175 7 1.114 
美川 23 6 30 
松任市 。
金沢市 15 9 3 27 
金沢港

外 内灘町 2 7 10 
南浦 4 9 23 37 
押水 67 35 219 8 14 344 
羽咋市 3 5 24 14 46 
柴渇 5 9 25 22 6 67 
高浜 86 85 11 183 
志賀町 11 138 723 1.838 1227 275 4，212 
福浦港 13 285 198 497 
富来湾 17 150 73 23 6 271 
石川とぎ 3 21 129 426 962 1053 59 2.654 
浦 西浦支所

門前町 3 2 14 66 128 124 52 3 393 
鎗島市 3 13 37 133 266 147 32 4 635 
殊洲~t音書 。
折戸 。
県漁連金沢 。
1I、計 9 54 474 12.062 4.662 2.788 617 20 。。。01 10.687 

獲煙 6 
寺家 3 5 
鍋島 2 9 52 52 57 48 26 6 255 
珠洲中央 2 4 7 11 15 7 7 3 57 
宝立町 2 3 2 7 
内浦 2 3 6 2 13 
小木 4 13 17 34 

内 姫 。
能都町 74 234 485 344 230 100 22 1. 4891 

l前波支所 4 9 21 20 21 5 6 2 881 
穴水町 4 3 10 
七尾 。

浦 えの目支所 9 42 123 140 58 49 27 9 457 
野織支所 4 19 32 56 18 14 4 147 
佐々波 2 39 90 315 252 98 56 9 862 
ななか 15 102 341 682 496 314 175 42 3 2 25，81079 9 
小宮+ C 18 11 249 814 1. 74十 1.391 803 434 122 17 3 。
合計 2 65 72: 2.876 16.40 4.179 420 454 I?? 豆Lー豆」亙亙B

表-4 地区別漁業種類別漁獲尾数(2001年度)
辱王位.尾

地区 漁業種類: 大型定置網 小型定置網 事j網 その他 不明 合計
加賀市 91 74 165 
小松市 404 710 1. 114 
美川 29 30 
松任T行 。
金沢市 3 2 22 27 
金沢港

外 内灘町 10 10 
南浦 37 37 
押水 240 104 344 
羽昨市 3 42 46 
柴短 67 67 
高浜 182 1 183 
志賀町 4.136 76 4.212 
福浦港 497 497 
富来湾 165 57 49 271 
石川とぎ 1.365 1.259 20 10 2. 654 

;荷 西浦支所
r'l郁I四T 389 4 393 
輸島市 296 186 145 8 635 
殊洲北部1 。
折戸 。
県漁連金沢 。
1)、告+ 2.309 6. 550 703 125 。 68 

主且需霊 4 。
寺家 3 2 5 
蛸島 95 154 5 1 255 
珠洲中央 50 7 57 
宝立町 3 4 7 
肉5甫 10 3 13 
小木 34 34 

内 短 。
肯E都宮T 421 1.026 42 1.489 
前波支所 84 4 88 
穴水町 7 2 10 
七尾 。

3甫 えの目支所 130 314 13 457 
野崎支所 57 90 147 
佐々波 543 319 862 
ななか 876 1. 191 112 2.179 
11、言十 2.210 3.172 226 1 。 5.609 
合計 4.519 9.722 1.929 126 。 16. 296 
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( 3 )採卵とふ化育成放流

I 目的
シロザケ南辺域における育成，放流技術の開発を図

り，サケ増殖事業を推進する。

E 材料および方法
1.実施期間

2001年10月-2002年3月

2.供試魚

卵は子取川水系に回帰捕獲した親魚、を使用した。

採卵は採割法で行い，腹腔内に卵が残らないように

注意して採卵した。

受精卵は発眼まで増収型ふ化槽に収容し，発眼後，

検卵，計数，ヨード剤による消毒を行った。

発眼卵はふ上槽及びふ化池に収容し，ふ化まで管

理した。飼育池は円形池，稚魚池とし，早期群の一

部を河川飼育池に分養した。

E 結果および考察
(1)採卵および飼育

10月9日から11月30日までに12，382千粒を採卵し

た(表 1)。受精卵のうち卵径の小さいもの172千

粒を選別，淘汰したため，ふ化槽に収容したもの

は12，210千粒であり，それから9，285千粒の発眼卵

を得た。発眼率は不良であった前年をさらに下回

り， 75.0%にとどまった。収容水槽毎の発眼率の

推移を図28に示した。 採卵初期(10月中 F旬)と
終期は50-70%となり，やや中期は回復して80%と

なった(図-1)。前年推定された不良の原因を改善

したものの発眼率の改善にはならならなかった。

しかし，ふ化率の低下傾向はみられなかった。

美川事業所からの発眼卵の移出は200千粒を金

沢市の犀川ヘ移殖し，鞍月堰堤の魚道の桝内に敷

設したふ化盆に収容，ふ化，給餌育成を行い， 3 

月30日に180千尾を犀川に放流した。

また，内浦漁協の協力を得て海中飼育試を実施

した。実施概要は内浦町空林地区において1月31

日から2月19日まで仕切り網で行い，同日に仕切

り網の撤去により395千尾を前面海域に放流した。

その他の発眼卵，稚魚、は当事業所のふ化・ふ上

槽に収容した。ふ化率は98.5%，浮上率は99.4%

であった。

放流直前の魚体測定(尾叉長，体重，肥満度)

を行なった。円形池，河川池，養成池を比較する

と，円形池は早期放流を試みたことから小型であ

り，他2区に比べていずれの項目もバラツキも大
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きかった。円形池は自動給餌器2台による給餌に 回の放流となった。また， 1 -2日間，排水路

起因している可能性もある(図 2)。また，放流 に留め，流水馴致と放流日の調整を行なった。

時期群別の変動係数の推移をみると採卵時期の早 河川池からは排水スクリーンを取り外すこと

い放流群ほど変動係数が大きく，後半で、は小さく により，直接，子取川に放流した。鳥害防止の

なる傾向がみられた。これは早期採卵ほど日採卵 ため，スクリーンの一部を取り外し式とし，夜

数が少ないことから，権数日の採卵分を同一飼育 聞に解放，放流し，昼間は閉鎖する方法によった。

池に収容していることによるものと推定され，飼 子取川への放流尾数は熊田川から4，566千尾，

育によってそのバラツキがさらに大きくなること 河川池から3，636千尾，合計8，202千尾であった。

を示唆している(図 3，表 2)。 放流サイズは平均体重で1.45-2.57gとなり，

(2)放流 3，273千尾を2g以上で放流した(表 4)。

生産した稚魚、は表 3に示すように飼育池毎に12 海中飼育群も2月19日に57.9mml. 65 9で395千

回に分けて飼育池からスクリーンを聞けて，直接 尾を放流し，沿岸のサヨリ曳網への混獲減耗を

放流した。飼育数量が多かったことから飼育密度 回避を期待した。

限度を越えた池から間引き放流を行ったので多数

表-2 放流稚魚の体型と変動係数 2001年

流月日 ロ水 飼 、 支広重 1
14/01/27 稚1-2号 B 47.2 2.8 56.0 41. 0 0.9 O. 2 1.7 0.4 8.4 1.5 12.0 4.8 5.9 26.2 17.6 
14/02/08 円形水槽 入 61. 1 5.3 70.2 46.8 2.2 0.6 3.4 0.8 9.3 2.0 17. 1 3.2 8.6 29.0 21.0 
14/02/18 稚15-16号 G 52. 7 2.7 58.9 44.5 1.2 0.2 2. 1 0.7 8.4 1.0 11.6 6.0 5.0 19.9 12.0 
14/02/19 海中飼育‘、 B 57.9 3.8 67.5 47.7 1.7 0.3 2.9 1.0 8. 5 0.9 10.7 6.6 6.5 20. 1 10.9 
14/02/19 稚13・14号 H 58. 1 4.4 66.9 43.2 1.7 0.4 2.9 0.6 8. 7 1.3 12.7 5. 1 7.6 25.2 15.5 
14/02/20 稚9・10号 F 57. 1 3.2 63. 1 46.1 1.4 0.3 2.3 0.7 7.7 1.0 10.5 5.2 5.6 20. 6 13.2 
14/02/22 円形 F-2 58.8 4.4 71.9 48.3 1.5 0.4 2.7 0.7 7.4 1.0 11.9 4.8 7.4 26.9 13.1 
14/02/28 円形 F-2 64.5 4.8 73.5 50.7 2. 1 0.5 3.3 0.8 7.6 0.6 9.3 5.9 7.4 24.5 8.3 
14/02/28 河川池I Kl 57.2 3.5 65.8 47.9 1.6 0.3 2.8 0.8 8.3 1.0 12.3 5.4 6. 1 21.2 12.4 
14/02/28 河川池2口 K2 57.4 4.0 69.4 46.1 1.6 0.3 2.7 0.7 8.1 1.0 11. 6 5.9 7. 1 22.0 12.3 
14/02/28 稚3-4号 66.6 4.5 77.1 54.0 2.5 0.5 3.8 1.3 8.5 0.7 10.7 7.3 6.8 19.9 7.8 
14/03/01 稚十10号 61. 8 4.5 75.0 47.5 2.3 0.5 4. 1 0.9 9.6 1.1 13.0 6.2 7.323.2 11.2 
14/03/03 養1-2号 57.5 3.9 66.9 44.0 1.9 0.4 2.6 O. 7 9.8 1.2 12.8 6.8 6. 7 19. 9 11. 8 
14/03/04 稚15-16号 60.5 4.7 70. 2 45.6 2.3 0.5 3.5 1.0 10.4 1.2 12.8 8.2 7.7 21. 5 11.6 
14/03/04 稚5・6号 K 65.0 3. 1 71. 8 58.3 2.8 0.4 4. 1 1.8 10.1 1.1 13.4 8.3 4.8 15.1 10.7 
14/03/06 円形 64.0 3.4 73. 3 54.9 2.4 0.5 3.8 1.6 9.2 0.9 11. 1 7.3 5.4 19. 7 9.9 
14/03/08 河川池1 KI 58.3 4.1 65.3 40.0 1.8 0.3 2.4 0.6 8.8 0.7 10.6 7.4 7.1 19.6 8.3 
14/03/08 河川池2 K2 58.5 4.0 66.7 49.0 1.7 0.3 2.5 1.0 8.5 0.6 10.4 7. 1 6.820.3 7.3 
14/03/08 稚11-12号 L 62.4 3.4 69. 1 49.9 2.5 0.4 3.4 1.3 10.3 1.0 13. 6 8. 7 5.5 16.0 9.6 
14/03/08 稚13噂14号 M2 59.6 4.7 71. 7 45.2 2.2 0.5 3.6 1.0 10. 1 1.0 12.4 8.1 7.9 22.8 9.6 
14/03/08 稚3-4号 K 62.5 4.7 72.8 51. 1 0.6 4.0 1. 1 10.2 1.1 12. 6 7. 1 7.5 23.6 10.8 
14/03/08 稚7-8号 L 64.4 4.1 73.4 54. 1 2.8 0.5 4.0 1.5 10.3 1. 1 13. 2 8.6 6.3 19.2 10.7 
14/03/08 養3-4号 K 62.0 4.4 70. 1 49.7 2.5 0.6 3.9 1.3 10.4 1.2 14. 1 8.1 7. 1 22.6 11. 7 
14/03/13 稚1-2号 M1 58.2 3.9 67.2 50.9 2.0 0.4 2.9 1.3 9.9 0.8 12. 1 8.2 6.8 19.2 8.4 
14/03/13 養成5-6号 L 64.9 4.3 72.9 53.0 3.0 0.6 4.2 1.4 10.8 0.8 12.4 8. 9 6.6 19.4 7.1 
14/03/28 犀川 犀)!I 37.1 2.6 43.7 30.8 0.5 0.1 0.9 0.3 10.1 1.5 17.3 6.924.6 15.4 
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表-4 手取川水系放流群の稚魚の大きさ経年推移 2001年度

放流年度] 元尾数| 放流尾数(千尾) I 比率 (%l
合計 I Ig未満 I 2g未満 I 2g"'3 g I 旬以上 I Ig未満 I 2g未満 I 2g"'3 g I 旬以上

1987 1 5，195 1 4771 3，4911 1，2271 1 9.21 67.21 23.61 0.0 ・...........“"“........“"“"“"“.............................“....“・........................・““・...........................・.......・.........・・..........“・・........・.....・・・・・・・・・・........・・・・.................““・.................・...........，
1988 1 7，608 1 3，7161 3，2861 6061 1 48.81 43.21 8.01 0.0 ............“・........・，.“-・........・・・・・・・・噌・・.... ・M ・M ・・・・ ・・噌" ・・......................・.......“"・・・・・・・・・・........................‘...・・・・・・..........・...・・・....................・・..・・・・・・・..................1...・・・.“"“・... ・・..
198915，1641 9201 2，3941 1，6301 2201 17.81 46.41 31.61 4.3 

.............“"“......・，..........“........・・・・・....・・・........ ・....・・4・・..............・・・-・・・.....・・・・・・・....・・・・・・・・H・......“"・・・・・・・・・・・・・・......・・・・・・・・.......・・・・・・・・・...........・・・・・・4 ・・..・......... ・.....・・...・・・・....・・........ . 
199017，1631 3，6201 2，3301 1，2131 1 50.51 32.51 16.91 0.0 
.......................・.，.・・...............・・・・・・・-・・ n・....・・・・.........~・........“.................“..............“"“‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...............・ ....... ・..................... ・4 ・...........................““"・・・・....・・... .. 

I.........~.~.~.~....... .I.. .....~:..?)X..... .I.. ...........?!.~.~~l.............?!.~.~~L..............~.?~ L.......................I... ............?~:..9.1................~.~:..~.I..................~.:..~.I.. ...............g.:.g ・...“““......“"“"・，..“............・・....日時H・..........・....““H・........・..................................“・・・・ー・.・.....................“・.........“・・......・・・・・・................................・・・・・・・・・・・・・・・・................・・・・・・....・
199214，4721 01 3，7461 7261 1 0.01 83.81 16.21 0.0 

，..・・H・M ・.....・・・・・H ・.....・・・・・ ・・・・・・2・・・・・............・・・・・・・ ・・4・・・........・・・・・・・・・・・..................“"・・・・...............・・M・...............................1.........................，・・・・・・・・・・・・・.....・・・・・4・・....・M・・・......・・・・"
1993 1 5，005 1 01 4，5911 7141 1 0.01 91.71 14.31 0.0 ..............“"“"・・・・....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・........................・........................・............................................・・・・・・.............・・・・........10....“・・・・・・............1.........・....・........・・・........................ 
1994 1 5，271 1 01 2，9171 2，3541 1 0.01 55.31 44.71 0.0 ....“"“"“日目........“....・・........・.....・・・・......・・..........................・・..................・.......“"・・................................・u...................・.・・・・..........................・......・...............................“......・.
1995 1 4，653 1 01 2431 4，3141 961 0.01 5.21 92.71 2.1 
............“““日............................“・.........................噌........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.................・・・・....・....・.......“....“..............・.............................“・・・・・・..........・...・・・・・・・・・・・・..........

I.........~.~.~~........I.......~:..~.~.~.......I......................~!.................~.~.~!............!.:.~.~.n........................l..................~:.g.I................~.).:..~.I...............~.~.:.~.I... ...............9.:.g ........................1........................噌..........“........................................................“・・.......・・E・・・・・................・・・...................・，.・.......................1...........・・・・・・・・・・・・・・1......................・・
1997 1 7，163 1 01 1，3321 5，7321 991 0.01 18.61 80.01 1.4 
...・・・・・・・・・・・・....・・・・u・・......・・・・・..............・・・・・・・・・・・・"“"“噌・・.・...................・.........・・・・・・・・・ ・・・・・酌・・・・・・・・.........・・・・・'・.....・・..........・・・-・・・............・.......“・1.....................・・ -・・..................... .. 
1998 1 8，102 1 01 1， 7681 6，2591 751 0.01 21. 81 77.31 0.9 
................... ““・.“"・・・・・・・.........・.，.・・・..・ ....................・............・・...・-・・-・・・・・・・・・・・・・・・・..........................t...................・・・・・・................・・・・・・....・...................・・・・・...・・・・・・・・・・・・.・.....“
1999 1 6，785 1 01 3，9771 2，8081 1 0.01 58.61 41. 41 0.0 ・.........................“................・・......““・・..........“....“..............“日........・........................曲・・・・・・....................................“・・・・・・・・・・..................・・......・......・・・・................・・・・..............・.
2000 1 5，739 1 01 01 4，5641 1，1751 0.01 0.01 79.51 20.5 1...............・H・......1・H・H ・..........・H・-・・.1....・H・H ・.....・H・H ・.........・・・・・・・・・・・・・....・+・・・・・・・・・・・・....・M・-・・・4い・・・ H・H ・.....・・・・・・・4・............・・・・・・・・・・.1..........“・・・・・・・・・・・・・E・・・・・・・・....・M・-・・・・・・・4・H・H ・-・・・・・・・・・・・・・・・・1
2001 1 8，202 1 01 4，9291 3，2731 01 0.01 60.11 39.91 0.0 
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サクラマス増殖試験
中間育成試験(美川事業所)
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サクラマス幼魚の初期減耗状況(2001年)
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図-1

I 目的
サクラマス資源の増殖を目的にl十スモルト魚を県

内河川に放流している。放流するサクラマス稚魚、は、

山中町の内水面水産センターで2000年の秋に採卵され

た稚魚、で、 2001年4月下旬から9月下旬までの5ヶ月間、

美川事業所で、中間育成を行った。当所での飼育を終え

た稚魚、は9月ド旬、再び内水面水産センターに移送さ

れ、放流する2002年の春まで同センターで嗣育管理さ

れる。

中間育成を行う当所では、スモルト率の向上のため

成長抑制手法の開発および、魚病対策を行った。

9月

~ 

サクラマス月別艶死状況(2001年)

8月7月

と竺空竺三哩

v入、:
6月5.1'! 4月
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E 方法
当所での飼育池はシロザケ用稚魚池(面積70rぜ)を

密度に応じて3面から7面に拡大使用した。

標識作業前の6月上旬に生け責網目及び選別舗によ

る大小選別を行った。

給餌は原則として休日を除く毎日行い、大型魚群は

成長コントロールから隔日給餌とした。 6月中旬まで

は配合餌料に毎日総合ビタミン剤及びビタミンCを添

加した。 なお、小型群については上記の餌料方法を8

月上旬まで継続した。

一一一一一一一一一寸

9月10臼

サクラマス幼魚の尾叉長推移(2001年)

，------------一一一一一一 一一一「
「←L群ー←M諒一 竺おり
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E 結果
飼育尾数等の推移を表 lに示した。また、へい死尾

数の推移を図-1、図-2に示した。当所でのへい死は受

け入れ時から1ヶ月半が最も多く、それ以降は散発的

なへい死に留まった。

成長状況を閃 3、4に示した。日間給餌率は、 4-6

月はサクラマス稚魚、の摂餌状況を見ながら3-4%とし

た。 6月下旬以降は雄の成熟抑制のため、 L群は、間

欠給餌を行うなど給餌日数による成長コントロールを

行った。小型群は、成長促進のため土・日曜日を除く

連日給餌とした。

当所での中間育成は、サクラマス稚魚、の受け入れ時

から1ヶ月半の減耗が顕著であることから、中間育成

初期の減耗をいかに対処するかの課題が残った。
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サクラマス幼魚の体重推移(2001年)
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アユ種苗生産
中間育成(美川事業所)

I 目 的
白県産アユの種苗確保を目的にアユの量産を行った。

美川事業所では能登島事業所で採卵、海水嗣育を経た

種苗について淡水期の中間育成を行い、県内漁協に県

産アユの配布を行ったのでその概要を報告する。

2000年度産
E 方法
1.飼育期間

2001年4月5日-6月7日

2.種苗

能登島事業所で2000年9-3月まで海水飼育し、淡

水馴致した386千尾を4月5-26日に6回にわたり、美

川事業所に搬入した。受人時は1%塩水とし、 2から

3日かけて淡水とした。又、搬入後数日聞は輸送時

のスレ損傷予防のためオキソリン酸の経口投与を実

施した。

E 結果及び考察
搬入及び配布の概要をを表-1に示した。

飼育池はキャンパス製の円形水槽l面(面積50ぱ，

水深60cm)及びコンクリート製池5面(延べ面積390m'， 

水深80cm)を使用した。養成池の水深については昨年

より 20cm深くし、収容力の向上及び魚の安静促進を

図った。水車、エアレーターについては昨年度同様の

配置とし、残餌、排池物の自然排出の一助とした。円

形池、養成池ともに注水の 4部を排水口付近から揚水

し、注水量の増加を図った。給餌は各池とも自動給餌

機を主体として行い、各池2台を配置した。給餌回数

は4-6回を一日に与え給餌率は搬出時に平均体重が5

-6g程度になるよう4-8%の範囲でほぼ毎日給餌し

た。日間成長率は搬出日に合わせて成長を制御したた

め、前年と比べバラツキは少なかったが成長率全体と

しては低く、 2.4から4%/日の範囲となった。

減耗状況はA、D、F、G各群に関するものを図-1に

示す。 4月5(A群)，6( B群)，19 ( C、D群)に搬入され

た群において減耗が激しく、 A群14千尾、 B，C群5千

尾、 D群3.5千尾となった。全体での減耗数は33，500

尾となり昨年度の16，000を大きく上まわった。へい死

時の対策として当初は前年同様に、オキソリン酸の投

与を行った。効果が見られないA，B群については、再

度塩水化したところへい死の終息が見られた。ただし

A群については終息後再び淡水化するとへい死が始ま

り、その都度塩水化を行ない生残数の保全を図った。

この傾向は4月中続pた。一連の状況から魚、の状態に
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よっては、今までの淡水馴致の過程では不具合がある

ものと考えられる。へい死のあった群の搬入時の状況

は外見上異常と感じられる点はなかったことから、搬

入時の淡水馴致法を一律に見直す必要があるものと思

われる。

放流時の体重分布について図-2に示す。本年度は配

布サイズを調整したため、前年のような2極型とはな

らず6g前後のサイズとなった。

なお、内水面水産センターが行う試験放流のため鰭

切り標識を5月16日に行い、 5月18日に放流した。
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図-2 中間育成魚の放流時の体重組成

表-1 平成13年度アユ放流結果概要

(尾数:尾体長:胴体重:g) 

受入時 放流内訳

群 受入日 受入数 平均体長 平均体重 配布漁協名 放流時平均体重 放流尾数 放流日 備考

A H13.4.5 70.65 1. 86 大聖寺川漁協 6.50 36，100 5月22日

A H13.4.5 70.65 1. 86 大海川漁協 6.50 12，000 5月22日

A群言十 49，000 74.59 2.21 48， 100 

B Hl3. 4. 6 74.59 2.21 金沢漁協 5. 15 53，000 5月11日

B H13.4.6 67.48 1. 63 大海川漁協 5.24 4， 100 5月22日

B群計 50，000 74.59 2.21 57， 100 

C H13.4.19 67.48 1. 63 小又)11漁協 6.26 14，900 5月2813

C 日13.4.19 67.48 1. 63 梯川 3.88 5月31日

C群言十 59，500 67.48 1. 63 14，900 

D H13.4.19 67.48 1. 63 手取川漁協 6.80 37，300 6月513

D H13.4.19 67.48 1. 63 動橋川漁協 6.20 19，900 6月7日

D H13.4.19 70.65 1. 86 白峰漁協 6. 72 12，400 6月1日

D群言十 57，500 67.48 1. 63 69，600 

E H13.4.24 70.65 1. 86 大日川 4.20 23，300 5月18臼 標識放流

E H13.4.24 70. 65 1. 86 福井 6. 72 5月31日

E H13.4.24 70.65 1. 86 のとじま水族館 5月31日

E H13.4.24 70.65 1. 86 動橋川漁協 6.20 22.500 6月7日

E群計 58，000 70.65 1. 86 45，800 
F H13.4.24 67.48 1. 63 大杉谷漁協 5.24 16， 700 5月23臼

F 日13.4.24 70.65 1. 86 輪島川漁協 5.80 24，400 5月28日

F H13.4.24 70.65 1. 86 金沢漁協 6.64 32， 100 6月1日

F H13.4.24 70.65 1. 86 白峰漁協 6.64 2，800 6月113
F群言十 62，000 70.65 1. 86 76，000 

G H13.4.26 67. 15 1. 63 手取川漁協 6.80 41，000 6月5日
G H13.4.26 67.48 1. 63 梯川 3.88 6月1日

G群言十 50，000 67. 15 1. 63 41，000 
合計 386，000 352，500 
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日本海回帰率向上対策調査(要約)

( 1 )漁業による減耗状況調査

I 目的
過去のデータから，さより船曳網漁業によるサケ稚

魚、の減耗は決して無視できない規模と推察される。こ

のことから，当該漁業の操業実態と，これにより混獲

されるサケ稚魚の尾数，時期，海域等の調査を行い，

サケ稚魚の漁業による初期減耗の抑制策を検討し，回

帰率の向上に資する。

E 方法
さより船びき網 (2そうびき)業者に標本船野帳の

記載及び混獲されたサケ稚魚のホルマリン固定を依頼

し，野帳の解析と標本の精密魚体測定を行った。

1 調査時期

2002年3月-4月

2 調査地区

羽昨市，富来町，珠洲市

E 結果及び考察
今年度のさより漁は県内全域において昨年，一昨年

以上の不漁で，調査地区 (3カ所)における標本船で

のサケ稚魚採捕総数は 3，979尾となった。

調査地区別に見ると，羽昨市沖では3月上旬の出漁は

なかったものの，サケ稚魚、の採捕は昨年とほぼ同数で，

結果として全混獲魚数に占める割合は例年以上に高く，

約92%にあたる3，644尾が採捕された。

富来町並びに珠洲市の外浦側では，出漁が無く，サ

ケ稚魚、の採捕もなかった。

また，珠洲市の内浦側においても出漁期聞は， 3月

中旬から4月上旬と短く，その間のサケ稚魚、は355尾の

採捕であった。これは，昨年の1，137尾に比して大幅減，

一昨年よりも454尾の減少であった。

今年のサケ稚魚総数は，採捕の少ない前年に比べて

さらに減少，また，平年よりも少ない結果となった。

これは県内全域において，さより漁の出漁日数が，さ

より漁の不振から減少したこと，また，サケ稚魚、の放

流を早期に実施したことからサケ稚魚、の北上が早まっ

たためと考えられる。なお，採捕数とは別に，さより

船曳網の漁の一操業あたりのサケ稚魚混獲尾数では平

年並みの数値になっていることから石川県沿岸のサケ

稚魚、の生育分布は順調であったと考えられる。

なお，サケ稚魚、以外の混獲魚、ではアイナメ稚魚、の採

捕が，昨年同様に多かった。

( 2 )環境要因減耗調査

増田泰隆・柴田敏・北川裕康

I 目的
サケ稚魚の海洋生活初期の減耗機構を抑制し，回帰

率の向上を図るため，沿岸域滞留期間における魚類稚

仔魚の分布調査と水温塩分等の海洋環境調査を行っ

た。

E 方法
定点において採集及び海洋観測を行った。

1.調査時期

2002年3月-5月

2.調査定点

羽昨沖5定点

3.調査方法

各定点、ごとに魚類卵稚仔の採集のためマルチネッ

トによる水平曳き(表層2ノット10分間)を行うほ

か，各層(表層， 1m，3 m ， 5 m ， 10 m (または海底)) 

の水温，塩分濃度をSTDにより測定した。

E 結果及び考察
魚類卵稚仔の採捕は， 3月上旬(1回目)にカレイ類

の卵， 3月中旬 (2回目)にカサゴの仔魚と硬骨魚の卵，

4月上旬 (3回目)にアイナメ仔魚， 4月下旬 (4回目)

にムラソイ，メバル，アイナメの仔魚， 5月上旬 (5回

目)にカタクチイワシの卵が採捕された。採捕数につ

いては北陸電力が平成2年度より志賀町沖で、行ってい

る調査結果との比較で見れば平年並みの水準であった

ものと考えられる。

水温の推移は，調査海域に於いて前年と比較して高

めに推移しており， 3月下旬の調査時には13'Cを超え

ていた。

塩分濃度は，大きな出水がなかったためか前年同様

に安定していた。

( 3 )幼魚移動分布調査

I 目的
放流されたサケ稚魚、の離岸期までの分布，移動，成

長，食性に関する調査を行い，来遊予測を行うための

基礎資料とする。

E 方法
1.調査期間

2002年3月一5月

2.調査地区

円

iqu
 

t
E
i
 



柴垣~内浦町の6漁協28カ統のさより船びき網漁

船を標本船とした。

3.調査方法

「漁業による減耗状況調査」で得られたサケ稚

魚のサイズ等を測定した。

操業ごとの標本数が50尾以下の場合は全数を，50

尾を超える場合は無作意抽出法により50尾の尾叉

長，体重を測定した。

なお，標識魚、は全数を測定した。

胃内容物は，測定魚、が10尾以下の場合は全数を，

10尾を超える場合は無作意抽出法で10尾の(標識

魚、が10尾以上の時は全数)重量を測定した。なお，

胃内容物は測定後，内容物をシャーレに取り出し，

顕微鏡で卓越種を判定した。

判定は，消化度を次の3段階に分け，消化度3の

ものは;肖化物Fとした。

消化度I 餌料生物がほとんど消化されず原形

で、残っているもの

2 餌料生物の消化がある程度進んでい

るか査定可能なもの

3 消化が進み査定困難なもの

E 結果及び考察
(a)放流状況

平成13年度のサケ稚魚放流総数は 8，777千尾

で， 2002年2月8日から3月28日にかけて，子取川

(熊田川)及び犀川の2河川と内浦町松波漁港に

おいてそれぞれ放流した。

(b)放流時期の水温

今年度の羽昨沖の水温は例年より低めに推移

していた昨年までと異なり，高めに推移してお

り，3月下旬頃から13.0oCを越えることもあった。
一方，内浦海域の水温は平年並みであった。

(c)サケ稚魚の成長

さより漁不漁のため出漁日数の減少や出漁期

間の短縮，偏りが見られるが羽昨沖では放流直

後にあたる3月下旬から出漁の終わる 4月下旬ま

でサケ稚魚、の採捕が見られた。 3月下旬から4月

上旬までは放流時のサイズに近いものが多く採

捕されたが、以降は数量が減少し，サイズも変異

が大きくなった。

珠洲内浦海域における採捕魚の尾又長では3月

中旬から4月中旬の間で、70mm-100mmの範囲で、経

時変化が見られた。

このことから，今年度放流されたサケ稚魚は3

月下旬まで~_fi羽咋沖に滞留した後，遊泳力の

ついた大型のものは順次，珠洲東部へ移動した

と見られる。成長した稚魚、は4月中旬頃には珠洲

内浦海域より離岸したと思われる。
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(d)標識魚の動向

大型で、早期に放流した群(脂鰭切除)，放流の

中期にあたる3月1日に放流した群(左腹鰭切除)

は，羽咋地区においてのみ採捕された。いずれ

の群も3月下旬に採捕され，いずれも離岸サイズ

に達していた。このことから3月1日以降により

小型で放流された河川池由来と放流後期のもの

以外はこの時期までに離岸サイズに達していた

ものと見られる。

(e)食性

調査した91尾の胃内容物卓越種組成では、魚類

の稚仔43尾 (47.3%)、樟脚類 22尾 (24.2%)、

端脚類13尾 (14.3%)、枝角類4尾 (4.4%)、ア

ミ類2尾 (2.2%)、昆虫類 7尾 (7.7%)であった。

平均SC 1 [胃内容量指数:(胃内容物重量/内

臓除去重量)X 100Jは 2.106%であった。

今年度の手取川放流魚は，魚類の稚仔、榛脚類，

端脚類，端脚類の順に摂餌しており，昨年まで

と同様の傾向であったが，魚類稚仔，端脚類の

占有率が増加していた。

[報告書名 平成13年度さけ・ます増殖管理推進事

業実施結果報告書]
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種苗生産及び配付

( 1 )種苗生産

丹三弘1)k_.___a

~ 前年度から 200 1 内 訳 次年度へ
の繰越 年度生産 売払 試験用 その他 繰越

マゴイ稚魚 200 300，000 108，370 区 200 191，430 200 

マゴイ親候 90 区 200 区 20 170 100 

マゴイ親魚 47 区 20 22 45 

ニシキコゃイ稚魚 900 60，000 16，430 44，370 100 

ニシキプイ親候 900 800 100 

ニシキプイ親魚 20 5 15 

ヤマメ稚魚 70，000 95，000 59，500 区 1，000 24，500 80，000 

ヤマメ親魚 100 区 1，000 1，000 100 

カジカ稚魚 430，000 375，000 85，000 区 10，000 560，000 150，000 

カジカ親魚 3，700 区 10，000 1，700 8，300 3，700 

注 その他:消耗及び無償配付
区:区分換え

( 2 )種苗配付

1 .ヤマメ

2. マゴイ

3. 

4. 

-
E
A
 

ハh
u



種苗生産の概要

サクラマス

I 方法
サクラマスは便宜的に「サクラマス造成技術開発調

査」の放流に供すサクラマスと種苗配付等に供すヤマ

メとに分けて表した。

サクラマス親魚は1998年10月子取川で採捕した親魚

から採卵し養成したものと同年11月富山県富山漁業協

同組合から購入した神通川産発眼卵をふ化養成したも

ののうち2000年に成熟しなかった 3年魚(子取，神通

川系 2+)と1999年10月手取川で採捕した親魚から採

卵し養成した2年魚(手取川系1+)を採卵に使用した。

ヤマメ親魚は1997年採卵の宮崎系 1+と同年採卵の

当センターで選抜継代飼育したパータイプ(継代パ-

1 +)を採卵に使用した。

E 結果
採卵時のサクラマス♀親魚、の平均体重は手取，神通川

四登淳・板屋圭作

系 2+が5189 ，手取川系 11 +が2409であった。平均

尾叉長は手取，神通川系 2+が339mm，子取川系 1+が

262mmで、あった。

ヤマメ♀親魚の平均体重は宮崎系 1+が1689 ，継

代パー 1+が2749であった。平均尾叉長は宮崎系 l十

が232mm，継代パー 1十が269mmで、あった。

サクラマスとヤマメの採卵結果を表-1に示した。

採卵は2001年10月23日から11月1日の聞に 6回行っ

た。平均採卵数は手取神通川系2+が833粒，手取川

系 1+カ'352粒であった。総採卵数は514，000粒であり，

発眼卵482，200粒のうち291，900粒を種苗生産に使用し

た。

ヤマメの採卵は2001年10月22日から10月30日の聞に

3回行った。平均採卵数は宮崎系 1+カ'292粒，継代

ノtー1+が484粒であった。総採卵数は179，400粒であ

り，発眼卵164，500粒のうち136，200粒を種苗生産に供

した。

表-1 採卵結果

種類 | サクラマス | 

区分 | 手取，神通川系 2+ I 手取川|系]+ I 宮崎系]+ I 継代パー]+

す埜 | ヰ 1-------------------------------5-ï-~-1--------------------------------2-6-~-1---------------------------2-ï-ò-
卵径 (mm) I 6. 1 I 5. 7 I 5. 2 I 5. 6 

卵重(mg) I 141 1 115 I 95 1 113 

採卵重量 (g) 1 46，7701 20，8101 73901 11， 500 

採卵数 1 332，300 1 181， 700 1 77，8001 101， 600 

平均採卵数 I 833 I 352 I 292 I 484 

発眼卵数 1 314，800 1 167，400 1 73，300 1 91， 200 
一一一一ーーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
発眼率(%) I 94.引 92. 1 I 94. 2 I 89.8 

コイ
マゴイの採卵は5月31日に雌8尾，雄12尾，ニシキ

ゴイは5月24日に雌紅白，大正三色の計5尾，雄は12

尾を使用し昇温による産卵誘発によって行った。マゴ

イは約300，000尾，ニシキゴイは約80，000尾をそれぞ

れl池づつに放養して飼育を行った。稚魚、は発育の良

いものから順次配付した。なおニシキゴイは一次選別

を行った稚魚を配付した。

つf】
円
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小卵型カジカ種苗生産試験
( 1 )採卵及びふ化試験

I 目的
カジカの養殖用種苗の供給を目的に種苗生産試験

を実施した。

E 材料及び方法
1.使用親魚

雌は1997年産養成 5年魚， 1998・1999年産養成

4.3年魚(147尾， 2000年産養成2年魚、1，181尾を用い

た。総合計で1，328尾であった。 2年魚、は全て初産，

3年魚以上は経産魚、である。雄は養成3年魚52尾，

養成2年魚、72尾を使用し，総合計は124尾であった。

親魚の飼育水槽は直経70cmと100cmのポリエチレ

ン製タライを使用した。飼育飼料は魚体に合わせ

アユ養成用市販配合飼料，アマゴ養成用市販配合

飼料を与えた。

2.採卵方法及び卵管理司ふ化

産卵池として今回はビニ ルシート製パイプハ

ウス内(遮光率85%)のコンクリート製水路(幅90cm

×長さ 400cm，水深15-20cm，1区画(3.6m')とし

て3区画)を使用した。産卵床は全て，一般鋼材の

L鋼(たて15cmXよこ9cm>く高さ3-4cm，厚み0.6cm，

重量600g)で産卵池に20個を基本的に片側10個ず

つ並べ，末端に捨瓦2枚置いた状況で、行った。採卵

は親魚を産卵池に収容後3-4日後に親魚、を取揚げ

て確認した。産卵池への注水は河川水で，注水量

は毎分約150{!樫度であった。

卵管理はトイ式で，卵消毒は行わなかった。検

卵後発眼卵をザルに人れ ふ化流下した仔魚、を水

ごと水槽で受け人工海水飼育槽へ収容した。収容

先の害内は完全遮光し，蛍光灯下で飼育した。

E 結果と考察
1.採卵

板屋圭作・波田樹雄

採卵は2001年12月10日から2002年 1月1日までの

約 1カ月間実施した。採卵盛期は12月下旬がピーク

であった。

採卵結果を表-1に示した。親魚、の年齢別の採卵

数の内訳は養成3.4.5年魚から約115千粒，養成2年

魚から364千粒，総合計は479千粒であった。採卵数

割合は3.4.5年魚24.5% 養成2年魚は75.5%であっ

た。発眼卵数は総合計約224千粒で養成3.4.5年魚57

千粒，養成2年魚、は167千粒であり，年齢別割合では

養成3.4.5年魚25.4%，養成2年魚74.5%であった。

平均発眼率は養成3.4.5年魚51.1%，養成 2年魚

47.5%であった。 1尾当りの平均採卵数は年令別で

比較すると， 1回目では養成3.4.5年魚は373粒， 2 

年魚、は307粒あった。いずれも 2年魚が若干劣る程

度であった。

2.卵管理とふ化

卵管理は通常のトイ式(卵塊のまま)で実施した。

注水量は毎分約20{!であった。検卵作業は1月8日

から 1 月 25 日の範囲で発眼まもなP~ßから順次実施

した。検卵法は従来法(ピンセットで除去)とジェッ

トシャワー(市販のシャワーノズル)で死卵を除去す

る2種類で実施した。ジェットシャワ一法は発眼聞

もない卵で行い，検卵全体の 9割以上で実施した。

ジェットシャワ一法によるふ化への影響は見られな

かった。ふ化は発眼卯をザ、ルに入れて行った。ふ化

仔魚、は水槽に受け，その仔魚、を水ごとバケツに入れ

順次飼育水槽のコンクリ ト製水槽に直ちに収容した。

ふ化は2001年 2月3日から 2月27日の範囲であっ

た。ふ化仔魚は約135千尾を利用し、飼育継続中で

ある。

表 1 採卵結果表

項 目 種 5}IJ 

採卵雌親魚 養成2年魚 養成3、4、5年魚
採卵雄親魚 養成2年魚 養成3年魚
採卵回数別 2 l口L 計
採卵期間 12/10~ 1/ 1 12/10~ 12/25 12/14~ 1/ 1 
採卵雌親魚数 1，181 106 147 1，328 
採卵雄親魚数 72 52 52 124 
採卵雌親魚平均体重(g)::1::SD 10.6土1.3 21.1 ::1::0.9 20.4::1::0.7 
採卵雄親魚平均体重(g)土SD 14.2::1::0.5 29.9::1::0.9 30.4 
雌雄比土SD*l 2.7::1::0.7 1.2::1:: 0.2 1.9::1::0.9 
平均産卵率(%)土SD*2 96::1:: 7 84土19 97::1:: 2 
総採卵数(千粒) 364 40 75 479 
雌l尾平均採卵数(粒)::1::SD 307 ::1::96 373 ::1::89 535::1:: 76 
魚体重1kg当たり平均採卵数時 35::1:: 9 20::1:: 5 30::1:: 3 
発眼卵数(千粒) 167 13 44 224 
平均発眼率(%)::1::SD 47.9土14.5 51.3士11.3 61.6::1::9.5 
発眼卵率の最低、最高値(%) 20~67.4 43.3~59.3 53.8~72.1 

*師重ほ養元主2主手焦8mg、3，4，5'年扇面E記長じて事出した。
*1雄l尾当たりの雌収容尾数 *2産卵尾数/放養雌尾数 *3(採卵重量/雌取揚重量)/採卵重量=(千粒)
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( 2 )仔、稚魚飼育試験

目的
ふ化仔魚、から稚魚、まで

E 材料及び方法
1.供試魚

1996年産養成5年魚42尾と1998.1997年産養成3・4

年魚1，044尾， 1999年産養成2年魚70尾から合計約

560千粒採卵して順次ふ化した行魚(ふ化は2001年

3月4日から 3月30日，推定瞬化率90%，ふ化尾数

260千尾)の内の180千尾を使用した。なお，仔魚、の

収容密度は飼育水 1~当り 10-15尾を目安とした。

2.飼育期間

2001年3月4日-10月31日

3.飼育方法

(1)飼育水槽

コンコリート製水槽(長さ500X巾150，水深

65cm，容水量約5t)2槽とコンコリート製水槽(長

さ500X巾150，水深80cm，容水量約6t) 1槽の合

計3槽で，人工海水の循環鴻過(鴻材は砕石)飼育

でL行った。淡水馴致後は通常のタライ水槽で飼育

した。

(2)餌料

餌は 1日2回アルテミア幼生 (mR当たり 10ケ
を目安に成長に伴い増量した)を与えた。なお，

アルテミアの栄養強化は実施しなかった。一部着

底を開始した時点からアユ市販配合初期飼料の併

用給餌を開始(収容後約30日目前後)した。収容

後約40-50日目から市販配合飼料の単独給餌(1

日4-5回，給餌率を 5%を目安)とした。配合

飼料を併用してからは2倍程度の注水量を目安と

した。淡水馴致は着底後約90-100日後を目安と

して実施した。底掃除は週2回程度行い，同時に

艶死魚の確認を行った。

(3)飼育用水

飼育水はアレン処方の人工海水(塩分濃度0.6%)

で，毎分30-40~ の注水量とした。飼育水温の設

定は3月16日から150Cにセットし約 1カ月間稼働
した。ガラスハウス内は天井に遮光ネットを完全

に被い直射を防いで蛍光灯下で飼育した。

(4)稚魚、飼育
稚魚飼育は淡水馴致を施した稚魚、はタライ(直

径70cmX高さ30cm，容水量10-20~)に収容し，

各水槽2，000-3，000尾で飼育した。注水量は毎分

5-6~ で飼育した。魚、病予防のため月 l 回を目

安に 2%塩水浴を30分間を実施した。

板屋圭作・波田樹雄
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図-1 飼育水温の推移

表ー1 飼育結果

水槽NO 2 3 
容水量・形状 5t.コンクリ ト製 5t.コンクリー8ト日~ 6t.コンクリ ト製
収容月日 3月4日 3月 3月19日
収容尾数(尾) 50.000 50.000 80.000 
収容密度(尾/L) 10 10 13.3 
取揚月日 6月21日 6月25日 6月26日
飼育期間(日) 110 110 92 
取揚尾数(尾) 37.000 46.000 44， 000 
取揚重量(g) 9.700 11.600 10.400 
総配合給餌量(g 9.650 10.050 8. 700 
総へい死数(尾) 2.000 1. 717 579 
総へい死率(児) 4 3.4 0.7 
総不明率(%) 22 4.6 44.3 
生残率(出) 74 92 55 

E 結果と考察
図一1に飼育水温(人工海水循環水)の推移を示した。

3月4日に最初のふ化仔魚をコンコリート製水槽に収

容した。表-1に飼育結果を示した。取揚げ時の生残率

は55-92%の範囲でこれまで最も高い値を示した。ア

ルテミアの給餌法はNo.l，2の水槽ではシャワ一法で

No.3は通常の子撒法(しゃく)で、行った。 No.3の生残率

は55%と他2槽に比べ低かった。初期のー尾当たりの

生物餌料給餌量が不足したことが生残率に反映したと

推察された。生物餌料の給餌法の差異，生物餌料及び

配合飼料の給餌量などより生残率が昨年より向上し

た。之のごとから，給餌法(シャワ 式)，一尾当たり

の生物餌料の給餌量によって歩留まりが向上すること

が伺えた。全体のアルテミア培養量(ふ化率80%以上)
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は3月2，150g，月2.660g， 5月860gで、合計5，670gで、あっ

た。表-2に取揚時の選別結果を示した。魚体重は約0.15
-0.5gの範囲で、あった。最終生産尾数は約117，000尾
(採卵数から約20.9%，ふ化から65%の生残率)であった。

表-2 選別結果

水槽NO 2 3 
選別月日 6月21日 6月25日 6月26日
選別個体重{g) 総体重{g2尾数割合(%) 総体重(回 尾数割合(%) 総体重信)尾数割合(%)

0.15 1，600 29 2，400 34 3，100 46 
0.25 3，500 38 4，200 36 3，300 30 
0.35 3，600 28 4，200 26 3，200 20 
0.5 1.000 5 800 4 800 4 

1ロL 計 9，700 100 11，600 100 10.400 100 

E
3
 

ρ
h
U
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A
 



( 3 )選別器による選別試験-2

I 目 的
小卵型カジカの商品サイズは用途により差異があ

る。中でも唐揚げサイズ(8g:前後)は消費量が多い。

大量に選別するには選別器が必要である。そこで選別

器目合いによるサイズなと、の測定試験を行った。

E 材料及び方法
1.供試魚

養成魚0-2年魚、を使用した。

2.飼育

タライで飼育し，飼料としてアユ市販配合飼料で

飼育した。

板屋圭作

3.選別方法

各2，2，5，3，3，5，4，4.5，5，5.5mm目合の市販品ス

リット選別器8台(たて45Xよこ30cm:淡水舎製)を

使用し，水中で選別器の中に魚を入れ， 5回程度を

上下に脹り段階別に上に残った魚を測定した。

E 結果と考察
図 1に各目合い別全長と体重の関係を示した。

表-1に選別魚体結果表を示した。

選別状況はカジカの習性がJ如、隙聞などを好むこと

から無理に入り込み魚体のバラツキがあったが選別器

目合別のサイズの結果が得られた。

表一1 選別結果

(単位:mm)
項 目2下 2.5下2上3下2.5上3.5下3上4下3.5上4.5下4上5下4.5上5.5下5上6下5.5上
全長最大(cm) 1. 67 2.09 2.51 3.26 3.69 4. 77 5.00 5.38 6.00 
全長最小 1. 03 1. 48 1. 87 2.40 2. 73 3.55 3.90 4.08 4.37 
全長平均 1. 40 1. 84 2.21 2. 78 3.24 4. 17 4.47 4.66 5.15 
標準偏差 0.13 O. 11 0.17 0.22 0.21 0.23 0.22 0.28 0.33 
体重最大(g) 0.05 0.08 0.17 0.30 0.47 0.90 1. 29 1. 50 2.23 
体重最小 0.01 0.02 0.04 O. 10 0.20 0.46 0.60 0.59 1. 02 
体重平均 0.03 0.05 0.01 0.16 0.31 0.64 0.81 0.96 1. 41 
標準偏差 0.01 0.01 0.03 0.04 0.07 O. 10 0.13 O. 17 0.26 
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I 目的

両側回遊魚カジカ(日本海側)種苗生産試験
(1)庄川産養成2、4年魚の採卵及びふ化飼育

板屋圭作・波田樹雄

岡崎ら 1)によれば，太平洋側，日本海側に分布す

る小卵型カジカは遺伝的に大きく異なるとされてい

る。そのため従来から行っている太平洋側産の小卵型

カジカ種苗生産のほか，日本海側産の小卵型カジカの

種苗生産技術を開発する。

表-2 養成4年魚の成長結果

E 材料及び方法
1.供試魚

当センターで飼育した1998年産養成4年魚と2000

年産養成2年魚を使用した。

2.飼育管理

アマゴ養成用市販配合飼料単独で産卵まで適量を

1日2回与えた。

3.採卵方法友び卵管理司ふ化

項 目全長 体長
単位 cm cm 
平均値 10.9 9.16 
パフツキ 1.87 1.76 
最大値 11.8 10.1 
最小値 9.98 8.29 
標準偏差 0.63 0.55 
1 9.98 8.29 
2 9.99 8.42 
3 10.5 9.03 
4 10.6 8.92 
5 10.8 9.09 
6 10.8 8.92 
7 10.9 9.05 
8 11 8.99 
9 11.1 9.4 
10 11.7 9.81 
11 11.8 9.92 
12 11.8 10.1 

E 結果と考察
1 .採卵

体重 卵重
E 

20.9 5.7 
14.7 4.1 
29.4 8.1 
14.7 4.1 
4.37 1.2 
17.4 4.9 
14.7 4.2 
19.5 5.7 
17.8 4.1 
18.8 5.8 
20.6 6.3 
19.2 5.1 
19.5 5.8 
23.9 5.7 
21.8 5.6 
28.4 7.4 
29.4 8.1 

採卵結果を表-1に示した。

苧卵数成熟度 胸鰭軟条
粒 % 本
839.2 27.4 15 
753 8.1 l 
1，339 30.9 16 
586 22.8 15 
188 2.6 。
693 27.9 15 
586 28.7 15 
770 29.1 15 
694 22.8 15 
841 30.9 15 
824 30.4 15 
800 26.4 15 
799 30.0 15 
859 24.0 16 
869 25.6 15 
996 26.0 15 
1.339 27.6 15 

ビニールハウス(遮光率85%)内を産卵池として

コンクリート製水路(幅90cmX長さ400cm，水深15-

20cm)をl区画(3.6ぱ)として最大4区画を使用した。

産卵床にL鋼(たて15Xよこ9X高さ3-4cm，厚み

0.6cm，重量600g) を20個使用し実施した。採卵は

親魚放養し 3-4日後に付着卵を取揚げて行った。

注水は河川水で注水量はコンクリート製水路で毎

分約200.e程度であった。卵管理はトイ式で行い，
卵消毒は行わなかった。検卵後は発眼卵をザルに入

れふ化を待った。ふ化流下した仔魚を水ごと水槽で

受け，人工海水飼育槽に収容した。飼育水は小卵型

カジカと同様である。へい死の取揚は1週間に 2-
3回程度とした。

採卵は2002年1月7日から2002年3月8日の約2カ

月間実施した。採卵は仔稚魚、試験に十分確保できた

ので途中で終了した。

表-1 採卵結果表

項 目 種 日IJ
採卵雌親魚

養成2年、4年魚魚
養成4年魚

採卵雄親魚 養成2 養成4年魚
採卵回数別 2 合計 l 2 tロh、 計
採卵期間 1/18""2/22 2/25""3/8 1/7""2/12 2/8""3/4 
採卵雌親魚数 129 67 129 93 71 93 
採卵雄親魚数 44 42 86 40 22 62 
採卵雌親魚平均体重(g)::tSD 11.4+1.1 l1.4::t 1.1 21.8::t5 19.6+2.5 
採卵雄親魚平均体重(g)::tSD 15""25.3 15""25.4 17.2""27.1 27.1 

雌雄比::tSD*l 0.8土0.2 0.5土0.4 0.8+0.3 0.4+0.3 
平均産卵率(%)::tSD*2 55+23 95+7 63+27 93::t10 
総採卵数(千粒) 29 16 45 26 47 73 
雌1尾平均採卵数(粒)+SD 265+148 311::t 173 263::t97 306+131 
魚体重1kg当たり平均採卵数*3 28土14 32土16 16士4 17士7
発眼卵数(千粒) 6.8 5.2 12 7.9 7.7 15.6 
平均発眼率(%)+SD 22.2+12.2 39.6::t26.5 30.4+ 17.5 29.3土12.9
発眼卵率の最低、最高値(%) 0.8""34.8 6.9""87.5 7.2""52.3 13.3""49.1 

*卵重は養成2年無8mg，3、瓦語手斎冠昆mg正じて露出した。
*1雄l尾当たりの雌収容尾数 *2産卵尾数/放養雌尾数 *3(採卵重量/雌取揚重量)/採卵重量=(千粒)
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採卵合計は約73千粒であった。 l尾当たりの平均

採卵数は養成2年魚は l回目265粒， 2回目311粒，

養成4年魚は l回目263粒， 2回目306粒であった。

今年度は産卵床外に産出卵が散在する状況はなかっ

た。養成4年魚の産出卵量が劣り食害の影響が伺え

た。表-2に養成4年魚の成長結果を示した。 1尾当

たりの採卵数は苧卵数平均の割合に対して約3割程

度であった。昨年の養成 3年魚でも同様の比率で

あった。養成2年魚同士の組合せでは平成11年のよ

うな食害をうけて採卵が殆どないような状況はな

かった。雄の産卵能力(選別する時に手づかみから

の逃亡力を判定基準とした)が感じられた。

2.ふ化，稚魚
卵管理はトイ式(卵塊はそのまま)で行った。検

卵はジェット法(市販のノズル噴射)で2月19日から

3月22日の期間に全て発眼まもない卵から順次行っ

た。平均発眼率は養成2年魚で l回目22.2%，2回

目39.6%，養成 4年魚では 1回目30.4%，2回目

29.3%であった。

ふ化魚収容作業はふ化した仔魚を水槽(500~ 黒色

パンライト)に受け，その仔魚を水ごとバケツに入

れ飼育水槽へ直ちに収容した。

表一3に飼育結果を示した。ふ化仔魚は人工海水飼

育槽に収容して着底まで10日-15日聞を要した。こ

の間の積算水温は2000Cを下回り，中卵型カジカ(日

本海側手取川)より早かった。本系統は浮遊期間中

に初期市販配合飼料を与えても餌付きが小卵型仔魚

(太平洋側)に比べて劣った。また，飼育後30日前後

辺りで原因不明の減耗が続いたが淡水馴致後は減少

した。このことから，淡水順応能力の発達など生理

的な課題の解明と淡水馴致適期の再現性の把握が解

明できなかった。現在， 4.5千尾飼育中である。

図-1に苧卵数と体重の関係を示した。なお字卵数

は卵経の大きい物のみを計数した。測定魚はアルコ

ール浸けしたサンプルであった。

U 参考文献
1)岡崎登志夫ら(1994):日本産カジカ両側回避型
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pp.20. 
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3)板屋圭作・波田樹雄(2000):両測回遊型カジカ

(日本海側)種苗生産試験，平成12年水産総合セン

タ一報告， pp.151-152. 

表-3 飼育結果

水槽NO
容水量・形状

収容月日

収容尾数(尾)

収容密度(尾IL)
取揚月日

飼育期間(日)

取揚尾数(尾)

総へい死数(尾)

総へい死率(%)

総不明率(出)

生残率(児)

1600 

1400 

事訴 1000 

長 800

降 600

400 

200 

0 

2 3 4 5 
300L.i]iOリタンク500L・ホ。リタンク500L・ホ。リタンク500L・ホ。リタン5500L・ホ。リタンク
3月22日
3，200 
10.2 
5月1日
50 
647 
1. 573 
49.2 
30.6 
20.2 

粒

N=12 

3月29日 4月6日
5.109 5，000 
10.6 10 
5月i日 5月25日
34 50 
549 506 
3，422 3.659 
67.0 73.2 
22.3 16.7 
10.7 10. 1 

y = 39. 376x + 15.889 
R2 = 0.8336 

4月8日
7.813 
16 

5月25日
48 
907 
5. 707 
73.0 
15.4 
11. 6 

• 
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図一1 養成4年魚の李卵数と体重の関係

169 -

4月15日
8，483 
17 

5月24日
40 
1，950 
4.519 
53.3 
23. 7 
23.0 

g 



( 2 )手取川産天然魚の採卵及びふ化飼育

I 目 的
県内では全滅したと思われていた両測回避型カジカ

を子取川で採捕したので 日本海側の県内産の両測回

遊型カジカの種苗生産技術を開発する。

E 材料及び方法
1.供試魚

2001年 8月17日に県内の子取川の河口から約

13km (明島放水路付近)で電気ショッカーで採捕し

飼育した魚を使用した。

2.飼育管理

採捕魚は搬入後，直径70cmのタライ収容した。飼

育餌料としてモイストベレット(アミエビ主体)を

産卵期まで適量を 1日2回与えた。

3.採卵方法及び卵管理司ふ化

ビニールハウス(遮光率85%)内のタライ(直径

70cm ，高さ 30cm ，水深15~20cm，容積約0.4m')を

産卵槽に使用した。産卵床にL鋼(たて15Xよこ9

×高さ 3~4 ，厚み0.6cm ，重量600g) を3個使用し実

施した。採卵は親魚、放養3~4 日後に付着卵を取掲げ

て行った。注水量は毎分5e程度であった。卵管理
はトイ式で行い，卵消毒は行わなかった。検卵後は

発眼卵をザルに入れふ化を待った。ふ化流下した仔

魚を水ごと水槽で受け人工海水飼育槽に収容した。

E 結果と考察
1.採卵

表 lに採捕時の測定結果を示した。なお，胸鰭軟

条数は30尾の内16本が29尾， 15本はl尾であった。

項

表-2 採卵結果表

項 目 種
採卵雌親魚 天然魚
採卵雄親魚 天然魚

採卵回数別 l 2 
採卵期間 12/25'"" 1/15 1/25'""2/25 
採卵雌親魚数 15 13 
採卵雄親魚数 2 2 
採卵雌親魚平均体重(g)土SD 30.3土11.7 28.4+8.6 
採卵雄親魚平均体重(副+SD 48.3士21.3 60.4士18.1
雌雄比士SD*1 0.8+0.2 0.7:1:0.3 
平均産卵率(%)+SD*2 100 100 
総採卵数(千粒) 13.6 8. 1 
雌l尾平均採卵数(粒)+SD 998:1:538 705+263 
魚体重1kg当たり平均採卵数* 41:1: 11 25士11
発眼卵数(千粒) 8.5 4.4 
平均発眼率(%)::I=SD 68.4:1:7.9 56.2::1=6.7 
発眼卵率の最低、最高値(%) 60.3'""84.3 44.1 '""63.6 
- 1・ー ..・、

板屋圭作・波田樹雄

表-1 手取川採捕魚

目 全長 体重 胸鰭条数
30 30 30 
cm g 本
11.72 21.25 16 
6.95 41.92 
15.44 48.75 16 
8.48 6.83 15 
.70 11>.02 。
8.48 6.83 16 
21 8.97 7.61 16 
31 9.28 8.24 16| 
41 9.33 9.46 16 
51 9.69 10.1 16 
61 9.99 11.9 16 
7110.59 14.2 16 
8110.74 14.2 16 
9110.96 14.5 16 
10 11.05 15.5 16 
11 11.35 18.7 15 
12 11.39 16.5 16 
13 11.46 17.3 16 
14 11.49 21 16 
15 11.56 19.5 16 
16 11.62 21.4 16 
17 11.64 20 16 
18 11.76 18.9 16 
19 11.97 22 16 
20 12.10 23.2 16 
21 12.50 24.3 16 
22 12.56 25.7 16 
23 13.13 27.1 16 
24 13.15 30.8 16 
25 13.36 30.4 16 
26 13.59 34.1 16 
27 13.71 32.7 16 
28 14.17 34.2 16 

239 0 1145..444 5 3488 .6 .8 
116 6 

，8IJ 

3 4 よロ』 計
2/11 '""3/13 3/4'""3/15 

6 3 15 
2 2 4 

27.9土6.3 22.5:1:6.4 
40.5 26.5 
0.6+0.2 0.8:1:0.4 
100 100 
1.5 1.3 24.5 

275:1:343 306+131 
12::1= 14 17:1:7 
l 1.7 15.6 

70+17.3 29.3:1: 12.9 
60'""90 13.3'""49.1 

*1雄l尾当たりの雌収容尾数 *2産卵尾数/放養雌尾数 *3(採卵重量/雌取揚重量)/採卵重量=(千粒)



採卵結果を表 2に示した。採卵は2002年12月25日

から2002年3月15日の約3カ月間で最多4同の多固
産卵であった。採卵数合計は約24.5千粒であった。

1尾当りの平均採卵数は l回目で998粒， 2回目は

705粒， 3回目は275粒， 4回目は306粒であった。卵
管理はトイ式(卵塊はそのまま)で、行った。検卯は

ジェット法(市販のノズル噴射器)で2月12日から 3

月22日の期間で発眼まもない卵から順次行った。発

眼卵数計は約15.6千粒であった。
1圃ふ化・稚魚

表-3に飼育結果を示した。前飼育(人工海水循環

飼育)と同様の飼育水を使用した。ふ化仔魚収容作

業は仔魚を水ごとバケツに入れ飼育水槽ヘ直ちに収

容した。着底までは15日-20日聞を要しこの間の積

算水温は3000Cであった。浮遊期間中に初期市販配
合飼料を与えたが餌付きが小卵型仔魚(太平洋側)に

比べて劣った。庄川産(日本側)よりやや活発で、あっ

た。生残率は11.1-48.8%の範囲であった。取揚げ

時の全長は約2.3cm，体重140mgで、あった。これらの

ことから，飼育事例が僅かのため今後も淡水順応能

力の発達など生理的な課題の解明必要である。現在，

4.6千尾程度飼育中である。

表-3 飼育結果

水槽NO 2 3 4 6 
容水量・形状 300L・ホ。リタンク400L.ホ。リタンク 200L・ホ。リタンク200L・ホ。リタン 200L・ホ。リタン
収容月日 3月8日 3月17日 4月3日 4月8日 3月30日
収容尾数(尾) 3.250 4.800 2. 700 1. 870 不明

収容密度(尾IL) 10.8 12.0 13.5 9.3 不明

取揚月日 6月13日 6月13日 6月5日 6月5日 6月5日
飼育期間(日) 98 108 64 69 68 
取揚尾数(尾) 1.587 1.235 300 886 678 
総へい死数(尾) 726 868 1. 615 547 不明

総へい死率(児) 22.4 18. 1 59.8 29.3 不明

総不明率(出) 28.8 56.2 29. 1 23.4 不明

生残率(見) 48.8 25. 7 11. 1 47.3 不明
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( 3 )稚魚、の着底時における淡水馴致について

I 目的
日本海側の両側回遊型カジカ(庄川産)の着底はふ

化から10-15日日(積算水温2000C以下) 1)と太平洋

側の両側回遊型カジカ2)に比べ早いことから，両者に

淡水順応能力の発達に遣いがあるものと考えられ，日

本海側の両側回遊型カジカの淡水馴致適期の解明を行

つ。

E 材料及び方法
(1)供試魚

ふ化後16日目及び35日目の発育ステージの異な

る庄川産両側回遊型カジカの稚魚、 (0.9%人工海

水で飼育)を，各区20尾づっ用いた。

ふ化後16日目の区(以下A区)の稚魚の平均全

長は11.8:t0.8mmで、あった。なおA区ではふ化後
12日目から着底するものが見られ始め，試験を開

始した16日目は着底の移行期であった。

一方，ふ化後35日日の区(以下B区)の稚魚、の

平均全長は14.4:t1 .Ommで，着底はほぼ終了して
いた。

なお，試験開始までの稚魚、の飼育水はふ化から

試験開始まで，塩分濃度0.9%の人工海水を1TC

に加温して用いた。

(2)試験区の設定

A区，B区それぞれ塩分濃度0%の淡水区，0.45%

区，及び0.9%の対照区を設定した。なお，飼育

水の加温，無加温の影響についても併せて検討し

た(表 1)。

試験は4月29日から 5月2日まで4日間行った。

(3)調査項目

へい死尾数の計数，水温の測定を毎日行った。

波田樹雄・板屋圭作

(4)飼育水槽

お椀型500mRスチール容器を加温，無加温水槽
に浮かべウォーターパスでL水温管理を行った。な

お，試験期間中の水温は加温区では16-180C，無

加温区では13-140Cの範囲でコントロールした。

(5)給餌

試験中は無給餌とした。

E 結果及び考察
A区の生残率はいずれの区も80%以上と高く，塩分

濃度，水温の影響は見られなかった(図-1)。

特に塩分濃度0.45%の区では加温区100%，無加温

区95%となり良好であった。

対照区の無加温区で、生残率が低かったが，試験開始

前の供試魚とりあげによるハンドリングが影響したも

のと考えられる。

一方， B区の生残率は概ね60-80%とA区に比べ悪

く，特に淡水区の加温区で30%と低かった(図-2)。

B区のへい死魚は供試魚の中でも小さいもの(平均全

長13.0mm)であり，原因が淡水馴致によるものか，大

きなカジカに攻撃されたことによるものか不明であ

る。今回の試験は3日間で終了したが，今後へい死が

継続している試験区については最後まで試験を続ける

必要がある

これらのことから，日本海側の両側回遊型カジカの

淡水馴致は着底してしまえば可能で、あるものと考えら

れた。また，塩分濃度0.9%からいきなり淡水化しで

もカゾカの生残等に影響は見られず，着底時期の淡水

馴致能は太平洋側の両側回遊型カジカ2)と同様，かな

り高いものと考えられた。

表-1 試験区の設定

試験区 塩分 水温 備 考
(見)

1-1 。加温
1-2 " 

A 2-1 0.45 加温
2-2 " 
3-1 0.90 加温 加温区の対照区
3-2 " 無加温区 " 
1-1 。加温
1-2 " 
B 2-1 0.45 加温
2-2 " 
3-1 0.90 加温 加温区の対照区
3-2 " |無加温区 " 
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コレゴヌス (Coregonuspeled)種苗生産試験

I 目 的
県内の淡水養殖は，マス類(イワナ，ニジマス等)

が主体となっている。しかし，それらの魚種の需要は

頭打ちとなっており，養殖業のさらなる振興を図るた

め，新魚種として平成6年度よりコレゴヌスの採卵ふ

化試験を行ってきた。この間に牛4産技術は向上してき

たがよりいっそうの安定生産を図るため引き続き種苗

生産試験を行った。

E 材料および方法
1.採卵

採卵は当センターで飼育している親魚の中から熟

度鑑別をして使用した。採卵は搾出法，媒精は乾導

法とした。

2.卵管理

媒精後，約6時間吸水させ， 1 -3尾分ごとに，

びん式ふ化槽(H)4槽に収容した卵は，びんの底

部から注入する河川水(1.H/min)により常に撹

枠した状態にし，ふ化仔魚はびんの上端よりチュー

ブ、を通って外のいけす網に排出されるようにした。

四登淳

3.稚魚飼育試験

pけす網内のふ化仔魚をボウルで水ごとすくい計

数して順次水槽に収容した。水槽の大きさは，直径

1.30m，水深0.60mで、あり収容尾数は8，000尾(10，000

/ぱ)として稚魚嗣育試験を行った。注水量は毎分

25 f! (換水率1.9回/hr)とした。

E 結果
1.採卵とふ化

採卵結果を表 1に示した。採卵は2001年12月25

日に行なった。採卵尾数は8尾，総採卵数は139，000

粒であった。ふ化槽1槽あたりの収容数は22，000-

48，000粒とした。ふ化槽毎の発眼率は0-54.5%で

あり発眼卵数は36，300粒であった。採卵からふ化期

間中の水温を図 1に示した。

2.飼育

ふ化行魚の嗣育水槽への収容は3月1日から開始

し3月18日までの18日間に8，000尾を収容した。餌

付け用餌料は，今年度から中部飼料株式会社製の仔

稚魚餌付用飼料100μmを使用し7-8g/日を給餌し
た。飼育は餌付け開始当初は順調に経過したものの

1ヶ月目にあたる 4月中旬以降に原因不明のへい死

が続き約1ヶ月でほぼ全滅した。

表-1 採卵結果

雌親魚 ふ化僧 尾叉長 体重 採卵重 吸水卵重 1粒重 卵径 採卵数 発限卵重 発眼卵数 発眼率 ふ化尾数

No No (mm (g (g (g (mg) (mm (g (% 

465 1.392 222.0 380 7.9 2.4 48.∞E 101 12.900 26.9 

2 2 372 720 65.6 
328 2.5 35.0OC 142 11.400 32.6 

708 100.2 
9.4 

J 364 

4 3 313 441 56. 

5 3倒 459 65目E 194 5. 1.8E 34∞E C C 

6 299 409 28.9 

J 4 320 397 30. 
152 2.~ 22.α)(] 72 12.000 54.5 

日 324 478 49.C 

合計(平均) (377) (869) 139∞c 36.300 (26.1 8αm 

4
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湖沼河川資源有効利用調査
( 1 )犀川カジカ生息実態調査

波田樹雄・高門光太郎・板屋圭作・四登淳

I 目的
犀川・浅野川においてカジカの生息状況を把握す

るため分布調査を実施する。

なお，調査は金沢漁業協同組合，金沢市役所の協力を

得て実施した。

E 方法
1.両側回遊型カジカ

犀川での両側回避型カジカの分布調査を 8月17日

に桜橋，大豆田大橋下流で実施した(図 1)。また，

浅野川では7月18日に小橋堰堤，松寺地区で調査した。

採捕には電気ショッカーとタモ網を用いた。なお，

流れの緩やかな下流域では投網を併用した。採捕し

たカジカは2フエノキシエタノールで麻酔し，全長，

体重を測定した後放流した。

o 5km 
Lー~ー-'------Lー」

図-1 調査位置図

2.河川陸封型カジカ

犀川での河川陸封型カジカの分布調査を犀川ダム

に流入する 2河川と，犀川の支流である内川の菊水

地区及びその下流にある内川ダムに流入する 2河川

について実施した。なお，調査は犀川ダム流入河川

は7月18日に，菊水地区，内川ダム流入河川は9月

18日に実施した。

浅野川では7月18日に支流である河内谷川の市の

谷橋，石黒地区，白見谷川の上原地区，及び浅野川

本流の田上地区，常盤橋下流で、調査を行った。

採捕方法等については両側回遊型カジカと同様と

した。

E 結果及び考察
1.両側回遊型カジカ.

(1)犀J11 (桜橋，大豆田大橋)
桜橋，大豆田大橋とも犀川の下流にあり平均河

川幅は45m，河川形態型はBb型であった(表1)。

調査日の8月17日の水量はやや少なめであった。

両調査場所を含め犀川の下流域は，はまり石主

体であるが，桜橋では流れが周囲より比較的速く，

河床にコンクリートブロックが埋め込まれ，ブ

ロックの聞が5-lOcmの浮石の状態となっている

場所があった。

桜橋では両側回遊型カジカはこの浮石がある場

所で9尾採捕された(表-2)。
両側回遊型カジカは全長40-60阻と80-100m皿

にモードがあり異なる年級のものが見られた(図

2)。また，最小，最大全長は43，95mmであった。

両側回遊型カジカの採捕場所の水温は24.30Cで

あった。カジカ以外の魚種としてはアユ，ドンコ，

ハゼ類が採捕された。

表-1 両側回遊型カジカを対象とした調査河川の概要

河川名 浅野川 浅野川犀川 犀川

調査場所

平均河川帽(m)

河川形態型

橋

5

型

"
6
u町

am『
・

nu

占
ぷ
引

n
H
U

大豆回大橋 小橋堰堤

45 30 

松寺地区

40 

Bb型 Bb型 Bb-Bc移行型

F
H
U
 

ヴ
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表-2 両側回遊型カジカの分布調査結果

採捕力ジカ 調査した
個体数全長(mm)体重(g) 距離(m)

調査場所 調査月日 水温

河川名 場 所 ('C) 

犀川桜橋 8月17日 24.3 

" 大豆沼大橋 " 湧水:18.5 
本流:28.0

浅野川小橋堰堤 7月18日 27.0 

" 松寺地区 " 28.0 

カジカ以外の魚種 その他

9 43-95 160 71， ドンコ， I¥t!"類 河床は5-10cmの浮石

5 39-49 10 河床に浮石あり

。 180 7ユ，7ユ約，チチプ，ヨシノポリ，I¥t!"類 " はまり石。 20 7ユ，オイjJ'}，ウゲイ，7ナ，Jイ，プJLーギJL " 
モロコ類，ヨシノポリ，力マツカ " 。 20 7ユ，オイjJ'}，ウゲイ，コイ，力マツ力，マJ¥ゼ " 
IW類，ポラ，J.;rキ
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図-2 両側回遊型カジカの全長組成

桜橋より下流にある大豆田大橋では小卵型カジ

カは昨年度と同様，大豆田大橋下流の伏流水の湧

出している場所(l.5XI0m)でのみ見られた。

小卵型カジカの採捕尾数は5尾で，全長は39-49mm

となり全て 0+魚、であった。

伏流水の湧出している場所の水温は18SCと，

本流の28.0oCと比較して約100C低く，小卵型カ

ジカが生息し易いぶ温となっていた。

本流ではカジカ以外の魚種としてはアユ，アユ

カケ，チチブ，ヨシノボリ，ハゼ類が採捕された

が，伏流水の湧出している場所以外では小卵型カ

ジカの他に魚種は見られなかった。

犀川では昨年の調査で，伏流水の湧出により夏期

の高水温時期でも水温が200C前後となる場所で小
卵型カジカの 0+魚、を確認したが，親魚等異なる

年級のものがどこにいるか不明であった。今回の

調査で桜橋において異なる年級のものを確認する

ことができた。犀川のように近年，河川流量が少

なく中一下流域で河床がはまり石の状態になり易

い河川では，人工的に浮石のある場所を作ること

も必要であると考えられる。

(2)浅野}11 (小橋堰堤，松寺地区)

小橋堰堤，松寺地区とも浅野川の下流にあり，

平均河川幅，河床形態型は小橋堰堤では30m，
Bb型，松寺地区では40m，Bb-Bc移行型で、あっ
た(表 1)。また，いずれの場所も河床は，はま

り石と砂泥であった。

調査日である7月18日の水量はやや少なく，水
温は小橋堰堤では27.0oC，松寺地区では28.00Cで

あった。

両側回遊型カジカは小橋堰堤，松寺地区とも採

捕されなかった。カジカ以外の魚種として小橋堰

堤ではアユ，オイカワ，ウグイ，フナ，コイ，ブ

ルーギル，モロコ類，ヨシノボリ，カマツカが採

捕され，小橋堰堤より下流域の松寺地区ではアユ，

オイカワ，ウグイ，コイ，カマツカ，マノ、ゼ、 J、

ゼ類，ボラ，スズキと汽水域の魚、も見られた。

2.河川陸封型カジカ
(1)犀}11 (犀川ダム流入河川，菊水地区，内川ダム

流入河川)

犀川ダム流入河川はかJ床形態型は 2河}11とも
Aa型で、平均川幅は上流側の支流 lが3m，下流側

の支流 2が2mであった(表-3)。

調査日の7月18日の水温は支流 lが14TC，支

流-2が13.90Cであった。河床はいずれも浮石(醗)

が主体であった。
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表 3 河川陸封型カジカを対象とした調査河川の概要(犀川水系)

河川名 犀川支流一1 犀川支流-2 内川 内川支流ー1 内川支流ー2
(上流側) (下流側) (上流側) (下流側)

調査場所 犀川ゲム 犀)11ゲム 菊水地区 内)11ゲム 内)IWJ. 
流入河川 流入河川 流入河川 流入河川

平均河川幅(m) 3 2 6 2 2 

河川形態型 Aa型 Aa型 Aa-Bb移行型 Aa型 Aa型

河川名 河内谷川

表-4 河川陸封型カジカを対象とした調査河川の概要(浅野川水系)

浅野川河内谷川 白見谷川 浅野川

調査場所 市の谷橋

平均河川幅(m) 5 

常盤橋石黒地区 上原地区 田上地区

7 7 a 38 

河川形態型 Aa-Bb移行型 的-Bb移行型 Aa-Bb移行型 Bb型 Bb型

両河川とも20m調査したが河川陸封型カジカは

採捕されなかった。なお，カジカ以外の魚種等で

は支流 lがサワガニ，サンショウウオ，支流 2で

はイワナのみであった。

菊水地区は河床形態型はAa-Bb移行型で，平均

J 11市福は 6mであった。
調査日の 9月18日の水温は15.0oCであった。 i可
床は全域に渡り浮石が見られた。

河川陸封型カジカは約170mの聞に75尾採捕さ

れた。全長のモードは60-80mmと100-120mmに見

られた(図-3)。これは昨年のほぼ同時期である9

月20日に菊水地区で採捕されたカジカの全長の

モードが40-60mmに見られたのと異なる結果と

なった。また，全長の最小，最大はそれぞれ45mm，

127mmとなり O十魚から親魚サイズまで異なる年

級のものが見られた。今回の調査と昨年の全長

モードの違いについては，今回の調査場所が昨年

と重棲しているが距離は短く，採捕場所が偏った

ことや，漁業者の漁獲圧力の違いが影響した可能

性が考えられるが，今後さらに検討したい。

なお，カジカ以外の魚種ではイワナが採捕された。

内川ダム流入河川は河床形態型は2河J11ともAa

型で平均川幅は 2mであった。

調査日の水温は上流側の支流-1が14TC，下流

側の支流 2が15.0oCであった。 河床はいずれも浮

石(蝶)が主体であった。

支流-1では約10m，支流 2では約20mを調査し

たところ，河川陸封型カジカは支流 2のみで10尾

採捕された。 採捕したカジカの全長は60-80mm

にモードが見られた。全長の最小，最大はそれぞ

れ42，127mmとなり異なる年級のものが採捕された。

カジカ以外の魚種等では支流-1ではイワナ，サ
ンショウウオ，支流-2ではヨシノボリが採捕さ

れた。

支流-1と支流-2はいずれも河床は浮石があり，

河川形態型，川幅等一見よく似た河川lであるが，
両河川でカジカをはじめ，生息している魚種等に

違いが見られ，この原因について今後調査し，カ

ジカの生息に適した環境を把握する必要がある。

(2)浅野川(市の谷橋，石黒地区，上原地区，国土

地区，常盤橋)

河内谷川の市の谷橋，石黒地区，及び白見谷川

の上原地区ともに調査場所の河床形態型はAa-Bb

移行型で，平均河川幅は市の谷橋では 5m，石黒

地区では7m，上原地区では 7mであった(表-4)。

調査日である 7月18日の水温は河内谷川の市の

谷橋では18.4oC，石黒地区では19.20Cであった。

河床はいずれの場所も浮石が主体となっていた。

河川陸封型カジカは河内谷川市の谷橋では

105mの聞に54尾採捕された。全長のモードは60

-80皿皿に見られ，最小，最大はそれぞれ54，116mm 

であった。

石黒地区では100mの聞に10尾採捕された。全

長は最小，最大それぞれ29，132mmで、あった。

白見谷川の上原地区で、は120mの聞に100尾採捕

された。全長は60-80mmにモードが見られ，最小，

最大は22mm，138mmで、あった。

以上の浅野川支流の調査場所は，いずれもカジ

カの分布が見られ，河床が浮石主体である等カジ

カの生息に適した環境であると考えられる。

浅野川本流の中流域にある田上地区，常盤橋の

河床形態型はいずれもBb型で，平均河川幅は田

上地区が200m，常盤橋が150mであった。
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表-5 河川陸封型カジカの分布調査結果

調査場所

河川名 場所

調査月日 水温 採捕カジカ 謂蓋したカジカ以外の魚種等
('C) 個体数 全長(mm) 体重(g) 距離(m)

その他

犀川支流ー1 犀川ゲム流入河)11(上) 7月18日 14.1 0 一 一 20 lt?b"ニ，世ンショウウオ 河床は浮石(磯)

犀川 11 -2 " (下) " 13.9 0 20 イワナ H 

水系内川 菊水地区 9月18日 15.0 75 45-127 11.0-19.0 170 イワナ 河床は浮石

内川支流 1 州 11ゲム流入河川1(上) " 14.1 0 10 イワナ，甘ンショウウオ 河床は浮石(磯)

" -2 (下) " 15.0 10 42-127 0.7-30.4 20 ヨシノポリ " 
河内谷川 市の谷橋 7月18日 18.4 54 54-116 1.6-18.6 105 イワナ 河床は浮石

浅野川 " 石黒地区 " 19.2 10 29-132 0.3-32.0 100 ¥''<人71，ウゲイ，ヨシノポリ " 

水系 白見谷川 上原地区 " 100 22-138 0.1-45.8 120 イワナ， 1''<人 77'ラ1¥1' " 

浅野川 田上地区 " 23.7 0 一 一 2∞ 71，tイ加，ウ0・イ，77'ラハヤ 河床ははまり石

ドグョウ

" 常盤橘 " 27.9 0 150 71，Jイ，オイカワ，モロコ，ヨシノ*") " 

n=10 

調査日である7月18日の水温は田上地区が

23.TC，常盤橋が27.g'Cであった。また，河床は

いずれもはまり石であった。

田上地区は約200m，常盤橋は約150m調査した

が両地点ともカジカは採捕されなかった。カジカ

以外の魚種は田土地区ではアユ，オイカワ，ウグ

イ，アブラハヤ， ドジョウ，常盤橋ではアユ，コ

イ，オイカワ，モロコ，ヨシノボリが採捕された。

河川陸封型カジカは両側回遊型カジカ同様，河

床が浮石主体の場所のみに生息していることが

解ったが，河床が浮石であっても生息していない

場所もあり，今後さらに調査しカジカの最適な生

息環境を把握したい。

内川・菊水地区

30 

20 

10 

W ~ W M 100 1W 1~ 

内川支流一2

一一-一一
a・・・・・・・u

W ~ W M 100 1W 1~ 

河内谷川・市の谷橋

W ~ W M 100 1W 1~ 

U 文献
1)波田樹雄・板屋圭作・四登淳 (2002) :湖沼

河川資源有効利用調査(犀川カジカ生息実態調

査).平成12年度石川県水産総合センタ一事業報

告， pp .164. 
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図-3 河川陸封型カジカの全長組成
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( 2 )牛首川カジカ種苗放流調査

I 目的
白峰村牛首川において河川陸封型カジカ資源の増

大を図るため放流追跡調査を実施する。

なお，本調査は白峰村漁業協同組合の協力を得て

実施した。

E 方法
1.供試魚

(1)平成10年度放流群
内水面水産センターで平成10年3月に採卵，ふ

化した河川陸封型カジカ(以下カジカ)2，000尾(平

均全長43mm)に第2背鰭除去の標識を行い，平成

11年3月25日に白峰村午首川に放流した(図 1)。
(2)平成12年度放流群

白峰村漁協が内水面水産センターで採卵，ふ化

したカジカ1，000尾(平均全長48mm)に第l背鰭除

去の標識を行い，平成12年7月18日に，牛首川の

平成10年度放流地点、より下流約900mの場所に放

流した。

2.採捕調査
採捕調査は8月1tJに実施した。調査範囲は平成

10年度放流群の放流地点より上流約200mから平成

12年度放流地点、までの約1，200mの区間と，牛首川

の支流である大谷川とした。なお，大谷川では本流

との合流点から約10mを調査した。
採捕方法は電気ショッカーと投網とした。採捕し

たカジカは2フエノキシエタノールで麻酔し，全長，

体重を測定した後再放流した。

波田樹雄・高門光太郎・板屋圭作・四登淳

E 結果
牛首川の調査範囲の河床は はまり石が多く，特に

平成12年度放流地点下流100mから大向橋にかけて顕

著であったのに対し，大谷川の河床は浮石が主体と

なっていた。

調査日の牛首川の水温は28.80Cであったのに対し，

大谷川の水温は25.8'cと午首川より3'C低い値であっ
た。

採捕されたカジカは，牛首川では平成12年度放流

群が2尾，天然カジカが2尾の合計4尾と少なく，採

捕場所は河床に浮石が見られる平成12年放流場所付近
に限られていた。

一方，大谷川では平成10年度放流群が2尾，平成12

年度放流群が5尾，天然カジカが2尾の合計9尾が採

捕された。

平成12年度放流群の成長を牛首川，大谷川で比較し

たところ，牛首川の放流カジカの2尾の全長は，89mm，
81mmで、あったのに対し 大谷川では93mm:::!:10mmとなり

大谷川が良好であった。

昨年，牛首川でお行った底生動物調査の結果から，牛

首川では餌料の面からカジカにとって厳しい生息環境

であることが解ったが このことが牛首川の成長が劣

る原因の一つであると考えられる。

なお，大谷川で採捕された平成10年度放流群2尾は

全長105mm，103mmに成長していた。
また，天然魚の全長は牛首川69mm，64mrn，大谷川

121rnm， 58mmとなり異なる年級群が見られた。
カジカ以外の魚種では牛首川ではヤマメ，イワナ，

アブラハヤ，ウグイが，大谷川ではイワナ，ヤマメが

図-1 調査位置図
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表-1 カジカの採捕結果

霊 謹 急
水温 平成10生産蕗謹霊 平成12年塵放流量

謹鐘撞置 (OC) 盟盤整全量(mm) 隼重w 置佳盤全量(mm) 隼重w
牛首川 28目8 。 2 89， 81 7.9， 5.6 

大谷川 25.8 2 105，103 13.7， 13.2 5 93:t10 10.3:t3.9 
(81-106) (6.1-16.1) 

採捕された。両河川で採捕されたイワナ，ヤマメは

カジカと餌料面で競合するとともに，小さなサイズ

のカジカを捕食する点でも注意しなければならな

今後，カジカの放流場所を選択する際は，河床に

浮石があり，餌料の量が豊富で、あることが重要で、あ

ると考えられる。また，イワナ，ヤマメ等による捕

食についても考慮する必要がある。

U 文献
1)波田樹雄・浅井久夫・板屋圭作・四登淳

(2002) :湖沼河川資源有効利用調査(牛首川カ

ジカ種苗放流調査)，平成12年度石川県水産総合

センタ一事業報告， pp .168. 
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天 然 魚 カジカ以外の
魚種

個盤整全量(mm) 盤重(量)

2 69， 64 3.7， 2.9 ヤマメ，イワナ，77'ラハヤ
ウグイ7ユ

2 121， 58 25.2， 2.6 イワナ，ヤマメ



内水面外来魚管理対策調査

I EI 的
近年，オオクチパス，ブルーギル等の外来魚種が密

放流されていることから 湖沼河川等に生息している

アユ・フナ・コイ等の在来魚種を捕食する漁業被害の

発生並び、に生態系への影響を懸念する漁業者，遊漁者

が多い。

このことから，オオクチパス，ブルーギル等の生息

状況調査を行うとともに，外来魚!駆除の方法等につい

て試験を実施する。

E 方法
1.生息状況調査

(1)生息状況調査

柴山潟で定置網(袖網10節、胴網14節)2カ統

及びテナガエピ採捕用に設置したカゴ網を用いて

オオクチパス，ブルーギルの生息状況を調査した

(図-1)。なお，カゴ網の餌はサワラの皮と骨に

塩をすり込み用いた。

また，柴山承水路で刺網(網目5-6節・長さ

15m)を用いて調査を行った。

採捕したオオクチパス ブルーギルは内水面水

産センターに持ち帰り，尾又長，体重，生殖腺重

量を測定するとともに胃内容物を調べた。なお，

一部については内水面水産センターの水槽に収容

し食害試験に用いた。

十

片山津温泉

波回樹雄・高門光太郎

(2)食害試験
オオクチパスの入った水槽 (0.9X1.6m)にコ

イ，テナガエピを入れ，食害試験を実施した。

2.遊漁人口調査

平成13年度に石川県で開催されたパス釣り大会の

開催状況を調査した。

3.資源抑制対策調査

柴山潟・柴山承水路でオオクチパス，ブルーギル

の駆除に効果的な時期，場所，漁具等について調査

した。

E 結果
1.生息状況調査

(1)生息状況調査

1)柴山潟

定置網調査は 5月14日から 6月26日まで実施

し，原則として 1週間に 2回，合計15回の網揚げ

を行った。

ブルーギルは5月22日に 2尾， 6月26日に 2尾

の計4尾採捕されたが オオクチパスは採捕され

なかった(表…1)。

カゴ網では6月7日から 7月21日までにオオク

チパス 9尾，ブルーギル96尾採捕された。

柴山潟ではオオクチパス，ブルーギルとも確認

されたが， 採捕は少なかった。

。剰網 肯定置網

o 1 km 

図-1 調査位置図
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2)柴山承水路

5月28日から10月31日にかけて，刺網により柴

山2号承水路で1回，柴山3号承水路で7回の計8

回調査を行った。なお 刺網は l回の調査で5-6

張りを用いた。

柴山承水路での採捕尾数の合計はオオクチパス

89尾，ブルーギル68尾となった。時期別には水温

が18.9"Cに低下した10月31日に最も多く採捕さ

れ，採捕尾数はオオクチパス53尾，ブルーギル37

尾となった。

柴山潟・柴山承水路を含めた採捕尾数の合計は

オオクチパス100尾，ブルーギル168尾となった。

尾又長，体重の範囲はオオクチパスでは5.7-

44.0cm，2.3-1229g，ブルーギルでは5.4-25.5cm，

2.9-182gとなった。

胃内容物はオオクチパスで、は4-7cmの小魚、(消

化が進み判別不能)が多く見られ，ブルーギルで

は巻貝，ミミズ等が見られた。

雌魚、の卵巣成熟度指数は，オオクチパスでは5

月下旬4.9%，6月中旬2.1%，7月上~下旬は0.6

-0.4%と低下した(図-2)。ブルーギルでは5月

下旬4.7%，6月中旬7.0%， 下旬9.2%，7月上旬

7.6%，中旬3.7%となり， 6月下旬にピークが見

られた。

(2)食害試験(10月19-20日実施)

尾又長40cm前後のオオクチパス 5尾の入った水

槽に，コイ40尾(全長4-6cm)，テナガエピ20尾(全

長7-9cm)を入れ， 24時間後の捕食状況を調べた

ところ，オオクチパスはl尾当りコイを 6尾，テ

ナガエビを2.2尾捕食した。

また，尾又長25-30cmのオオクチパス10尾の

入った水槽に，同様の試験を実施したところ，オ

オクチパスは1尾当りコイを1.3尾テナガエピを

0.1尾捕食した。

2.遊漁人口調査

平成13年度県内で開催されたパス釣り大会は合計

6回で，串川，多根ダム，河北潟で各2回づっ実施

されており，内5同が日本バスクラブ石川支部が主

催している。

日本バスクラブ石川支部によると支部主催の釣り

大会は今年で6年目で、各大会の参加者は40-50名

だが、近年参加者は減少しているとのことであった

(表-2)。
3.資源抑制対策調査

オオクチパス、ブルーギルの産卵親魚の捕獲を目

的に，柴山潟で産卵時期であると推定される5-6月

に定置網を設置したが採捕することができなかっ

た。今後，目視等によりみつけた産卵場の破壊や，

ふ化稚魚、の効率的な採捕方法について検討する必

要がある。

また，柴山承水路でのオオクチパス，ブルーギル

の採捕結果より，水温の下降した10月下旬以降に刺

し網を用いることで効率的に採捕が可能であると

考えられる。
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図-2 卵巣成熟度指数の推移

表-2 平成13年度県内で開催されたパス釣り大会

開 催 日 三~三 場 主 催

5月13日(日) 串川 日本，，'スクラ7'石川支部

6月24日(日) 多根ダム J/ 

7月22日(日) 多根ダム J/ 

9月12日(水) 串川 釣具庖

9月23日(日) 河北潟 日本，，''A'}ラ7'石川支部

10月7日(日) 河北潟 11 

叶

J
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アユ資源増殖対策調査
( 1 )子取川アユ産卵量調査

I 目的
天然遡上アユの産卵実態を把握するため，手取川に

おいて産卵場，産卵量の調査を行った。

E 方法
1.調査河川・区域

手取川の河口よりlkmの熊田川合流点から，河口
から4.5km上流の手取J11橋までの3.5km区間をA-D

の4区間に分け調査区域とした(図 1)。

6田 o '00 

函-1 調査区域友び産卵場位置

2.調査時期

2001年10月10日，22日，31日， 11月9日の4回行った。

3.調査方法

2名1組の2組で，調査区域内のアユ卵の着卵状況

を目視探索した。

産卵場の確認されたところは面積を計測し，産卵

波田樹雄・桶田浩司・高門光太郎・板屋圭作

場の任意の1-2点を選び， lOX10cmのコドラートで

砂利を採取して持ち帰り卵数を計数した。

E 結果
調査時の水温は10月10日19SC，10月22日14.20C，

10月31日14.60C，11月9日11.40Cと下降した。

全調査期間のアユ産卵場はC区間が2カ所， A， D区

間が1カ所づつとなりB区間では確認できなかった(表

-1)。

10月10日ではA，C， D区間にIカ所づっ産卵場が

認められた。産卵場面積，推定産出卵数は区間全体で

は870ぱ， 19，351千粒となり，各区間ごとではA区間

50ぱ， 1， 110千粒， C区間765ぱ， 18，054千粒， D区間
55m'， 187千粒となり，殆どがC区間に集中していた。

10月22日ではA，C区間にlカ所づっ産卵場が認め

られ，産卵場面積1，280ぱ，推定産出卵数35，310千粒

であった。各区間ごとでは A区間900ぱ， 26，190千粒，

C区間380m'， 9，120千粒であった。

10月31日ではA区間にlカ所， C区間に2カ所産卵場

が認められた。産卵場面積，産出卵数は区間全体では

272m' ，推定産出卵数は10，128千粒であった。各区間

ごとではA区間240m'， 10， 032千粒， C区間32m'，96 

千粒となり，殆どがA区間に集中していた。

11月9日はC区間でのみ産出卵を確認したが僅かで

あり，産出卵を推定するに到らなかった。

10月10日から10月31日までの推定産出卵数の区間ご

との合計はA区間37，332千粒， C区間27，270千粒， D

区間187千粒，全体では64，789千粒となった。また，

推定産出卵数の区間ごとの構成比は， A区間57.6%，

C区間42.1%，D区間0.3%となりA区間， C区間に集

中していた。

表-1 産出卵数友び産卵場面積

100cm'当卵数 産卵場面積 推定産出卵数

調査区間 (粒) (rr() (千粒) 産出卵数の 備 考

10/10 10/22 10/31 11/9 10/10 10/22 10/31 11/9 10/10 10/22 10/31 11/9 計 構成比例)

A 222 291 418 50 900 240 1，110 26.190 10，032 37.332 57.6 

B 

236 240 25 765 380 12 18.054 9.120 30 27.204 42.0 1119は卵を確認したが僅か

33 20 66 66 0.1 

|計 236 240 58 765 380 32 18.054 9.120 96 27.270 42.1 

D 34 55 187 187 0.3 

合計 492 531 476 870 1. 280 272 19.351 35.310 10.128 64. 789 100.0 
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( 2 )大聖寺川，河原田川アユ産卵時期調査

I 目的
天然遡上アユの産卵実態を把握するため，大聖寺J11 ， 
河原田川において産卵時期，産卵場所の調査を行った。

なお，調査は大聖寺川漁業協同組合，輪島川漁業協

同組合の協力を得て実施した。

E 方法
1.大聖寺川

調査場所は大聖寺川上河崎橋から下河崎橋下流

400mの区間とした。なお，調査区間の内，下河崎

橋上流200mから下流にかけては県の漁業調整規則

により， 8月1日から10月31日までアユの採捕は禁止

されている(図-1)。

調査は9月下旬から11月下旬にかけて，調査区間

内のアユ卵の着卵状況を目視探索するとともに，ア

ユを流し網で採捕し雌魚の生殖腺重量を計測し産卵

のピークを調べた。

2.河原田川
調査場所は県の規則によるアユ採捕の禁止区域(9

月1日一10月31日)である河原田川輪島市水道取水

口から下流160mの区間と それより上流400mにあ

るやすらぎ橋周辺とした(図-2)。
調査時期，調査方法は大聖寺川と同様とした。

E 結果
1.大聖寺川

調査は9月21日， 10月9日， 22日， 11月5日， 22日

に実施した。但し禁止区域では11月5日以外は調査

できなかった(表-1)。

波田樹雄・高門光太郎

アユ付着卵は調査区間の上流側に当る上河崎橋下

流では最初の9月21日以外は全ての調査日で確認で

きた。 11月5日に禁止区域と上河崎橋下流を比較し

たところ，禁止区域では付着卵が点在し，卵数也少

なかったのに対し，上河崎橋下流では付着卵のある

場所の範囲，密度とも多かった。

両区域とも河床はアユの産卵に適した細かい石が

主体であるが，上河崎橋下流では大聖寺川漁業協同

組合が9月下旬にアユ産卵場造成のため重機で粗均

しを行っており，このことがアユの産卵にとって良

好な結果となったと考えられる。

また，雌アユの卵巣成熟度指数の平均は10月9日

17.2%， 10月22日12.0%，11月5日13.7%となり10

月上旬が最も高くなったが， 11月5日でも20%を越

えるものが見られた(表-2)。
2.河原田川

調査は9月26日， 10月6日， 16日， 26日， 11月8日，

26日に実施した。

アユ付着卵はやすらぎ橋では10月6日， 16日に見

られたが僅かであった(表 3)。また，禁止区域で

は全調査日とも見られなかった。両調査場所とも河

床に細かい浮石は見られず，特に禁止区域はこけで

覆われた石に巻貝が付着している状況にあり，アユ

の産卵に適当な場所ではなかった。

また，雌アユの卵巣成熟度指数の平均は10月9日

17.2%， 10月22日12.0%，11月5日13.7%となり産卵

のピークは10月上旬から中旬であると考えられるが，

10月26日でも20%を越えるものが見られた(表-4)。

しー笠一一竺

図-1 大聖寺川の調査位置図
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図-2 河原田川の調査位置図
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表-1 大聖寺川のアユ付着卵確認状況

調 査 場 所
月/日 水温 備 考

('C) 禁止区域 上河崎橋下流

9/21 17.0 未実施

10/ 9 18.9 IJ 卵確認

10/22 15.6 H IJ 

11 / 5 13.9 卵確認 IJ 

11/22 11.9 未実施 H 

表-2 大聖寺川の雌アユの成熟状況

卵巣成熟度指数(%)
月/日 個体数(尾) 備 考

平 均 範 囲

9/2 1 7.0 3.0 ..._. 22.1 15 

10/ 9 17.2 7.1 ..._. 31.0 15 他産卵済み2尾

10/22 12.0 2.7..._. 20.2 11 

11 / 5 13.7 8.0 ..._. 22.9 7 他産卵済み 5尾

卵巣成熟度指数=卵巣重量/体重x100 

表-3 河原田川のアユ付着卵確認状況

調 査 場 所
月/日 水温 備 考

('C) 禁止区域 やすらぎ橋

9/26 22.0 

10/ 6 21.0 卵確認

10/1 6 17.0 卵確認

10/26 17.0 

11/ 8 12.0 

11 /26 10.5 

表-4 河原田川の雌アユの成熟状況

卵巣成熟度指数(%)
月/日 個体数(尾) 備 考

平 均 範 囲

9/26 3.3 2.9，3.7 2 

10/ 6 27.7 8.9"'_' 33.0 9 

10/16 13.4 5.0..._. 30.0 13 他産卵済み l尾

10/26 11.9 4.3 ..._. 22.8 7 

卵巣成熟度指数=卵巣重量/体重x100 
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( 3 )子取川遡上アユ資源量調査

I 目的
子取川における天然そ上アユの資源量について，標

識放流によるPetersen法で

E 方法
1.標識放流

2001年5月18日に脂鰭を切除した県産人工生産ア

ユ(平均全長8.4士0.6cm，平均体重4.2::t1.0g)を

手取川大橋下流と手取川橋下に9，000尾づっ合計

18，000尾放流した(図 1)。

なお，標識放流に使用するアユには，本来資源量

推定の対象となる天然そ上アユを用いるべきである

が，天然そ上アユを量的に確保することが困難なた

め，人工生産アユを用いた。

また，標識アユの生残状況を把握するため，放流

日以降標識アユを内水面水産センターで飼育した。

2.採捕調査

解禁前である6月7日に辰口橋から手取川大橋下流

部までの間のA，B (放流地点)， c (放流地点の
上流lkm)3地点で毛ばり釣りと投網でアユを採捕し，

標識アユ及び天然そ上アユの分布・全長等を調査し

た。

また，解禁日の6月16日に辰口橋から下流域でび

く調査を行い，遊漁者が毛ばり釣り又は友釣りで採

捕したアユの内標識アユの尾数を調査し，資源量の

推定を行った。

波田樹雄・桶田浩司・高門光太郎・板屋圭作・四登 淳

E 結果
6月7日の試し釣り調査は，午前6時から8時までの2

時間，延べ毛ばり釣り13名，投網4名の計17名で、行った。

当日の河川の状況は水量がやや多く，水温14.30Cで

あった。

採捕尾数は調査地点全体で，天然そ上アユ460尾，

標識アユ7尾であった。標識アユは投網のみで採捕さ

れ，放流地点周辺のB地点で6尾， C地点、でl尾となり，

最上流部である A地点、では採捕されなかった(表一1)。

表-1 試し釣り採捕結果 (6月7日)

主主主 7~

調脊掴h点操捕方法個体錨全長(cm) 体重(g)

A 毛ばり釣り 88 9.6::!:1.9 7.7土5.4

標識アユ 採捕

個体魯全長(cm) 体重(凶 人数

B 毛ばり釣り 39 8.4土1.7 5.0::!:3.9 4 

盤組 129 11.8::!:2.2 15.6::!:9.0 6 10.0::!:O.5 7.8土1.7 2 

c 毛ばり釣り 13 8.0土1.6 4.1士3.7 4 

盤盤 191 10.0::!:1.3 8.0::!:3.8 9.5 5.6 2 

毛ばり釣り 140 13 

計 盆鍾 320 4 

計 460 17 

※採捕した全てのアユを測定した。

日

o 1 2 3 4加羽

図ー1 調査位置図
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A地点で標識アユが採捕されなかったが，これはA

地点に投網採捕に適した場所がなく，採捕アユが88尾

と少なかったことが影響していると思われ，標識アユ

は放流地点を中心とした調査区域内に分散しているも

のと考えられた。

なお，標識アユが投網のみで採捕されたが，採捕ア

ユ合計467尾の内毛ばり釣りは140尾と少なかったため

と考えられる。

天然アユの平均全長，平均体重は毛ばり釣りではA

地点9. 6cm， 7. 7 9 ， B地点8.4cm ， 5.0 9 ， C地点8.0cm，

4.19 ，投網ではB地点、11.8cm， 15.69 ， C地点10.Ocm， 

8.09となり，地点では上流域，採捕漁具では投網で

より大きなアユが採捕された。

投網で採捕された標識アユの平均全長，平均体重は

B地点、10.Ocm， 7.8 9， C地点9.5cm，5.69となり，

投網採捕の天然アユよりは小さいものの，毛ばり釣り

の天然アユよりやや大きいことから，今回の標識アユ

は天然そ上アユとほぼ同様なサイズであり，標識アユ

として適当で、あったものと考えられた(図-2)。

6月16日のびく調査は，午前7時30分から11時30分ま

で4時間，つり人208名(毛ばり釣り181名，友釣り27名)

中61名(毛ばり釣り54名友釣り7名)を対象に行った。

河川の状況は水量はやや多く薄濁りがあり，水温は

14.8"Cであった。

釣獲尾数の合計は毛ばり釣り2，343尾，友釣り105尾，

合計2，448尾となり，内標識アユは毛ばり釣り22尾，

友釣り1尾，合計23尾であった。 l人当りの釣獲尾数は，

毛ばり釣り43.4尾，友釣り15.0尾であった。また，標

識アユの混獲率は毛ばり釣り0.9%，友釣り1.0%とほ

ぼ同じ割合であった(表 2)。

毛ばり釣り採捕アユの平均全長は天然アユ8.1cm

標識アユ9.3cmとなり，標識アユは天然アユよりやや

大きく，試し釣り時に投網採捕された標識アユよりや

や小さくなった(表 3)。

また，友釣りアユの平均全長は天然アユ15.6cm，標

識アユ17.2cmと大きなものが採捕されていた。

なお，内水面水産センターで飼育した標識アユは，

解禁日までへい死はみられなかった。

以上より2001年の子取川天然そ上アユの資源量は，

放流尾数18，000尾，標本個体数2，448尾，標本中の標

本個体数23尾，解禁日までの自然死亡がないものと仮

定して求めたところ，約184万尾， 95%信頼区間は111

万尾-257万尾となった(表-4)。

なお，昨年までの5カ年の推定遡上量は2000年が242

万尾， 1999年が199万尾， 1998年が175万尾， 1997年が

210万尾， 1996年が100万尾であった。
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調査地点

図-2 試し釣り採捕アユの全長

表-2 釣り解禁日の釣獲状況 (6月16日)

14 

12 

11 

~ I 

E・鈴IU)G---A-・BV191 4 8 0 ・9.6

26 

C B A →上流
調査地点

表-3 解禁日のアユ測定結果 (6月16日)

主盆ー乙」主 畳畠l7" .:L 

採捕方法個体数 全長(cm) 個体数 全長(cm)

毛ばり釣り 424 8.1::!::1.5 22 9.3::!::O.9 

友釣り 51 15.6::!::O.7 17.2 

※標識アユは金尾数を.天然アユは抽出して測定した。

表-4 Peterseni去による推定結果

標識放流尾数

標本個体数

標本中の標識個体数

18，000 

2，448 

23 

推定の天然そ上アユ資源尾数 1，836，750 

呈呈ょ墨

95%信頼区間 1，836，750 :f: 1.96 x 373，080より

[ 1，105，513， 2，567，987 ] 



( 4 )親魚用アユの確保試験

I 目的
県産アユにおける種苗生産の安定確保を図るため，

天然親魚採捕試験，電照飼育による早期採卵技術開発

試験を実施する。

E 方法
1.天然親魚採捕試験

琵琶湖産アユの放流が行われていない梯川で天然遡

上アユを投網で採捕した。

また，水産総合センタ一美川事業所の水路に遡上し

た天然アユをタモ網で採捕した。

2.早期採卵技術開発試験

採捕した天然アユの早期採卵を行うため，美川

事業所で天然アユ搬入から夏至まで電照飼育を実施

した。また，人工生産アユ(石川産F1) について

も同様に電照飼育を行った。なお，人工生産アユの

電照は4月23日から実施した。

電照には40w蛍光灯4灯 (35-65ぱ)を用いた。

電照時間の設定は明19時間一暗5時間とした。

なお，美川事業所の飼育水温は地下水を使用して

いるため注水水温は約130Cであが，注水量を制限し
て昇温した。

電照飼育終了後，河川水で飼育の可能な内水面水

産センターへ一部移動しアユが成熟するまで飼育した。

E 結果及び考察
1.天然親魚採捕試験

梯川中海の堰堤で5月10日564尾， 24日1，931尾の

合計2，495尾の天然遡上アユを投網で採捕した。

採捕アユのサイズは5月9日では平均全長82mm土

6mm，平均体重3.5g士0.9g，5月24日では平均全長90mm

:!::8mm，平均体重4.7g:!::1.4gあった。

また，美川事業所の水路で5月6日にタモ網により

27尾の天然アユを採捕することができた。

天然アユの合計は2，522尾となったが，飼育開始

当初，網ず、れ等により 152尾がへい死し，電照終了

時の生残尾数は2，370尾となった。

2.早期採卵技術開発試験

飼育池はコンクリート製水槽(面積183m')を使

用した。

6月26日に美川事業所から天然アユ1，000尾，人工

産アユ3，000尾を移動した。なお，人工生産アユは

脂鰭カットの標識を行い天然遡上アユとともに混養

した。平均体重は天然アユが17.0g，人工アユが

波田樹雄・板屋圭作

1l.6gで、あった。

給餌は給餌率4%を目処に1日4回行った。

飼育期間中の水温(毎正時24回の平均)は移動当

初の6月26日から7月1日まで約16'Cであったが，そ

の後上昇し， 7月9日に20'Cを越え， 8月2日に最高値

である22.6'Cを示した。その後下降し8月22日に200C

を下回り9月22日には約15oCとなった(図一1)。

へい死は天然アユ，人工生産アユとも多くても1

日当り数尾と少なく推移した(図-2)。

9月10日に天然アユと人工生産アユの雌魚をそれ

ぞれ10尾とりあげ，卵巣成熟度指数 (GS 1 )を比

較したところ天然アユでは5.1%，人工生産アユで

は 15.7%となり，人工生産アユに比べ天然アユの

卵巣の成熟が遅れていた(表一1)。

人工生産アユの採卵は9月19日， 26日， 10月1日，

10日に実施した。発眼率は19. 1 -50. 7 % ，ふ化率は

5.8-19.6%となった(表一2)。これに対して，天然

アユで、は成熟が遅れ10月10日までに採卵可能なもの

は僅かしか見られず，種苗生産用親魚、として使用で

きなかった。

人工生産アユでは早期採卵が可能であったたが電

照開始の遅れた天然遡上アユは早期採卵できなかっ

たことより，今後，天然アユにおける早期の採捕方

法及び，電照方法についてさらに検討する必要があ

る。
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飼育期間中のへい死状況図-2

アユ飼育結果表-1

人工生産アユ

尾文長(mm) 体重(g)
天然アユ

尾文長(mm) 体重(g)
測定月日

GS I (%) 

156土6 49.1土8.115.7::f:5.0 

GSI=卵巣重量/体重X100

GS I (%) 

5.1 ::f:4. 1 52.9土14.8160::f: 16 9月10日

人工産アユの採卵及びふ化の結果表 2

考備ふ化率

00 
発眼率
oo_ 

総採卵数
任釦

採卵月日

5.8 19.1 1.467 9月19日

8.5 28.4 1.105 9月26日

19.6 50.7 4.497 10月1日

発眼まで確認した
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※ふ化率=ふ化尾数/採卵数X100

11.8 661 10月10日



内水面における魚病発生及び被害状況
(1)魚病発生状況及び被害状況

I 魚病発生状況
2001年 1月から12月までの内水面養殖業における魚

病発生状況を巡回・持ち込み・聞き取り等により調査

した。

魚種別被害状況を表-1に示した。県内の内水面養殖

業者の経営体数は加賀地区の手取川水系を中心に19経

営体であるが，うち8経営体で魚、病の被害があった。

魚種別の被害量はニジマスが800kgと最も大きく

なった。カジカは被害量101kgとなり昨年より大幅に

増加した。なお，カジカの被害額は1，565千円となり，

魚種別で最も大きく，被害金額全体の41%を占めた。

その他の魚種の被害量はイワナ，ヤマメでは昨年とほ

ぼ同程度，ウナギでは昨年の半分に減少した。なお，

コイは魚病の発生の報告はなかった。

高門光太郎

主な魚、病名はイワナがせっそう病，細菌性鯉病，ヤ

マメがせっそう病，ビブリオ病，ニジマスが冷水病，

ウナギがエラ病，カジカがせっそう病であった。

被害量，被害額の合計は1，821kg， 3，777千円で，前

年に比べ被害量では2%の増加に留まったが，被害額

では単価の高いカジカの被害が増えたため55%増加し

た。

E 水産用医薬品使用状況
養殖業者からの聞き取り等による魚種ごとの医薬

品の使用状況を表-2に示した。

医薬品の使用経費は398千円で昨年より減少した。

内訳はイワナ・ヤマメが若干増加したが，ウナギ・カ

ジカが大幅に減少した。

表 1 養殖魚種別被害状況

魚種 経営 被害量 被害金額 主な魚病名

体数 (kg) (千円)

イワナ 4 360 840 せっそう病，細菌性鯨病

ヤマメ 2 60 72 せっそう病，ピブリオ病

ニジマス 800 800 冷水病

ウナギ 500 500 エフ病

カジカ 3 101 1，565 せっそう病，不明

言十 11 1，821 I 3，777 

表 2 水産用医薬品使用状況

(単位:千円)

魚種 抗菌性水産用医薬品 その他水産用医薬品 水産用医薬品以外の薬売 合計

サJレファ剤 合成抗菌剤 抗生物質 消毒用薬剤 ビタミン剤等 塩

ニジマス

イワナ・ヤ可メ 290 7 17 314 

コイ

ウナギ 4 25 29 

カジカ 2 23 7 22 55 
計 2 313 11 7 64 398 

日
3
1
E
i
 



(2)アユの冷水病調査

I 目的
放流用アユ種苗，天然そ上アユ及び常在魚の冷水病

細菌の保菌検査を行い 天然水域における冷水病細菌

の感染環等を把握し，冷水病対策を検討する。

E 材料と方法
1.放流用アユ種苗の冷水病細菌保菌検査

石川県産人工種苗，琵琶湖産，岐阜産，徳島産の

放流用種苗の冷水病保菌検査をPCR法，培養法で

行った。

検査部位はPCR法では腎臓，培養法では腎臓と

憾とした。培養条件は腎臓では180Cで5日間，偲で

は50Cで10日間とした。

2.天然水域のアユ及び、常在魚の冷水病保菌検査

5月24日に梯川，6月7日に手取川の天然そ上アユ，

9月21日に大聖寺川の放流・天然そ上アユ及び常在

魚の冷水病保菌検査をPCR法，培養法で、行った。

PCR法，培養法の検査部位及び培養法の培養条

件は，放流用アユ種苗と同様とした。

波田樹雄・高門光太郎・田中正隆・沢矢隆之

E 結果
1.放流用アユ種苗の冷水病細菌保菌検査

石川県産人工種苗，県外産種苗とも外部，内部所

見は特に異常は認められなかった。

冷水病保菌検査においても全ての種苗で陰性とな

り，冷水病細菌の保菌は認められなかった。

2.天然水域のアユ及び常在魚の冷水病保菌検査
梯川，子取川の天然そ上アユ，大聖寺川の放流・

天然そ上アユ，ウグイ，オイカワの常在魚とも外部，

内部所見は特に異常は認められなかった。

冷水病保菌検査においても全て陰性となり、冷

水病細菌の保菌は認められなかった。

大聖寺川では平成11年度に放流した県外産種苗に

冷水病細菌の保菌が認められ、その後，冷水病細菌

が河川に常在化しアユ等に感染しているのではない

か危慎されたが，今回の検査では認められなかった。

今後，常在魚、の種類，数量，採集回数を増やし，

冷水病細菌の感染環の解明を行う必要がある。

表ー1 放流用種苗の冷水病保菌検査結果

種苗の由来 採集年月日 検査尾数 放流河川 検査結果 備 考

石川県産人工 517. 5/16 240 (県内9漁協に配付) PCR法，培養法

琵琶湖産 6/1 60 大聖寺川 ノノ

琵琶湖産 6/3. 6/8 74 犀)11・浅野川 PCR法

岐阜産 6/5， 6/9 52 犀川・浅野川 11 

岐阜産 6/6~ 15 97 手取川 ノノ

徳島産 6114 30 手取川 11 

表 2 河川におけるアユ、常在魚の冷水病保菌検査結果 (PC R法)

魚 種 採集年月日 検査尾数 調査河川 検査結果 備 考

ア 二L 5/24 60 梯 JII 天然そ上

ア ニL 6/7 60 手取川 天然そ上

ア 二L 9/21 32 大聖寺川 放流又は天然そ上

ウグイ 9/21 5 IJ 

オイカワ 9/21 4 IJ 
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せせらぎふれあい事業

I 目的
淡水域における水棲生物に対する理解を深め，親

しみを持たせるため，小学生を対象に「せせらぎ学

習会J，中学生を対象に「せせらぎ教室」を開催し，

水棲生物の生息の場となる河川等の水質，環境の維

持保全を推進する世代の育成を図る。

E 事業実績
1.せせらぎ学習会

(1)日 時

1)加賀市v:動橋小学校

平成13年9月28日(金)

午前9時00分から10時00分

2)加賀市立湖北小学校

平成13年10月26日(金)

午前9時20分から11時00分

(2)場所

内水面水産センター

(3)参加者

1)加賀市立動橋小学校

4年生 52名

2)加賀市立湖北小学校

6年生 20名

(4)内容

1)加賀市立動橋小学校

①飼育魚の観察

内水面水産センターで飼育しているアユ，ヤマ

メ，カジカ，コイ，コレゴヌスを実際に子で触れ

て，鱗の遠い等を実際に体験した。

②ピオトープの観察

内水面水産センターの円形飼育池をピオトープ

に見玄宇て，メダカ等の魚介類，ヤゴ等の水生昆虫，

及びガガブタ等の水生植物の採集，観察を行った。

採集したメダカ等は一部学校へ持ち帰り飼育し観

察を行った。

③解剖実習(希望者5名に対し11月2日)

ヤマメを解剖して体の仕組みを観察した。

また，解剖した魚の鯉等を実態顕微鏡で観察した。

2)加賀市立湖北小学校

①飼育魚、の観察及びヤマメの採卵

内水面水産センターで飼育している魚の観察及

波田樹雄・桶田浩司・高門光太郎・板屋圭作・同登淳

びヤマメの受精作業を行った。

②解剖実習

ヤマメを解剖して体の仕組みを観察した。

2.せせらぎ教室

(1)日時

1)加賀市立片山津中学校

平成13年11月2日(金)

午後13時四分から14時40分

2)加賀市立東和中学校

平成13年11月8日(木)

午前11時40分から午後12時30分

(2)場所

各中学校で実施

(3)参加者

1)加賀市立片山津中学校

3年生 24名

2)加賀市立東和中学校

3年生 31名

(4)内容

2)実習

ヤマメの解剖

ヤマメ・サクラマスの生活史，体の仕組み等を

学習した後，ヤマメを 1人l尾づっ解剖し，鯉等

を顕微鏡で観察した。

円
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サクラマス増殖試験(要約)

I 目的
スモルト魚の効果的な作出技術及び放流技術を開発

して，サクラマス資源の増大により沿岸漁業及び内水

面漁業の振興を図る。

E 調査方法
1.生産技術調査

(1)親魚蓄養技術向上調査

1)親魚蓄養採卵試験

採卵目的に手取川 (2001年10月27、28日)で採

捕したサクラマス 2尾を内水面水産センターに移

送し，同センターの親魚池で蓄養した。

2)幼魚生産技術向上調査

子取川(1998年10月)で採捕した遡上系親魚か

ら採卵した稚魚を養成して親魚として得た稚魚、

(F2)及び神通川産移植卵から養成した親魚より

得た稚魚(F2)に，成長コントロールを施して，

スモルトの出現状況を調査した。

(2)移動分布調査

1)スモルト放流河川調査

2002年3月12-14日に137，000尾のスモルト放流

を志賀町米町川で行い，その後， 3月26日及び4月

14日に同河川で地曳網と投網による採捕調査を実

方面した。

E 結果及び考察
1.生産技術調査

(1)親魚蓄養技術向上調査

1)親魚蓄養採卵試験

本県河川で採捕したサクラマスを親魚として蓄

養し， 10月30日に2，600粒の採卵を行った。

2)幼魚、生産技術向上調査

スモルト化率は2月中旬で21%，放流時は4

7%であった。

(2)移動分布調査

放流12日後の3月26日の追跡調査では放流地区

で放流魚40尾，放流地点より上流域で8尾，河口

域で15尾を採捕した。スモルトタイプの割合は

48%であった。

放流後21日後の4月4日の調査では，放流地点で

17尾，上流域で2尾，河口域で11尾を採捕した。

しかし，全採捕30尾中29尾が河川残留型のパータ

イプであり，この時期には放流サクラマスのスモ

ルトタイプははほとんど降海したものと推定され

た。
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イワナ資源増殖調査(要約)

I 目 的
白山麓に生息する重要魚種であるイワナ資源の増大

を図るため，在来イワナの生息環境および生態を把握

し，適正種苗の開発，河川の形態に応じた増殖手法の

確立を図るために必要な資料を得る。

E 方法
1.調査対象河川

昨年度と同様，子取川上流域の本流牛首川のN谷

川を調査河川とした。調査区間については，本流と

の合流点から上流4，700mの地点より上流1，600mの

区間とした。

2.生息環境調査

調査区間に 4定点を設けて，河川の形状，流速調

査およびコドラート内の底生動物の採集調査を行っ

た。また，データーロガーによる水温測定も行った。

3.生態調査

生息密度，体長と体重との相関等を調べるため，

採捕調査を電気ショッカーを用いて行った。また

無斑イワナの出現状況を把握するため，さらに上流

650mの区間で、採捕調査を行った。

4.増殖手法開発試験

昨年度の採卵試験で得られた稚魚を継続飼育する

と共に，昨年度と同じ親魚から再度採卵を試みた。

また， 10月19日， 11月8日に産卵状況の目視観察を

実施した。

5.資源管理手法の開発

漁業権漁場を管理する白峰村漁業協同組合の遊漁

証の販売状況およびイワナの放流状況を調査した。

E 結果および考察
1.生息環境調査

(1)河川形状

7月5日の調査後St1の上流約80m地点に砂防堰

堤工事が始まり， St2の下流100mから下流は重機

が入り河床は大幅に変化した。本年度の調査医聞

における流れ幅は2.7-4.3mであった。

調査区間のSt.3の上流50m1こ設置したデータロ

ガーによる4月1日から11月8日までの水温の最高

は8月3日の16.20C，民{氏は4月9日の2.60C，平均

は9.3'Cであった。

(2)底生動物

下流部は昨年，一昨年と|司様，増水による土砂

の流入で河床が一掃され底生動物相が安定的に維

持されない状況が伺われた。中流部は全体的に採

高門光太郎・桶田浩司・凹登淳・板屋圭作

集個体数が少なく全て昨年を下回った。 2カ所の

優占種はヒゲナガカワトビケラ，モンカワゲラ，

アミメカワゲラ科であり個体数は少ないものの湿

重量の43-82%を占めた。

2.生態調査

(1)資源量の推定

電気ショッカーによる採捕標識放流調査からピ

ーターセン法による資源量の推定を行い，調査区

間700mにおけるイワナ生息尾数は572士132尾，

生息密度は0.18:1:::0.042尾1m'と推定された。昨年
と比べ，生息尾数で26% 生息密度では80%の増

であった。

(2)無斑イワナ
無斑イワナはSt4の下流150mより上流で出現

し， 8月2日の調査では40-65民間で68尾のうち

5尾の7.4%，9月20日の調査では65-130区間で42

尾のうち5尾の11.9%の出現率であった。

(3)標識魚の移動

8月に採捕した標識魚のなかに昨年，一昨年に

放流したリボンタッグ標識魚16尾を確認した。再

捕までの移動距離は，放流場所の4尾を含め，上

下流100m以内で、13尾再捕され，最も移動した個

体でも上下流300mが各 l尾づつであり，移動範

凶は小さいことが伺われた。

3噌増殖手法開発調査

昨年度の種苗生産試験で得られた稚魚、のうち517

尾を 8月にN谷川支流に放流し，無斑を含む稚魚、は

親魚候補として飼育中である。また，今年度も同じ

親魚、を使って採卵受精を行い， 597粒の発眼卵を得

た。

10月19日， 11月8日に調査区間内で産卵場調査を

行ったが，産卵床を確認できたのは支流を10m入っ

た小さな淵 1カ所だけであった。

4司資源管理手法の開発

地元漁協からの聞き取り調査では，稚魚、の放流は

昨年と同数の66，000尾に対し，成魚、の放流は昨年よ

り1，000尾少ない3，000尾であった。

推定遊漁者数は2，000人を割り込み，昨年の2，333

人から更に減少して1，841人と過去最低となった。

[報告書名一平成13年度渓流域生態系管理子法開発

事業(イワナ等渓流魚関係)検討委員会資料，平

成14年3月]
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漁場環境保全調査(要約)

I 目的
漁業対象生物にとって良好な漁場環境の維持，達

成を図るため，柴山潟水域における水質環境等の現

況を調査する。

E 方法
1.水質調査

柴山潟の水質調査を4定点で毎月l回，計12回実施し

た。調査項目は水温， DO，pH，塩分とし，水質チェッ

カー(堀場製作所製， U -10)で測定した。

2.生物モニタリング調査

(1)大型水草群落調査

動橋川河口におけるヨシの密度の変動を，春季

(6月)，秋期(10月)に調査した。

(2)底生動物調査

柴山潟の底生動物調査を4定点で、春期 (5月)， 

秋期 (9月)の 2回実施した。調査方法はヱック

マンパージ型採泥器を用いて採泥し，底生生物を

種類ごとに分類し，個体数の計数と湿重量を測定

した。

E 結果
1圃水質調査

(1)水温

S1.1表層における水質の年間変動を平成12年
度と比較した。

年間平均水温は平成12年度では16.40C，平成13

年度では15.90Cであった。

最高値は平成12年度では8月の31.00Cに対し，

平成13年度は7月の羽田80Cであった。

最低値は両年度とも1月に記録され平成12年度

では5TC，平成13年度では3TCと低い値であっ

た。

(2) D 0 

DOの年間平均値は平成12年度では11.39mgl R， 

.平成13年度では9.72mgl R，であった。

最高値は平成12年度では6月の13.32mgleに対
し，平成13年度は3月の12.14mg/R， であった。

最低値は平成12年度では7月の8.72mgl R，に対

し， 13年度は7月の6.25mgl R，であり，湖沼にお

ける水産用水基準値 6mglR，を上回った。

平成13年度の各定点・水深ごとの値をみると， 6 

月の51.4の底層と， 7月， 8月の51.2， 4の底層で

3mgl R，以下の低い{直を示した。
(3) pH 

波間樹雄・高門光太郎

pHの年間平均値は平成12年度で、は7.39，平成13

年度は8.07であり，概ね7.0-8.5で推移していた。

最高値は平成12年度では9月の9.01に対し，平成13

年度では6月の9.39であった。

最低値は平成12年度では2月の5.47に対し，平成13

年度は9月の6.30であった。

(4)塩分

塩分は両年度ともに年間を通じて見られなかっ

た。

2.生物モニタリング調査

(1)大型水草群落調査

ヨシの平均本数は6月が64.0本1m'， 10月が65.0
本1m'となり，平成12年度の74.5本1m'，83.0本1m'

よりやや少なくなった。

(2)底生動物調査

採集した底生動物は5月， 9月ともにイトミミズ

類，ユスリカ類等の α中腐水生域から強腐水生域

の指標生物であった。

[報告誌名一平成 13年度漁場環境監視等強化対策

事業調査報告書，石川県，平成14年3月]
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水温表
値は毎正時24回の平均

4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 

6.5 11. 5 15 15.6 21. 9 18. 1 16.4 12.3 10.2 6.74 4.87 6.79 

7. 1 11. 4 14.7 16 22.4 18.4 16 13. 1 9.9 5.28 5. 16 6.59 

7.3 10.8 14.8 16.9 22. 7 18.6 15 12.3 10. 1 4.21 5.55 5.88 

6.9 10.8 15.5 17.5 22.5 17.9 15 11. 9 10.4 5.03 5.71 5.6 

7 11. 4 15.8 18 22 18. 1 15.8 11. 3 9.8 5. 92 6 6 

8. 1 12.7 15.9 17.4 21. 3 18. 1 15.4 13. 1 10.2 5. 76 6. 15 6.57 

8.8 13.8 15.7 16.9 21. 6 18.7 14.9 11. 8 9.6 5.98 6.26 6.22 

9.6 13.9 15.2 17.2 22 18.9 15.5 11. 3 9 6. 15 6.45 6. 13 

10.5 14 15.4 17.7 21. 6 19.5 15.4 12 9.2 5.94 5.86 6. 13 

10.6 13.6 15.9 18.4 20.4 19.5 16 12 7.94 6.54 5.59 6.53 

~--]，j 12.4 15.4 17.2 21. 8 18.6 15.5 ト 12.1 9.6 5.8 5.8 6.2 
82.4 123.9 153.9 171. 6 218.4 185.8 155.4 121. 1 96.34 57.55 57.6 62.44 

10.9 12.4 15.8 18.7 20.5 18.6 15.8 10.3 7.61 6.82 4.48 6.85 

9.9 12.4 15.5 19.8 20.6 16.9 15.5 10.8 7.25 7.5 3.85 7.05 

8. 7 12.6 15.8 20 21. 1 16.6 15. 1 10.4 8.94 7.39 4.56 6.71 

8.8 13.5 15.2 20 21. 7 17 14.2 10 8.42 7.09 4.06 6.99 

9. 1 14.8 14. 1 20.4 22 17.5 13.4 8.4 7.2 7.55 4.24 8.37 

9.6 15. 1 13.8 20.2 22.2 17.3 14.7 9. 7 7.85 8.2 4.25 7.74 

10.5 13.4 14.5 19.4 22. 1 17. 1 15 10.5 8.15 8.03 5 7.69 

10.7 13.9 15.5 19.2 22 17.2 14 9.9 8.17 7. 16 5.07 7.04 

11. 3 14.8 16 18.2 22 17. 1 12.9 9.4 8.06 6.57 4. 17 7.29 

9.8 15.4 14.5 18.2 21. 4 16.9 12.2 8.5 7.97 6.17 4.96 7.72 

9.9 13.8 ~l_~ニ1 ト 19.4 21. 6 17.2 14.3 9.8 8 7.2 4.5 7.3 

99.3 138.3 150.7 194. 1 215.6 172.2 142.8 97.9 79.62 72.48 44.64 73.45 

9. 1 15.9 13.9 19 20.8 16.2 13.3 8.3 7.57 7.27 5.49 8.38 

9.2 15.7 14.6 20 19.7 14.9 14.2 8. 7 6.94 7.03 6.05 8.06 

9 14.9 14.6 20.5 19. 1 13.9 14.8 9.2 7.13 4.82 6. 19 6. 73 

10 14.4 14.6 20.8 19.6 14.4 14 8.9 7.09 3.98 6.07 5.92 

10 13.9 15. 1 20.8 20. 1 14.9 13.4 8.8 6.93 5.23 5.74 6.02 

9.2 14.7 15.3 20 19.8 15.8 12.6 9.5 7. 1 5.22 6.22 7.25 

8.9 15 15.3 19.8 19.8 16.2 12.5 8.6 6.91 5.48 6.29 8.07 

10 14.9 14.7 20 19.5 16.3 13.5 9.6 6.78 6. 17 6.37 7. 18 

10.8 14.9 15.6 20. 7 19. 1 14.4 13.9 10. 1 6.07 5. 1 8.58 

12.2 15.4 16 21. 4 19.6 14.8 12.2 11 5.96 4.61 8.67 

15 21. 7 18.6 12.3 6.05 4.61 8.49 

9.8 15 15 20.4 Lー些.6 15.2 13.3 9.3 6.8 5.4 6.1 j_._l.ji 
98.4 164.7 149.7 224. 7 215.7 151. 8 146.7 92.7 74.53 59.52 48.42 83.35 

一一9一.3トー 13.81 15.11 19ト一一一一 211 171 14.41 10.41 8.11十一一一 6. 11 5.4 7.1 
正一一一一一

280.1 426.91 454.31 590.41 649.71 509乱444.91311.1250491189.551150.66 219.24 

5/1 6/1 7/1 8/1 9/1 10/1 11/1 12/1 1/1 2/1 3/1 
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漁村活性化対策事業

大橋洋一・漬上欣也・達克幸

I 目的 E 事業実績
漁業生産の担い子である青年漁業者の資質向上を図

るとともに，漁村地域の特性を生かした高齢者や女性

部の活動を支援し，活気ある漁業地域づくりを推進す

る。

平成13年度における事業実績を表-1-10に示した。

表-1 担い手確保総合対策推進事業

会議名 主要 議題 開催場所 開催時期 委員の構成

県推進会議 -青年漁業者の活動等について 金沢市 2002年3月22日 県漁連職員、漁業士
-漁村高齢者の活動等について 会長、県漁婦連会長、

-漁村女性の活動等について 漁協組合長等

地区推進会議 水産物の品質向上について 七尾市 2001年5月22日 漁業士会、漁青連、

漁連他

表-2 青年漁業者活動協議会

主要議題 開催場所 開催時期 参加人数 備考

-青年漁業者活動等について 珠洲市 2001年6月初日 15人

-水産物の付加価値向上対策

表-3 巡回指導(漁村青壮年育成指導及び移動相談所)

開催場所 実施時期 回数 対象者 内 '?{].・

県内沿岸市町 2001年4月~ 随時 研究グループ及び -漁業技術等の先進地情報の収集・紹介

2002年3月 漁協青壮年部等 -増養殖指導(中間育成・養殖技術指導)

-経営指導(資源管理型漁業等)

表-4 青年女性漁業者交流大会

開催場所 開催時期 参加者 講 演 内 廿"'-

金沢市 2001年 漁協青壮年部 おさかな企画代表取締役卜部俊郎

水産会館 10月27日 漁協婦人部 「快眠活魚一針麻酔で魚を眠らせる一」

漁業士会

漁協関係者等

水産関係団体

県職員等

計 103名
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表-5 青年漁業者交流学習会

学習内容 開催場所 開催時期 参加人数 講 自ni

漁労情報プロッタ等の有効利 金沢市 2001年8月9日 25人 水産電子協会派遣講師岡田要

用について

表 6 漁村女性対策事業

事業内容 開催場所 開催時期 参加人数 f精 考

営漁簿作成講習会 内浦町 2002年3月27日 10人

表-7 技術交流(先進地視察)

交流の課題 交流場所 交流時期 参加人数 備 考

魚類の活魚出荷の取り組みに 大分県 2001年8月228 14人 漁青連・漁業士会と共催

ついて

表-8 少年水産教室

参加者 内 ，子z且千ミア 開 催場所 開催日時 参加人数

能都町真脇小学校 栽培漁業の学習会 真脇小学校 2001年5月29日 21名

表 9 漁業士研修事業

研修内容 開催場所 開催時期 参加者 備 考(講師)

水産物の鮮度保持について 珠洲市 2002年2月19日 15人

日本海ブロック漁業士研修 鳥取県 2001年11月1日 2人

表-10 高齢者活動支援事業

事業内容 開催場所 開催時期 参加者 備 考

経営診断講習会 中島町 2001年9月18日 20人
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水産物鮮度保持試験(エビ自動選別機性能試験)

I 目的

ホッコクアカエビは，小型底びき網漁業の主要対象

種のひとつである。 漁獲物は漁獲直後に船上で選別・

箱立てされており，サイズの規格化や選別時間の短縮

化が望まれている。

そのため，一部漁業者は，エビ篭漁船に導入されて

いるヱビ自動選別機を購入しようとしている。しかし，

混獲物の組成は漁業種類で異なるため，事前に選別機

の性能試験を実施し，導入可否の情報提供することを

目的とした。

E 方法
平成13年4月18日から27日に，蛸島漁協(現:すず

し漁協)所属小型底びき網漁船が漁場から持ち帰った

ゴミ混じりの未選別漁獲物(写真 1)を，メーカー

が開発した 2タイプのエビ自動選別機にかけて，エビ

の分別状況を試験した。

なお，使用した選別機は ~4 分別する 2m型』と円

分別する1.5m型」である。

写真ー1 未選別の漁獲物(ノロゲンゲザラビクニン・イソギ

ンチャク類など他種類が混在している。)

E 結果
漁獲物からゲンゲ類など魚類やイソギンチャクなど

大型の混獲物を子で取り除いた上で.ヱピ自動選別機

で処理すると，凶~l に示したとおり 2 m型選別機-

1.5m型選別機ともにかなりの精度で分別できた。こ
れは，子選別で出荷している銘柄組成(図~2) と比

べて，分別精度の向上と各船聞の選別規格化が期待で

きるものであった。

大橋洋一

しかし，漁獲物から大型混獲物を子で取り除かない

と，投入口で目詰まりを起こして処理が中断するなど

のトラブルが発生し，これの処理で時聞を要し選別の

効率が著しく低下した。

そのため，大型混獲物を自動的に取り除く技術改良

がない限り，高価な選別機の導入は見送るべきである

と考えられた。

2m型選別儀

25 

20 

ぎ15
緩
まま 10 
恩
5 

。

図~2
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1.5m型選別後
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図-1自動選別機によるホッコクアカ工ビの分別
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ヒラメ・アカガイ中間育成放流指導

I 目的
栽培対象魚種であるヒラメ・アカガイの中間育成技

術・放流技術の向上を目的に指導を行った。

E ヒラメ
1.配付状況

県水産総合センタ一生産部志賀事業所で生産され

たヒラメ 1.405千尾を2001年5月23日一7月16日にか

けて各漁協(地医)に配付した(表1)。

配付したヒラメの平均全長は中間育成用種苗で42

mm-52mm.直接放流用種苗は61mm-66mmで、あった。

2.中間育成・放流結果
2001年度の中間育成・放流結果を表-1に示した。

(1)配付内訳

中間育成用種苗は1.100千尾となり，陸上水槽

で370千尾，生貰網で305千尾，囲L、網で425千尾

が中間育成された。

直接放流用種苗は.305千尾であった。

(2)中間育成の実施箇所と育成方法

中間育成は12漁協 (20箇所)・ 1機関(1箇所)

の合計13地区 (21箇所)で実施された。

育成方法は陸上水槽が 5漁協(7箇所) ・l機

関(1箇所).生責網では 4漁協(9箇所).固い

網が5漁協(5箇所)であった(ただし，育成方

法別にすると，穴水町漁協甲地区の陸上水槽とな

なか漁協鵜浦地区は空襲網・固い綱が重接してい

るため，延べ合計では2漁協・ l箇所増えること

になる)。

(3)直接放流実施箇所

直接放流は9漁協(9箇所) ・l町.(3箇所)

の合計10地区・ 12箇所で実施された。

(4)中間育成・放流結果

各施設の飼育期聞は陸上水槽で 5-40日間，生

賛緋lで11-18日間，囲網で13-26日間であった。

生残率は推定で，陸上水槽で50.0-96.3%(平

均67.8%).同い網で50.0-75.0%(63.8%に生

貰網で52.6-90.0%(68.5%)となった。全体の

推定放流尾数は 719.3千尾で生残率は， 65.3%と

なった。

直接放流は 305千尾であり，総合計1，024.:-3千

尾のヒラメを放流した。

放流時の平均全長は陸上水槽で59.6mm-

97 .lmm，生賓網で48.2mm-72.3mm，固い網で53.1mm

-69.6mmで、あった。

漬上欣也

E アカガイ
1.配付状況

2000年に県水産総合センタ一生産部能登島事業所

で生産されたアカガイ 2，615千個(内訳:放流用種

苗1，511千個・養殖用種苗 1，134千個)を2000年 8

月23日-8月26日にかけて各漁協(地区)に配付した。

約10ヶ月間中間育成し.2001年 6月231:.1に放流し

た(一部は3月3日， 6月28日に放流)。

2.中間育成・放流結果

2001年度の中間育成・放流結果を表 2に示した。

中間育成は七尾湾漁業振興協議会に所属している

七尾市(1漁協・ l地区)，能登島町(1漁協・ 5

地区)，中島町(1漁協・ l地区)の3市町(3漁協・

7地区)に分けて実施した。なお，穴水町(1 漁協-

l地区)は前年度まで中間育成を実施していたが，

今年度から中止した。

生残率は16.3%-42.1%で，平均21.1%であった。

市湾に 231，389個(港湾事務所前 204，7231田・大

杉崎26，666個)，西湾に 132，969個(カンジ浦83，295

個・種ヶ島鰯浦沖49，674個)の総数 364，358個を放

mfした。
平均殻長は， 22.4mm-41.2mmで，平均重量は 2.7

g-17.2gとなった。

なお，七尾漁協の養殖用種苗については， 296.4 

千個(生残率26.1%)を取り上げた。

円
/
]
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穴水湾カキ浮遊幼生分布量調査
(水産業改良普及事業)

I 目的
本県におけるカキ養殖は，数年前までは殆どが他県

から種カキを購入して実施されていた。しかし，他県

からの購入だけでは，供給量が不安定であったり，品

質にばらつきが生じることが多々あった。このことか

らカキ漁場の母貝を布効に活用して種カキの安定確保

を図るため，穴水湾海域のカキ幼生出現状況を調査し，

種カキの採苗予報及び養殖技術の指導を行った。

E 方法
1.調査海域友び期間

カキ浮遊幼生分布調査定点を図 lに示した。調査

は，中居・麦ヶ浦・志ヶ浦のそれぞれ2点で，平成13

年7月4日-8月16日まで、に週l!f口]の頻度で、計71rf!行った。

図 1 調査海域及び定点、

2.浮遊幼生の採集及び計数
浮遊幼生の採集は，北原式定量プランクトンネッ

ト(日経22.5cm.ネット目合:NXX13)で水深0-

2mを曳いて行った。採集した幼生はすぐに3%ホル

マリンで回定し，小型(<210μm) ，中型 (210-270

μm) ，大型 (270/1m<)の殻長サイズ別に区分し

計数した。調査定点の水温及び塩分は水質測定器

(HORIBA水質チェッカ-U-10) を用いて表層・

水深2.0mで担t定した。

達克幸・大橋洋ー.~賓上欣也

E 結果及び考察
1.浮遊幼生

定点別・サイズ別の幼生出現数を図工表-1に示
した。
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図-2-2 定点別浮遊幼生数の推移 (210~270μm) 
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図-2-3 定点別浮遊幼生数の推移 (270μm<)

小型(<210μm)幼生数は，中居で 7月下旬か

ら8月上旬に顕著なピークがみられたが，他の定点

では明確なピークはみられなかった。中型幼生 (210

-270 um)は， 7月上旬・中旬と7月下旬・ 8月上旬

にピークがみられた。大型幼生 (270μm<)は， 7 

月上旬・中旬と麦ヶ浦では7月中旬にもピークがみ

られた。 採苗に必要な大型幼生の数は20-25個程度
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表ー1 サイズ・定点別浮遊幼生数

サイズ 調査日 中居l 中居2 麦ヶ浦1 査ヶ滞2志ヵ浦1 志，輔E 合計 平均

7月4日 31 11 29 27 2 。 lω 16.7 
<210μ 7月11日 36 12 9 6 4 5 72 12.0 

.1 7月18日 3 9 10 2 26 4.3 

7月25日 320 初4 6 5 15 筋l I(闇.5

8月l日 186 291 46 6 4 4 ロ7 89.5 

8月8日 8 2 。 13 2.21 

8月16日
。 5 0.8 

7月4日 54 28 回 45 3 181 30.2 

210- 7月11日 6 5 2 2 16 7 38 6.3 

270PM 7月18日 2 4 。 9 1.5 
7月25日 24 38 。 2 2畠 16 98 16.3 

8月 1日 M 主畠 42 6 3 4 107 17.8 

8Jl 8日 7 。。 2 11 1.8 

8月16日 。 。 。。 。。 。。。
7月4日 宮島 40 45 39 。。222 37.0 

幻0μE 7月11日 13 23 39 8 127 143 お3 58.8 

<1 7.月18日 3 2 。 2 。 B 1.3 

7月25日 12 18 回 15 107 17.8 

8月l日 4 13 11 2 20 6 部 9.3 

8月8日 。 。。 4 2 7 1.2 
8月16日 。 。 D 。 。。 。0.0 

であり 1) 各定点とも7月上旬・中旬に，志ヶ浦で

は7月下旬・ 8月上旬にも201同を超えており，この時期

に採苗器投入の指導を行った。平成13年度の調査は，

7月上旬開始であったが 大型幼生数のピークが7月上

旬にある定点もみられるため，幼生の出現状況を調べ

るためには6月中旬から調査を行う必要がある。

過去の調査結果との比較を図-3に示した。
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図-3 平成11~13年度幼生数(定点合計)の推移

平成11年度は， 8月の2週に I回のピークがみら

れたが，平成12・13年度は， 6月4週・ 7月l週と

7月4週・ 8月l週の2回みられた。平成11年度以

前の調査結果でも，時期は若干異なるが 2回のピー

クのみられることが多く 平成13年度の調査結果は

通常の幼生出現傾向と同様であった。

2.水温・塩分
調査期間中の水温・塩分平均値の推移を図 4に，

定点別の測定結果を表-2に示した。
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図-4-2 調査時の平均塩分の推移

表-2-1 調査時の水温;J!1j定結果(単位:OC) 

調査日 水深 中層l 中居2 麦ヵ浦l麦ヵ浦2志ヵ浦l志ヵ浦2平均

(m) 

7月 4日 表層 23.9 24.0 23.1 23.6 23.6 23.7 23.7 

2.0 23.5 23.5 23.0 23.3 22.2 22.2 23.0 

7月11臼 表層 24.7 24.8 25.2 25.3 24.6 24.7 24.9 

2.0 23.7 お 7 23.9 23.9 23.9 24.0 23.9 

7月18日 表珊 26.5 27.0 25.0 25.3 25.4 24.8 25.7 

2.0 24.5 25.7 24.8 24.8 24.3 24.3 24.7 

7月25日 表膚 28ι 28.5 27.8 27.8 26.9 26.9 27.7 

2.0 26.8 26.8 27.3 27.2 26.1 26.6 26.9 

8月 l日 表層 28.8 28.2 28.4 28.3 27.6 21.8 28.2 

2.0 27.8 27.0 28.0 28.1 21.5 27.5 21.7 

8月 S目 表晦 29.0 29.1 29.1 28.9 28.4 28.5 28.8 

2.0 29.0 29.1 28.1 28.7 28.2 28.5 28.1 

8月16日 表膚 29.6 29.6 30.1 29.8 28.6 28.9 29.4 

2.0 29.4 29.4 29.4 29.3 28.6 28.1 29.1 

調査時の水温は，表層で23.1-30TC，水深2.0m

で23.0-29.40Cであり 8月8・16日に290Cを超える

高水温がみられたが， 300Cを超えたのは 8月16日の
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麦ヶ浦1のみであった。水深別には，平均水温で表

層は水深2.0mより0.1-1.1'c高かった。塩分は，
表層で2.76から3.14% 水深2.0mで'3.10-3.42%

であり，降雨等の影響を受けやすい表層で低く，変

動も大きかった。

表-2-2 調査時の塩分測定結果(単位:%) 

調査日 水深 中居l 中居2 麦ヵ浦l麦ヵ滞2志ヵ滞i志ヵ浦Z平均

(m) 

7月 4日 表贈 3.00 3.12 3似 3.17 3.19 3.16 3.11 

2.0 3.18 3.19 3.26 3.28 3.36 3.35 3.27 

7月11日 表層 3.20 3.26 3.39 3.39 3.41 3.40 3.34 

2.0 3.22 3.20 3.42 3.41 3.42 3.42 3.35 

7月18日 表層 3.ω 3.08 3.33 3.31 3.34 3.34 3.23 

2.0 3.10 3.10 3.3古 3.34 3.36 3.36 3.27 

7月25日 表層 3.24 3.13 3.21 3.20 3.20 3.27 3.21 

2.0 3.18 3.22 3.26 3.27 3.23 3.27 3.24 I 

8月 1日 表層 3.25 3.32 3.27 3.27 2.76 2.78 

2.0 3.23 3.34 3.28 3.28 3.28 3.28 3.28 

8月 8日 表層 3.28 3.26 3.29 3.29 3.28 3.30 3.28 

2.0 3.27 3.27 3.30 3.30 3.29 3.31 3.29 

8月16日 表膚 3.25 3.25 3.24 3.31 3.31 3.30 3.28 

2.0 3.23 3.23 3.30 3.32 3.32 3.31 3.29 

町文献
1)広島県水産試験場(1976)，:カキの採苗.pp.12-13. 
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ムラサキイガイの浮遊幼生・稚貝付着量調査
(水産業改良普及活動)

I 目的
近年，本県を代表するカキ養殖漁場の七尾西湾でカ

キの成育を妨げる要国としてムラサキイガイの大量付

着があげられる。

このムラサキイガイの付着を避けるためカキ連の本

垂下時期については，これまで養殖業者の経験に基づ

いていた。このため，カキ連への付着を最小限に止め

る目的でカキの本垂下時期である 4月-6月にかけて
七尾西湾・北湾海域において，浮遊幼生及び付着稚貝

の出現状況調査を実施した。

E 方法
1.調査海域友び期間

調査海域及び定点、を図-1に示した。

七尾西湾及び北湾海域の6定点で，平成12年4月25

日から 6月28日までの聞に週 Hllの頻度で合計10回

の調査を行った。

図ー1 調査海域友び、定点

2.調査方法

浮遊幼生の試料は，調査定点毎に北原式定量フoラ

ンクトンネットで水深2.0mから垂直に曳き上げ採

取した。抹取した試料のうちムラサキイガイ浮遊幼

達 克幸・大橋洋 A ・j賓上欣也

生をサイズ日Ijに計数した。付着稚貝は，各定点の水

深Om，0.5m， 1 m， 2 m層に1週間垂下した付着器

(シュロ縄:経9mm，長さ20cm)を取り上げ顕微鏡

で計数した。

各調査定点の水温及び塩分は水質測定 (HORIBA

水質チェッカ-U-10)用いて表層と水深2m層で測

定した。

E 結果及び考案
1.浮遊幼生

各定点の浮遊幼生数を去 lと図-2に示した。

時期別には， 4月25!::l以降徐々 に増加し，長浦で6

月8日，小牧で6月20日，その他の定点で6月13日最

も多く出現した。湾中央，湾口部，長浦では，浮遊幼

生数の顕著なピークがみられた。定点別には，合計出

表-1 定点、別浮遊幼生数(単位:個/O~2m曳)

ST1 ST2 ST3 ST4 ST5 ST6 合計 平均

瀬嵐 湾中央 奥底 湾白書事 長浦 小牧

4，1!25日 13 2 9 33 7 3 67 112 

5月 1日 2 12 32 12 7 3 関 lt.3 

5月 9日 9 187 157 22 11 3 389 64.8 

5月17日 47 11 175 12 10 5 2ω 43.3 

5月23白 175 295 87 163 329 18 1間 ln.8 

5月31日 192 165 256 240 69 15 937 1562 

6月 8日 187 136 44 465 688 134 1.654 275.7 

6月13日 281 673 371 1.358 472 138 認鈎 548.8 

6月20日 29 39 135 160 55 397 815 135.8 

6月28日 78 28 184 259 82 159 7鈎 13t.7 

合計 1.013 1.548 1.450 2.724 1.7ぬ 875 9.340 
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図-2 浮遊幼生数の推移
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現数が湾口部で最も多く、最も少なL叶、牧の 3倍以

上であった。他の 4点、については同程度の浮遊幼生

数であった。

2.付着稚貝

定点別の付着稚員数を表 2，図 3に示した。

時期別には，浮遊幼生と異なり奥原・湾口部・小

牧等で5月9日と 6月20日・ 6月28日の 2回のピー

クがみられた。 他の定点は，長浦で6月20日にはっ

きりしたピークがみられ，瀬、嵐・湾中央部では5月

9日に日如、ピークがみられた。定点別には，浮遊幼

生と同様に湾口部で最も多かったが，浮遊幼生と異

表 2 定点別付着稚貝数

ST1 ST2 ST3 ST4 ST5 ST6 合計 平均

源嵐 湾中央 奥原 湾ロ部 長浦 小枝

4月25日 13 28 16 146 34 21 258 43 

5月 19 7 43 11 70 46 15 192 32 

5月 9日 45 60 181 290 9 103 688 115 

5月17日 19 14 7 90 21 43 194 32 

5月23日 2 6 2 21 16 16 63 11 

5.1'131日 6 17 16 71 18 11 139 23 

6月 8日 7 30 89 22 15 163 33 

6月13日 11 12 49 108 59 27 266 44 

6月20日 21 24 64 185 208 1∞ 602 1∞ 
6月28臼 19 18 162 88 39 44 370 62 

合計 150 252 597 1.091 465 380 2.935 
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図-3 付着稚貝数の推移

なり瀬嵐で最も少なかった。

各定点、を合計した付着稚貝数の水深別割合を図 4に

示した。

付着稚貝数の水深別割合は平均で，水深Omが37.8%

と最も高く，次いで0.5mが26.5%，1.0mが19.1%，

2.0mが16.6%であり，水深が浅いほど付着数が多い

という結果であった。これは，浮遊幼生の分布が浅い

水深ほど多」いこと 1)によると考えられる。時期別には，

調査開始から 5月中旬まで水深Omで、の付著が50%前

後と高かったが， 5月下旬以降水深Omの付着割合が

減少し，他の水深での付着数の割合が増加する傾向

がみられた。
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図-4 水深別稚貝付着数の割合

3.水温・塩分

定点別の本深2.0mの平均水温・塩分を図←5に，

表層・水深2.0mの水温・塩分測定結果を付表1，2 

に示した。
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調査期間中の水深2.0mの水温は， 4月25日の12.00C

から 6月28日の21.80Cまで上昇した。小牧では水深
が深いため水温上昇が遅く，他の定点と比較して水

温の低い傾向がみられた。水、深2.0mの塩分は， 3.17 

-3.34%と表層と違い変動幅は小さかったが，調査

期間の中では6月13日以降梅雨による降雨の影響の

違いでばらつきが出たと考えられる。

4.浮遊幼生と付着稚貝の出現時期の比較

サイズ別の浮遊幼生数と付着稚貝数を表-3，図-6

に示した。

過去の調査結果と同様に初期幼生(<210μm) ， 

中期幼生 (210-270μm)，付着期幼生 (270μm<)

の多い時期またはその後に付着稚貝数が多くなる等

の関連性は明確でなかった。これは，浮遊幼生が多

く出現しでも波や潮流等の海況の影響で必ずしもそ

の場に付着するとは限らないことによると考えられ

る。

表-3 サイズ別の浮遊幼生数と付着稚貝数

浮遊幼生数 付錯穂貝殻

<210μm 210-2701lm 2701lm< 合計

4月25日 調 18 10 67 258 

5月 1日 53 7 s 68 192 

5月旦目 354 19 11 389 総S

5月刊目 229 22 
ー

260 194 

5月23日 959 95 13 1.備7 63 

5月31日 828 90 19 937 139 

6-" 8自 1.541 1ω s 1.654 163 

6月13日 3，1閃 165 5 主293 266 

6月初回 679 105 31 815 関2

6月28日 639 142 g 790 370 

合計 8.424 791 120 9.340 2.935 

800 3.S!絢

a創10

省.
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醐事! z.醐
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図-6-1 浮遊幼生数 (<210μm)と付着稚貝数
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園田6-2 浮遊幼生数 (210-270μm，270μm<) 

と付着稚貝数

5.過去の調査結果との比較
平成11年度から平成13年度までの浮遊幼生数，付着

稚員数(各定点の合計)を図一7に示した。
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図-7-1 浮遊幼生数の比較(平成11年-13年)
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図-7-2 付着稚貝数の比較(平成11年-13年)

浮遊幼生数は，平成11，12， 13年度にそれぞれ343

-9，768個， 398-5，353個， 67-3，293個で，平成11
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年度に最も多かった。時期別には各年とも同様の傾

向を示し， Ei月2・3週に最も多い幼生数であった。

付着稚貝数は，平成11・12・13年度にそれぞれ1-

2831同， 184-3，586個， 184-3.586個.63-688個で，

平成12年度に最も多かった。時期別には，平成11年

度は付着数が少ないこともあり，はっきりしたピー

クはみられなかったが，平成13年度は5月1週と6月3
週にピークがみられた。

平成12年度は最も明確な付着数のピークが5月2・
3週と 6月3週の 2回みられた。

また. 3年間の結果では、浮遊幼生数が多くても

付着椎貝数が多くなっていない年、逆に浮遊幼生数

が少なくても付着稚貝数が多い年もみられた。これ

は，浮遊幼生数が多く出現しでも波や潮流等の海況

の影響で必ずしもその場所に付着するとは限らない

こと，その場所で浮遊幼生数が少なくても他からの

移動により付着数の多くなることが考えられる。

浮遊幼生の発生量は、海域全体のムラサキイガイ

の付着量に結びつく可能性は大きいが、付着稚員は、

本調査の付着器の設置が各定点のl箇所であり、浮

遊幼生の移動を考えると付着状況の判断材料として

は不十分であると考えられる。

U 文献
1)荒川好満 (1973) :養殖カキ付着生物の予防と

駆除の手引き.広島県水産試験場， pp.7-8. 

付表1-1 調査時水温測定結果 (表層、単位:'C) 

s t 1 st2 st3 st4 st5 st6 平均

濁嵐 湾中央 奥原 湾口部 長浦 小牧

4月お日 12.5 12.5 12.2 12.5 12.3 12.3 12.4 

5月 1日 15.6 15.0 15.1 15.0 14.7 14.6 15.0 

5J! 9日 17.2 17.7 18.1 18.1 17.1 16.9 17.51 

5月19日 16.2 17.6 18.1 18.1 19.2 15.5 17.5 

5月n日 18.8 18.5 19.2 18.3 18.1 17.6 18.4 

5月31日 19.8 19.8 20.2 19.5 19.0 19.4 19.6 

6月 8日 却 7 20.4 20.7 20.6 初.3 19.9 20.4 

6月13日 却.6 20.5 20.6 却.7 20.7 20.4 却 6

6月却日 21.8 21.7 21.3 21.6 21.5 却.2 21.4 

S月n日 21.2 21.3 21.2 21.0 22.0 19.7 21.1 

付表1-2 調査時水温測定結果(水深2.0m、単位:'C) 

s t 1 st2 st3 st4 st5 st6 平均

漏嵐 湾中央 奥原 湾口部 長浦 小牧

4!l25日 12.3 12.4 13.2 12.0 12.3 12.3 12.4 

5月 1日 14.9 14.9 15.0 14.6 14.3 14.0 14.6 

5月 9日 17.0 17.2 17.4 16.8 16.8 15.8 16.8 

5月17日 15.9 16.8 18.4 17.1 18.0 14.8 16.8 

5月23日 18.5 18.5 19.0 18.3 18.1 17.6 18.3 

5月31日 19.8 19.8 20.0 19.5 19.1 19.1 19.6 

6月 8日 20.8 20.4 20.8 20.5 20.3 19.8 加 4

e月13日 20.6 20.5 20.5 20.7 20.7 20.5 20.6 

8月20日 21.1 21.2 2l.4 21.1 21. 5 19.9 21.0 

6月28日 20.7 20.7 20.6 20.9 21.8 19.5 加 7

付表2-1 調査時塩分測定結果 (表層、単位:%) 

s t 1 st2 st3 st4 st5 st6 平均

濃嵐 湾中央 奥原 湾口部 長浦 小牧

4月お目 3.30 3.25 3.26 3.28 3.30 3.却 3.28 

5月 1日 3.27 3.27 3.24 3.30 3.30 3.30 3.28 

5月 9日 3.24 2.84 3.01 3.01 3.27 3.凹 3.帽

5月17日 3.28 3.26 3.27 3.27 3.26 3.27 3.27 

5!l23目 3.28 3.31 3.27 3.33 3.33 3.33 3.31 

5!l31日 3.29 3.29 3.田 3.29 3.31 3.30 3お

6月 8日 3.22 3.24 3.17 3.24 3.29 3.32 3.25 

6月13日 3.20 3.22 3.15 3.27 3.26 3.30 3.23 

6月初日 2.79 3.05 2.18 3.団 3.17 3.27 2.92 

6一月2一2日一一3.14一一3.1一9_L_一2.関一 3.白 3.15 3.301 3.14 

付表2-2 調査時塩分測定結果(水深2.0m、単位:%) 

s t 1 st2 st3 st4 st5 st6 平均 l
濠嵐 湾中央 奥原 湾口部 長浦 小牧

4月25日 3.30 3.30 3.26 3.31 3.32 3.32 3.30 

5月 1目 3.30 3.28 3.29 3.31 3.30 3.31 3.30 

5J! 9日 3.24 3.24 3.お 3.27 3.27 3.26 3.26 

5月17日 3.29 3.30 3.28 3.27 3.27 3.30 3.29 

5月23日 3.31 3.31 3.31 3.33 3.34 3.33 3.32 

5月31日 3.30 3.30 3.29 3.32 3.33 3.33 3.31 

6月 S日 3.27 3.26 3.25 3.お 3.29 3.31 3.27 

6月13目 3.21 3.24 3.18 3.28 3.28 3.30 3.25 

6月泊目 3.22 3.19 3.17 3.21 3.17 3.3自 3.21 

6月28日 3.17 3.21 3.24 3.24 3.16 3.33 3.23 

q
L
 



2001年七尾湾トリガイ・アカガイ資源量調査結果

I 目的
七尾湾の重要資源であるアカガイ・トリガイの資源

量を把握し，その後の適正な操業方法等を検討する資

料とするため， 2001年11月22日と2002年3月12日の2
屈にわたり，七尾湾漁業振興協議会と共同で貝桁網に

よる資源量調査を実施した。

II 2001年11月22日調査
1.方法

(1)調査日時

平成13年11月22日(木)午前8時00分一12時00分
(2)調査海域

調査海域及び曳網地点を図-1に示した。(七尾

北湾は調査しなかった)

七尾南湾:9回曳網，七尾西湾:2回曳網

(3)調査船

七尾漁協所属船1隻(日崎丸)

(4)調査員等

七尾漁協:西崎組合長・寺井組合員・寺井職

員・楠職員，ななか漁協:坂下組合員，七尾市:

左藤主幹，水産総合センター:漬上主任技師・達

主任技師

(5)使用漁具

貝桁網:間口1.3m 網目 6節 2丁曳
(6)曳綱方法

七尾南湾:約l分一13分間曳網
七尾西湾:約8分間曳網

(7)貝の識別

トリガイ:帯状輪紋の形成状況から発生年級群

を識別

アカガイ:殻頂部の殻皮の有無により天然貝と

放流員を識別

2.推定資源量の算出

資源量の算出方法は以下のとおりである。

(1)曳網距離 (m)=曳網速度 (m/秒)X曳網時
間(秒)

(2)曳網面積(ぱ)=曳網距離 (m)X貝桁間口

(1.3m) X2 (丁)
(3) 1， OOOm'当たり分布密度(個)=採捕個数÷曳網

面積(ぱ)X1，000m'+漁具効率(0.2)

(4)海区毎の推定資源量(個)=1，000m'当たりの
分布密度X1，000X漁場面積 (knf)
3.結果

(1)曳網場所・回数

① 南湾海域

つ臼
唱

E
Aつ臼

漬上欣也

S-7・S-外海区で各l回，S-8海区で5回，
S-l1海区で2回，合計9回の曳網を行った。

② 西湾海域

W1海区で2回の曳網を行った。

(2) トリガイ

調査海域・海区別の採捕個数と推定資源量を表

一1-表-2に示した。

① 南湾海域

採捕されたトリガイの海区別採捕個数はS-7

で7個， S-8で15個， S-l1で9個， S一外で
l個で総数32個と少なかった。

海区別の推定資源量 (Sー外を除く)は， 6.2-
11.5千個となり，南湾全体で24.4千個と推定され
た。

南湾で採捕されたトリガイの殻長・重量組成を

図 2に示した。

殻長は62.7-94.9皿(平均81.0mm)で，重量は

58.3 9 -186.6 9 (平均 121.0g)であった。
② 西湾海域

採捕されたトリガイの総採捕個数は2個と少な

かった。

西湾の推定資源量は， 9.9千個と推定された。

殻長は80.8mm(重量: 143.6 9 )， 86. 2m皿(重
量:測定不能)であった。

③全体

南湾・西湾での合計推定資源量は34.3千個と
なった。また，採捕されたトリガイは，輪紋の形

成状況から秋発生群と推定された。

(3)アカガイ

調査海域・海区別の採捕個数と推定資源量を表

-3-表-4に示した。
① 南湾海域

採捕されたアカガイの海区別採捕個数はS-7
で2個， S-8で87個， S-外でl個で総数90個
となった。なお， S-l1では採捕されなかった。
海区別の推定資源量 (S-外を除く)は， 0-

24.6千個となり，南湾全体で27.9千個と推定され
た。

南湾で採捕されたアカガイの殻長・重量組成を図

3に示した。殻長は62.1-107.3皿(平均76.5mm)

で，重量は47.0-306.5g(平均114.7g)であった。
② 西湾海域

採捕されたアカガイの総採捕個数は2個と少な

かった。

西湾の推定資源量は， 9.4千個と推定された。
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表ー1 平成13年11月22日調査:七尾南湾のトリガイ推定資源量(発生年級群別)

調査~ 曳網
曳網 採捕個数 1. OOOrri当り 1. OOOrri当り 漁場 推定資源量

海区 距離 面積 採捕個数 分布密度 面積 (千個)

(m) Cm2) 事亙まれ恢生まれ俸生まれ倣生まれ椿生まれ倣生まれ (km
2
) 椿生まれ骸生まれ

S-7 51 L 2 1，329. I 。 7 0.00 5.27 0.00 26.33 0.435 
。。11. 5 

S-8 143.8 373.8 。 。0.00 。。。 0.00 。。。
2 75.0 195.0 。 。。。 5. 13 。o。25.64 0.454 
3 6035 1. 569. 1 。 0.00 0.64 。。。 3. 19 

4 468.6 1.218.4 。 8 0.00 6.57 0.00 32.83 

5 775.0 2，015.0 。 5 0.00 2.48 0.00 12.41 

|平共 413.2 1.074.2 0.0 3.0 0.00 3.00 0.00 14.80 0.0 6.7 

S -11 1. 008. 2 2，621.3 。 5 0.00 1. 91 0.00 9.54 

2 1. 093.4 2，842.8 。 4 0.00 1. 41 0.00 7.04 0.750 

ド問 1. 050. 8 2.732.1 0.0 4.5 0.00 1. 70 0.00 8.30 0.0 6.2 

S一外 497.0 1. 292.2 。 0.00 O. 77 0.00 3.87 

合計 9 5.175.7 13.456.7 。 32 1.639 0.0 24.4 

※ 合計推定資源量はS一外を除く

表-2 平成13年11月22日調査:七尾西湾のトリガイ推定資源量(発生年級群別)

調査 曳網 曳網 採捕個数 1. OOOrri当り 1. OOOrri当り 漁場 推定資源量

海区 距離 面積 採捕個数 分布密度 面積 (千個)

(m) (ぱ) 障生まれ *生まれ曙生まれ秋生まれ椿生まれ 女生まれ (krri) 事亙まれ 女生まれ

~-1 838.3 2，179.6 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 
2 796.8 2，071. 7 。 2 0.00 0.97 0.00 4.83 4.117 
ドjZj宅 817.6 2，125.6 0.00 1. 00 0.00 0.48 0.00 2.41 0.0 9.9 

合計 2 1. 635. 1 4，251. 3 。 2 4.117 0.0 9.9 

表-3 平成13年11月22日調査:七尾南湾のアカガイ推定資源量(天然・放流群別)

調査 曳網 曳網 採捕個数 1. OOOm'当り L OOOrri当り 漁場 推定資源量

海区 距離 面積 採捕個数 分布密度 面積 (千個)

(m) (ぱ) 天然 放流 天然 放流 天然 放流 (krri) 天然 放流

S-7 511. 2 1. 329. 1 。 2 0.00 1. 50 0.00 7.52 0.435 0.0 3.3 
S-8 143.8 373.8 。 0.00 2.68 0.00 13.38 

2 75.0 195.0 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 0.454 
3 603.5 1. 569. 1 。 5 0.00 3.19 0.00 15.93 

4 468.6 1.218.4 。 25 0.00 20.52 0.00 102.60 
5 775.0 2.015.0 。 56 0.00 27.79 0.00 138.96 
平均 413.2 1. 074. 2 0.0 17.4 0.00 10.80 0.00 54.20 0.0 24.6 

S -11 1. 008. 2 2，621. 3 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 
2 1. 093. 4 2，842.8 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 0.750 
平均 1. 050.8 2，732.1 0.0 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.0 

S-外 497.0 1. 292. 2 。 0.00 O. 77 0.00 3.87 

L合至上 9 5，175.7 13，456.7 。 90 1.639 0.0 27.9 

※ 合計推定資源量はS一外を除く

表-4 平成13年11月22日調査:七尾西湾のアカガイ推定資源量(天然・放流群別)

調査 曳網 曳網 採捕個数 1. OOOrri当り 1. OOOm2当り 漁場 推定資源量

海区 距離 面積 採捕個数 分布密度 面積 (千個)

(m) (ぱ) 天然 放流 天然 放流 天然 放流 (krri) 天然 放流

M'-1 838.3 2.179.6 。 2 0.00 0.92 0.00 4.59 
2 796.8 2，071. 7 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 4.117 

9.41 ドjZj毛 817.6 2，125.6 0.00 1. 00 0.00 0.46 0.00 2.29 0.0 
合計 2 1. 635.1 4.251. 3 。 2 4.117 0.0 9.41 
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島周辺 (S-11)に底びき網で少し入網したとの
情報のみであったことから，出湾S-l1海区以外
はアカガイの放流場所を主体に今回の資源量調査

を実施した。

(2) トリガイ

① 調査した南湾・西湾での総推定資源量は，

31.3千個と少ない結果となった。

② トリガイについては，調査海域・回数が少な

く七尾湾全体の資源量の推定は困難な結果と

なったが，漁業者からの聞き取りと今回の調査

結果から， 2002年春に操業できる海域は形成し

図-3南湾トリガイ殻長・重量組成

殻長は88.6mm(重量:180.4 9 )， 98. 4mm (重量

: 245.4 g)であった。

③全体

出湾・西湾での合計推定資源量は37.3千個と

なった。また，採捕したアカガイは全て放流貝

であった。

4.考察

(1)調査海域

2001年11月13日に開催された七尾湾漁業振興協

議会貝類部会において，資源量調査の実施場所を

決めるため， トリガイの牛リ息していそうな海域を

漁業者から聞き取り調査したが，南湾の雄島・雌

ロリ
唱

E
i
ワ臼

図-2



ていないものと思われる。

(3) アカガイ

① アカガイの主な放流場所である海域を調査し

たが，南湾・西湾での総推定資源量は， 37.3千

個と少ない結果となった。

② 2002年春に操業する場合は，南湾海域のS

8海区の推定資源量24.6千個が漁獲の対象とな

ろう。

m 2002年 3月12日調査
1.方法

(1)調査日時

平成14年3月12日(火)午前8時00分-12時00分

(2)調査海域

調査海域及び曳網地点を図-4に示した。(七尾

南湾のみで調査した)

七尾南湾:6回曳網

(3)調査船

七尾漁協所属船l隻(E:I崎丸)

(4)調査員等

七尾漁協:西崎組合長・楠参事・寺井職員・楠

職員，七尾西湾漁協:杉原組合員，ななか漁協:

田本組合員，七尾市:左藤主幹・藤本職員，水産

総合センター:漬上主任技師・達主任技師

(5) 曳網方法

約5分-14分間曳網

(6)その他
使用漁具，貝の識別及び推定資源量の算出方法

は， 2001年11月22日の調査と同様とした。

2.結果

(1)曳網場所・回数

南湾海域のS-7・S-9海区で各l回， S 

8海区で4回，合計6回の曳網を行った。

(2) トリガイ

調査海区別の採捕個数と推定資源量を表-5に示

した。

採捕されたトリガイの海区別採捕個数はS-7で

3個， S-8で3個， S-99で7個で総数13個

と少なかった。

海医別の推定資源量は，0.8-12.3千個となり，

南湾全体で23.6千個と推定された。

南湾で採捕されたトリガイの殻長は71.4-

96.9mm (平均85.5mm)で，重量は106.89 -229.5 9 

(平均175.09 )であった。

また，採捕されたトリガイは輪紋の形成状況か

ら秋発生群が14.4千個春発生群が9.2個と推定

された。

(3)アカガイ

調査海区別の採捕個数と推定資源量を表-6に示

した。

採捕されたアカガイの海区別採捕個数はS-8

で79個であた。なお， S-7.S-9での採捕は

なく，南湾全体で19.8千個と推定された。

南湾で採捕されたアカガイの殻長・重量組成を図

-5に示した。殻長は66.4-112.5mm(平均89.2mm)

で，重量は67.8-371.1 9 (平均 185.2g)であっ

た。また，採捕したアカガイは全て放流民であった。

3.考察
(1) トリガイ

① 調査した南湾での総推定資源量は， 23.6千個

と少ない結果となった。

② トリガイについては，調査海域・回数が少な

く七尾湾全体の資源量の推定は困難な結果と

なったが，漁業者からの聞き取りと2001年11月

22 E:Iの調査及び今回の調査結果から， 2002年春

に操業できる海域は形成していないものと思わ

れる。

(2) アカガイ

① アカガイの主放流海域である南湾のS-8海

区の推定資源量は， 2001年11月22日の調査で

24.6千個，今回の調査では19.8千個となり，い

ずれも低水準の資源量となった。

ν 総合考察
2回の調査結果からトリガイ・アカガイの推定資源

量は低水準であり， 2002年春に操業できる海域は南湾

のS-8海区に 1，000m'当たり43.6個(3月調査)， 

54.2個(11月調査)分布する放流アカガイに限定され

ると考えられる。

しかし，推定資源量が低いものの，今回は以下の理

由から操業の可能性について考慮する必要がある。

(1) トリガイ

① 1996年の操業以来 トリガイが分布している

海域は操業をしていなLミ(1996年の漁獲量:約

137t . 9，380万円)。

② このため， 6年間にわたり漁場をさわってい

ないため，海底が悪化する可能性がある。貝桁

網の曳網によって海底耕転することで底質の改

善を図る必要がある。

③ 1998年度以降の資源量調査は， トリガイ・ア

カガイの水揚げの減少や経費・労力の節減で調

査船隻数・海域等を減らしたことから， トリガ

イの分布域は漁業者の聞き取り調査のみとな

り，詳細な分布域や新たな漁場形成の可能性等

を判断できない。

④ トリガイの寿命は 2年半と短い。今回の調査

で採捕されたトリガイは1999年秋生まれ群が主

と考えられ，今年の夏場に艶死する。このこと

から，ある程度漁獲するのが望ましい。
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南湾

七尾市

図-4 調査海域友び曳網地点

表-5 平成14年3月12日調査:七尾南湾のトリガイ推定資源量(発生年級群別)

調査 |曳網 曳網 曳網 採捕個数 1. OOOrri当り 1， OOOrri当り 漁場 推定資源量

海区 国次 距離 面積 採捕個数 分布密度 面積 (千個)

(m) (ぱ) 春生まれ秋生まれ棒生まれ 女生まれ審生まれ 抗生まれ (krri) 審生まれ '*生まれ
S-7 1. 780. 8 4.630.1 。 3 0.00 0.65 0.00 3.24 0.435 0.0 1.4 
S-8 1. 070. 5 2.783.3 。 2 0.00 0.72 0.00 3.59 
2 685.3 1. 781. 8 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 0.454 
3 604.8 1. 572. 5 。 0.00 0.64 0.00 3.18 
4 l. 150.4 2.991. 0 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 
陣I宅 877.8 2.282.2 0.0 0.8 0.00 0.30 0.00 1. 70 0.0 0.8 

S-9 1. 092. 0 2.839.2 3 4 1. 06 1. 41 5.28 7.04 l. 742 9.2 12.3 
合計 6 6.383.8 16.597.9 3.0 10.0 2.196 9.2 14.4 

表-6 平成14年3月12日調査:七尾商湾のアカガイ推定資源量(天然・放流群別)

調査 曳網 曳網 曳網 採捕個数 1， OOOm2当り 1. OOOrri当り 漁場 推定資源量

海区 回次 距離 面積 採捕個数 分布密度 面積 (千個)

(m) (ぱ) 天然 放流 天然 放流 天然 放流 (krri) 天然 放流

S-7 1. 780. 8 4.630.1 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 0.435 0.0 0.0 
S-8 1. 070. 5 2.783.3 。 18 0.00 6.47 0.00 32.34 
2 685.3 1. 781. 8 。 18 0.00 10. 10 0.00 50.51 0.454 
3 604.8 1. 572. 5 。 13 0.00 8.27 0.00 41. 34 
4 1. 150.4 2.991. 0 。 30 0.00 10.03 0.00 50. 15 
|平均 877.8 2.282.2 0.0 19.8 0.00 8. 70 0.00 43.60 0.0 19.8 

S-9 1. 092. 0 2.839.2 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 1. 742 0.0 0.0 
合計 6 6.383.8 日号.5里7.9 0.0 79.0 2.196 0.0 19.8 
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南湾アカガイ殻長・重量組成図-5

② 西湾海域においても毎年アカガイを集中放流

しているが， 1996年に操業した以降は放流海域
で、の操業は行っていない。

③ 近年では放流海域のみで操業している関係も

あり，天然アカガイの漁獲は殆どなp。このた

め，七尾湾全域の天然アカガイの発生状況の有

無等を確認をしていない。

(2) アカガイ

① 南湾S-8海区では毎年アカガイを集中放流

しており， 1994年の操業で約16t. 2，990万円，

1998年の操業で、約17t. 2，970万円の放流アカガ

イを漁獲した。それ以降は2000年の操業で約 2

t . 530万円のみの漁獲にとどまっているが，ア

カガイの放流に経費をかけており積極的に回収す
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七尾湾の溶存酸素量について

I 目的
富山湾の湾奥部にある七尾湾は能登島によって 3つ

の湾に区分され，それそマれ北湾，南湾，西湾と称される。

このうち西湾は最も奥部に位置し，面積32.3km'で，水

深は一部の海域で、20mより深いが，大部分は10m以浅

で，平均水深は5.7mで、ある。このため湾内の水温や

塩分などは気象の影響を大きく受ける。

西湾及び北湾の一部はカキ養殖が盛んで、，最近5カ

年の年間生産量は剥き身で、516t1) に及んでいる。前

述のように気象の影響を大きく受けることから，高気

温が連続する年にはカキのへい死がしばしば見受けら

れる。 2) 

また平成11年は夏期の水温が高く，西湾内の海水浴

場で8月15，16日頃，マハゼ，ヒイラギ，クロダイ幼

魚、の死魚、が流れ着くなどの事態が発生した。その原因

は低層の貧酸素と推定された。

このため夏期における七尾湾の溶存酸素量の観測を

実施した。

E 材料と方法
1 .調査時期

平成13年8月20日

2.調査場所

調査は図-1に示す11定点で実施した。

須曽

f 
.10 

通〆; ~ 
.6 

.8  

とコ
.7 /番場

.5 .4 
.3 

源嵐ノ
.2 
_/  

扇島

図-1 観測定点
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3.測定項目と測定方法

(1)水温， pH，塩分

水質チェッカ-U-lO (堀場製作所)により測
定した。

(2)溶存酸素量

ウインクラ一法により測定した。

E 結果
1.水温

水温の測定結果を表 1に示した。表層水温は平均

29.90C， 3m層は29.6'Cで平成11年(表層:31.0oC， 

3m層:30.20C)、平成12年(表層:30.3'C、3m層:

30TC)より低かった。

2. pH 

pHの測定結果を表 2に示した。全定点の全層で

7台とf1f;かった。
3.塩分

塩分の測定結果を表 3に示した。全定点、の全層で

3%以上を示し，底層ほと、高かった。

4. ;容存酸素量
i容存酸素量の測定結果を表-4に示した。表層6-
7mg/ -e台であった。底層は定点、8で2.16mg/eと低
かったが、その他の定点、で、は5mg/-e以上であった。

平成11年は海底から 4m立ち上がった層まで貧酸

素層の形成がみられる定点もあったが，平成13年は

調査時点において貧酸素層が厚い層に亘って形成さ

れることはなかった。

5.溶存酸素飽和度

溶存酸素飽和度を表 5に示した。表層の溶存酸素

飽和度は87-119% (平均:106.5%に底層は33-

106% (平均:83.7%)であった。水平的には湾奥の

定点 lで表層から底層まで100%以下であった。そ

れ以外の定点、では，海底から 1-4m層で、100%を

下回る層もみられたが、それ以外の水深層では100%

以上であった。

E 考察
七尾湾における底層の溶存酸素量は7-9月に低下す

ることが知られているが:l， 4)西湾においては夏期か

ら秋期に浅海砂泥底に繁茂するアマモ群落が枯死・分

解し，分解過程において溶存酸素が消費されて貧酸素

層を形成すると推定される。平成11年は水温が高く，



表-1 水温測定結果(単位:OC) 

ふで 2 3 4 5 E 7 s 9 
2.5m 4.2. 2.5m 4.3m 9.5. 3.5聞 7.島田 17目白n8.5m 

曲1 29.5 29目7 29.6 29.5 29.7 29.8 30.1 3日.6 30.1 

29.7 29.8 29.8 29.6 29.7 29.7 30.日 29ι 

z 29.7 29.7 29.9 29.6 29.7 29.8 29.9 29.7 29.6 
3 29.6 29.5 29.6 29.7 29.6 調 5

4 29目4 29.4 29.4 29.6 29.6 29.4 

5 29.3 29.5 29.2 

6 29.2 29.5 29.4 29.2 

7 29.2 29.4 29.2 

8 29.2 29.2 29.0 

9 29.2 

10 29.4 

11 

12 29.2 
13 泊 1

14 29.3 
15 28.9 
16 28.3 

表-2 pH測定結果

ふで 2 3 4 5 6 7 8 自

2.5m 4.2m 2.5m 4.30 9.町田 3.5m 7.3m 17.0. 8.5聞
0. 7.65 7.76 7.70 7.76 7.77 7.回 7.65 7.67 7.71 
1 7.66 7.76 7.74 7.75 7.78 7.70 7.o7 7.76 
2 7.67 7.82 7.72 7四 7.80 7邸 7.77 7.79 7.80 
3 7.83 7.8自 7.83 7倒 7.80 7.81 
4 7.83 7.75 7.関 7.82 7.83 7.80 
5 7.85 7.84 7.80 
E 7.制 7.80 7.78 7.83 
7 7.84 7.82 7.83 
s 7.84 7.80 7.82 
9 7.83 
10 7.71 
11 

12 7.67 
13 7.65 
14 7.61 
15 7.60 
16 7.49 

表-3 塩分測定結果(単位:%) 

ぬ更点 2 3 4 5 6 7 s 自
2.5m 4.20 2目5. 4.3m 9.50 3.5閉 7.3m 17.伽 8.50 

曲t 3.17 3.27 3.21 3.19 3.27 3.11 3.22 3目23 3.21 
3.19 3.26 3.18 3目21 3.27 3.12 3.23 3.26 

z 3.23 3.29 3目25 3.27 3.28 3.22 3.27 3.30 3.29 
3 3.29 3.29 3.29 3.28 3.29 3.29 
4 3.3日 3.30 3釦 3.29 3.30 3羽
5 3.30 3.29 3.30 
6 3.30 3.29 3目30 3.30 
7 3.30 3.30 3.30 
8 3.31 3.30 3.30 
9 3.31 
10 3.泊
11 3.28 
12 3.27 
13 3.28 
14 3.29 
15 3.30 
16 

表-4 酸素飽和度(単位:mg/.e) 

訟で 2.5m 2 3 4 5 6 7 8 自
4.2m 2.5m 4. 3m 9.50 3.5m 7.3m 17.0m 8.5m 

00 6.30 6.38 6.9宮 6.25 6.73 7.日1 6.50 7.06 7.25 
5.89 5.73 7.00 6.45 6.77 7回目8 6.21 7.06 

2 5.66 7.47 5.95 6.14 6.42 5.83 6.86 7.11 7.18 
3 6.56 6.26 6.18 4.72 7.11 7.06 
4 6.67 5.23 6.謁 7.04 7.21 6.95 
5 5.81 6.7唖 6.52 
6 6.43 6.15 6.66 6.94 
7 5.35 5.55 5.74 
8 5.24 6.72 6.76 
g 5.28 
10 6.06 
11 

12 5.32 
13 4.93 
14 4.84 
15 4.40 
16 2.16 

10 

9.2m 
30.2 

30.0 

29.6 

29.3 

29.1 

29.0 

28.9 

10 
9.211 

7.74 

7.83 

7.85 

7.83 

7.82 

7.79 

7.76 

10 

9.2加

3.27 

3.29 

3.30 

3.30 

3.31 

s目31
3.30 

1日

9.211 

6.87 

7.14 

7.27 

6.47 

6.07 

6.54 

5.16 

11 

12.5m 

29.6 

29.6 

却 4

29.2 

29.1 

29.0 

29.1 

28.9 

28.9 

11 

12.5m 

7.76 

7.81 

7.83 

7.83 

7.82 

7.81 

7.701 

7.67 

7.o7 

11 
12.5佃

3.30 

3.3自

3.30 

3.30 

3.30 

3.30 

3.29 

3.27 

3.27 

11 

12.Sm 

7..55 

7.15 

6.75 

6.61 

6.62 

6.39 

6.07 

5.42 

5.47 

表-5 溶存酸素量測定結果(単位:%) 

ぬマ
2 3 4 5 6 7 B g 10 11 

2.50 4.20 2.5m 4.3聞 9.50 3.5聞 7.3m 17.0. 8.50 自白1 12.50 
白1 87.1 100.8 108.8 銅 1随.4 1111 103.1 112.9 114.9 1叩.4 119.3 

1 92.7 鈎自 110.2 101目4 107 111 鑓.4 111.7 

2 89.2 118.2 94.2 96.9 101.5 921 108.6 112目5 113.4 113.5 113 
3 103.6 四.7 97.6 74.6 112.3 111.3 

4 1関 1 82目4 100.2 111.2 113.9 1倒 .5 114.9 1侃 3

5 91.4 1国.7 102.4 

E 101 971 104.9 1回 101.8 1回目81

7 84 87.4 釦.1 95.2 

B 82.3 1【15.5 105.8 102.4 103.8 

自 83 釦 B 1ω 

10 95.4 弱 1

11 84.6 

12 83.4 85.3 

13 77.2 

14 72.9 

15 68.7 

16 33.4 

海象も比較的穏やかであったことから，貧酸素層の形

成に拍車がかかったと考えられる。平成12年も平成11
年ほど水温は高くなかったものの，一部の定点の底層

で殆ど無酸素の状態が確認された。平成13年は一部の
定点を除いて溶存酸素量5mg/.e以上を示し、貧酸素
域の拡大は認められなかった。
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-220-



在来アコヤガイの育成試験

I 目的

七尾西湾漁業協同組合が全国真珠養殖漁業協同組合

連合会から委託を受けた「在来種アコヤガイの育成試

験」を指導するとともに、七尾湾におけるアコヤガイ

養殖の可能性について調査した。今回は、前年度の中

間報告以降の結果について取りまとめた。

E 調査方法
1.調査内容

1)杉葉による天然採苗と管理

2)天然採苗で得られた稚貝の飼育と管理

3)試験期間:2000年8月一2002年3月

4)飼育数量:成長母貝5.000貝(目標数)

2.調査方法

1)使用漁船及び調査員等

(1)使用船 にしわん(総トン数3.3)

(2)調査員 七尾西湾漁業協同組合

荒木春王・筆安英樹・吉野 了

(3)指導員 石川県水産総合センター

達 克幸・漬上欣也

2)試験実施場所

七尾北湾の共同漁業権第24号内、水深18-20mの

青島周辺海域に設定した。

3.施設
施設は天然採苗と天然採苗で得られた稚貝の嗣育

を併用した。

達 克幸

4.水質測定

天然採苗期間中に水温・ DO・塩分を定期的に測

定した。

5.天然採苗

1)採苗器は2001年7月13日に設置した。

2)採苗器

今回は表一1に示したとおり、採苗器に杉葉以

外の材料も使用した。

6.稚貝飼育

1)天然採苗で得られた稚貝の飼育は2001年10月7

日より開始した。

2)稚貝はパールネットに収容し再垂下した。

E 結果
1.水質測定

採苗器を設置した2001年7月13日と、稚貝を取り

上げた2001年10月7日に水温・塩分・ DO・PHの

測定を実施した(表-2)。

2.天然採苗

天然採苗開始から約3ヶ月後の10月7日に採苗器

全てを取りあげ、付着状況を調査した。

最終的に取りあげたアコヤガイの稚員の総数は

777個体と少なかった。付着器質毎の付着個体数は、

杉葉をパールネットに収容したもので 215個体、杉

葉を直接垂下したもので 149個体、テグス網で122

個体、きんらんで 291個体であった。

表-1 採苗器の種類と連・篭数等

材料 垂下方法 連数(個数)

杉 葉
q①②③bパ ルネットに収垂容 ((3篭//// 連連) 

7連 (21篭)
杉葉をそのまま 下 3個 ) 3連 9個)
杉葉をそのまま垂下 (2個連 1連( 2個)
杉葉をそのまま垂下(1個 連) l連( l個)
⑤パールネットに収容2篭と杉葉1 1連( 3個)
個を繋げ l連としたもの

テグス網 種籾袋の中にテグス網の古網を入 l連(10袋)
れたもの (10袋/連)

きんらん きんらん(ナイロン製の付着器) 4連( 4個)
をそのまま垂下(1個/連)

計 1 8連 (50個)
一一ーぞー竺?で竺

表 2 水質測定結果

月日 7月13日 1 0月7日

項目 水温 塩分 DO PH 水温 塩分 DO PH 

表層 23.5"C 3.40% 6.90mg/l 8.36 2L9"C 3.29% 7. 48mg/l 7.96 

2m 23.40C 3.41% 6.71mg/l 8.35 2L 9"C 3.29% 7. 44mg/l 7.96 
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沿岸漁業改善資金貸付事業

I 目的
沿岸漁業の経営の健全な発展、漁業生産力の増大及

び沿岸漁業従事者の福祉の向上を図るため、沿岸漁業

従事者等に対し無利子の資金の貸付を行う。

本資金の貸付に係る資金計画、書類審査等及び貸し付

けた施設の検認を行った。

なお、 2001年度の貸付枠は80，000千円であった。

E 結果
2001年度の貸付実績を表-1に示した。通常の貸付

は年4回(6月、 9月、 12月、 3月)に分けて行って

いるが、今年度は4回目(3月)の貸付需要が無かっ

たため、 3回の貸付となった。

漬上欣也

貸し付けを行った資金は経営等改善資金で、青年漁

業者等養成確保資金及び生活改善資金の需要はなかっ

た。

経営等改善資金の貸付は操船作業省力化機器等設置

資金3件 (3，050千円)、漁ろう作業省力化機器等設置

資金6件 (6，280千円)、燃料油消費節減機器等設置資

金 5件 (25，460千円)の合計14件 (34，790千円)となっ

た。

貸付金額では、燃料油消費節減機器等設置資金が全

体の73%を占めた。

表一1 2001年度沿岸漁業改善資金需要額調査総括表(資金種類別)
(金額単位千円)

資金名 1資金の種類 日

第l回貸付金 ! 第2回貸付金 l 第3回貸付金 l 第4回貸付金 E 

(6月25日) I ("9月25日) I (i:2月 25日) I (月日) I 合計
件数|貸付金|件数|貸付金|件数|貸付金|件数|貸付金|件数|貸付金

細

自動操だ装置

動力式『拘岨
経

置資金

-』
一
一
灯

ナ
-
魚

ソ
一
集

周
一
式

業
一
電

漁
一
放

計 3 3. 220 2 2. 060 1 1. 000 

燃減資料機金油器等消設費節置
漁船用跡的.ー環境対応機関 2 8. 460 3 17.000 

小計 2 8. 460 3 17.000 

新養殖技術 養殖施設の設置

導入資金 計

漁船衝等突防止 無線電話

機資器金 設置等
百十

合 計 1 4 1 3.92016112.87014118.000 

普

賢

金

14134.790 

q
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海洋漁業科学館のあゆみ(平成13年度)

4/11 石川県立能都北辰高校・生徒，職員 8名見学

「ビン玉編み込み教室J8名受講

12 P R活動開始

科学館紹介文章等，能都町各所訪問・配付

ひばり保育所，しらさぎ保育所，高倉保育所，神野保育所，宇出津小学校，真脇小学校，神野小学校，

能都中学校，能都町役場，鳳寿荘 以上10ヶ所

25 近隣保育所に各種教室案内発送

28 巨大知恵の輪設置

5/2 輪島市立南志見小学校・生徒，職員 24名見学

志賀町立高浜小学校・生徒，職員 同名見学

3 巨大知恵の輪の説明パネル設置

8 七尾市立北星小学校・生徒，職員 47名見学

「石こうレリーフ教室J44名受講

10 県政パス(鹿丙町.ひな菊の会)36名見学

「壁掛け工作教室J36名受講

11 中島町立熊木小学校・生徒，職員 90名見学

「壁掛け工作教室J90名受講

15 珠洲市立粟津小学校・生徒，職員 58名見学

「壁掛け工作教室J58名受講

16 県政パス(門前町櫛比婦人会) 55名見学

「壁掛け工作教室J55名受講

17 富来町立増穂小学校・生徒，職員 51名見学

「壁一掛け工作教室J51名受講

29 能都町立真脇小学校・生徒，職員 44名見学

6/1 七尾市立徳田小学校・生徒，職員 120名見学

5 能都町立ひばり保育所・児童，職員 41名見学

「壁掛け工作教室J41名受講

能都町老人会 20名見学

9 能登島町立能青島小学校(親子遠足) ・生徒，大人 58名見学

12 穴水町立穴水小学校・生徒，職員 51名見学

羽昨市千路町女性部 20名見学

「壁掛け工作教室J20名受講

13 金沢市立湯桶小学校・生徒，職員 15名見学

株式会社サンライフ 51名見学

14 根上町立浜小学校・生徒，職員 40名見学

「壁掛け工作教室J10名受講

19 能都町立瑞穂保育所・児童，職員 24名見学

「石こうレリーフ教室J24名受講

県政パス(門前町阿岸婦人会)11名見学

「壁掛け工作教室J41名受講

23 巨大知恵の輪設置

7/3 巨大海藻パネル設置

7・8月の教室のチラシを310部作成し県内の小学校へ発送

内浦町立白丸小学校・生徒，職員 13名見学

「海漣コースター教室J 13名受講

4 しらさぎ作業所，さくら工房に7月の教室案内発送

加賀市橋立漁協青年部 14名見学
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5 7ヶ市町村へ '8月の教室J 'トランクミュージアムJ 'お魚なんで、も相談教室」の掲載依頼

8 鳥屋町春木女性協議会 24名見学

10 各種教室参加者ヘ， 7・8月の教室のチラシを100部発送

11 県政パス(金沢市森山校下婦人会) 36名見学

内浦町婦人会 23名見学

17 石川県精育園・生徒，職員 35名見学

能都町内各老人クラブに各種教室案内発送 30通

18 中学校・幼稚園・各施設 (243ヶ所)へ7・8月工作教室のチラシ発送

24 特別展示トランクミュージアム(期間 7月24日-8月8日)のトランク12ヶを館内に展示・設置

26 七尾市東港児童クラブ・子ども，大人 21名見学

「海藻コースター教室J21名受講

28 養護学校育友会 12名見学

「うちわペイント教室J7名受講「海藻コースター教窒J5名受講

29 七尾市飯川町子ども会・子ども，大人 43名見学

「うちわペイント教室J43名受講

8/1 海っ子山っ子体験スクール・子ども，大人 41名見学

12 能都町宇出津，富山県福野町ソフトテニススポーツ少年団・子ども，大人 34名見学

「うちわペイント教室J34名受講

9/8 七尾市立石崎公民館・子ども，大人 36名見学

「帆かけ舟工作教室J9名受講「壁掛け工作教室J24名受講

17 金沢市立夕日寺小学校・生徒，職員 64名見学

「壁掛け工作教室J61名受講

10/2 七尾市立天神山小学校・生徒，職員 74名見学

4 各町村へ11月の工作教室掲載依頼

7 石川県職員労働組合 37名見学

9 輪島市上山町町内会 36名見学

10 能都町v:宇出津小学校3年生・生徒，職員 47名見学

「イカとっくり教室J47名受講

14 能都町ふるさと再発見の旅・子ども，大人 28名見学

「イカとっくり教室J28名受講

16 能都町v:高倉保育所・児童，保護者，職員 18名見学

「壁掛け工作教室J18名受講

18 能都町立宇出津小学校5年生が総合学習として水産総合センター及び海洋漁業科学館5名見学

20 能都町立能都中学校l年生・生徒 26名見学

25 能都町立宇出津小学校5年生が総合学習として水産総合センター及び海洋漁業科学館8名見学

能都町立能都中学校l年生・生徒 3名見学

11/2 県政パス(加賀地区・能登一泊コース) . 3 9名見学

6 珠洲市立飯塚保育所・児童，保護者，職員 20名見学

11 石川県西田幾多郎記念哲学館(宇ノ気町)新設の為 17名見学

15 各市町村へ12月の工作教室掲載依頼

20 石川県立能都北辰高校1年2組・生徒，職員 39名見学

「壁掛け工作教室J39名受講

21 石川県立能都北辰高校1年1組・生徒，職員 43名見学

「壁掛け工作教室J40名受講

12/8 鹿島町立豊川公民館・子ども，大人 7名見学

11 各町村へ1月の工作教室掲載依頼

1/15 巨大海藻パネル展示

17 各市町村ヘ2月の工作教室掲載依頼

2/14 各市町村へ3月の工作教室掲載依頼

21 能都町立瑞穂小学校2年生・生徒，職員 9名見学

4
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22 捕鯨話を館内に展示

3/6 内浦町松波保育園・児童，職員 12名見学

「石こうレリーフ教室J12名受講

10 たいようおおぞら学童クラブ・子ども，大人 34名見学

14 内浦町立不動寺保育所・児童，職員 14名見学

「壁掛け工作教室J 14名受講
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月

4月

5月

6Fl 

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1Fl 

2月

3月

合計

入 館者状況

(1 ) 月別入館者数 (2) 郡市別・校種別見学状況

開館 1日平均 幼・保直 小学校 中学校 高等学校 大学 合計

回数 有料 無料 合計 昨年比 入館者数 珠洲市 。 。 。 2 

26 179 379 558 99.6 21.5 (20) (58) (78) 

(144) (416) (560) 

27 411 844 1，255 94.8 46.5 

珠測郡 2 。 。 9 3 
(26) (13) (39) 

鳳至郡 3 6 2 3 。 14 
(604) (720) (1， 324) (83) (164) (29) (90) (366) 

26 231 654 885 121. 1 34.0 輪島市 。 。 。 。
(283) (448) (731) (24) (24) 

26 330 592 922 126.1 35.5 
(364) (367) (731 ) 

鹿島郡 。 2 。 。 。 2 
(148) (148) 

七尾市 。 3 。 。 。 3 
28 699 985 1，684 111.0 60.1 (241) (241) 
(643) (874) (1，517) 羽昨郡 。 2 。 。 。 2 

28 160 468 628 162.3 22.41 (107) (107) 

(164) (223) (387) 

27 202 535 737 158.8 27.3 
(173) (291) (464) 

能美郡 。 。 。 。
(40) (40) 

金沢市 。 2 。 。 。 2 
(79) (79) 

26 281 294 575 110.4 22.1 合計 6 19 2 3 。 30 
(155) (366) (521 ) (129) (874) (29) (90) (1，122) 

25 70 224 294 101. 0 11. 81 ( )肉は人数

(41) (250) (291 ) 

25 49 190 239 103.9 9. 6 (3) 団体別入館状況

(57) (173) (230) 

25 89 193 282 109.7 11. 3 団体名 件数 入館者数

(72) (185) (257) 県政パス 5 207 

27 99 464 563 112.2 20.9 教育関係 30 1，122 
(143) (359) (502) 公民館 2 43 

316 2，800 5，822 8，622 114.7 27.31 婦人・老人・町内会 7 187 
(2，843) (4， 672) (7，515) 

( )肉は平成12年度入館者数
水産関係 14 

育友会 12 

12年度 13年度

4月 560 558 

5月 1，324 1，255 

6月 731 885 

7月 731 922 

8月 1，517 1，684 

9月 387 628 

10月 464 737 

11月 521 575 

12月 291 294 

1月 230 239 

2月 257 282 

3月 502 563 

その他

合計

(4) 平成12年度との月別比較

2，000 

1，500 

人 1，∞o

500 

。
5J  

4~ 5Fl 6Fl 7Fl 8Fl 9月 10湾 11月 12月 1~ 2Fl 3Fl 
月

(5) 曜日別入館者数

226 -

8 277 

54 1，862 



工作体験教室参加状況

「壁掛け工作教室」

個人 5月1日-5月31日の開，実施し26名参加

6月1日-6月30日の間，実施し45名参加

9月1日-9月30日の間，実施し43名参加

10月2日-10月31日の間，実施し45名参加

11月1日-11月30日の間，実施し28名参加

2月1日-2月28tIの間，実施し11名参加

3月1日-3月31日の間，実施し16名参加

団体 15回実施し628名参加

「石こうレリーフ教室」

個人 5月1日一 5月31日の間，実施し71名参加

6月1日-6月30日の間，実施し32名参加

10月2日-10月31日の間，実施し39名参加

3月1t1-3月31日の問，実施し76名参加

団体 3回実施し80名参加

「うちわペイン卜教室」

個人 7月1日-7月31日の間，実施し171名参加

8月1t1-8月31日の間，実施し24名参加

団体 3回実施し81名参加

「海藻コースター教室」

個人 7月1日-7月31日の間，実施し39名参加

8月1日-8月31日の間，実施し145名参加

9月1日-9月初日の問，実施し33名参加

団体 3回実施し39名参加

「帆かけ舟工作教室」

個人 8月1日-8月31日の間，実施し166名参加

9月1日-9月30日の問，実施し41名参加

団体 l回実施し 9名参加

「ビン玉編み込み教室」

個人 3月1日-3月31日の間，実施し l名参加 団体 l回実施し 8名参加

「イカとっくり教室」

個人 11月30tIのみ実施し 8名参加

12月9日のみ実施し18名参加

1月20日のみ実施し23名参加

2月17日のみ実施し15名参加

3月10日のみ実施し14名参加

団体 2同実施し75名参加

「ネイチャーマグネット教室」

個人 11月1日-11月初日の間，実施し51名参加

2月1t1-2月28tIの問，実施し15名参加
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「知恵の輪工作教室」

個人 7月1日-7月31日の間，実施し49名参加

8月1日-8月31日の問，実施し66名参加

9月1日-9月30日の間，実施し16名参加

3月1日一3月31日の間，実施し16名参加

「クリスマスリース教室」

個人 12月1日一12月28日の間，実施し71名参加

「ちぎり絵カレンダー工作」

個人 12月1日-12月28日の間，実施し34名参加

1月4日一 1月31日の間，実施し11名参加

「一輪挿し工作教室」

個人 1月4日-1月31日の間，実施し27名参加

「母の日プレゼン卜教室」

個人 5月l日一 5月31日の間，実施し43名参加

「父の日プレゼン卜教室」

個人 6月1日-6月30日の間，実施し39名参加

「海と魚の絵画展」

個人 10月2日-10月31日の間，実施し11名参加

「ハ口ウィンイベン卜」

個人 10月2日-10月31日の間，実施し35名参加

「クリスマスイベント」

個人 12月1日-12月28日の間，実施し20名参加
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